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平成3年度国立環境研究所年報  

の発刊に当たって   

地球環境問題の深刻化が懸念され，本年6月には，世界各国の首脳がブラジル  

に集まり，二十一世紀へ向け地球環境の保全と持続可能な開発のための戦略が協  

議されま．した。また，大都市における大気汚染や有害化学物質による地下水の汚  

染等の国内における地域環境問題も解決が難しく対策を模索している状況です。  

環境問題を解決するためには，決断と実行が重要であることは言うまでもありま  

せんが，効果的な対策をとるためには，問題となっている現象を理解し，人や生  

態系への影響を評価し，対策技術を開発するための科学的知見の蓄積が必要です。   

国立環境研究所は，未解決の環境汚染に関する研究をさらに充実強化するとと  

もに，地球環境や自然環境保全の研究に本格的に取り組むことを目指して，平成  

2年度に大規模な組織改革を行いました。新しい組織は，社会ニーズに対応したプ  

ロジェクト研究を実施する総合研究部門とシーズ創出等の研究を行う基盤研究部  

門，さらに，環境情報センター，地球環境研究センター及び環境研修センターを  

擁したものとなっています。   

平成3年度は実質的に組織改革の成果が出始める最初の年となりましたが，実  

施した多くの研究課題から興味深い科学的知見が生まれつつあります。また，地  

球環境研究を推進する上で強力な武器となることが期待されるスーパーコン  

ピュータシステムの導入や温暖化効果ガスの長期的な監視を行う波照間一地球環  

境モニタリングステーションの建設等，今後の研究の基礎固めを行ったところで  

す。   

この年報は，平成3年度の国立環境研究所の研究活動の大綱をお示しするため  

にまとめたものです。別途「国立環境研究所特別研究年報」及び「国立環境研究  

所地球環境研究年報」も刊行していますのでご参照頂ければ有り難く存じます。本  

研究所が良い成果をあげていくためには，多くの方々のご理解とご支援が不可欠  

であります。この年報にう？）ての率直なご意見をお寄せ下さり，ご指導とご鞭捷  

を賜ることができれば幸いであります。  

平成4年8月  

国立環境研究所   

所 長 市 川 惇 信   
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1．概   況   

国立環境研究所は，昭和49年3月15日に国立公害研究所として筑波研究学園都市に設立さ  

れた。本研究所の特色は，研究者の専門分野が，理工学，生物，医学，さらに人文・社会科学  

分野と幅広い構成となっており，大学の研究者や地方公害研究所の研究者等所外の専門家の参  

加も得て，研究を学際的に実施していること及び第一級の環境研究を実施するために必要な大  

型実験施設を駆使し，野外の実験調査研究と併せ，碗究をプロジェクト化して総合的に実施し  

ていることにある。   

創立以来，組織の充実，施設の整備を進めつつ，研究体制の強化に努め，多くの研究成果を  

蓄積してきたところであるが，①人間の健康保護や自然生態系保全のための目的指向型研究の  

充実，②環境研究の中核的機関としての役割の準揮，③環境データ等の蓄積と提供のための研  

究・業務の充実，④国際的な貢献度の向上と国際研究交流の推進，⑤大型実験施設及びフィー  

ルド施設の活用という役割を果たすため，①総合研究部門の創設等研究体制の充実，②複合的  

な研究機構への発展，③国際研究交流の促進，④研究員流動性の確保方策の整備，⑤研究運営  

の改善を基本的方向とした組織・運営の実現に努めることとし，平成2年7月，大幅な組織改編  

を行い，名称も「国立環境研究所」と改め，現在，新体制のもと研究業務活動の充実を図って  

いる。   

国立環境研究所の平成3年度における主な活動は次のとおりセある。  

（1）組織・定員   

平成2年度に機構改革を実施し，研究部門として，社会ニー女に対応したプロジェクト研究  

を行う総合研究部門（地球環境研究グループ及び地域環境研究グループ）とシーズ創出や総合  

研究部門の支援のための研究を行う基盤研究部門（6部）を設置した。また同時に，環境情報セ  

ンター，地球環境研究セン 

ている。   

また，定員については，研究部門で2名，研究支援部門で2名の増員を図り，平成3年度末  

で274名となっている。（平成2年度末：273名，定員削減：3名）  

（2）予 算   

研究所の運営に必要な経費として，54億円が計上されたほか，原子力利用研究に必要な経費  

及び海洋開発調査研究に必要な経費（いずれも科学技術庁一括計上）としてそれぞれ2，328万  

円及び2．588万円が計上された。さら、に，年度途中め移し替え経費として地球環境研究総合推  

進費7億4，657万円，科学技術振興調整費2僚2．847万円，環境保全総合調査研究促進調整費  

1．445万円が計上された。  

（3）施 設   

施設については1国立公害研究所発足準備段階以来順次拡充に努めている。平成3年度には，  

新たにスーパーコンピュータシステムを設置した。また，温暖化効果ガス等の長期モニタリ  

ングを実施するための施設を沖縄県波照間島に建設した。なお，バイオテクノロジーを用いた  

環境浄イヒ生物の開発や遺伝子組換え生物の環境影響を評価するための環境遺伝子工学実験棟の  

建設を行っている（平成5年6月完成予定）。  

1一   



（4）研究活動   

地球環境研究グループ及び地域環境研究グ′′レープが中心となって，社会ニーズに対応したプ  

ロジェクト研究を実施している。また，主として基盤研究部門において，新しい研究手法の開発  

等研究所の基盤となる科学・技術的知見の蓄横を図っている。さらに，科学技術全般からみて  

重要と考えられる共通基盤的研究も環境分野と関連の深いものについて，他省庁や大学等の研  

究機関との連携のもとに積極的に参画している。   

①プロジェクト研究としては，地球環境研究総合推進費及び特別研究費による研究を実施し  

た。地球環境研究総合推進費による研究としては，オゾン層の破壊，地球温暖化の現象解明・  

影響・対策，酸性雨，海洋汚染，熱帯林の減少，野生生物種の減少等の研究を行った。地球環  

境研究総合推進費の課題別研究及び総合化研究課題総数41課題のうち37課題の研究に参画  

した。特別研究としては，「閉鎖性海域における水界生態系機構の解明及び保全に関する研究」，  

「環境保全のためのバイオテクノロジーの活用とその環境影響評価に関する研究」，「湿原の環  

境変化に伴う生物群集の変遷と生態系の安定化維持機構に関する研究」を新規に開始するとと  
もに，9課題について継続実施した。   

②経常研究としては，各研究部・グループ等において，シーズ創出，プロジェクト研究に対  

する支援等の観点から研究を実施した。   

③環境保全総合調査研究促進調整費による研究として，1課題の研究を行った。   

④国立機関原子力試験研究費による研究として，3課題の研究を行った。   

⑤科学技術振興調整費による研究のうち，総合研究として，新たに「創造的研究開発支援の  

ための自己組織型情報ベースシステムの構築に関する研究」の1課題を開始するとともに，7課  

題を継続実施した。また，国際流動基礎研究（省際基礎研究）として，2課題を継続実施した。  

地域流動研究は「植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する研究」及び「琵琶湖を場と  

する湖沼環境観測および水質改善技術の高度化に関する研究」を開始した。さらに，単年度の  

課題としては，重点基礎研究2課題，個別重要国際共同研究2課題を実施した。   

⑥海洋開発及び地球科学技術調査研究促進費による研究については，地球環境遠隔探査技  

術等の研究として，「サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査技術の研究」及び地球温暖  

化の原因物質の全球的挙動とその影響等に関する観測研究として「大気微量気体とエアロゾル  

濃度の将来予測および，それらが地球温暖化に及ぼす影響解明のためのモデル開発研究」の2深  

海を開始したほか，2課題を継続実施した。  

（5）環境情報センター   

環境情報センターは，環境の保全に関する国内及び国外の資料の収集，整理及び提供並びに  

電子計算機及びその関連システム運用を行うため，組織改編に伴い設置された。平成3年度に  

おいては，自然環境保全総合データベースの構築，科学技術分野の主要な雑誌の目次情報検索  

システムの導入，環境情報センターと地方環境試験研究機関との間のパソコン通信システムの  

本格運用，「地球環境研究年報」及び「地球環境研究センター報告」の刊行，スーパーコンピュー  

タシステムの運用・管理，国立環境研究所所内ネットワークの構築等を新たに実施した。  

（6）地球環境研究センター   

地球環境研究センターは，地球環境の保全に閲し，国際的な協力のもと学際的，省際的な地  

球環境研究の総合化を図るとともに，データベース等の研究支援体制を充実させ，また，地球  

環境の長期的モニタリングを行う等，地球環境研究の推進に幅広く貢献していくことを目的と  

－ 2 －   



して，平成2年10月に設置された。平成3年優においては，地球環境研究者交流会議の開催，  

総合化研究の推進，スーパ⊥コンピュータシステムの導入及び利用の開始，UNEP（国連環境  

計画）ノGRlI）（地球資源情報データベース）ネットワークヘの加入及びサービス提供，波照間一地  

球環境モニタリングステーションの建設をはじめとする地球環境モニタリング業務等を実施し  

た。  

（7）環境研究センター   

環境研修センターは，環境庁所管行政に関する職員等の養成及び訓練を行っている。平成3年  

度は，行政関係研修19コース，分析関係研修7コース等を実施した。  
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2．調 査 研 究  

2．1概  要  

2．1．1総合研究部門  

（1）地球環境研究グループ   

当研究所の組織替えに伴い新しく誕生した地球環境研究グループには∴温暖化現象解明，温  

暖化影響・対策，オゾン層，酸性雨，海洋，森林減少・砂漠化，野生生物保全，衛星観測の各  

研究チームが所属し，総合研究部門としてそれぞれの課題別研究をプロジェクトとして推進す  

る中心的役割を担っている。   

具体的には，環境庁予算として平成2年度から新たに設けられた地球環境研究総合推進費に  

よる課題を中いこ，以下のような研究に各チームが着手している。   

地球温暖化現象解明チームでは，温室効果気体の動態と放出源，海洋・陸上生態系における  

炭素循環にかかわる研究を，また温暖化影響・対策研究チームでは，対策オプシノヨンのモデル  

評価研究，気候変動に伴う植物分布の推移予測を取り上げ，研究を行っている。   

オゾン層研究チームでは，オゾンライダーによる日本上空でのオゾン層変動の観測と解析に  

関する研究が中心的に行われた。   

酸性雨研究チームでは，大気の面からは東アジア地域における大気汚染物質の輸送・沈着現  

象解明のための航空機・地上観測を，また，影響面では，スギの衰退等自然生態系の変化の原  

因解明，湖沼・土壌の酸性化予測の研究を行った。   

海洋研究チ一声では，海掛とぉける物質循環を栄養塩と動植物プランクトンの生産性との関  

連から取り上げ，近海をフィールドとした野外観測，衛星画像の解析等を行った。■   

森林減少・砂漠化研究チーム，野生生物保全研究チームでは，マレーシアの熱帯林をフィー  

ルドとした野生生物種の多様性の解明のための現地調査を開始した。   

またオゾン層研究チームから独立して新たに発足した衛星観測研究チームでは，1996年に宇  

宙開発事業団が打ち上げ予定の人工衛星，ADEOSに塔載予定のセンサーILAS及び，RISの開  

発研究を行った。  

（2）地域環境研究グループ   

当グループは発足2年目に入りようやく定常的な活動状況になりつつある。本年度について  

は，前年度からの継酪8テーマに新規3テーマを加えた11テーマで構成された。それらは大き  

く“保全対策”6テーマと“リスク評価’’5テーマの2分野に分けられている。   

各テーマごとの本年度の成果を要約すると，交通公害防止研究チームでは，広域都市圏にお  

ける自動車公害の予測及び総合評価手法を開発し，各種の自動車公害対策の提言と評価を行っ  

た。都市大気保全研究チームでは，冬期を中心とした高濃度大気汚染の生成機構（特に本年は  

NOの酸化過程）を解明するためにフィールド観測とモデルによる評価を行い，乱流と反応に閲  

す．るいくつかの新しい知見を得た。水域汚濁に関しては，海域保全研究チームでは閉鎖性海域  

の水界生態系機構を対象に，フィールド調査と室内実験の実施によって貧酸素水塊の動態並び  
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に微生物間柄食速度に関する有用なデータを得た。湖沼保全研究チームは最終年度として，環  

境容量の観点から湖沼囁墳基準の現状解析を行い，新たな視点からの基準の決め方に関して一  

つの結論を軌】た。これに関連して，流域で特に小規模汚濁発生源からの負荷削減を目的とし  

た水改善手法研究チームでは，水域の汚濁負荷の高い割合を占める生活雉排水等の有機性廃水  

を有用微生物の組み込まれた新たな生物高度処理システムで削域する手法を開発した。有害廃  

棄物対策研究チームは，廃棄物の焼却や埋立てによる有害化学物質汚染の可能性を検討すると  

ともに，揮発性有機塩素化合掛こよる土壌・地下水汚染浄化対策システムの開発を進めた。湿  

原保全研究プロジェクト班では湿原の生態系のモニタリング手法の開発を行い，湿原生態系の  

特性と生物群簗の変動特性を把捉し，その安定化維持機構を明らかにする研究に着手した。   

環境リスク評価を対象としている分野では5つの特別研究と実験動物開発などのプロジェク  

トが行われている。研究内容は，健康リスク評価と生態系リスク評価とに大別できる。大気影  

響評価研究チームでは，光化学オキシダントやディーゼル排気に起因する大気中の粒子状物質  

による肺傷害やアレルギー反応の発症との関連について動物実験により明らかにする研究を  

行っている。化学物質健康リスク評価研究チームでは，有機スズ化合物等の環境中での移動，  

拡散，分解の過程及び化学物質が健康に与える毒性影響評価手法に関する研究を進めている。  

都市環境影響評価研究チームでは都市型騒音や大気汚染が住民の健康に及ぼす影響を評価する  

ための社会医学的研究を進めている。化学物質生態影響評価研究チームでは，農薬などの化学  

物質の生態影響や化学物質に対する水生生物の感受性の種間差を評価する研究を行っている。  

新生生物影響評価研究チームでは，遺伝子組換え体検出用のマーカーの開発車組換え生物の環  

境中での挙動に関する研究を行っている。   

以上の成果は，国や地方環境行政の問題解決に稜々の形で貢献してきたが，同時に学術的な  

業績としても内外からの幅広い評価を得ている。   

なお，これらのプロジェクトを支えるために，小グループでの奨励研究及び各メンバーごと  

の経常研究も併せて実施している。  

2．1．2 基盤研究部門   

（1）社会環琴システム部   

環境問題はすぺて人間活動が原因であり，人の自然外囲である大気，水，土，生物等の環境  

を介して，ふたたび人間の生存，生活，社会経済活動等に回帰してくる問題であるといえる。  

それゆえ，環境問題は一面すぐれて社会的な問題でもある。社会環境システム部では，こうし  

た問題意識のもとに，環境保全に関する政策科学的及び情報科学的な基礎研究をシステム分析  

′等の手法により行うことにしている。   

平成3年度は，環境経済，資源管理，環境計画及び情報解析の4研究室におし1て，一部の奨  

励研究を含む経常研究として，それぞれ基幹となる合計10の経常研究課題を選定し実施した。  

同時に，これに加えて，環境経済及び情報解析研究室で合計3つの課題を特に奨励研究として  

実施した。   

環境経済研究室で行う経常研究課題1では，いくつかの事例をとりあげることにより，環境  

問題の社会経済的側面の解析と環境政策の分析評価を行って基礎的知見を蓄積し，奨励研究課  

題11は，このうち燃料等エネルギー利用の業種における費用関数を推計する特定な課題につい  
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て分析を行ったものである。資源管理研究室で行う経常研究課題2，3及び4では，  と
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した。さらに課題5は，水田での環境影響物質の移動を明らかにするものである。一般に都市                                                      l  
計画等の環境計画では，地域住民がどのように環境を意識しているかから始まって広範な知見  

の
 
究
 
づ
 
造
、
 
 

題
 
研
 
応
 
横
 
 

間
 
常
 
対
 
の
 
 

・
－
1
ー
ト
 
 

た
の
そ
 
 

や計画手法が必要となるが，環境計画研究室で行う経常研究課題6及び7は，こうし  

構造づけに関する研究と環境意識・評価に係る手法開発に関する基礎的研究である。  

課題8は，このうち特に景観等の環境評価を被験者の心理的反応と物理的環境要素と  

けで行おうとするものである。種々の環境システムのデータや情報を的確に解析し，  

や変化に関する有用な新たな科学的知見を得るためには，効率的な解析手法の開発  が不可欠で  

ある。情報解析研究室で実施している経常研究課題9及び10では，前者が地理・画像データの  

－∴、 

・・・ 解析手法の開発を，後者は環境評価に資するぴル化やシミュレーション手法の開発fを行って  ∴＼二：∴∵－∴ ∴立∵  
芸孟夏妄；芸…這£；；；三言；‘；ア利用を効率的に行うため瀾環境モ棚1〒に酎声   

一方，当部における上記の経常及び奨励研究課題の多くは，総合部門の地球・地域環境研究  

グループで行われている多くのプロジェクト研究課題の一駅地球環境研究センタの研究と  
も関連している。このため，上記の個別の研究課題の実施に当たっては，これを十分配慮して  

方向つけを行っている。  

（2）化学環境部   

環境問題の解明と対策は，汚染物質草始め関与する因子の正破かつ信頼性ある計測なくし  

セは成り立たない。また計測値の持つ生物学的意味についても知る必要がある。ごのような立 〉  
場から，化学環境部は環境中の各種汚染物質の化学計測法の確立を始め七して，環境計測，監’  

視技術の開発を行うとともに，生物検定手法に関する研究も行うことを目的として，16課題の  

研究を行った。   

計測技術研究室では，新しい発想に基づく計測器機の開発研究としで，超音速自由噴流の利  

用を進め，また窒素マイクロ波プラズマを用いた発光分析法及びICP質量分析法を用いた安定  

同位体比の精密測定法の検討を行った。計測管理研究室では，環境計軸の精度管理手法，分析  

法の標準化，高精度化，スペクトル情報のデータベース化等の研究を行うとともにダイオキシ  

ンに関する調査研究を行った。また，環境標準試料に関する研究を行し）有機スズ化合掛こつい  

て保証債を持つ海底質試料を，国内外の研究者に利用可能とした。動観化学研究室では，環境  

中の元素，分子の存在形態とその変化に関する研究として，状態分析法の開発と応用を主とし  

て行い，アスベストの新分析法の検討を行った0化学毒性研究室では守…血のバイオアッセ  

イ系での毒性評価システムに関する研究を行った。特に変異原性に重点をおき，その評価手法  
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とともに，DNA傷害メカニズムに関する研究を行った。ま  

の化学構造の解明に関する研究を行った。  

部門横断的研究として，環境汚染の時系列的変化を知るためのスぺレメンバンキングに関す  
る研究，我が国の環境汚染のバックグラウンドレベルの長期的変動を知るための，摩周湖の調  
査研究右継続的に実施してきた。地方公共団体公害研究機関との共同研究も4課題について研  

－丁 －・   



究を行い，計測手法を中心として研究を実施した。また科学技術庁の省際基礎研究として「微  
小試料 中 の元素の存在量および同位体比の精密測定法の開発と応用」を実施した。  

）戸境健  康部  

環境因子の健康に及ぼす影響について環境生理学，環境中毒草，環境疫学等の諸分野からの  

研究を♭ラ  うと同時に，それらを総合的にまとめて問題を把握しようとする人類生態学及び積極  

的によlり健康な環境を作り出すことを目的とする環境保健学の立場から研究を行っている0   

囁境健康部の本年度の研究は奨励研究2課題，経常研究13課題を行った。それらの研究は上 l  
述の各研究分野の個々，あるいはそのいくつかにまたがるものが多く，かつ基礎的な手法の確 l  
立を目指した実験的研究の比重が大きいことが特色である。 l   

環境生理学・環境中毒分野での基礎的手法に関する研究としては，個体を用いてその生理機  

能を測定する手法に関して肺循環と神経支配の関係，ならびにNMRによるラット脳・筋の機  

能測定d方法の検討を行った。－∵方，細胞を用い，系を単純化して毒性評価を行うという観点  
から，気管平滑筋細胞を用いた系の開発，肺胞マクロファージの不均一性とオゾン細の影響  

の検討，気道の炎症時に出現する好酸球機能の解帆脳初代培養細胞を用いた毒性指標の開発，  

ならびにラット肝初代培養細胞を用いた環境変異原の検討を行った。また，生理機能，細胞機   
能を分子「ベルで解析する目的で，免疫機能と密接な関係のあるリンパ無糖脂質成分に関する  

研究，必須な金属と非必須金属の識別機構，メタロチオネイン及びmRNAの局在性に関する研  
究を行い，それぞれ興味深い知見を得ている。 1   

環境疫学の研究においては農薬による健康被害の文献的研究及び質問紙調査を行った。また，  

人類生態学的研究としてはボリビアアンデス高地での．低酸素ストレス状麿と生体内セレンの役  

割及びザシビアにおける人畜共通伝染病のリスクに関する研究が行われた。   
また，環境保健学の立場から環境汚染による疾病の発生を監視する保健指標の開発に向けた  

既存データしや資源の開発に関する検討が行われた。  

（4）大気圏環境部   

大気圏環境部では，地球温暖化成層圏オゾン層破壊，酸性雨といった地球規模の環境問題  

や，都市の二酸化窒素問題に代表される地域的な環境問題を解決するための基礎となる研究を  

推進している。本年度は15課題の経常研究と3課題の奨励研究が行われたほか，地球環境研究  

グループ（温暖化現象解明，オゾン層，酸性雨各研究チーム），地域環境研究グループ（都市大  

気保全研究チーム）の準構成員として，さらには地球環境研究センターの併任または協力研究  

者として研究推進への協力も行われた。   
大気物理研究室では，流体力学を基礎とした大気運動の研究がその中心であり，熱帯域にお  

ける績雲対流活動と大気循環に関する研究，成層や回転流の基礎方程式の数値解析法の研究，  

太陽放射の日変化の大気大循環モデルへの導入の研究が行われた。   

大気反応研究室では，気相の化学反応論を基礎とした大気圏での物質の反応の研究が中心で  

あり，気相の反応では光イオン化質量分析計を用いたフリーラジかレ反応の研究，レーザー吸  

収法やケイ光法を用いた化学反応の研究が行われた。またエアロゾル化学に関連して，多相大  

気化学モデルの作成に関する研究，微粒子の動力学・光学的性質の研究が行われた。またメタ  

ノール燃料の導入が大気質に与える影響評価の研究ならびに反応速度定数に対する同位体効果  
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の研究が奨励研究として行われた。   

高層大気研究室では，高層大気を対象とした遠隔計測の手法の開発が研究され，半導体レー  

ザーを用いた水蒸気計測法の開発，衛星搭載用の大気計測光学センサーの開発の基礎研究が行．  

われた。   

大気動態研究室では，分光や化学分析を手法とした大気中成分の循環の解明を目的にして，  

レーザー分光法による反応動力学の研免大気中の不均一反応や窒素の同位体化の研究，赤外  

レーザー光源の開発やレーザーレーダーの高度化のための基礎研究が行われた0  

（5）水土壌圏環境部   

水土壌圏環境部は，海域，湖乳河川，地下水，土壌，地盤ヒ環境のほとんどを対象にして  

おり，いずれの場合も解決しなければならない多くの環境問題を抱えている。このうち，特に  

湖沼の水質は改善が見られず，環境基準の適合率は極めて低い。こめような背景を踏まえて当  

部は，本年度，水圏や土壌圏の環境問題を解決するための基盤となる18の研究課題に取り組ん  

だ。   

水環境質研究室では，有害化学物質及び界面活性剤の水環境中での挙軌藻類増殖に対する  

促進及び抑制物質の解明，有機塩素化合物を分解するバイオリアクター及び土壌浄化手法の開  

発等について研究した。   

水環境工学研究室では，河床付着生物膜と水質との関係，水文・土壌の広域解析手法の開発，  

霞ヶ浦における水質及び生物相の変化，耕地や芝生からの農薬の流出，衛星リモートセンシン  

グによる土壌水分と蒸発散量の測定時に関する研究を実施した。   

土壌環境研究室では，土壌中の無機汚染物質・農薬・重金属等の挙動，水一土壌圏の硝化・  

脱窒，地理情報システムを用いた土壌分布等について研究を行った。   

地下環境研究室では，粘性土の圧縮性状，内陸盆地の地盤沈下性状，岩盤不連続面の幾何学  

形状等について研究を行うとともに，地盤沈下地域の地盤調査を実施した。  

（6）生物圏環境部   

生物圏環境部が主体となって行っている自然環境研究はプロジェクトとして発足した高層湿  

原の生態系の研究と奥日光環境観測所における観測及び研究である。しかし主たる研究は異常  

環境における生物の反応を調べるところにあり，地球環境変動の温暖化，紫外線影響，酸性雨  

などの問題における生物への影響も基礎的な反応に関しても当研究部において行われた。科学  

技術庁の地域流動研究においても乾燥への耐性機構，あるいはオゾンに暴露された植物の反応  

などの研究が行われた。重点基礎研究においてピコプランクトンの分類と生態の研究を始めた。  

これは次年度の特別研究で一部引き継がれる。   

環境植物研究室では，経常研究で環境の評価及び浄化を目的とした植物の保存と利用に関す  

る研究を行った。また，砂漠化関連の研究として，中国科学院と共同で砂漠化地域で生育して  

いる植物の耐乾性，耐塩性に関する研究や，その計測手法に関する研究を行った。   

環境微生物研究室では，環境微生物の系統保存に係る研究において，凍結保存技術の開発研  

究を一層進展させるとともに，主要な微生物の形態的特徴，乾重鼠炭素量，クロロフィル針量，  

色素組成を調べ，特にタロララクニオ藻の色素分析によって興味ある結果を得た0さらに重金  

属と微生物の研究においては，亜ヒ酸に耐性を持つグラム陽性菌を発見単離培養することが  
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できた。   

生態機構研究室では，湖沼の水生大型植物，動物プランクトン，底生動物の生物現存量・生  

産量の測定法の開発と検討を行い，二酸化炭素固定量の推定を行った。さらに人為的に管理さ  

れている湖沼における生物相の変動を調べた。奥日光では，この他軌こ特徴的な河川の水生昆  

虫相と種間関係，土壌動物相，鳥類相等を明らかにした。水田地帯では湧水が生物相の維持に  

果たす役割を検討した。   

分子生物学研究室では，植物の大気汚染，乾燥耐性にかかわる活性酸素，フリーラジカル消  

‾去酵素遺伝子の単離，構造解析，遺伝子発現機構について検討した。また，湿原植物の特徴と  

適応機構解明や植物，藻類の化学物質抵抗性機構についても検討を開始した。  
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2．2 プロジェクト研究＊  

2．2．1地球環境研究総合推進敷こよる研究  

（1）オゾン層の破壊に関する研究  

〔研究担当〕オゾン層研究チーム  

衛星観測研究チーム  

〔研究概要〕成層圏オゾン濃度変動の動態把握，衛星利用長光路吸収法による大気微量分子の  

測定手法の開発，衛星搭載レーザーレーダーによる地球大気環境の評価，大気物理的及び大気  

化学的手法によるオゾン層変動機構の解明，オゾン層変動のモデ／レ予測，オゾン濃度の減少に  

よる地上紫外線の増加が人体と生物に及ぼす影響，フロン代替物質の環境影響，フロン等対策  

技術の環境影響評価に関する研究を行っている。   

本年度は，オゾンレーザーレ㌣ダーによって得られた高度ごとのオゾン濃度変至臥特に季節  

変化等の検討，光化学チャンパーを用いたフロン・ハロンによるオゾン層破壊のモデル実験，  

一次元成層圏変動予測モデルの改良整備，紫外線に対する防御タンパク質の一つであるメタロ  

チオネインの検出法の開発及び防御効果の実験的研究，紫外線によるキュウリの成長阻害の作  

用スペクトルに関する研究，代替フロンの分解速度を測定するための装置の開発を行った。  

〔発 表〕K－1ふ］風47，107，108，115，185，k－12，A－2，26，27，32，33；48～50，63～66，  

E－3，5，F－3，18～20，a2，22～24，26～28，38～44，59～62，69，eT35，f－8～11，  

38～42，45～46，49，51  

（2）温室効果気体の増加による地球温囁化現象の機構解明に関する研究  

〔研究担当〕温暖化現象解明研究チーム  

〔研究概要〕本研究では，大気・海洋・生物圏を含めた地球環境中での二酸化炭乳 メタン等の  

温室効果気体及び温室効果気体の生成・消滅にかかわるその他の微量成分気体の動態解明と，  

気候変動の定量的評価を行うための気候モデルの開発，を目的としてし．〉る。本年度は，平成2  

年度より開始した研究課題を継続するとともに，新たにシベリアを対象とする温暖化フィード  

バックに関する研究及び気候変動の定量的評価のための気候モデル開発の研究を開始した。   

研究は，（1）温室効果気体等の組成・濃度の時間的・空間的変動の動態解明に関する研究，  

（2）メタン・亜酸化窒素の放出源及びその放出量の解明に関する研究，（3）温室効果気体等の  

大気化学反応過程の解明に関する研究，（4）海洋における炭素の循環と固定に関する研究，（5）  

陸上生態系における炭素循環機構の解明に関する研究，（6）シベリア凍土地帯における温暖化  

フィードバック、の評価に関する研究，（7）気候モデルによる気候変動評価に関する研究，の課  

題で構成されている。   

本年度は特に，メタン・非メタン炭化水素・有機イオウ化合物の時間・空間分布の測定（課  

題（1），以下同様），バイオマス燃焼・湖沼からのメタンの発生量評価（2），光化学チャンバー  

を用いた模擬大気反応実験により植物起源炭化水素からの一酸化炭素生成収率の見積もり及び  

＊〔発 表〕に記載された記号は第7車 成果発表一覧の記号に対応する。  
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代替フロンの大気分解反応機構の検討（3），大型培養装置を用いた植物プランクトンによる炭  

素固定実験・海洋沈降粒子の化学分析手法の開発（4），奥日光広葉樹林を調査区として冷温帯  

林における有機物存在量の推定（5），を行った。新美に開始した研究課題においては，ロシア  

との共同研究体制の構築及び現地予備調査（6），気候モデル開発のために簡単な大気物理過程  

を記述した大気モデルの開発とテスト・改良，衛星データを用いた雲の大気物理現象の解析と  

大気モデルを用いた数値実験（7），を行った。  

〔発 表〕K67，68，186，A－23，24，76，104，105，F21，22，a17，19～21，45～48，50，  

67～72，77，95，97，98，d－31，48，50，52  

（3）地球温暖化の影響と防止対策に関する研究  

〔研究担当〕温暖化影響・対策研究チーム  

〔研究概要〕本研究は，温暖化を防止するための政策や技術の評価に関する研究と，温暖化が防  

止できなかった場合に生ずる自然環境や社会経済への影響に関する研究から構成されている。   

地球温暖化の防止対策についての研究については，4つの研究プロジェクトを実施している。  

まず，各種の政策や対策技術の効果をアジア太平洋地域の諸国を中心に分析することを目的と  

して，計算機シミュレーションモデル（AIM）を開発する「予測モデル開発研究」，及び，温暖  

化防止の効果を総合的に証価する手法を開発して，民生部門を中心に各種技術の有効性を分析す  

る「対策技術評価研究」，の2つを平成2年度から実施している。これに加えて，平成3年度か  

ら温暖化対策に有効な2つの分野の技術をとりあげて，その普及のための研究を開始した。電  

気自動車導入の効果を総合的に評価して，普及促進のための各種方策を検討する「電気自動車  

普及研究」，それに，断熱材，太陽エネルギー等の普及促進のための各種方策を検討する「家庭  

等の対策技術普及研究」である。   

一方，地球温暖化の影響に関する研究については平成2年度より3つの研究を継続中である。  

施設実験及び予測モデルにより植物個体や自然植生への影響を解明する「植物影響研究」，施設  

やフィールド調査などにより人の健康や生存環境への影響を解明する「健康影響研究」，それに，  

都市のエネルギー利札水利札大気汚染，防災等への影響と適応策を分析する「都市影響研  

究」である。このうち，健康影響研究においては平成3年度から，マラリア等の動物媒介感染  

症の拡大予測に関する研究を開始した。   

以上の研究は平成4年度も引き続き実施して，地球温暖化の影響及び対策に関する基礎的知  

見を得るとともに，政策の具体的展開に資する知見を提供する予定である。  

【発 表〕K－17，k13，A－8，101，102，B7～9，11，46～49，C5，8，H－12，13，a－5，6，  

84，85，91，94，b4，41，84，86，C－4，18，19，h－10  

（4）酸性雨に関する研究  

〔研究担当〕酸性雨研究チーム  

【研究概要〕酸性雨の原因物質である二酸化硫黄∴窒素酸化物の大気中への政弘大気中での光  

化学反応などによる酸性物質（硫軌硝酸）の生成，それらがエアロゾル，雷などへ取り込ま  

れるプロセス及び大気中での輸送及び地表面への沈着に関する研究及び酸性物質が地表面で樹  

木などへ及ぼす影響，さらに士風 陸水域（湖沼，河川）を酸性化するメカニズムを解明する  

ために，前年度から研究を開始している。第2年度は初年度からの（1）～（3）の研究課題に加  
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えて，新たに（4）の研究課題を開始した。  

（1）東アジア地域における酸性，酸化性物質の動態解明に関する研究   

①酸性，酸化性物質等の動態解明のための地上観測に関する研究   

③東アジアにおける大気動態解明のための航空機等を用いた観測に関する研究  

（2）自然権物系における酸性及び酸化性物質の影響に関する研究  

（3）酸性降下物の陸水，土壌への影響機構に関する研究   

①日本における陸水域の酸性化予測と陸水，土壌生態系への影響に関する研究   

②地質，土壌の酸性雨に対する水丸地質学的応答特性に関する研究  

（4）東アジアにおける酸性，醇化性物質の制御対策とその評価に関する研究   

①東アジアにおける酸性雨原因物質の排出量及び排出量分布の将来予測た関する研究・   

②東アジアにおける酸性雨原因物質の排出制御技術とその評価に関する研究  

〔発，表〕A17，18，29，30，55，57～62，89～96，D－12～14，16，17，a12，25，50～57，  

73～83，d16，18～20，g－26，27  

（5）藩洋汚染に関する研究  

〔研究担当〕海洋研究チーム  

〔研究概要〕  

（1）海洋物質循環の変動機構に関する研究   

海域隔離実験生態系の中での生態系遷移に伴う大気一海洋間のCO2分圧測定，クロロフィル  

α量の連続測定，水温・湿度の連続測定，及び栄養塩，全炭酸，pH，水温，塩分，微量金属の  

粒子態炭素，窒素の測定を行った。   

さらに，炭素安定同位体を用いて無機態炭素・有機態炭素の生態系内循環経路の計測を行っ  

た。また，生態系遷移に伴う有機イオウ化合物の変化を測定し，特に渦ベン毛藻の増加と有機  
イオウ化合物量との相関を見いだした。  

（2）海洋汚染物質の海洋生態系への取り込みと生物濃縮並びに物質循環に関する研究   

前年度に引き続き日本近海の表層（水深150m以浅）から採取した動物プランクトンについ  

て元素含有量の分析を行った。動物プランクトンの一部については保存方法によっては破損が  

見られたため，別途東京湾において動物プランクトンを採集し，種別に分別するとともにその  

前処理・保存方法について検討を行った。この結果，NaN3の添加と保存温度を一30Cにするこ  

とが有効であることが判明した。  

（3）衛星可視域データのグローバルマッピングによる広域環境変動に関する研究   

前年度に引き続き，衛星取得畳と海洋プランクトンの実測量との比較のため，一日韓フェリー  

航路でプランクトンその他のサンプリング調査を行った。また，同時に，グラスファイバーを  

経由したレーザーにより，植物プランクトン細胞個体ごとの蛍光を計測し，これから計算され  

る粒径組成と栄養塩等の海洋環境パラメータとの比較を行った。また，同海域における地球環  

境研究センターの連続計測モニタリングの結果の一部をグラフィックス出力し，初夏のブルー  

ミング，盛夏の植物プランクトン濃度の減少，秋季のブルーミング，特に台風通過後の植物プ  

ランクトン増加等を明らかにした。  

〔発 表〕K－1那，A67～70，73，74，G－44，46，a－14，64～66  
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（6）熱帯林の減少に関する研究  

t研究担当〕森林減少・砂漠化研究チーム  

野生生物保全研究チーム  

〔研究概要〕熱帯林には3千万を超す種の生物が生存しているといわれ，これまでに調べられた  

動植物種は170万種に上る。その中には，75万種の昆虫，4万7千種のせきつい動物，25万種  

の植物が含まれる。熱帯林に生存している生物種がすべて同定されていないため，実際にはもっ  

と多くの生物種が存在するものと思われる。種の多様性が極めて商い熱帯林の減少は，このよ  

うな動植物種を滅ぼし，生息地を狭めて種の維持を困動こしている。一度滅びた揮は二度と地  

球上に戻ることはなく，生物資源の保存，確保といった面からも緊急に解決しなければならな  

い問題である。そこで，熱帯林生態系の基本的な知識，特にその環境と構造に関しての知識を  

集積するためにマレーシア国半島部に分布する熱帯降雨林を対象として研究を行っている。ま  

た，本年度より東南アジア地域の熱帯林の分布状況を把握するため，衛星データの利用による  

植生指数図及び植生分布図の作成に関する研究に着手している。   

本研究は，国立環境研究所，森林総合研究所，農業生物資源研究所，熱帯農業研究センター，  

東京大学，名古屋大字，京都大学，大阪市立大学，愛媛大学，九州大学，岩手大学，日本野生  

生物研究センターが協同して行っている。また，マレーシア国においては，マレーシア森林研  

究所（Forest ResearchInstitute Malaysia）とマレーシア農科大字（UniversitiPertanian  

Malaysia）とが本研究に参画している。平成4年2月には，マレーシア国の2研究機開から4  

名の研究者を招へいし，熱帯林調査・研究についてこれまで行ってきた研究成果ヒ今後の研究  

方針について討議した。   

国立環境研究所からは，平成3年8月以降，専門分野を異にする7名の研究者が数回にわたっ  

て現蜘こ入り調査を行った。熱帯林構成樹種の光合成速度を測定した結果では，熱帯樹種は温  

帯樹種と比較して決して高い光合成速度を有するものではないこと，動植物の相互作用の研究  

では，小型ほ乳類や昆虫による種子，実生苗の食害によってほとんどの個体が消滅することな  

どの結果が得られている。さらに，日射量の測定では，雲や雨のために，熱帯降雨林での積算  

日射量は温帯におけるそれと大差ない結果が得られている。平成4年度以降は，樹冠部に生息  

している動軌鳥類等の調査や樹冠部での熱収支，CO2固定能力等を測定し，熱帯降雨林の特  

性を明らかにする計画である。   

一方，衛星データによる植生図作成では，衛星データの幾何補正，放射量補正，雲除去，植  

生分類，植生指数算出などについて従来の各種手法を比較・検討した。これら手法のNOAA衛  

星データ（LAC）への適用可能性を検証するため，東南アジア地域のモザイク衛星画像を試作  

した。幾何補正手法などに改良の必要性が認められるが，対象地域における植生指数図及び植  

生分布図作成の見通しが得られた。  

（7）野生生物種の減少に関する研究  

【研究担当〕野生生物保全研究チーム  

〔研究概要〕野生生物種の減少は熱帯地域をはじめとして地球上のあらゆる場所で生じている。  

そして，狩猟対象となる種の乱獲や環境汚染を除けば，野生生物種の減少の主な原因は開発に  

ょる森札湿地，草原などの生息地の破壊にあるといわれている。この研究では森林破壊に伴  

う野生生物種の減少の機構解明を目指す。  
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研究はマレーシア国の熱帯降雨林で行うことに決定した。本年度は，マレーシア例の共同研  

究機関とL／てマJ／－シア森林研究所（Forest ResearchInstitute Malaysia），マレー大字  

（UniversityofMalaya），マレーシア国立大学（UniversitiKebangsaanMalaysia）を選び，  

共同研究の折衝を行った。   

研究調査地点はクアラルンプーノ？の東方約15kmに位置するウルランガット（Hulu  

Langat）に決定した。この地域には，熱帯林が標高500～1500mまで広がっている■。しかも，  

その中には原生林，二次林，植林地がモザイク状に分布するので，森林タイプと野生生物種の  

多様性の関連を研究するには絶好の地域であると思われる。本年度はこの地域内にまず2つの  

調査区域（山地原生林地域と植林地域）を設け，野生生物相の調査を開始した。  

（8）ペルシャ湾岸の原油汚染等が地球環境に及ぼす影響の評価に関する研究  

〔研究担当〕酸性雨研究チーム  

海洋研究チーム  

〔研究概要〕  

（1）油田火災に伴う大気汚染が周辺地域に及ぼす影響の評価に関する研究   

湾岸戦争は1991年2月26日に終結したが，湾岸戦争によって破壊されたクウェート国内の  

油田火災はこれまでのどの人為起源汚染よりもはるかに大規模なものであった。   

本研究では油田鎮火後のクウェート国内の大気汚染状況と油田火災による影響を評価するた  

めに1991年12月中旬にクウェート現地での調査を行った。   

大気汚染についてはSO2，NOx，03，SPM及び各種の炭化水素類の測定を行った。火災鎮火  

後のクウェート国内のSO，，NO2濃度は極めて低く，それぞれ1，0～4，Oppb，1，0～23ppbの  

範囲であった。しかし，SPMは39～146JLg／m3，とやや高い濃度であった。炭化水素類も非常に  

低い濃度であったが，プルガン油田地帯でサンプリングした試料のうち油由破壊の結果及び油  

井火災鎮火作業中できた原油他の風下側でサンプリングした試料からは一桁高い値のVOCs  

（C．～C。）を検出した。   

クウェート現地調査の結果，現在のクウェート国内の大気は非常にきれいであるが，油田地  

帯では昆虫類が大量に死滅していることなど油井火災などによる被害が顕著に出ている。  

（2）ペルシャ湾の海水流動解析に関する研究   

流出原油は，微生物による分解を受けながらも最終的にはタールボールとなり湾内を沈降・  

浮上を繰り返しながら漂流する。チグリス・ユーフラテス川の河川流入をも考慮した密度流を  

潮汐・吹送流とともに表現できるより現実に近い3次元流動解析を行い，タールポールの分布予  

測を行うことを目的とする。本年度は原油流出が起こった時期（1月25日頃）を含む50日間の  

シミュレーションを行った。湾岸の14点で実測された水位変動とシミュレーション結果の比較  

は良好な一致を示した。北西風6m／sを与えたとき，吹送流とチグリス・ユーフラテス川河川  

流入とが相まってクウェート沖から沿岸に向かう強い流れが存在している。底層の水平流速分  

布は表層とは逆の流れがクウェート沿岸からチグリス・ユーフラテス川及びイランに向けて流  

れている。クウェート沖に浮標を投入し北西風を6日間，その後南東風を20日間吹かせた場合  

の浮標分布予測値は，観測されている原油の沿岸への吹き寄せと沖合いでの広がりを定性的に  

説明し得る結果を得た。  

〔発 表〕A－111，G－44，46  
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（9）総合化研究  

〔研究担当〕地球環境研究センター  

〔研究概要〕総合化研究は，個々の分野にまたがる研究領域や共通する研究領域を体系的かつ集  

中的に解析する「分野横断的研究」，政策の具体的な展開に資する知見を総合化する「政策研究」，  

及び個々の研究領域の重要性を地球環境問題の解決という観点から総合的に評価する「リサー  

チ・オン■リサーチ」の3つの役割を担って，3種類の研究プロジェクトを実施している。   

まず，総合的な世界モデルの開発をめざした「持続的発展のための世界モデルの開発に関す  

る研究」を平成2年度から実施している。個々の研究プロジェクトの成果を活用しながら地球  

環境の変化を総合的に予測する「環境総合モデル」と，この環境変化に影響を及ぽす経済活動  

を分析する「世界経済モデル」の2つを開発中である。   

また，地球環境問題に共通する社会経済システムの変革方向を探る「地球環境保全のための  

社会経済システムのあり方に関する国際比較研究」を平成3年度から開始している。これは，都  

市構造，産業構造，ライフスタイル等の社会経済の基本構造の違いが，地球環境への負荷にど  

のような影響を及ぼしているかを国際比較により明らかにしようとするもので，個別の研究に  

共通する社会経済システムの基礎的分析を目的とした研究である。  
〔発 表〕K－151，152，A－97，99，100，a86～89，92，93，b78  

（10）乾燥地・半乾燥地の砂漠化に伴う環境影響予測に関する予備的研究  

〔研究担当〕森林減少・砂漠化研究チーム  

〔研究概要〕本研究は平成4年度から予定されている本格的な砂漠化研究のための予備的研究  

である。そのため，平成3年度は，平成2年度に引き続き，砂漠化問題研究検討委貞会を2回  

開催し，国立環境研究所において行うべき砂漠化研究につし）て，また，研究対象とする砂漠及  

び共同研究機関の選定等についての討論を行った。この結果，国立環境研究所として，（1）乾  

燥・半乾燥地域における砂漠化に及ぼす人間活動の影響評価に関する研免（2）砂漠化と人間  

活動の相互影響評価に関する国際比較研究を行う。具体的な研究項目として，（1）では①植生  

調査，②水土壌調査，③リモートセンシングによる広域環境調査，④社会経済調査を行い，人  

間活動が砂漠化に及ぼす影響評価の研究を行う。（2）では①アフリカ，②中国，③インド，④  

タイの代表的砂漠あるいは土壌荒廃地域で砂漠化と人間活動の関係を調査し，砂漠化の国際比  

較研究を行う。また，（1）での研究対象砂漠をインドのタール砂漠とすることが決定された。  

さらに，砂漠化問題研究検討委貞会の決定に従い，1991年11月，インド，中央乾燥地研究所  

（CentralAridZoneResearchInstitute）及び中央土壌水保護研究教育機関（CentralSoiland  

WaterConservationResearchandTrainingInstitute）を訪問し，砂漠化共同研究の可能性  

を打診した。この結果，中央乾燥地研究所から本研究の共同研究機関としての内諾を得た。  

〔発 表〕k－55～61，G12，13，17～20，C－24  

（11）環境勘定体系の確立に関する予備的研究  

〔研究担当）地球環境研究センター  

〔研究概要〕「持続可能な発展」に関するWCEDの報告書が発表されて以来，環境保全と経済  

発展の両立を目指した新しい評価体系の確立が緊急課題となった。世界銀行（WB），世界資源  

研究所（WRI），国連統計機関（UNSO），経済協力開発機構（OECD）等において環境資源勘  
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定に関する検討が進められ，国運統計機関は，1993年のSNA改訂に際して環境勘定を算定す  

るように各国に求める予定である。こうした中で，精度の高い環境勘定の作成手法の確立が急  

務であるが，・対象とすべき環境や自然資源の範囲が広く，また環境汚染や自然資源の経済的価  

値を推計するには多くの方法の適用を検討する必要があることから，本研究では今後の研究を  

体系的かつ効率的に進めるための予備的検討を行ったものである。   

このため，①フランス，ノ）L／ウェー，WRI，WB，UNSO，OECD等における環境資源勘定  

に関する調査研究についての文献調査，、⑧我力吏国でこれまでに行われてきた環境汚染や自然資  

源の貨幣価値による評価手法のレビュー，③勘定の対象とすべき環境及び自然資源の範囲の検  

討，④物的勘定と経済的勘定を接合するための理論的枠組みの検討，．⑤今後甲国際共同研究体  

制の検討，⑥東南アジア諸国と我が国の間での資源貿易について現地調査及び資料収集ト⑦  
二酸化炭素及び木材資源を例とした物量勘定表の試作，⑧環境汚染や自然資源の貨幣価値によ  

る評価の試算を行った。これらの予備的検討により，次年度以降の研究の重点課題及び問題点  

が明らかにされた。  

〔発 表〕A－100，102，ト12，a86，89，93，b－79，C－11，i1  

（12）火山噴火がオゾン層に及ぼす影響に関する予備的研究  

〔研究担当〕オゾン層研究チーム  

【研究概要〕1991年6月に噴火したフィリピンのピナツボ火山によって，今世紀最大量の二酸  

化イオウが成層圏に注入された。この二酸化イオウは硫酸エアロゾルに変化しつつ南北南半球  

に輸送・拡散されているが，このエアロゾル表面における反応がフロン等によるオゾン層破壊  

を加速する可能性が指摘されている。本研究では，■レーザーレ∵ダー等によってピナツポ火山  

起源成層圏エアロ・ゾルの挙動を把握するとともにトオゾン高度分布の特別観測を行った。さら  

に，火山噴火がオゾン層に及ぼす影響に関するこれまでの研究について調査し，今後の課題を  

明らかにした。  
／  

〔発 表〕a61   

1  

（13）衛星搭載大気センサーデータの検証及び国際共同利用に関する予備的研究  

〔研究担当〕衛星観測研究チーム  

〔研究概要〕平成6年度末に打ち上げが予定されている地球観測プラットフオ∵ム技術衛星  

（ADEOS）には改良型大気周縁赤外分光計（1LAS）を始めとする各種の大気センサーが搭載さ  

れ，地球規模の大気環境の監視が行われる。通常，衛星搭載のリモートセンサーによる計測デ  

ータは，地上からのその他の手段による同時観測データと比較検証することで，機器の正常動  

作の確認，データ処理手法の妥当性の保証が行われる。ADEOS搭載センサーについても同様  

に，データを有効に利用して行くためには，検証作業が必要であり，・このためには国内外の関  

連研究機関などの協力が不可欠となる。しかし，我が国ではこれまで衛星搭載の大気センサー  

に関する検証実験の経験がなく，検証実験の企画立案に困難をきたしている。また，今後のデー  

タ利用に関する共同研究体制の確立に向けて関連機関との調整に入る必要がある。   

そこで，本研究では次の事項について調査検討を行った。  

（1）米国等の衛星センサー検証実験についての情報の収集，分析  

（2）国内外の機関における地上からの観測体制についての調査検討  
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（3）検証実験の実施に係る基本方針の検討  

（4）ILASの観測対象地点（緯度，経度）の時系列変化に関するシミュレーション  

（5）地上設置型可視紫外分光計を用いた成層圏微量成分高度分布計測手法に関する予備的検討  

〔発 表〕K－99～105  

2．2．2 特別研究  

（1）先端技術における化学環境の解明に関する研究  

〔研究担当〕化学物質健康リスク評価研究チーム  

〔研究期間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔研究概要〕最終年度に当たり，有機スズ化合物は溶解度の塩漬度，水素イオン濃度の影響の検  

討，海の生態系への影響及び細胞影響評価，揮発性有機塩素化合物はつくぼ市における健康リ  

スク評価，残留ダイオキシンは紙製品への残留という形でまとめの研究がなされた。（1）培養  

神経細胞を用いた神経毒性の評価ではトリプチルスズ，トリフユニルスズは非神経細胞に比較  

して神経細胞に感受性が高いこと，ラット胎仔肢芽培養法を用いた胎仔毒性の評価ではトリプ  

チルスズ，トリフユニルスズほかに代謝産物であるジブチルスズでも胎仔への毒性の可能性が  

示唆された。（2）潮間帯生物中の有機スズ化合物の挙動の検討ではトリプチルスズ濃度の生物  

種による遠いは，代謝活性の相違によることが示された。トリフェニルスズは海産生物による  

代謝は起こりにくく，食物連鎖の上位の生物に濃縮される傾向のあることを示した。（3）トリ  

クロロエチレンなどの揮発性有機塩素化合物はこれまでの一般環境大気濃度，室内大気嘩度測  

定の結果を基にして「つくば地域の大気中有機塩素化合物濃度と健康リスク評価」という形で  

まとめた。  

〔発 表〕K6，84，87，93，kr2，A105，D1，27，30，E－23，bL42，43，76，93，94，d－1，  

14，27，e6，14，16  

（2）環境容量から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研究  

〔研究担当〕湖沼保全研究チーム  

〔研究期間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔研究概要〕日本には1ヘクタール以上の面積を持つ自然湖沼が483湖沼，人造ダムが2，730湖  

沼あり，114湖沼に環境基準が指定してある。生活環境項目にかかわる環境基準のうち有機性汚  

濁指標であるCODで見た達成率は基準指定以来40％前半で推移しており，あまり改善が見ら  

れていない。本研究は，このような湖沼環境の改善及び保全を目的にしたものである。   

本研究では，CODの環境基準値に基づく指定湖沼（1988年現在；113湖沼）の基準達成状況  

の解析と許容負荷量の推定を行い，流域からの負荷発生量との関係を検討した。その結果，指  

定湖沼のうち指定以来基準を完全に達成している湖沼はわずか16湖沼しかなく，反対にCOD  

濃度が基準値の2倍以上で毎年基準値を超えている湖沼が27湖沼と全体の1／4に達していた。  

これらの湖沼では環境基準を達成できる見通しはほとんどなく，利水目的からの基準当てはめ  

に無理があったように思われる。このような現実から，一部の湖沼では環境基準が湖沼の水質  

管理基準となりえず，新たな発想に基づく水質管理基準の設定が必要となっている。本研究で  

は水質管理基準をどのように定めるかについて併せて検討した。  

－18，   



〔発 表〕K5，39～46，65，66，69～71，73～76，B－1～4，26～31，84，85，88，105～1瞞，・  

Gr8～10，40，H－15，16，b1，2，72，73，C－6，g－1，11，17，40，h22，24  

（3）大都市圏における環境ストレスと健康に係わる環境保健モニタリング手法の開発に関す  

る研究  

〔研究担当〕都市環境影響評価研究チーム  

〔研究期間〕昭和63年度～平成3年度（19紬～1991年度）  

【研究概要〕大都市圏での環境汚染状況，それらへの暴露状況，さらに精神・心理的及び身体的  

影響，すなわち環境ストレスについて，体系的に評価し監視するシステムを作ることが急務で  

ある。本研究は，このようなモニタリング・システムの具体的内容に関する基礎的な検討を目  

的としている。高度に都市化が進行した東京大都市圏，初年度は住宅粗晩工業地域を，また，  

次の2年度にわたり，商業地域，都心部を対象として，特に近隣の幹線道路との関連を考慮し  

つつ，住民の環境汚染（騒音，SPM）への複合暴露状況，精神・心理的影響を含む健康影響の  

評価を行って考た。本最終年度は，特に騒音と大気汚染の複合的な影響が示唆されている幹線  

道路沿道住民に焦点を当て，騒音の精神・心理的・生理的影響及び大気汚染による肺ガンヘの  

影響を巡って，それらのモニタリング・㌣ステムに必要な情報の整備や手法の検討を行った0  

結果，環境汚染レベ′レ別沿道人口推定データベースを基本とし，別途調査・実験から暴露評価  

を含むリスクアセスメント等を行い，併せて沿道環境汚染によって予想される健康影響を総合  

的に評価する方法をシステム的に組み合わせることが，沿道汚染に由来する睡眠影響や過剰な  

肺ガン死亡などを監視するための一手法として有用であることが示された。  

〔発 表〕K－19～22，30～31，34；B－25，32～41，76～78，b－20～21，．24～32，74  

（4）広域都市圏における交通公害防止計画策定のための環境総合評価手法に関する研究  

〔研究担当〕交通公害防止研究チーム  

〔研究期間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔研究概要〕本研究は，自動車交通公害に対処するために，広域都市圏における自動車公害の適  

切な■予測方法と総合的な評価方法を開発し，新たな自動車公害対策の提言とその環境調和性の  

評価を行うことを目的として実施された。   

そのために，沿道大気拡散及び道路交通騒音伝播の精密数値シミュレーションモデルを開発  

し，風洞実験，模型実験，現地調査などにより予測精度の検証を行った。また，これらのモデ  

ルを基礎として，広域都市圏の自動車交通公害を地域全体として総合的に評価する手法を開発  

し，首都圏においてケーススタディを実施し，評価手法の有効性の検討を行った。さらに，こ  

れを交通量予測モデルと組み合わせ，環状道路の整備，モーダルシフト，車種別走行規制，電  

気自動車の導入などの新たな対策案を設定し，．これらの環境影響を都市圏全体として評価する  

モデルを開発した。  

〔発 表〕B－47，49，61～62，b－41，80～8㍉i9  

（5）粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生体影響評価に関する実験的研究  

〔研究担当〕大気影響評価研究チーム  

〔研究期間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  
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〔研究概要〕粒子状物質とNO2を主体とした大気汚染物質のヒトの健康に及ぼす影響を総合  

的に評価し，健康維持にかかわる科学的知見の蓄積と行政課題等に資することを目的に，（1）  

粒子状物質とNO2等の複合暴露実験装置の作製及び暴露条件の検討，（2）粒子状物質とNO2  

等の呼吸器疾患との関連に関する研究，（3）粒子状物質とNO2等の生体影響評価手法の開発  

に関する研究，（4）粒子状物質の個人暴露量推定に関する研究を行った。  

（1）ではディーゼル排気暴露実験装置を完成させた。（2）の①ではディーゼル排気粒子  

（DEP）の鼻アレルギー反応に及ぼす影響を調べ，モ）t／モットでは1，10及び20mgDEPでヒス  

タミンによる鼻水，鼻づまりを起こすことを認めた。また，DEPを抗原（OA）とともに気管内  

投与するとDEP濃度に依存してIgE抗体が産生し，アレルギー反応を起こすことを認めた。  

（2）の②では呼吸器腫瘍発生に関する研究として，DEPの気管内投与後高脂肪食を1年間与え  

ておくと肺における腫瘍生成促進効果が増強されることを認めた。  

〔発 表〕K11，k7，B5，6，14，43，44，E－14，43～45，b－5～11，b，34～40，e11，12，  

18～23，28，31，32，46～50  

（6）水環境における化学物質の長期暴露による相乗的生態系影響に関する研究  

〔研究組鰯〕化学物質生態影響評価研究チーム  

〔研究期間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔研究概要〕河川の藻類生産に及ぼす除草剤の影響評価をセレナストルム（緑藻の1種）の増殖  

試験から行い，藻類生産は5月初旬から6月末にかけ数種類の除草剤により大きな影響を受け  

ることが示唆された。ヌカエビを用いた生物試験では殺虫剤の生態毒性を評価してきたが，こ  

れらの試験生物についてはいかなる農薬がどの程度の影響を持って，増殖阻害や死亡率の増大  

をもたらしたかをある程度評価できた。藻類に関しては多くの種について，除草剤に対する耐  

性の種間差を明らかにし，除草剤に対する耐性種（クロレラの1種）に関してはその耐性機構  

を活性酸素の消去に関する酵素系から検討した。水生昆虫の殺虫剤耐性種（トビケラ，ユスリ  

カの1種）についてはそれぞれ異なる殺虫剤の耐性機構が明らかにされた。タガメなどの環境  

生物に対しては多くの農薬についてその毒性を評価した。屋外実験生態系（霞ヶ浦底泥由来）  

を用いた研究により，薬剤（殺虫剤）に対する動物プランクトンの耐性の種問責に基づく影響  

評価，動植物プランクト㌣の相互関係に基づく殺虫剤・除草剤の2次的影響の評胤及び除草  

剤による藻類生産の減少が動物プランクトン群集に及ぼす影響評価などに関して新たな知見を  

集積した。  

【発 表〕B－79～82，89～94，b－22，23，62～69  

（7）トリクロロエチレン等の地下水汚染防止に関する研究  

〔研究控当〕有害廃棄物対策研究チーム  

〔研究期間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔研究概要〕トリクロロエチレン等の揮発性有機塩素化合物に汚染された土壌・地下水の浄化  

対策マニュアルの作成を目的として，汚染物質の挙動解明，表層土壌ガスモニタリング手法や  

浄化対策技術の開発・評価等を行っている。   

本年度は，既存の観測データの解析から，トリクロロエチレン等ヒヒもに土壌・地下水から  

検出されるジクロロエチレン類の起源を調べ，1，1ジクロロエチレンと1，1・トトリタロロユタ  
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ンの相関が高いことを見いだし，1，1－ジクロロエチレンが1，1，1トリクロロエタンから生成し  

ている可能性の高いことを明らかにした。また，各種土壌ガス調査手法を現場に適用し，それ  

ぞれの適用■範囲を明らかにし，ポーリング調査と組み合わせて土壌・地下水中の汚染物質を把  

握する手順を開発した。さらに，土壌・地下水汚染の主要な浄化技術となる地下水揚水と土壌  

ガス抽出法の現場実験を行い，地下水揚水では平均0，15kg／hr，土壌ガス抽出では平均0・6kg／  

hrのトリクロロエチレンが回収され，いずれの方法も土壌・地下水の浄化に有効であることを  

明らかにした。  

〔発 表〕B二95，99，1肌103，G－36，b51・52，70，71，g‾39   

（8）有害廃棄物のモニタリングに関する研究  

〔研究担当〕有害廃棄物対策研究チーム  

〔研究期間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔研究概要〕有害廃棄物によるリスクを適切に管理するために必要な廃棄物の処理・処分に伴  

うモニタリング手法の開発を行っている。   

本年度は，まずリスク管理のためには，廃棄物そのもののリスク評価と廃棄物処理施設のリ  

スク・モニタリングが必要であることを明らかにした。また，室内実験及び実施設を用いた燃  

焼実験で，塩素系廃溶剤とプラスチックの焼却による有害化学物質の生成状況を調べた。その  

結果，十分な温度で焼却すれば，非意図的な有害化芋物質の生成は少ないことが明らかになっ  

た。次に埋立処分地の浸出水の分析からは，多様な有機成分が検出され，特にプラスチック添  

加剤が相対的に高濃度で検出されることを明らかにした。また，蛍光バクテリアを利用するマ  

イクロトックス試験を浸出水に適用し，浸出水の毒性評価べのバイオアッセイ手法の利用可能  

性の検討を行った。さらに，土壌ガス調査による埋立処分地のモニタリングについて，自動分  

析法を試み，その適用可能性を明らかにした。  

〔発 表〕K－10，k6，B－73，122，125～128，G－38，ト53，55，87～90，g－37，41  

（9）有用微生物を活用した′ト規模排水処理技術の開発と高度化に関する研究  

〔研究担当〕‘水改善手法研究チーム  

〔研究期間〕平成2～4年度（1990～1992年度）・  

〔研究概要〕本研究は公共用水域への汚濁負荷源の高い割合を占めている未規制小規模排水を  
主として生物処理技術を活用するこ七により高度に処理し水質改善を図ることを目的としてい  

る。本年度は以下の成果が得られた。小規模未規制事業場としての酒類製造業，畜産食料品製  

造業及びみそ・醤油製造業を対象として排水特性を調査し，有機汚濁に対してみそ・翠油排水  

では有機性窒素，畜産食料品排水では無機性窒素と油分，酒類排水では懸濁物質，窒素，リン  

の寄与が大きく排水特性に応じて適正な処理方法を活用することが必要なことが明らかにされ  

た。また，小規模合併処理浄化槽の高度処理方法として開発している循環嫌気ろ床・接触ばっ  

気方式の有機物，窒素除去能と操作因子としてのpHに着日して検討を行い，循環は外部から  

pHをコントロールすることなくpHを7付近に維持して高度な水質を得る上で重要なことが  

微生物学的特性評価より明らかにされた。－さらに，微生物自身の造粒現象を活用した循環式自  

己造粒・生物膜プロセスは反応槽当たりの微生物量を従来の20倍の10万mg／Jにまで高めら  

れ，小規模の高濃度排水をコンパクトな方式で効果的に除去できることが明らかにされた0  
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（10）都市域における冬期を中′むとした高濃度大気汚染の予測と制御に関する研究  

〔研究担当）都市大気保全研究チーム  

〔研究期間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

（研究概要〕航空機を用いたフィールド観測データを解析し，冬期の大気汚染物質の立体分布を  

明らかにするとともに冬期の高濃度NO2汚染の特徴をモニタリング局のデータ解析と光化学  

ボックスモデルによる反応計算により検討した。この結果，NO2の時間変化には，午前中は混  

合層の発達に伴い上空から取り込まれるバックグラウンド0。によるNOの酸化の寄与が大き  

く，午後には光化学反応の寄与が重要であることが分かった。このことから，冬期であっても  

光化学反応による二次汚染物質の生成が重要であること，光化学反応によりNOズ全量の7％  

程度がPANとHNO3へ変質し，日中のNO2濃度を減少させること，この日中に生成された二  

次汚染物質は夕方から急激なNOz濃度の増加をもたらすことが明らかとなった。  

〔発 表〕B－20，131～135，b－15，16，95～104  

（11）閉鎖性海域における水界生態系機構の解明及び保全に関する研究  

〔研究担当〕海域保全研究チーム  

〔研究期間〕平成3～6年度（1991年度～1994年度）  

（研究概要〕閉鎖性海域における水質汚濁と水界生態系の構造・機構との関連を明らかにし，望  

ましい内湾環境の保全を図ることを目的としてフィールド調査並びに室内実験を行った。本年  

度は，東京湾奥千葉県沖に4定点を設け，表層から底層まで数mごとに採水した試料につき水  
質・微生物調査を行った。得られた水温，塩分濃度，溶存酸素，COD，全有機炭素，クロロフィ  

ルα量から相関関係を調べ，季節特性及び定点の地形特性等について検討を行った。その結果，  

しゅんせつくぼ地の底部では年間を通じて海水交換はほとんど見られず，温度・密度成層が安  

定的に存在するとともに貧酸素化の進行に伴って溶存酸素は3mg／J以下を示した。さらに，硫  

酸還元細菌数も他の地点より1桁大きく，最大103のオーダーが検出された。また，粒子状炭素  

とクロロフィルαとの相関は非常に高いが，両者の比には明瞭な季節変化があり，粒子状炭素  

の源である植物プランクトンの種の相違性が示唆された。一万，海域の内部生産に重要な微小  

生物群集について，バクテリアを起点とした微小生物食物連鎖を検討し，従属栄養性渦ベン毛  

虫の増殖速度及びバクテリア摂食速度を推定した。  

〔発 表】K－7，63，k3，B－42，60，75，b－33  

（12）環境保全のためのバイオテクノロジーの活用とその環境影響評価に関する研究  

〔研究担当〕新生生物評価研究チーム  

（研究期間）平成3～7年産（1991～1995年度）  

〔研究概要〕組換えDNA技術を用いて環境保全に有用な生物を作成すること，組換え体の環境  

中での挙動及び環境への琴響を解明することを目的に研究を進めた。得られた成果を以下に記  

す。（1）植物の環境ストレス耐性に関与していると思われるアスコルビン酸ペルオキンダーゼ  

（AP）の遺伝子を植物に導入するための方法を検討した。また，この遺伝子の検出に有効な，  

シロイメナズナAPに対する特異抗体を作製した。（2）酵母のグルタチオシレダクターゼ遺伝  

子を組換え植物の検出に利用するため，その遺伝子を酵母から単離する方法を検討した。（3）  

塩化第二水親分解酵素遺伝子（研gγ遺伝子）を各種の微生物に導入し組換え体を作成した。い  
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ずれの組換え休も高い水銀化合物分解能を獲得した。（4）水及び土壌系マイクロコズムに水銀  

化合物分解組換え体（アか祓血）と非組換え体を接種すると，いずれも接種初期に急激に減少  

した。BHC分解菌の場合には土壌中における移動速度，生残性ともにア」切放加とはかなり異  

なっていた。（5）土壌生態系をシミュレートするラインメーターを作成し，遺伝子組換え微生  

物やBHC分解菌の土壌中における挙動・生残性について検討した。（6）水圏生態系モデルとし  

て，生産者，捕食者，分解者からなる榛準フラスコマイクロコズムを作成して，外来細菌の系  

の安定性に及ぼす影響を検討した。また，マイクロコズムを構成する生物種の違いが系の安定  

性に及ぽす影響についても検討した。  

〔発 表〕K－3，13，k－9，b13，14，g－4，6，h1～3  

（13）湿原の環境変化に伴う生物群集の変遷と生態系の安定化維持機構に関する研究  

〔研究担当〕生物圏環境部生態機構研究室  

〔研究期間〕平成3～7年度（柑91～1995年度）  

〔研究概要〕本研究は，湿原の生態系のモニタリング手法の開発を行い，湿原生態系の特性と生  

物群集の変動特性を把握することにより，湿原生態系の安定化維持機構を明らかにすることを  

目的としている。  

本年度は福島県の宮床湿原と赤井谷地湿原で調査を行った。前者は開水面を持つが，後者は  
乾燥が進みアカマツやササが侵入してきている。両方の湿原に出現したコケ類の総数は18種で  

あったが共通種は4種だけであった。これらの湿原内に気象ロボットを設置し，気象及び地下  

水位の自動測定を開始した。冬期間ミズゴケは雪の下で00Cに保たれ，雪解け後に急激に温度  

が上昇し日較差も大きくなっていた。ミズゴケ湿原の凹地は凸他に比べ，地温が高く1日の中  

で最高地温に到達する時間が遅れていた。ハイイヌツゲ林内の地温は日較差が小さく林外地温  

より約3¢c低かった。宮床湿原内に流入する水路では，起源となる湧水部から湿原出口に向かっ  

てSiO2濃度が低下していた。地下水の濃度は水路の濃度より高いことから，地下水が水路に多  

量に流出しているとは考えられない。したがって湿原内の地下水の滞留時間はかなり長いと予  

想された。湿原植物の開花・成長・季節遷移を定量的に把握するために連続撮影の簡易システ  

ムを開発し，植物及び景観の季節変化が記録できるようになった。湿原植物の種子を採取し種  

子重の測定を行った結果，植物によって種子重の頻度分布パターンが異なっていることが分  

かった。宮床湿原の水路及び池の水生大型植物，藻類，底生動物の分布と季節変動を明らかに  

した。水質は貧栄養であるが底生動物の現存量は高かった。  
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2．3 経 常 研 究  

2．3．1地球環境研究グループ  

研究課題1）環境変動に関連する微量化学成分の天然水環境における挙動の研究  

〔担当者〕野尻幸宏  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1933年度）  

〔内 容〕陸水域のメタン濃度の測定を，種々の水域で行った。霞ケ浦においては，夏から初  

秋の濃度の高まりと11月の極端な濃度の低下という変動が，1990年と同様に観測された。すな  

わち，この濃度変動現象が偶然ではなく，再現する原因があると推定された。この現象は，同  

時に計測した水中のメタンの酸化速度の季節変化で説明できた。その他，東京湾，田沢湖，十  

和田湖，摩周湖のメタン濃度測定を行った。   

水中のメタン濃度の計測装置と同様な亜酸化窒素の自動測定装置を開発し，霞ヶ浦と東京湾  

の観測を開始した。雷ヶ滴では，晩秋から冬期の水中硝酸濃度の高まりに伴う亜酸化窒素濃度  

増大が認められた。   

人為的に酸化された田沢湖の中和事業に伴う水質変動の調査を継続した。  

〔発 表〕A－51ゝ 55，K－67，68，a－12，45～49  

研究課題 2）大気中微量有機物質の測定に関する研究  

〔担当者】横内陽子  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕大気中含硫黄化合物の高感度分析法として化学発光を用いた硫黄検出器について感  

度，分析条件の検討を行った。  

〔発 表）A－103，104，106，a－95  

研究課題 3）大気観測用新レーザーレーダー手法の開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕杉本伸夫・湊  浮＊1・笹野泰弘・松井一郎＊1（－1大気圏環境部）  

【期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年虔）  

〔内 容〕大気環境を総合的に把握するための各種の情報を高密度かつ空間的に連続して観測  

するための新しいレーザーレーダー手法の開発と，計測に係る大気の性状の研究を目的とする。  

前年度に引き続き検出器アレイを用いたヘテロダイン検波レーザーレーダーの特性に関する理  

論的研究を行った。一方，半導体励起固体レーザーを用いた目に対して安全な都市大気環境モ  

ニター用レーザーレーダーの設計を行った。  

〔発 表〕A－30，31，f－37  

研究課題 4）宇宙からのレーザーレーダー観測に関する予備的研究  

〔担当者〕笹野泰弘・杉本伸夫・林田佐智子  

〔期 間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕人工衛星・スペースシヤト／レなどの宇宙飛翔体からのレーザーレーダーを用いた大  
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・気環境監視システム構築の可能性を検討し，宇宙飛翔体搭載用レーザーレーダーの基本要素  

（レーザー，望遠鏡等）の開発目標を明らかにすることを目的｛する。   

宇宙からの大気環境監視システムに必要とされる性能（距離分解能・精度等）について収集・  

整理した情報をもとにシミュレーションを行い，特に成層圏・対流圏のオゾン，水蒸気，エア  

ロゾルを測定対象とした衛星搭載レーザーレーダーのシステム構成を検討した。  

研究課題 5）中層大気構造のレーザーレーダー観測に関する基礎的研究  

〔担当者）中根英昭  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕オゾンレしザーレーダーの非共鳴波長の受信信号を用いて，成層圏から中間圏上部  

までの気温鉛直分布を導出し，その構造と変軌について解析を行っている。本年度は主に1990  

年1～3月に実施されたDYANA（成層圏・中間圏大気力学ネットワーク観測）計画中のデー  

タについて地球規模の波動構造との関連を検討した。  

（発 表〕a44   

顧究課題 6）人工衛星によ去大気計測データの情報処理に関する研究  

〔担当者〕横田達也  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

（内 容〕地球大気に関する広域の情報を的確に把握するために，人工衛星に搭載されたセン  

サーによって観測されたデータから，有用な情報を適切かつ有効に把握するためのデータ処理  

手法を研究開発することを目的としている。   
本年度は，米国NASAラングレー研究センターにおいて開発された，太陽を光源として大気  

中の微量成分濃度を計測するセンサーHALOEのデータ解析アルゴリズムを調査しキ。さらに  

その観測仕様を参考にして，赤外波長領域における低スペクトル分解能のセンサーによる，オ  

ゾン等の高度分布推定アルゴリズムについて，計算機シミュレーションを用いて検討を行った。  

〔発 表〕a99，100  

研究課題 7）成層圏エアロゾル層の地球環境に及ぼす影響に関する基礎的研究  

〔旭当者〕林田佐智子  

〔期 間〕平成3～6年度（1991～1994年度）  

〔内 容〕オゾン層破壊及び地球熟収支に重大な影響を及ぼすと考えられている成層圏エアロ  

ゾ／レ層の動態及び形成過程を明らかにし，地球環境への影響を検討する。  

1991年6月12～15日にフィリピシのピナツポ火山が大噴火を起こし，これによって硫酸エ  

アロゾル及び火山灰が大量に成層圏にもたらされた。本年度は，大型レーザーレーダーによっ  

て，つくば上空の成層圏エアロゾル層を継続的に観測し，高度分布とその時間変化を明らかに  

した。高度18km付近では噴火後わずか2i司間ほどでつくば上空へ到達した。9月中旬以晩  

熟背からの移流が活発になり，エアロゾル量が増加した。この過程を，気象データとともに解  

析した。これらの観測結果をエルチチョン火山噴火後と比較し，オゾン層及び地球熱収支への  

影響は，エルチチョンの影響を上回る規模であることが分かった。  

【発 表〕A－63～65，a－59～62  
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研究課題 8）自然動物群集における捕食者の役割に関する基礎的研究  

〔担当者〕高村健二・安野正之■1（▲l生物圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕河川・池沼域の有力な捕食者であるトンボ日幼虫の分布特性及びその分布が被捕食  

者動物群に及ぼす影響を野外調査結果より検討した。止水域でトンボ日幼虫が減少した場合，  

その餌であるユスリカ幼虫群集の組成が変化することを前年に見いだしたが，さらに以下の2  

点の特徴が明らかになった。1）ユスリカの内，最優占種は捕食者（トンボ目幼虫）の有無に  

かかわらず変わらない，2）トンボ目幼虫の減少とは逆に捕食性のユスリカが増加した。  

研究課題 9）野生植物個体群の保全に関する基礎的研究  

〔担当者〕可知直毅・奥田敏統・竹中明夫  

〔期 間〕平成元年～6年度（1989ノ、し／1994年度）  

〔内 容〕（1）前年度に引き続き，東京都秋川市内の多摩川の河川敷において，絶滅が危ぐさ  

れているキク科の多年生草本カワラノギクの個体群動態の調査を行った。その結果，生育地の  

カワラノギクはいくつかのまとまった個体群からなること，それぞれの個体群は，個体数が異、  

なるほか，各生育段階（芽生え，ロゼット個体，開花個体）の比率も異なることが明らかとなっ  

た。近年裸地化したところに多数の若年個体を含む大きな個体群が見られ，→方，しばらくか  

く乱を受けておらず，櫓被率が高いところの個体群では若年個体が少ない傾向があった。  

（2）コウポウムギの生存率，地下茎によるシュートの繁殖率，シュートの空間分布などにチ  

ガヤの存在がどのように影響するかを解析し，コウポウムギのシュートは1生育シーズン中に  

すべて入れ替わるが，チガヤのシュートの中には2シーズン以上生存するものがあることが分  

かった。成育期の終わり（10月）に両種のシュートの成長量の推定を行った。コウポウムギに  

ついては根際の直径，チガヤについては草丈を用いることによって，よい推定が得られるこ辛  

が示された。  

【発 表〕A－11～13，a10  

研究課題10）野生動物の個体群構造に関する基礎的研究  

〔担当者〕椿 宜高  

〔期 間〕平成3」6年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕茨城県中北部の河川でヒガシカワトンボの個体群構造の調査を行った。ヒガシカワ  

トンボのオスには色彩多塾があり，橙色麹のオスと透明麹のオスが1つの個体群内に共存する。  

この多塾は遺伝的に支配され，その遺伝子頻度が頻度依存選択によって維持されてt）ると考え  

られるが，そのメカニズムを知るために個体群間の頻度を12の個体群について調査し，個体群  

間の変異を調べた。その結果，密度の高い個体群では橙色オスの割合が高くなる傾向があるこ  

とが分かった。このことから，遺伝的多塾の維持には頻度依存選択だけでなく，密度依存選択  

も重要であることが示唆された。今後は特定の個体群を用いて，両選択の測定を行う予定であ  

る。  
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研究課題11）南極昭和基地及び「しらせ」船上での環境汚染成分の長期モニタリングに関す  

る研究  

〔担当者〕溝口次夫・酒巻史郎・原島 省・林田佐智子・秋元 肇・西川雅孝●l・清水 明♯2（■1  

化学環境部，亨2社会環境システム部）  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕昭和基地ではこれまで継続している地上オゾン，大気エアロゾル（β線吸収法及びハ  

イポリェームサンプラー）に加えて，メタン，一酸化炭素及び窒素麒化物の測定を行った。ま  

た，「しらせ」船上において軽炭化水素類のサンプリングを行った。   

地上オゾンは紫外線吸収法によって連続測定しているが，これまでと同様の傾向であり，1  

月に最低値（約15ppb），7月に最高値（約40ppb）を示し，その間漸増，漸減の一山型の季節  

変動となっている。   

メタンはFIDガスクロマトグラフ法によって測定した。2，3月に最低値（約1．64ppm），  

9，10月に最高値（約1．68ppm）を示す一山型の季節変動となっている。一酸化炭素は非分散  

赤外分析計を用いて連続測定した。1，2月に最低値（約20ppb），9月に最高値（約60ppb）  

を持つやはり一山型の季節変動を示している。いずれも類似の季節変動であるが，ピークの時  

期が異なっている。今後，位相の異なる原因を解析する必要がある。なお，窒素酸化物はケミ  

ルミキツ■センス法を用いて連続測定した。分析計自身は順調に稼働したが；極めて低濃度であっ  

たため，感度不足でデータを示すことができなかった。また，ハイポリュームサシプラ一によ  

る大気エアロゾル試料中の各種イオン，有機金属化合物の分析を行い，これらからも貴重なデー  

タが得られている。   

「しらせ」船上において，ボトルサンプリング法（金属真空容器約2Jのもの使用）によって  

東京一フリーらントル間は1日2軌 フリーマントル一両極間は1日1回の頻度でサンプリン  

グし，FID－ガチクロマトグラフを用いてペンタンまでの軽炭化水素類を分析した。北半球では  

緯度とともに低くなるが，途中，熱帯域の陸地の影響が現れ，濃度が増加している。南半球は  

北半球よりさらに濃度が低くなる。オーストラリア西側でやや高い値が出現している。エタン  

濃度は0．2～2ppbの範囲にあったが，その他はほとんど0．1ppb以下であった。  

〔発 表〕C22，a18，C－20  
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2．3．2 地域環境研究グループ   

研究課題1）環境変化の遺伝子発現による評価手法の開発に関する研究  

〔担当者〕三浦 卓  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕ヒト及びラットの肝がん由来の細胞株を培養し，有機塩素化合物とインキュベー  

ションし誘導される酵素の活性を測定した。その結乳異物代謝活性の誘導が起こり，この誘  

導はシトクロムP－450の増加によることを坑P450抗体を用いたイムノブロッテイング法に  

より明らかにした。また，シトクロムP－450の誘導能が高い化合物ほど毒性の強いことも明ら  

かになった。さらに化学物質の毒性を培養細胞における遺伝子発現により評価できることを確  

認し，発がん遺伝子及びストレスたんばく質遺伝子が有用であることを見いだした。  

〔発 表〕K23，b76  

研究課題 2）環境問題の変容に対応した新たな環境指標の開発に関する研究  

〔担当者〕森口祐一・内藤正明  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕地域環境の質を主たる評価対象としてきた従来の環境指標に加え，持続的発展と  

いった地球規模での課題に対応したマクロ指標，都市の自然との調和やその物質代謝構造を計  

量するエコロジー指標，局地汚染や人工空間に対応した精緻な汚染評価指標など，さまざまな  

空間スケールで新たな環境指標へのニーズが高まっている。本年度は，OECDの環境指標開発  

に関するプロジェクトや環境情報に関する国際会議の動向を調査し，環境情報や環境指標が政  

策決定に果たすべき役割について検討を深めた。また，地球環境の制約を考慮して地域環境の  

評価を行う際の評価の視点を整理した。さらに，沿道における汚染の空間変動を考慮した汚染  

暴露量指標の試算を行った。  

〔発 表〕B67，69～71，ト12，b－77～79，85，i－1  

研究課題 3）都市域における大気汚染現象のモデル化に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊津志  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕都市域における高濃度大気汚染と発生源の関係を明らかにするために三次元モデル  

を用いて各種の発生源条件に対して計算を行った。また冬期のNO2大気汚染に関してはフィー  

ルド観測データを解析し大気汚染物質の立体分布の特徴を明らかにするとともに，ボックスモ  

デルを用し■）てNOの酸化メカニズムの評価を行った。  

〔発 表〕A22，B－131，132，135，b95～104  

研究課題 4）風洞実験及び野外観測における計測の自動化に関する研究  

〔担当者〕上原 清・若松伸司・鵜野伊津志  

〔期 間〕平成2－～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕風洞における拡散実験で，濃度変動を測定するための高応答炭化水素分析計用の  
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データ収録処理装置を開発した。また，熱線風速計データ収録のためのシステム設計に着手し  

た。  

〔発 表〕b15～16  

研究課題 5）微小プランクトンによる植物プランクトン摂食過程の研究  

〔担当者〕中村泰男・木幡邦男・竹下俊二  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

（内 容〕海域において，従属栄養性渦ベン毛虫（HDF）の植物プランクトン捕食者としての  

重要性が近年指摘されている。しかしHDFは培養が難しいため，その捕食・増殖の動力学を実  

験室系で研究した例はきわめて少ない。本研究においては，HDFの一種であるq仰粛祓描  

do用言乃α乃Sを瀬戸内海より単離し，赤潮生物Cんα肋邦gJ血α叩軸Mを餌とする培養を確立した。  

さらに，C．成朋南腸那の増殖速度の温度依存性C．d〃如M摂食速度，及び増殖の効率を求め  

た。これらの結果と，瀬戸内海でのC．d川扇元の那の現存量を併せると，本種はC．弼壇礪赤  

潮を消滅させうる潜在能力を持つことが判明した。  

研究課題6）水域における物質移動・変換過程の物理，化学，生物学的評価に関する研究  

〔担当者）相崎守弘・福島武彦  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕スイスにある貧栄養湖のルツェルン湖と高栄養湖のグライアユン湖において・躍層  

下の湖水，沈殿物を採取し，32Pや14Cといったラジオアイソトープを用いて，リンの取り込み  
や有機態炭素の代謝速度を測定した。この結果，懸濁物中のリンの半分程度が外部プールのリ  

ンと活発に交換しあっていること，毒物を加えた実験との比較から吸着などの無生物的なリン  

の取り込みは生物的なリンの取り込みに比べて貧栄養湖では無視しうるほど小さく，富栄養湖  

では同程度であることなどが分かった。こうして得られたリンの取り込み速度から，有機物粒  

子の沈降過程での分解により生じた無機態の相当部分が再度粒子に取り込まれることが分かっ  

た。この特性は深い湖沼で見られるリンの鉛直分布をうまく説明する。  

研究課題 7）饅ケ浦の生物資源保護に果たす役割に関する研究  

〔担当者〕春日清一  

〔期 周〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕霞ケ浦を利用する生物はその種類は極めて多いが，近年の急速な環境変化に対し  

各々の種ごとに様々な影響を受けている。霞ケ浦南岸で確認された野鳥の種実酌ま136種にの●  

ぼっている。この中でユリカモメは春と秋，渡りの途中霞ケ浦に訪れその数は数万から10万羽  

に及ぷ。この渡来数の季節変動は霞ケ浦で発生するユスリカの羽化期とよく一致し，ユリカモ  

メがユスリカを餌とするため渡来していることが明らかとなった。またユリカモメの渡来はユ  

スリカの羽化が始まる1～2か月前から始まっておりユスリカの羽化を予知しているものと思  

われる。このことは霞ケ浦に渡来するユリカモメは霞ケ浦を利用する個体群として確立された  

ものであろうと思われる。  
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研究課題 8）廃棄物処理に係る物質循環とその管理に関する基礎的研究  

〔担当者〕中杉修身  

〔期 間〕昭和62年度～平成4年度（1987～1992年度）  

〔内 容〕廃棄物排出量の増加は，適正処理を困難にするとともに，地球規模の環境問題にも  

様々な影響を及ぼしており，廃棄物減量化が緊急の課題ヒなっている。本研究では，廃棄物の  

処理に係る生産から廃棄に至るまでの物質循環を適正に管理する方法の開発を目的としてい  

る。   

本年度は，地球温暖化を含め，多方面への環境影響を考慮した廃棄物のライフサイクル・ア  

セスメント手法の検討を行った。また，リサイクル社会を構築していくための方策について検  

討を加えた。  

〔発 表〕B－72，，74  

研究課題 9）有害化学物質の管理手法に関する研究  

〔担当者〕中杉修身  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年形度）  

t内 容〕有害化学物質による環境汚染は従来からの排出規制だけでは，十分なリスク管理は  

できない。本研究では，有害化学物質汚染の特性に合わせた管理手法の検討を目的としている。   

本年度は，揮発性有害化学物質を例にとり，クロスメディアからの複数化学物質暴露による  

リスク評価を行い，クロスメディア汚染管理の重要性を明らかにするとともに，この面から現  

行の化学物質管理制度の間堰点を明らかにした。また，有害化学物質の地域リスクを管理する  

1つの方法として，化学物質汚染からみた立地アセスメント手法を開発した。  

〔発 表〕b－54．  

研究課題10）悪臭に関連する各種アルデヒド類の分析法の開発と環境試料への応用  

【担当者〕安原昭夫  

〔期 間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕システアミン法による多成分アルデヒド類の一括分析を行う場合，それぞれの検量  

線を作成する手間を避けるために，2メチルチアゾリジンを基準としたときの相対応答係数を  

求め，日内変動及び日間変動を調べた。その結果，相対標準偏差で数％以内の変動におさまる  

ことが判明した。各種の芳香族アルデヒドについて，システアミンとの反応性を調べたところ，  

ペンズアルデヒドのみが高い反応性を示した。乗車用の排ガスに含まれるアルデヒド類を分析  

したところ，Cl～C5のア／レデヒド類とベンズアルデヒドが検出された。製造年の古い乗用車や  

走行キロ数の多い乗用車の排ガスにはアルデヒド類が検出され，新車の排ガスからはアルデヒ  

ド焦が検出されなかった。次に，単純なアルデヒド以外のかレポニル化合物（アセチルアセト  

ン，アセトイン，ピ／レビン酸，アセトフェノン，フルフラール，トルアルデヒド類）がシステ  

アミンと反応するかどうかを調べた結鼠 フルフラール以外はほとんど反応しなかった。  

〔発 表〕B121，123，124  
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研究課題11）森林域における物質循環の渓流水質に及ばす影響  

〔担当者〕平田健正  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕森林域では水も含め多様な物質が循環しており，富の物質循環特性の適いは，土壌  

の物質含有率や土壌水質に反映され，渓流水質にも大きく影響する。本研究では，筑波森林試  

験地で観測された林外雨・林内雨・樹幹流・土壌水・沃流水など，物質循環にかかわる諸量と  

物質濃度の関連を調べ，物質循環量を明らかにした。   

窒素を例にとると，林外雨によってもたらされる流入量は10kg／ha／y程度，渓流によって搬  

出される畳もほぼ同程度の量であるのに対し，植物体による吸収量（林内雨＋樹幹流＋リタ丁＋  

年生畠量）は100kg／ha／yにも上る。この値は，流入量や流出量より一桁大きく，これが森林  

土壌水質や渓流水質を決定する最大の要因であることが明らかになった。また土壌中には14・7  

t／haもの窒素が蓄積されており，これは流入量の1500倍，年生長量の700倍にもなることが明  

らかにされた。  

〔発 表〕B－98，101，102，104   

研究課題12）水質改善効奥の評価手法に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・松歪一夫・今井章雄・細見正明蝉1（■l水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内・容〕水質改善効果を評価する手法として種構成が既知であり，各種の個体数の計測が可  

能で，高い再現性を示す水圏生態系マイクロコズムを適用するための検討を行った。マイクロ  

コズムは生産者としての藻類，分解者としての細菌類，捕食者としての微小動物からなるが，  

これらの生態系の安定性は水処理後の水質の程度により左右されることから，評価のためのマ  

イクロコズムの標準化に着目した。その結果，マイクロコズムの規模を18¢試験軌100mJ，  

300mJ，500mJ及び1J三角フラスコとした場合いずれでも安定生態系が保持されること，振  

とう，静置のいずれでも安定生態系が保持されることが分かり，培養条件として300m／三角フ  

ラスコを用い静置下で行えばよいことが明らかとなった。   

研究課題13）生物・物理・化学的手法を活用した汚水及び汚泥処理に由する研究  

〔担当者〕稲森悠平・松垂一夫・今井章雄・細見正明■1（■1水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕湖沼の富栄養化に伴って各地で発生している異臭昧障害の中でカビ臭2・メチルイ  

ソボルネオール（2－MIB）を産成する糸状藍藻類の接触酸化処理反応槽における除去に着目し，  

2MIB分解と微小動物数及び生物膜量との関連性を調べた。その結果，糸状藍藻類を好んで摂  

食する微小動物が生物膜に多量に定着することが効果的除去を行う上で重要なことが分かっ  

た。また，有毒藍藻類の微小後生動物輪虫類，貧毛類の生息する生物膜処理反応槽における有  

毒物質ミクロキスナンRRの除去分解能について検討を加え，ミクロキスチンRRの分解は微  

小動物に享る〟・涙戒払の捕食分解と，細菌等の含有するミクロキスチン斤尺分解酵素の通気  
による活性化が重要であることを明らかにした。1  
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研究課題14）埋立地浸出水の高度処理に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・松重一夫・今井章雄・細見正弓即1（・1水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕難分解性有機物及び高濃度のアンモニア性窒素を含んでいる埋立地浸出水むごよる湖  

沼，河川の有機物汚濁，富栄養化を防止するために，浸出水中の有機物と窒素を除去するシス  

テムとして微生物活性炭流動床法に着目して，特に難分解性有機物の生分解機構について水理  

学的滞留時間（HRT）を変化させて検討した。その結果，HRTの増大により除去率の向上が  

認められ，難分解性有機物は単に活性炭への吸着による液相から固相への移動ではなく，走査  

型電子顕微鏡で観察された活性炭表層に薄膜状に生息している微生物群の分解・除去に基づく  

ものであることが明らかにされた。  

研究課題15）環境因子の老化に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕嵯峨井勝・市瀬孝道  

〔期 間〕．平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕今後の日本の老齢者人口の増加に伴い，老人間題が深刻化することが予想されてい  

る。このような時代的背景から，健全な老後のために，様々な環境因子の老化に及ぼす生理的  

影響についての基礎的研究が必要とされている。特に，老化は生体内過酸化脂質やフリーラジ  

カルと深いかかわりがある。また，様々な環境因子も生体内過酸化脂質やフリーラジかレの生  

成にかかわっていることが知られている。本研究では，環境国子として，食事制限と近年日本  

において問題になっている脂肪摂取の増加が老化及び環境汚染物質に対する抵抗性に及ぼす影  

響を実験的に調べる。   

本年度は前年度に続いて，食事を自由に摂取させた24か月令から32か月令のラット（AdIib  

群）と食事量を制限し続けてきた同月令ラット（制限食群）の呼気中炭化水素生成を調べた。  

その結果，高齢化につれてAdlib群のエタンとペンタンは増加した。一方，食事量制限群では  

ペンタン量が若令群なみであり，加令に伴うひ－3脂肪酸代謝物（プロスタグランジン系）の増  

量がより著しくなることが確認された。  

研究課題16）陸水中の重金属の溶存状態に及ばす錯化剤の影響に関する研究  

〔担当者〕稲葉一穂  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕重金属の溶存状態を知るための基礎研究としてクロム（1Il）の錯形成反応の速度と  

平衡について検討を加えた。その結果，クロム（ⅠⅠⅠ）とβジケトンとの間で生じる錯形成前駆  

体の生成平衡定数及び前駆体の4メチル2ペンタノンヘの抽出平衡定数とその後の錯形成速  

度が得られた。これらの値を基に溶媒抽出法を用いたクロム（ⅠⅠⅠ）の迅速分離分析法を検討し  

た。  

〔発 表〕B18，b－12  

研究課題17）底質，土壌中の有機化合物の存在状態及び化学変化に関する研究  

〔担当者〕相馬悠子  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  
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〔内 容〕霞ヶ浦湖心の底質コアサンプル中のカロチノイド濃度め年代変化を調べた。表面層  

のカロチノイド分布と1989～1990年2年間の湖水中のカロチノイド分布を比較すると，fuco・  

ⅩanthinとQhlorophyllは大部分が変化して元の形では残っていないのが分かった。底質中の  

カロチノイドの深度別分布を見ていく七，約20年前に植物プランクトンの分布に大きな変化が  

あったのが推測された。ラン藻に特有なechinenone，alloxanthin等はその頃より急激に多く  

なっている。緑藻に特有なIuteinやzeaxanthin，ケイ藻に特有なdiatoxanthinは約20年前後  

に大きな減少が見られ，種類もそれ以前と以後で変化が起こっていると考えられた。  

〔発 表〕B51，b－44  

研究課題18）実験小動物の飲水行動と摂食行動に及ばす大気汚染物質の影響  

t担当者〕梅津豊司  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕オゾン（0。）及び二酸化窒素（NO2）による実験小動物の飲水・摂食両行動の抑制  

について，耐性及び交叉耐性成立の有無を明らかにするため，，これらの物質の間欠暴露の影響  

を検討した。   

0．4ppmO。に23時間暴露すると，■ラットの飲水・摂食両行動は明らかに低下した。しかし，  

初回暴露から2，4あるいは7日後に同様の0ユ暴露を行っても，ラットの飲水・摂食両行動は全  

く変化しないか，あるいは，わずかに低下したにすぎなかった。マウスに0．4ppmO3を23時間，  

7日間隔で2回暴露した場合も，2回目の暴露における飲水・摂食両行動の変化は軽微であっ  

た。  

12ppmNO2に7日間暴露したマウスに，10日後，0．4pprnO3を23時間暴露したところ，解  

水・摂食行動はほとんど変化しなかった。   

以上の結果は，23時間の03により，ラットとマウスの飲水・摂食両行動において0。に対す  

る耐性が形成されることを示している。また，0。とNO2との間で交叉耐性が成立することも示  

唆している。  

〔発 表〕B－114，b－17  

研究課題19）培養胎仔における異物代謝に関する研究  

〔担当者〕米元純三  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕ジブチルスズ（DBT）はinuivoT催奇形性が認められているが；この作用がDBT  

そのもの．によるのか，その代謝物によるのかは分かっていない。そこで，DBTそのものの胎仔  

毒性を調べる目的で，玩乙東和の培養胎仔における DBTの毒性を検討した。その結果，0．354  

jLM以上で対照に比べ有意な発育の阻害がYolk・SaC，胎仔に認められ，これらはYolksacへ  

の傷害を介したものと考えられた。  

〔発 表〕b94  

研究課題 20）ガスクロマトグラフー炭素安定同位体質量分析法の環境化学物質への応用  

〔担当者〕白石寛明  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  
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〔内 容〕環境中に存在する化学物質には，さまざまな排出源が考えられるが，その起源の相  

違は，化合物の炭素安定同位体比の遠いに反映されている可能性がある。環境中の化学物質の  

炭素同位体比を測定することにより，その起源の相違を推定する目的で，キヤピラリーカラム  

を用し）たガスクロマトグラフ（GC）により分離した成分をオンラインで高精度安定同位体比質  

量分析計に導入する方法を試みている。本年度は，水中の揮発性化合物をキャピラリーGCに  

パージアンドトラップ法により導入する方法を検討した。試験水よりヘリウムによりパージさ  

れた揮発性物質を，ナフィオンチューブにより脱水したのちテナックスGCに吸着させる。これ  

を加熱脱着し，冷却したカラム先端にトラップしたのち昇温分析を行う。このシステムを用い  

るとガスクロマトグラフに全量注入できるため，ppb（ng／ml）でも分析が可能であることが分  

かった。  

研究課題 21）微細藻類の集団構造の解析に関する研究  

〔担当者〕笠井文絵  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕山形県高島町の小河川に生息するミカヅキモC玩加商制a妬彿如衰複合体の形態  

の季節変化を調べた。冷水性のP群は冬から春の寒冷期にはSt．2，4，5，9といった川の中下  

流域の広い範囲に生息するが，夏期には湧水の流入により水温が比較的低いSt．2，4，5に分  

布が限られる。3月集団の細胞サイズはどの地点でも幅90，長さ450J‘m当たりに分布したが，  

6月集団の細胞サイズは地点によって異なり，湧水が流入するにもかかわらず少し水温の上昇  

するSt．2では幅85，長さ400JLmと小型化するが，水温が比較的低いSt．4，5では3月と同様  

であった。夏から秋に出現するM群はSt．2，5では幅45～50，長さ250～300J‘mであったが，  

水温が300Cまで上昇するSt・9では幅40，長さ200～250FLmと小型化した。このように．ミカヅ  

キモは水温によって分布範囲を変える・ばかりでなく，細胞サイズも変化することが分かった。  

研究課題 22）水生生物による毒性試験法の検討  

〔担当者〕畠山成久  

〔期 間）平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容）底質に蓄積した有害汚染物質が底生生物の死亡や成長に及ぼす影響を評価するた  

め，層ヶ涌の底質に殺虫剤のフェンチオン（MPP）を吸着させ，これを摂食するメカエビに対  

する影響を調べる試験法を設定し，以下の実験を行った。すべての実験は，流水式水槽（‖）  

を用いて行った。底質からわずかにでも遊離するMPPの影響を評価するため，MPP処理底質  

を入れた水槽のオーバーフロー水を無処理底質を含む水槽に掛け流してコントロールとした。  

メカエビは溶存態MPPに極めて高い感受性を有する（48h－LC50；約1ppb）。異なる汚染度  

の底質を用意しこれをヌカエビに摂食させ（試験期間中他には餌を与えない），ヌカエビの成長  

阻害，死亡率増大富もたらす底質中のMPP濃度を推定できることが分かった。  
〔発 表〕b－65  

研究課題 23）湖の動物プランクトン群集に及ぼす捕食者の直接および間接影響  

〔担当者〕花里孝幸  

【期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  
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〔内 容〕捕食者フサカ幼虫のメタノール抽出液にマギレミジンコ（n卸血祓＝川畑諺M）の頭  

を尖らせる効果のあることを見いだした。この抽出液を用いて 

含んだ飼育水を作り，それでマギレミジンコを飼育してミジンコの形態的変化を調べた。マギ  

レミジンコはフサカ物質を含まない飼育水で飼育すると，1令では小さな尖頭を持つが，2令  

以後は丸い頭になった。フサカ物質（抽出液）を含んだ飼育水で飼育すると，フサカ物質があー  

る濃度以上になると2令以後でも尖頑を形成するようになった。そして尖頭形成の頻度と尖頭  

のサイズはフサカ物質の濃度の上昇と共に増加した。この結果は，ミジンコの季節的な形態変  

化が捕食者の放出する化学物質の量で制御されている可能性のあることを示してい．る。  

〔発 表〕B86，87，92，b－68  

研究課題 24）芳香族化合物分解酵素遺伝子のクローニングに関する研究  

〔担当者〕岩崎一弘  

〔期 間〕平成2～6年度（1990へ：1994年度）  

〔内 容〕p－タロロビフェニルを唯一の炭素源として増殖可能であり，かつ脱塩素能を有する  
Pseudomonas sp．Y5－21株の保持しているプラスミドpMC580について遺伝学的な解析を  

行った。塩化ビフェニルの完全分解は，塩化安息香酸まで分解される前半の経路及びこれを完  

全分解する後半の経路によってなされることが知られている。前半の経路に関与している遺伝  

子（抄h遺伝子）をプロープとして，Y521一株の全DNA及びpMC580とのハイプリグイゼー  

ションを行った。その結果，全DNAでは3本のバンドが確認されたが，pMC580とはハイプ  

リグイズしないことが認められた。したがって，Y5－21株は，その染色体DNAにp－タロロビ  

フユニル分解の前半経路を支配する遺伝子群がコードされていることが示唆された。また  

pMC580を除去した変異株ではp－タロロビフェテ｝L／を炭素源として増殖できなくなるので，  

pMC580には後半経路あるいは全体の調節に関与する遺伝子群がコードされていることが示  

唆された。  

研究課題 25）植物の気孔開度に及ぼす環境要因の受容と伝達に関する研究  

〔担当者〕近藤短朗・■佐治 光・中嶋信実  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕気孔は開閉運動を行ラことにより，絶えず変動している自然環境中での植物の成  

育を可能にしている。この気孔の開閉運動は気孔を形成する一対の孔辺細胞の体積変化に  
よって引き起こされ，気孔の閉鎖には植物ホルモンのアブシジン酸（ABA）が関与している。  

細胞の体積変化は原形質膜に存在するH十－ATPア一々によるH＋の放出とそれに伴う浸透庄  

調節によっていると考えられる。そこで，ソラマメの孔辺細胞を単離し，さらに細胞壁を除い  

たプロトプラストを作成して原形質膜の単離を試みた。原形質膜を多く含むと思われる画分に  

ATPアーゼ活性が見られ，原形質膜のH＋ATPアーゼの阻害剤として知られるバナジン酸に  

よって強く阻害された。また，このATPアーゼ活性はABAによっても阻害された。これらの  

結果から，気孔の開閉運動に原形質膜H＋－ATPアーゼが関与し，ABAはこの活性を阻害する  

ことにより気孔閉鎖を引き起こすと考えられるが，まだまだ分からないことが多く仁今後の検  

討が必要である。  
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研究課題 26）環境科学研究用に開発した実験動物の有用性に関する研究  

〔担当者〕高橋憤司・高橋．弘  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ及びハムスターを用いて開発  

してきたが．本年度は有用性についてさらに検討し，以下の結果を得た。  

（1）ニューカッスル病ウイルス不活化ワクチンに対する抗体産生能（NDV－HI抗体産生能と  

略）の高及び低系ウズラの選抜系を42世代へと進め，両系ウズラを遺伝的に純化することがで  

きた。   

また，ハムスターでは兄妹交配による近交化を行い，これまでに3選抜系を3世代まで継代  

－した。  

（2）環境中残留化合物の毒性試験手法の開発として，ウズラ発育卵を用いて検討した結果，  

白卵系ウズラの雑種化により得られた種卵が最も適切であった。これらの種卵は有機スズ類の  

毒性検定に有用であることが分かった。  

（3）ディ山ゼル排気粒子（DEP）をウズラ及びハムスターに経気道投与した結果，両種とも  

マウスより著しく耐性の高いことが確認できた。  

〔発 表〕日－52～57，b－46～49  

研究課題 27）環境指標動物の開発に関する研究  

〔担当者〕高橋 弘・高橋慎司  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容）指定7公害及び末規制化学物質等の環境汚染物質が生体に及ぼす影響を解明するた  

め，最も適切な実験動物を開発する。本年度は，マウス・ラットの遺伝学的純化を行い，以下  

の各種実験に供試した。  

（1）マウス近交系のC57BL／6，BALB／C，CF＃1，I）BA／2，C3H／HeNを継代育種し，農薬  

等の毒性試験に供託した。  

（2）ラット近交系のWistarを継代育種し，環境汚染ガスの感受性試験を行った。  

〔発 表〕B－58，59，114，E－50  

研究課題 28）環境解析のための統計的手法に関する研究  

〔担当者〕松本幸雄・  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕本研究は，環境データの特徴を配慮した統計解析手法の開発とその環境データヘの  

適用を目的としている。ま．ず，都市域における大気汚染濃度の時間的，空間的な変動の統計的  

特徴を評価するために，東京都を対象に調査した大気汚染物質（NOz，SP九す）の日平均濃度に  

ついて，日と地点を因子とす■る分散分析や交互作用解析などを用いて詳細な検討を行った。検  

討対象とした空間変動のスケールは，主に，①1～2km間隔，②沿道と非沿道の遠い，③交差  

点周辺の－ミクロスケール（数m～数十m），である。また，大気汚染と健康との関係を検討する  

ために，いくつかの都市における3歳児のぜんそく有病率の調査結果とその地域における大気  

汚染濃度との関連を統計解析するとともに，我が国における大気汚染濃度と肺がんによる死亡  

率との関係を検討した。さらに，地球環境変動の評価の一環として，日本のいくつかの地点に  
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おけるゾンデ観測によるオゾン濃度の経年変化を高度別に解析した。  

〔発 表〕B－39，68，109～112，a2，b－26，74，e32  

研究課題 29）人口の集中化に伴う植生の変容とその保全について  

〔担当者〕伊藤訓行  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕首都50km圏における1960年から1975年の人口集中地区の分布を比較すると，新  

たに拡大した人口集中地区の70％は既存の地区の1kIn以内に，また80％は2km以内に位置  

している。このような人口集中化の傾向は，都市及びその周辺地域の植生に多大の影響を及ぼ  

すこととなる。埼玉県を事例として，人口粂中地区内外の土地利用の比較を行うと，人口集中  

地区の2kmを越えるころから畑胤水田等の農地の占める割合が著しく大きくなっていく。ま  

た，人口集中地区の中心地域では，その土地利用の90％以上は市街地であり，おおむね市街地  

化が完了しているが，人口集中地区の境界地域（500m～1km）では市街地率は30～70％程度  

と小さくなうてくる。  

〔発 表〕B－16，17  

研究課題 30）化学物質同定のためのデータ収集とデータベース化  

〔担当者〕中杉修身・安原昭夫・白石寛明・伊藤裕康一1（■l化学環境部）■  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕本研究で測定・収集したマススペクトルデータ■を登録するためのデータベースを作  
成した。このデータベースを研究所の職員が自由に利用できるように検索システムを変更した。  

試薬メーカーから新規販売された100物質あまりについて，マススペクトルとGC保持指標を  

測定した。また，廃棄物に関連した化学物質のマススペクトル100件あまりを測定・登録した。  

現在，大型電子計算機に登録されたデータ数は約2600に達した。さらに，岡山県環境保健セン  

ターとの共同研究において，2doあまりの化学物質のデータが集積された。このデータベースを  

利用した化学物質の同定研究がいくつか行われ，優れた成果が得られている。GC保持指標につ  

いては，平成3年度に測定したデータ（約100件），過去に国立環境研究所で測定したデータ（約  

300件），地方自治体研究機開から提供されたデータ（約700件）を大型電子計算機に登録する  

ために整理した。  

〔発 表〕B－128，b－88  

研究課題 31）地球環境制約下での環境調和型都市の形成に関する研究の体系化  

〔担当者〕内藤正明  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕各地の環境管理計画を分析し，それらの“理念，目標，施策体系”を抽出し，今後  

の研究の方向性を整理した。それを踏まえた地球時代の環境調和型都市（エコポリス）の設計  

理念，手法を体系づけ，そのための研究フレームを作成した。  

〔発 表〕BT63，67，69～71  
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研究課題 32）硝酸性窒素による地下水汚染に関する予備的研究  

〔担当者〕平田健正・細見正明■1（♯1水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕どの程度我が国の地下水が硝酸性窒素によって汚染されているのか，地下水汚染調  

査結果を収集・解析し，施肥，土壌浸透処理や自然由来等要因別に窒素負荷量を見済もり，土  

地利用と地下水汚染の関連を整理した。   

要因別負荷量について，降雨によってもたらされる負荷量は，全国平均にして9．1kg／ha／y  

であり，高濃度の汚染要因とはならない。林地や水田の地下水濃度も5mg／Jを超えることは少  

か）。ところが，畑地や樹園地では栽培作物によって年間の窒素施肥量は異なるが，数100kg／  

ha／yから高原野菜などでは1000kg／haを超えることもある。地下水への窒素供給量はかんが  

いの多寡によってかなりの幅はあるが，施肥量の半量近くが地下浸透することが明らかむごなっ  

た。さらに，生活排水の集中的な土壌浸透処理も，地下水汚染を招く恐れのあることが示唆さ  

れた。  
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2，3，3 社会環境システム部   

研究課題1）環境問題の社会経済的側面と環境政策の評価に関する革礎的研究’  

〔担当者〕後藤典弘・小野宏哉・青柳みどり・日引 聴  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕環境問題の社会経済的な側面の解明に関する基礎的な分野及び環境政策の評価に関  

する応用的な分野の2領域で，・具体的な事例を取り上げ基礎的な知見の蓄積と手法の適用，発  

展を図った。具体的には，森林の体系的な評価及び計画管理システムの検討に関しては，都市  

化地域と近郊地域では森林の資源的な役割，また地域管理システムでの位置づけに関しても  

まったく適ったアプローチが必要であること．を解明した。また，‾地域環境管理システムの設計  

においては，廃棄物処理施策やリサイクリング推進施策などと関連した循環型社会システムの  

必要性について検討した。各種経済的手段の適剛こついては，市場活力活用型の環境政策手段  

について検討を行った。  

〔発 ∵表〕C－3，4，11，18，21，24，25，C－3，4，11，12，13，15  

研究課題 2）環境眉源にかかわる社会基盤情報システムに関する研究  

〔担当者）乙間末広・原沢英夫・天野耕二・森 保父  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕各種の環境負荷に関する基礎データ（社会・経済フレーム値，原単位情報）及び環境  

モニタリングデータを収集し，基本的なデータ解析手法を伴ったパーソナル情報システムの構  

築を目的として，′首都圏（1都7県）における以下のような社会基盤情報についで1980年代の  

データを中心に主に水質環境の立場からみた基本的な統計解析を行ったJ  

l）地目別面横（総数，宅地，田，畑，山林．原野，池沼，雑種地，その他）   

2）森林面積   

3）地方税収入   

4）各種別人口（夜間／昼間，産業別就業者，し尿処理種別）   

5）事業所数，製品出荷高，商店数，商品販売高，その他   

6）経営耕地面積（田，畑，樹園地），家畜飼育頭数（牛，豚，鶏）   

また，市民参加型の環境モニタリング調査を継続して行うとともに．霞ヶ浦流域河川で得ら  

れたデータを検討して市民参加型モニタリングの有効性を検証した。  

研究課題 3）環境資源開発とその環境影響のシステム分析  

〔担当者〕原沢英夫・天野耕二・福島武彦●1（■1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕水資源開発行為とその諸影響について広範にデータを収集し，将来環境に配慮した開  

発を行うための予測モデルや政策支援システムの構築を目的として∴流域における水需要と発  

生汚濁負荷が河川における水収支と物質収支（汚濁物質収支）に最終的にどのような影響を与  

えるかを推定するモデルを検討した。具体的には，以下のような渇水年における河川水量予測  

モデルを作成し，ダム運用も考慮した水利用モデルの可能性について検討した。  
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1）HSPFモデルによるシミュレーション   

2）タンクモデ／レを用いた月嘩位流出モデル   

最終的には，現在の建設主導型のハードな開発に代わるソフトな開発代替案の効果について  

費用便益分析等のシステム分析手法を用いて定量化したうえで，その具体化の方法を探ること  

ができた。  

〔発 表〕K－40，B－106，108，C6  

研究課題 4）全国河川・湖沼における陰イオン系界面活性剤の動態に関する研究  

〔担当者〕原沢英夫・天野耕二  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕全国の公共用水域（河川・湖沼・海域）における合成洗剤を対象として，長期的なト  

レンドを含む汚染状況の評価とその環境中の運命予測を行うシステムについて検討した。多く  

の測定機関により測定されているMBAS（メテレンブルー活性物質）濃度データを用いて，各  

種統計処理や数値モデル解析などを行った。測定機関が全国の自治体や研究機関など極めて多  

岐にわたるため，測定データの解釈に当′たっては現場の状況を熟知した研究者の知見を活用し  

た。基礎的なデータ解析の作業は，兵庫県立公害研究所との共同研究として実施した。  

〔発 表〕K15，C－9，C－5  

研究課題 5）農地における物質移動推定のためのモデルの構築  

〔担当者〕森 保文・原沢英夫・藤沼康実■1・細見正明●2（＊1生物圏環境部，招水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕現状及び将来の農地が環境に与える影響を明らかにすることを目的として，まず基本  

単位となる農地内での物質移動をモデル化し，次にこのモデルを応用することを試みた。単位  

農地のモデル化ができれば，これを組み合わせて大規模化した場合やかんがいシステムが変化  

した場合の環境影響を予測することができる。本年度は窒素とリンを対象物質とし，農地とし  

ては水田を主として取り上げ，農地内の物質移動をモデル化して，農地の環境影響について整  

理した。  

〔発 表〕C26～28  

研究課題 6）環境計画にかかわる諸問題問の構造づけに関する研究  

〔担当者〕大井 紘・近藤美則  

【期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕都市計画上の諸問題にかかわる社会調査を行い，その分析をとおして次の点を明らか  

にした。すなわち，①道路容量に対して過大になった自動車交通が夜間道路工事を強いる，と  

いうことによる騒音が新たな交通公害となっていること。②同じく過大な自動車交通量が駐車  

問題をとおして多様な公害を引き起こしていること。③都市の多様な病理的問題が公害の被害  

意識発生の原田になっていること。   

さらに，都市風景の位置づけとあり方及び評価の考え方について，特にその設計主体をいか  

に選ぶペきかを論じるという手段をとおして検討した。一方，都市住民にとっての自然，特に  

自然海岸のもつ価値について，経済価値にとどまらず多様な価値づけの思想について，東京湾  
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岸の調査データを参照しつつ検討した。また，環境意識の把握における問題認識の方法につい  

て検討を加えた。  

〔発 表〕c－7～9，17  

研究課題 7）環境意識の調査と比較分析及びそのための方法の体系的整備に関する研究  

〔担当者〕大井 鉱・近藤美則・須賀伸介  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕水辺特に湖沼に対する地域住民の意識の自由連想調査データを分析し，居住地域の社  

会特性及び特定の湖沼との位置関係と意識との関係を連想語のクラスタの検討から明らかにす  

るとともに／水辺の望ましいあり方について提言した。この研究の発展として，水辺に対する  

連想データの二元クラスタリングを行い，回答者属性と連想との関係を明らかにした。この分  

析のために二元クラスタリング結果の表現と解釈に新しい方法を導入した。   

さらに，自由連想データを含む自由記述データの分析方法として，二元クラスタリング樗よ  

る回答者群の分類を回答者の意識のデータ処理過程に活用する方法を開発し，実調査デー■タに  

適用して有効性を確認した。一方，その他の環境意識調査から得た自由記述データに頻度分析，  

クラスタ分析を適用して方法の有効性を確かめ，分析結果の解釈の方法を検討した。  

〔発 表〕C－23，C－8，16，17  

研究課題 8）被験老の心理的反応に基づく環境評価手法の開発  

〔担当者〕青木陽二  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕多様な地点における環境測定法の検討のために，前年度に引き続き，つくトギ市と霞ヶ  

浦において照度，気温，騒音等の測定と現場の状況を表す写真の撮影を行った。環境計画の立  

場から外部空間における情感的評価の項目を明らかにするため，計画の進展段階に応じた評価  

項目を検討した。計画対象の広がりによって調査すべき項目は異なるので，身近な水辺を対象  

に計画を構想計画，基本計画，実施計画，維持管理計画の4段階に分け検討した。その結果，  

水資源，水辺の自然，水辺の施設，水辺の活動に関する項目を整理することができた。またこ  

れらの評価項目の調査方法を室内実験，現場実験，来訪者調査，住民意識調査にまとめ，それ  

らの通用性を検討した。その結果，緑地評価において緑祝率，庭園の景観構成，来訪者の混雑  

感などについて各測定法の特性が明らかとなった。  

〔発 表〕c－1，2，C－1，2  

研究課題 9）地理・画像情報の処理解析システムに関する研究  

〔担当者〕安岡善文・須賀伸介・清水 明・乙間末広・宮崎忠国■l・1亘川篤史事2（♯1地球環境研  

究グループ，■■2水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境問題は，今日，極めて多様化広域化複鮒ヒしつつある。‘このような環境対象  

を解析し評価するためには，従来の測定点における汚染濃度などの数値情報に加えて，画像情  

報などの多次元情報を有効に晴用することが必要である。本研究では，人工衛星データ，地図  

データ，景観写真データなどの画像情報を利用して，環境を解析し評価するための手法及びシ  
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ステムを開発することを目的とした。特に，本年度は，①スーパしコンピュータ及びワークス  

テーションのネットワーク環境下における画像処理システムの構乳②画像処理技法による景  

観シミュレーション手法の開発，③リモートセンシングデータの雑音除去等データ解析手法の  

開発，を行った。  

〔発 表〕C－29～34，G－18～21，C－24～26  

研究課題10）環境評価のためのモデリングとシミュレーション手法に関する研究  

〔担当者〕須賀伸介・安岡善文・清水 明  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境を定量的に評価する立場から，種々の環境現象に対するモデルの構築及びそのシ  

ミュレーションに関する基礎研究を行った。まず，環境現象モデル解析で現れる数値解析手法，  

特に線形計算手法について検討した。次にテストモデルとして3次元極座標系大気輸送モデル  

を取り上げ，モデルの有効性と高遠数値計算のための手法の改良について検討し，テストシミュ  

レーションを行った。また，シミュレーション結果を3次元コンピュータグラフィックスを用  

いて視覚表示を行うためのシステムを作成した。  

研究課題11）費用関数における大気汚染物質排出量の弾性値に関する研究  

〔担当者〕後藤典弘・小野宏哉・青柳みどり・日引 聡  
〔期 間〕平成3年度（199ユ年度）  

〔内 容〕本研究の目的は，2000年に炭素税を導入し，その時点以降の日本の炭酸ガス排出量を  

1990年の水準に固定する政策を政府がとる場合，必要な炭素税の水準を推定することにある。  

このため，まず，地球温暖イヒ対策に関する実証研究をレビューした。本研究では，簡単化のた  

めに，化石燃料として石炭と原油だけを取り上げて分析した。この分析では，まず，石炭と原  
油の需要関数を推定し，この結果を用いて炭素税がない場合の2000年時点の炭酸ガスの排出量  

を予測した。ついで，削減すべき炭酸ガス排出量の水準を求め，必要な炭素税を推定した。同  

時に，炭素税の導入によって，エネルギー構成がどのように変化するかについても予測した。  

この研究結果は，今後，世界全体についての炭素税の導入に関する重要な予備的知見となった。  

〔発 表〕C24，25，C－13，22  

研究課題12）スーパーコンピュータを用いた環境モデル解析のための高速数値計算手法に関  

する基礎的研究  

〔担当者〕須賀伸介・花崎秀史●1（●1大気圏環境部）  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕物理，化学，生物学的な要因を取り込んだ総合的な環境現象モデル解析に対しては多  

くの条件を連立させた複雑な数学モデルに基づく解析が要求されると考えられる。また，実際  

の解析にはスーパーコンピュータによる数値計算が不可決である。そこで，本研究では複雑な  

数学モデルをスーパーコンピュータを用いて解析する際の効率的，高遠数値計算手法を開発す  

るための基礎研究を行った。具体的な内容は以下のとおり。  

1）差分法，有限要素法によって構成された近似問題をスーパーコンピュータで数値計算す  

る際のベクトル化，並列化に関する検討。  
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2）近似問題に現れる大規模連立方程式系に対するスーパーコツピュータ向き高速数値計算  

手法の開発。  

研究課題13）人工衛星データを用いた植生指数（NDVり分布図作成に関する研究  

〔担当者〕安岡善文・山形与志樹・乙間末広・宮崎忠国＊1・奥田敏統■1・恒川篤史＊2（●1地球環  

境研究グループ，．－2水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕人工衛星データから算出される植生指数は地表面の植生の現況を定量的に把握する  

手法の一つとして広く用いられているが，指数と地表面傾斜，樹種等の物理的要因との関連が  

必ずしも明確になっていないなどの問題点も指摘されている。本研究では，植生指数の問題点  

を検討し，新たな植生指数を開発することを目的とした。このために，本年度は，①熊本県阿  

蘇地区等における現存植生図，地形図，人工衛星データからなるデータセットの作成，②デー  

タセットからの植生指数に及ぼす樹種や地形などの影響の評価，③植生，土壌，水の3成分混  

合比を表す新たな指標（vsw指数率）の開発を行った。  

〔発 表〕C－34，G－21，C－26  
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2．3．4 化学環境部  

研究謀眉1）塩素系有機化合物の新しい測定法の開発二超音速自由噴流法の利用  

〔担当者〕藤井敏博・向井人史・古田直紀  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕（1）直径450mm高さ380mmの円筒型高真空チェンバーの中に，a）50J′のセラ  

ミックノズル，b）Ni，Pt，Reの固体表面，C）四重極質量分析計から構成されるシステムを  

作った。  

（2）加熱できるセラミックノズルの温度特性を調べた。少なくとも4000Cまでは加熱でき，試  

料分子が高速化することが確認できた。  

（3）ベビリジン分子で，高速化された分子のイオン化過程を検討した。  

〔発 表〕D－18，19，d22  

研究課題 2）環境汚染物質の測定技術および測定手法に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博・櫓弘崇嗣＊1・古田直紀・向井人史（■1地球環境研究センター）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕（1）Li＋イオンの付加反応を利用した新しいラジカルの検出法の開発を行い，メタン  

のマイクロ波放電中の炭化水素ラジかレの同定に応用した。  

（2）鉛の同位体比を指標として大気汚染物質の長距離輸送現象の解明を行うための基礎的な  

データを蓄積し，降雪中の鉛に応用した。  

（3）固体試料にレーザーを照射し，そのとき気化した試料をプラズマ中に導入し生成したイ  

オンを質量分析計で測定した。定量分析の正確度は保証値の1／3から3倍の範囲に収まること，  

鉛同位体比測定の精度は0．5％程度に収まることを明らかにした。  

〔発 表〕D－20～23，d－21，23，26，27，30  

研究課題 3）維持費節約を目指した高性能な多元素同時分析用プラズマ源の開発  

〔担当者〕古田直紀・藤井敏博  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕アルゴンガスの代わりにチッ素ガスを用いて，アルゴン誘導結合プラズマ（JCP）と  

同様な特性を示すチッ素マイクロ波プラズマ（MIP）を安定に維持させることができるように  

なった。通常分析を行う領域の励起温度が5400Kと，ICPと比べると約1600K低い値になっ  

ている。そのため，このMIPを発光分析用光源として用いた場合，励起エネルギーが小さい元  

素（例えば，Al，Cu，Ag）の検出限界は，lCPと同程度であるのに対し，励起エネルギーの高  

い元素（例えば，As，Zn，P）の検出限界は，ICPと比べて2桁程度悪くなっていることが明  

らかになった。今後，プラズマの温度を高める工夫が必要である。  

（発 表〕d－24，25，28，29  
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研究課題 4）有害物質分析法の標準化に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・伊藤裕康・山本黄土  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）′  

〔内 容〕（1）有機スズ化合物の分析法の高精度化に関する研究を行った。トリペンチルスズ  

を内部模準として用いることにより，高感度かつ高精度の分析法を得た。（2）ダイオキシン類  

の超微量分析法を高分解能ガスクロマトグラフ質量分析法を用いて検討した。  

〔発 表〕D1，24，29～31，34  

研究課題 5）環境モニタリングのための計測管理に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・伊藤裕康・西川雅高・吉永 淳・山本安土  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境モモタリングを行うための計測手法は，より高感度で，より精度の高いものが  

年々要求されてきている。本年度は，プラズマ質量分析計（ICPrMS）による生体試料や大気粉  

じん中わ微量元素の分析に関する基礎データを取ることを中心に研究を行った。その結果，生  

体試料中に含まれている微量のカドミウムや亜鉛の測定に閲し，ICPMS法を用いた場合，原  

子吸光法やICP－AES法と比べて良好な結果が得られただけでなく，pptレベ）L／の微量濃度を  

濃縮せずに測定できた。大気粉じん中のモリブデン，トリウムの分析にも応用できた。  

研究課題 6）環境中の元素，分子の存在状態とその変化に関する研究  

〔担当者〕柴田康行・瀬山春彦・相馬光之・田中 敦  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容卜環境中，特に水，土壌，生体中の元気分子の詳細分布，化学形態．それらの変化  

を明らかにするための方法論の開発とその応用を目標とし，種々の分析法を中心とした研究を  

行っている。高遠原子衝撃二次イオン質量分析法（FABLSIMS）を用いた海の魚の耳石（炭酸  

かレシウム）の局所分析を行った。．その結果，耳石の年輪構造に対応したSr，Na，K濃度の周  

期的変化が見いだされた。またX線光電子分光法により角閃石鉱物中のNaの状態分析を引き  

続き行い，結晶中の異なるサイトにあるNaを区別できること，それらは酸による溶出のしやす  

さが異なっていることを明らかにした。  

〔発 表〕D7，9～11，d－12，13，15  

研究課題 7）環境汚染物質の毒性評価手法に関する研究  

〔担当者〕彼谷部光・白石不二雄・佐野友春・宇野由利子  

〔期 間〕平成元年～6年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕環境汚染物質のバイオアッセイ系の一環として，ほ乳動物由来の培養細胞に環境汚  

染物質を溶液，あるいはガスのまま暴露することにより，簡便にかつ鋭敏に毒性を評価する手  

法の開発を試みている。本年度はとトリンパ腰由来の浮遊細胞株HL60を用いる増殖抑制率を  

指標とした細胞毒嘘試験法について，さらに詳細に検討を試みた。対数増殖期のHL60細胞を  

24穴のプレートに藩種後，試料を添加・培養して24時間後の細胞数をコールターカ■ワンタ一に  

より測定することにより，毒性スクリーニングが迅速にかつ鋭敏に行えることが明らかになっ  

た。HL60細胞は，増殖が盛んで，かつ浮遊細胞であるために，極めて取り扱いの容易な細胞  
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であることから未知の単体あるいは混合の汚染物質の一次毒性スクリーニングに最適な細胞で  

あることが示唆された。  

研究課題 8）雷栄養湖沼における有害藻類の発生監視とその防止に関する研究  

〔担当者〕彼谷部光・佐野友春・安野正之■1■渡辺 信■1・高村典子－1（●1生物圏環境部）  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕本年度は，ラン藻類の代表的な毒物質であるミクロシステンの微量定量法の開発を  

行った。ミクロシスチンは7個のアミノ酸からなる環状ペプチドである。分子内に2個の遊離  

カルポキシル基があるが，立体障害があって，誘導体化が困難であった。そこで，ミクロシス  

テン固有の成分であるaddaの末端部分を過ヨウ素酸／過マンガン酸で切り出した。切り出され  

た部分（2Methyl3methoxy－4－Phenylbutyricacid）を蛍光ラベルし，液タロで定量する  

ことにより・fmolオーダ‾のミクロシスチン（Totalmicr？CyStin）の検出が可能となった。   

研究課題 9）ニトロアレンのDNA障害メカニズムに関する研究  

〔担当者〕佐野友香  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕前年度に開発した，トニトロビレンのフッ素置換体とデオキシアデノシン誘導体と  

の反応により、トニトロビレンDNA付加物を合成する方法を，本年度は，その他のヌクレオシ  

ド，デオキシシチジンとデオキシグアノシンにも応用できるかどうか試みた。その結果，この  

方法で，デオキンアデノシンの場合と同様な付加物が得られることが確かめられた。このこと  

から，トニトロビレンのフッ素置換体とヌクレオシドとの反応により付加物を合成する方法  

は，すべてのヌクレオシドに応用可能であることが明らかとなった。また，この方法は，他の  

ニトロアレンとDNAとの付加物の合成にも応用が可能であると思われる。  

〔発 表〕d－7  

研究課題10）化学形態分析のための環境榛準試料の作製と評価に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・吉永 淳  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕（1）NIES標準試料No，12「海底質」中のトリプチ／レスズ，トリフェニルスズに関  

する共同分析を行い，保証値の決定作業に入った。（2）NIES標準試料No．13「頭髪」の調製，  

分析を行った。  

〔発 表〕d36  

研究課題11）スペシメンバンキングによる環境の時系列変化の保存並びに復元に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・向井人史・吉永 淳・柴田康行・田中 敦・植弘崇嗣■1（＊1地球環境研究  

センター）  

〔期 間〕平成2～11年度（1990～1999年度）  

〔内 容〕環境質を代表する試料の収集並びに保存として，ムラサキイガイ，ヒト組織，イカ，  

大気粉じん，海鳥，耳石等の収集を行った。二枚貝試料中の有機すず化合物の分析を開始する  

とともに，保存性の試験を継続した。また，海鳥の羽毛から環境情報を引き出すための洗浄法  
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の検討を行い，種肌部位別の重金属蓄積量についてデータを得た。  

〔発 表〕D－28  

研究課題12）バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期変動に関する研究  

〔担当者〕相馬光之・田中 敏・瀬山春彦・向井人史・野尻幸宏●l・河合崇欣－l・白石貴明招（‘1  

地球環境研究グループ，●2地域環境研究グ／レープ）  
〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕主として大気経由で湖沼にもたらされる汚染のバックグラウンドレべルの長期的な  

変動を明らかにする目的で，摩周湖における特定汚染物質のモニタリングを継続している。湖  

沼自体の安定性については，温度，伝導度，pHの分布（水平，垂直），汚染物質のトレンドの  

継続性については，αHCHの濃度が良い指標となっている。α－HCHの濃度は1983年の極大  

以降の漸減傾向を今年も確認できた。揮発性有機塩素化合物の湖水及び湖上大気中の濃度，湖  

水中のPAH濃度の垂直分布，の分析を試みた。  

〔発 表〕a－45  

研究課題13）アスベストの新分析法に関する研究  

〔担当者〕瀬山春彦・相馬悠子■1・相馬光之・高尾真一●2・櫻井利彦■2・中村又善書2（＝地域環  

境研究グループ，●2福岡県保健環境研究所）  

〔期 間】平成元年～3年産（1989～1991年度）  

〔内 容〕アスベストの新分析法として二次イオン質量分析法，蛍光色素吸着法，直接法電子  
顕微鏡分析（電子顕微鏡法の改良）の検討を行った。二次イオン質量分析法では，一次ビーム  

として中性の02ビーム（02FAB）を利用することにより，メンプランフィルター上に捕菓した  

クリソタイル繊維を二次イオン（Mg＋及びSi十）像として選択的に検出できることが分かった。  

蛍光色素吸着法では，メンプランフィルター上の大気粉じん試料を蛍光色素（カ／レセイン，ウ  

シベリクェロン）で直接染色する方法により，クリソタイル繊維を明瞭に検出できることが明  

らかとなった。直接法電子顕微鏡分析は，従来の電子頗微鏡法に比べ，試料前処理が単純で時  

間がかからず，フィルターの不溶解残漬も少なく，良好なアスベスト分析法であることが分かっ  

た。  

〔発 表〕D－8，b－45  
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2．3．5 環境健康部   

研究課題1）化学伝達物質の気管平滑筋細胞の細胞内カルシウム動態に及ばす影響  

〔担当者〕小林隆弘  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕大気汚染物質が呼吸機能に及ぼす影響を検討する一環として，気管平滑筋の収縮と  

密接な関係のある細胞内カルシウムの動態を検討することは重要である。そこで，気管平滑筋  

細胞の細胞内かレシウム測定システムを作製し，種々の化学伝達物質が気管の平滑筋細胞の細  

胞内カルシウム動態に及ぼす影響を検討することを目的とした。本年度は各種の条件検討を  

行った。細胞内かレシウム測定システムとして試薬，栄養液還流装置の作製及び細胞培養用  

シャーレの検討を行い，細胞に試薬を短時間で作用及び洗浄できる系を作製した。さらに，気  

管平滑筋を単離する条件検討を各種タンパク分解酵素を用いて検討した。また，気管平滑筋細  

∵胞に蛍光指示薬であるFuraZAMを取り込ませる条件検討を行った。これらの条件検討の結  

果，気管平滑筋細胞を用い細胞内カルシウムイオンを測定することが可能となった。  

〔発 表〕e－20  

研究諌題 2）環境汚染物質の生理機能への影響をヒトに外挿するための基礎的研究一呼吸，  

循環機能と動物差－  

〔担当者〕鈴木 明  

〔期 間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕動物実験の結果をヒトに外挿する基礎的資料を得るため，呼吸・循環機能について，  

ヒトを含む種々の動物間でその差異と類似点について文献軌実験的に比較検討を行った。本  

年度は最終年度なので，これまでの結果をまとめた。1）マウス，ラット，ハムスター，モ／レ  

モット，イヌ，ヒトの1回換気量，分時換気量，酸素消費量は，加令と共に増加し，各々の成  

長期を過ぎるとほぼ一定となった。この時期は体重の軽い動物ほど早かった。2）この変化は，  

肺重量の加令に伴う増加とよく一致していた。3）この増加率がほぼ一定となる時期を境に，  

前の時期を成長期，後の時期を成熟期とみなすと，成熟期の肺重量に対する全肺容量は，マウ  

ス，ラット，ハムスター，イヌ，ヒトで正の相関を示した。4）AⅤブロックを主体とする異  

常心電図の出現率はヒトよりマウス，ラットのほうが多く，その原因は副交感神経の緊張にあ  

ることが判明した。また，この現象は，心拍数の高い動物ほど起こりやすかった。5）ヒトの  

呼吸・循環機能は，おおむね実験動物の延長上あると考えられた。  

〔発 表〕E17，b－17，e－24  

研究課題 3）家畜放牧の広域化と，共通伝染病が野生動物に及ぼすリスクについて  

〔担当者〕鈴木 明  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕本年度は，ザンビア大学獣医学部の協力を得て，資料の収集を行うと共に，本研究  

の一部は，文部省科学研究費（国際学術）の補助を受けて，ザンビア国で調査が行われた。調  

査地は，KAFUEN．P．，LOCKINVARN．P．の両国立公園及びその周辺地域とし，平成3年10  
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月，アンケートと写真撮影を行い，帰国後，小型コンピュータで画像解析を行い，家畜と野生  

動物の位置関係を検討した。結果は次のように要約された。1）家畜と野生動物の最接近群は，  

15～50mしか離れていなかった（8群中3群）。2）動物の飲水行動から家畜と野生動物は共有  

域を持つことが確認された。3）家畜と野生動物の接近は，雨期より乾期に多く，その原因は  

飲水にあることが判明した。4）雨期と乾期でこれらの動物の行動範囲が異なることが示唆さ  

れた。これらの結果は，家畜と野生動物の接触によって，共通伝染病が広がる可能性が大きい  

ことを示している。  

〔発 表〕b－48，e25  

研究課題 4）肺胞マクロファージの不均一性に関する研究  

t担当者〕持立克身  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

（内 容〕これまで肺胞マクロファージは，比重の違いによって，形態及びDNAやタンパク  

生合成酒性が異なることを明らかにした。本年度は，オゾン暴露したラットより調製した肺胞  

マクロファージを密度勾配遠心によって分画し，各画分における細胞数の変化，及びタンパク・  

DNA生合成活性への影響を検討した。細胞数は，オゾン暴霹初期には比重の小さな画分で増加  

したが，その後は比重の大きな画分に増加が移行した。DNA生合成活性は，暴露初享如こ比重の  

大きな画分で顕著に増加した。タンパク生合成酒性には，各画分で変化は認められなかった。  

これらの結果から，オゾン暴露に対する肺胞マクロファージの応答は，各画分で異なることが  

明らかになった。  

〔発 表〕e－63～65  

研究課題 5）リンパ球の糖脂質成分に関する基礎的研究  

〔担当者〕野原恵子  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕ラットの脾臓をメッシュ法によって単細胞浮遊液と残りの組織（基質）に分画し，  

単細胞浮遊液より比重遠心法によってリンパ球を得た。こうして得られたリンパ球と基質より  

ガングリオシド（シァル酸を含む糖脂質）を調製し，先に脾臓より単離，構造決定したガング  

リオシドを標品として，薄層クロマトグラフィーや酵素水解によって構造を検討した。その結  

果，先に私達が牌臓より発見したN－アセチルラクトサミニルLGMl（LacNAc－GMl）構造を  

含むモノシアロガングリオシド群は，リンパ球に特異的な成分であることが明らかとなった。  

一方，ラットの胸腺リンパ球の主要ガングリオシドであり，他の正常細胞では見つかつていな  

いGDIcは，降職リンパ球では微量成分であった。以上の結果より，LacNAc－GMl構造を含む  

ガングリオシドやGDIcは，リンパ球の分化や成熟の特定の段階のマーカーとなることが示唆  

された。  

〔発 表〕E－42，e－43，44  

研究課題 6）肺血管を調節する交感神経の機能に関する研究  

〔担当者〕山根一祐  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  
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〔内 容〕本年度は，モルモット潜流肺標本を用い，交感神経刺激に対し潜流液中に放出され  

るノルアドレナリンの分析を行った。刺激を行う直前の濯流液中のノルアドレナリンは，検出  

限界あるいはそれ以下であった。20fIz，4000puIsesでの交感神経刺激時の潜流液中には，検出  

限界以下から30ピコモルまでのノルアドレナリンが検出された。刺激直後の潜流液中のノルア  

ドレナリンは，検出限界以下から数ピコモルまでであった。刺激時及び刺激直後においてノル  

アドレナリンとともに微量のアドレナリンが検出される場合があった。   

刺激時に清流液中に検出されるノルアドレナリンは，肺血管の交感神経末端から放出された  

ものと考えられる。気道側の 

ることが予想され，刺激時における潜流液中ノルアドレナリン量が大きくぼらつくのはこのこ  

とが一因であると考えられる。  

研究課題 7）生体による必須元素と非必須元素間の識別機構に関する研究  

〔担当者〕鈴木和夫・青木康展・杉平直子・伊藤勇三  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

t内 容〕生体にとって必須な金属と非必須な金属を識別する機構について，肝臓への亜鉛，  

鋼，及びカドミウムの取り込み過程を一つのモデルとして検討している。本年度は，その識別  

的取り込みが血流中と肝臓中の金属結合タンパク質に対するこれらの金属の親和性の違いで説  
明できるかどうかを調べた。これら3種の金属が血しょうタンパク質と肝臓の可溶性タンパク  

質問でどのように分布するかをゲルろ過法で検討した。その結果，飼では55．2％，亜鉛では  

39．5％しか肝臓の可溶性タンパク質と結合しなかったのに対して，カドミウムでは94．2％が結  

合しており，血しょう中のタンパク質と肝臓可溶性タンパク質問の親和性は金属種により異  

なっていることが分かった。動物に金属を投与した場合，肝臓中の金属濃度の増加は，カドミ  

ウムが投与30分後から，飼や亜鉛は投与約2時間後から起こるが，この現象は金属間のタンパ  

タ質への親和性の差に依存して引き起こされている可能性がある。  

一発 表〕E－15，16，18，23，e－4，8，9，27  

研究課題 8）気道の炎症反応解明のための基礎的研究  

〔担当者〕河越昭子・藤巻秀和  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕気道の炎症反応の機序解明のために炎症性細胞の分化と活性化について検討するこ  

とを目的として，本年度は好酸球の活性化について以下のことを明らかにした。  

（1）モルモット好硬球は∫邦び加でカルシウムイオ′ノフォアA23187と好酸球道走因子で  

あるPAF処理で形態的に脱顆粒像が認められたが，神経伝達物質で好酸球の活性化因子とい  

われているサブスタンスPでは細胞傷害のなし1濃度において脱顆粒像は認められなかった。  

（2）in vitroでモルモット好硬球によるサブスタンスPの産生をELISA法で検索したが，  

生理食塩水，A23187，PAF処理では有意なサブスタンスPの産生は認められなかった。以上  

より，正常モルモット好硬球はサブスタンスPを産生しないことが示唆されたが，好酸球活性  

化についてほ脱頼粒以外の指標を試べることが必要と思われる。  
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研究課題 9）環境一億康系における新しい保健指標開発に関する研究  

〔担当者〕三森文行・松本 理・山元昭二・遠山千春・国本 学・太田庸起子  

【期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕健康の客観的な評価手法を確立するためには，普遍的な分子レベルで健康状態の記  

述を行い得る測定手法を開発する必要がある。このような観点から／環境に対応した健康状態  

の変化をダ押びゎ，オれぴgJγロで測定・解析するための新しい指標，毒性試験法の開発を行い，下  

記の成果を得た。（1）ラット筋を玩＝正批でNMR測定し，運動環境下での機能増進を，その  

代謝物から評価する方法を開発した。（2）ラット小脳初代培養細胞を用い，培養系を構成する  

細胞種の特異的マーカーの免疫化学的識別と，毒性指標としての可能性を探った。（3）重金属  

毒性発現の指標タンパク質としてのメタロチオネインに関して，ラットの各臓器におけるタン  

パク質及びmRNAの局在性について新たな知見を得た。  

〔発 表〕E－3，30～41，K－85，e－14，33，34，36～42，52，53，59  

研究課題10）環境変異原の生体に対するリスクに関する研究  

〔担当者〕松本 理  

（期 間〕平成3～6年度（1991～1994年度）  

〔内 容〕発がん物質のスクリーニング法として一般に位置づけられている変異原性試験を環  

境試料中の毒性指標の分析法としてとらえ，その高感度法により，大気粉じん試料中の変異原  

性の詳細な分析を行った。1988～1990年にかけて東京都内で実施した調査により得られた試料  

の変異原性の分析より，冬軋0．4／Jm以下の粒径の粒子で非常に高い活性が認められること，  

また高濃度汚染地域では1ノノm付近にも活性のピークが見られることが分かった。また粒子中  

の多環芳香族炭化水素濃度の分析より，変異原物質がこれらの多環芳香族炭化水素と同様の分  

布をしていることが確かめられた。   

また変異原性や発がん性を示す有機塩素化合物の代謝や毒性発現の機構について，変異原性  

試験及びラット肝初代培養細胞を用いて検討を行った。  

〔発 表〕E」5，b－5  

研究課題11）環境保健指標の開発に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・田村憲治  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕環境汚染による非特異的あるいは遅発的な疾病の発生を監視する，新たな環境保健  

指標の開発に向け，既存データや資源の活用に関する検討を行った。   

全国（850か所）の保健所職員（保健所長，医師，保健婦長，環境衛生担当課長）を対象に行っ  

た質問紙調査（回収率70％）から，環境問題全般への高い関心が示された。大気汚染との関連  

では，3歳児健診時のぜん息調査という具体的提案について，80％が条件次第で協力可能と回  

答し，保健所の新たな情報収集機能の可能性を確認した。   

また，各県の国民健康保険傷病統計の収集を継続した。年齢補正が可能な5県について疾病  

群ごとの患者数を求めて患者調査の結果と比較した結果，疾病群ごとの県問のばらつき，経年  

変動ともに，国保統計の方が患者調査結果より安定していた。  

〔発 表〕E－9，10，29  
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研究課題12）農薬による大気汚染と健康影響評価法に関する研究  

〔担当者〕田村患治・／ト野雅司・安藤 満  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕農薬中寿の発生状況の分析のため，農村住民を対象としたⅠ県の集団検診時の問診  

調査による農薬中毒ケースを収集した。1年間に農薬によると考える何らかの不調を経験した  

と回答した率はこの5年間で散布者の22％から17％へ減少したのに対し，通院治療をしたとい  

う回答は2．2％から0．8％へ大幅に減少した。しかし通院治療者への追跡調査では，農薬皮膚炎  

などのほかに一般の疾患での通院という誤回答が多く含まれ，集団健診時の自記式問診票から  

そのまま農薬中毒受診率を推定することはできなかった。   

また，N県の集団検診のデータから，本人が農薬との関連を訴えない一般的自覚症状のうち，  

年間農薬散布日数の増加とともに増す傾向を認めた症状について昨年報告したが，本年度は年  

間散布日数，調査日と散布日との間隔による回答傾向を検討した。その結果，散布日との間隔  

を短期のものに制限しても「だるい」，「下痢」，「かぶれ」等の訴えが散布日数の増加とともに  

増加する傾向が確認された。  

〔発 表〕e29，30  

研究課題13）必須微量元素セレンの生理学的意義に関する基礎的研究  

〔担当者〕今井秀樹  

〔期 間〕平成3～4年度（1991～1992年度）  

〔内 容〕低酸素ストレス状態（ボリビアアンデス高地，標高4000m）で生活する人々の生体  

内におけるセレンの役割について同地で行った人類生態学的調査（1988～1989年）のデータを  

基に，解析・検討した。セレンが活性中心となっている血液中グルタチオンパーオキシダーゼ  

活性及び血液中セレン濃度を日本人の場合と比較すると，血液ImJ当たりのセレン濃度は日  

本人において高値であったが，グルタチオンパーオキシターゼ活性はアンデス高地居住者にお  

いて高値であった。このことは，血液中の血色素の増加に伴う活性酸素種の産生に対しての生  

体防御機構のこう進状態において，血液中のセレンがそのために積極的に動員されていること  

を示すものと考えられる。  

研究課題14）植物由来の揮発性物質および花粉が気道におよぽす影響  

〔担当者〕小林隆弘  

〔期 間〕平成3年度（1991年）  

〔内 容〕生物の作る大気環境は人が排出する大気汚染物質と同様に気道に影響を与える可能  

性がある。そこで本研究では植物由来の揮発性物質及び花粉に焦点をあて，これらが気道に及  

ぼす影響を解明すること．を目的とした。   

植物由来の揮発性物質が，気管平滑筋の収縮反応に及ぼす影響とその機構について以下の4  

点に関して検討した。（》植物由来の揮発性物質がモルモットの気管平滑筋のヒスタミンなどに  

よる収縮反応に及ぼす影響，②槽物由来の揮発性物質が感作したモルモットの気管平滑筋のア  

レルギー反応による収縮反応及び収縮した気管平滑筋に及ぼす影響の検討，（卦植物由来の揮発  

性物質が気道反応性に及ぼす影響，④植物由来揮発性物質の気管平滑筋の弛緩作用機構の解析。  

①及び②により収縮性の物質の作用及びアレルギー反応などにより放出される内因性の化学伝  
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達物質による収縮反応を抑制することが明らかになった。また，これらの物質により収縮した  

気管平滑筋を弛緩させることが明らかになった。④により気管平滑筋を弛緩させる作用は細胞  

内かレシウムイオンの上昇を抑えることによることを見いだした。さらに，③により大気汚染  

物質などとは異なり気道反応性を低下させることが明らかになった。   

花粉が気道に及ぽす影響に関しては花粉症のおもな症状である鼻づまり及び鼻水の指標とし  

て鼻腔内圧及び鼻水重量を測定する系を作成した。花粉症の際に放出されるヒスタミンを作用  

させるとこれらの指標が増加し，症状が検出できることが見いだされた。  

〔発 表〕e20～2？  

研究課題15）NMRによる生体機能診断法の研究  

〔担当者〕三森文行・松本 理・中野篤浩■1・鈴木 明（■1国立水俣病研究センター）  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕前年度に引き続いて，実験的に作製したメチル水銀中毒ラットの脳におけるエネル  

ギー代謝機能をNMR分光法を用いて解析する方法の研究を行った。ユ1P NMR不ペクいレで  

見いだされた，中毒脳におけるクレアチンリン酸低下の意味を明らかにするために，脳内での  

ATP生成速度を磁化移動法を用いて測定した。この結果，中寿脳，正常脳いずれにおいてもPi  

→ATPの生成フラックスは0．22FEmOl・g1・S√1と変化していないことが明らかむ〔なった。この  

結果はクレアチンリン酸の低下という知見と合わせると，メチル水銀中毒脳においては，ADP  

が増加しているがATP生成速度は変化していないことを示す。酸化的リン酸化反応による  

ATP生成反応はADPにより制御されていると考えられるので，上述の結果は，メチル水銀中  

毒脳ではATP生成速度は維持されているが，同反応系の最大反応速度が低下していることを  

意味すると解釈される。  

〔発 表〕K－12，E46，e－57，58，60，61  
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2．3．6 大気圏環境部  

研究課題1）光イオン化質量分析法によるクラスター分子及びフリーラジカルの研究  

〔担当者〕鷲田仲明  

〔期 間〕昭和60年度～平成5年度（1985～1993年度）  

（内 容〕大気中でのラジカル反応やエアロゾル生成と関連ある課題として，有機・無機化合  

物のクラスター生成とそのイオン反応，またフリーラジカルの反応を光イオン化質量分析計を  

用いて研究する。本年度はOHラジかレとCOの反応の中間体であるHOCOラジカルの検出  

ならびにCH302ラジかレの検出と大気中での反応速度の決定の研究を行った。  

〔発 表〕F－23，25，ト46，48，49，51  

研究課題 2）熱帯域における積雲対流活動と大規模循環との相互作用に関する研究  

【担当者〕高薮 線  

【期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕熱帯域の積雲対流活動が数千kmの大規模スケールに組織化される機構を解明し，  

撃と大規模大気循環との相互作用について研究する。本年度は1980～1989年の衛星赤外放射  

データと全球気象データとを用いたスペクトル解析及びコンポジット解析により，太平洋赤道  

域を数日周期で規則的に西進する数千kmスケールの積雲対流一擾乱結合系の3次元構造を  

求めた。このような擾乱には2種の理論的な赤道波に対応する構造が存在し，擾乱構造の選択  

は大気・海洋の平均場状態により決定されることが分かった。  

〔発 表〕f12～15  

研究課題 3）成層及び回転流体に関する数値的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕大気あるいは海洋は，成層及び回転流体の代表例であるが，その流れのパターンを  

支配している内部重力波及び慣性波の解析を，弱非線形理論から得られる近似方程式の解，及  

び厳密な支配方程式の数値解を求めることにより行った。最近発表されていた，地形の効果に  

より励起される長波長の波の長時間発展を記述する弱非線形理論の検証を行い，例えば二層流  

体の中の内部重力波においては，上下層の密度化がどんな値をとっても，2次の非線形項の係数  

は小さく，3次以上の非線形効果が本質的に重要であることを理論及び数値計算の結果から明  

らかにした。また，回転流体中に生じる慣性波の非線形性を，最も単純な系において調べた。  

〔発 表〕F－16，17，ト30～35  

研究課魔 4）大気循環モデル（GCM）への太陽放射の日変化の導入がグローバルな気候場に  

及ばす影響に関する研究  

〔担当者〕光本茂記  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容）東京大学で開発されたGCMに対して、GFDL（プリンストン大字地球流体力学研  
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所）に滞在中に開発した，太陽放射の日変化を取り入れたプロセスの組み込みを試みたところ，  

モデルのマッチングの点などで，いくつかの問題点が明らかになった。   

そこで，平成4年卜一5年）虔は課題名を変更し，さらに単純化した鉛直1次元モデルを用い，  

さらに植生，水文過程も取り入れて研究を進めることにした。そのための予備的研究として，  

世界の主要なモデルに使用されている植生，水文過程のパラメタリゼーションについて調査を  

行った。  

研究課題 5）多相大気化学モデルの作動こ関する研究  

〔担当者〕福山 力  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕水滴への気相汚染物の溶け込みに関連して，（1）球面への気体の拡散フラックスの  

定常性，（2）自由大気から表面近傍への輸送過程における分子拡散と渦拡散の関係，（3）気体  

の平衡論的な溶けやすさと速度論的な溶けやすさの関風等について水滴表面における局所平  

衡を仮定するモデルに基づく検討を行った。また水滴による粒子状汚染物の捕捉（scavenging）  

の野外測定に関連して，サンプリング時に強風等の影響で大粒径粒子が失われる場合のSCa－  

venging効率の解釈について考察した。さらに親水性気相汚染物が増加した場合に気一液共存  

系における化学反応に及ぼされる影響についてホルムアルデヒドを例としてボックスモデルに  

よる計算を試みた。  

〔発 表〕f－2  

研究課題 6）レーザー吸収法・蛍光法を用いた気相化学反応の速度論的研究  

〔担当者〕三好 明  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕大気中の光化学反応の鍵を握るラジかレ種を検出する手法として，（1）前年度に引  

き続き紫外光過渡吸収法を用いて，FCOラジカル（フロン・ハロンの光酸化過程で生成するラ  

ジかレ）・アリルラジかレ（不飽和炭化水素の光化学反応で生成するラジカル）を検出し，その  

酸素分子との反応速度を測定する研究を行った。（2）また，本年度から連続発振レーザーを用  

いた手法によるラジかレ種の高感度検出に関する研究を開始した。可視及び紫外の連続発振  

レーザー変調分光法による，NH2ラジかレ・0Iiラジカルの高感度測定法の開発を行った。ま  

たさらに，連続発振紫外レーザー誘起蛍光法によってOHラジかレの反応速度定数を測定する  

実験を行った。（3）低エネルギー電子衝撃質量分析法によってSiIi3ラジかレを検出し，その反  

応速度，反応機構を決定する実験を行った。  

〔発、表〕f－42～45，47  

研究課題 7）微粒子の発生とその動力学札 光学的および熱的性質の研究  

〔担当者〕福山 力  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕微小液滴を蒸発気化させて質量分析するための準備段階として，減圧雰囲気中に液  

滴を導入し熱線ヒ衝突させる装置を設計・製作した。液滴粒子が熱線と確実に衝突するように  

するためには，大気圧から粒子を導入するオリフィスの口径が大きいことが望ましい：また粒  
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子が熱線に衝突することにより発生する蒸気を効率よく質量分析掛こ注入するためには，注入  

孔の入口側からイオン化室へ向かう気流を粘性流とする必要がある：一方質量分析器の周囲の  

真空度は106Torr以下でなければならない。これらの条件に基づいて羞動排気系を設計した。  

特に・蒸気注入孔については粘性流から分子流への遷移領域におけるコンダクタンスの計算を  
行い，ここをニードル状にする必要があるとの結論を得た。製作した装置を用いて，超音波で  

分散させた水滴を約3Torrの減圧下で定温回路に接続した熱線に衝突させると，水滴の蒸発熱  

に基づく電圧パルスは大気圧下とほぼ同様に検出できることが分かった。  

f発 表）f3，4，36  

研究課題 8）衛星搭載大気計測用光学センサー高度化の研究  

〔担当者〕鈴木 睦  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕地球規模の大気環境に影響を与える成層圏オゾンやその他の微量成分気体を衛星セ  

ンサーによって高精度で測定するための基礎技術を研究し，ADEOS衛星搭載予定センサーの  

信頼性の向上及び高精度化を図るとともに，次期高精度センサーに必要な基礎技術の向上を図  

‡、  

（1）大気光学モデルを用いたセンサ】の検出能力評価法の開発を行い，赤外分光センサーの  

性能を仕様から数値的に予測する手法の高度化を進めた。（2）地上校正実験による衛星搭載セ  

ンサーデータの高精度化手法の開発のため，校正システムの開発と高分解能赤外フーリエ変換  

分光計による参照用スペクトルデータの収集及び分光データベースの高度化の研究を行った。  

（3）太陽掩蔽法による新型分光計室内実験モデルの開発では，可視及び近赤外領域で実性能評  

価実験を行った。これらの成果のもとに新型太陽掩蔽法センサーの概念検討を行い，概念的光  

学仕様を定めその性能評価を行った。  

〔発 表〕K－107，115，F－3，14，a99，f－5～11  

研究課題 9）成層圏・対流圏大気現象挙動解明に関する基礎研究  

〔担当者〕竹内延夫  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕本研究は高層大気現象の挙軌特に成層圏・対流圏の気体成分の分布や変動の状況  

を明らかとするために高精度遠隔計測手法の開発から衛星データを利用した輸送機構の解析ま  

での席合的な研究を目的としている。   

計測手法の開発として，濃霧時のライダー多重散乱の影響をモンテカルロ法を用いて検討し  

た。また，光学的厚さをパラメーターとしてライダー方程式の反転解放を統一的に放い，ライ  

ダーによって大気浮遊成分の洩度分布を得るときの精度を調べた。また濃霧発生時の鉛直構造  

を観測した。   

衛星データの解析としては日本近海の台風発生時のTOMSデータの上のオゾン濃度分布を  

1979～1989年までの11年間にわたって検討し，TOMSデータ上に現われる特徴には中央が濃  

いパターンと周囲から吹き込むパターンの2種類が存在し，11年間7～10月までの185の台風  

の内40％に特徴が現われていることを見いだした。  

（発 表〕F10～14，ト18－22，25，28  
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研究課題10）高層大気成分高感度計測法の研究  

〔担当者〕竹内延夫  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕本研究は高層大気成分，特に成層圏で“異常乾燥’’が問題となっている水蒸気成分  

を精度良く観測することを目的として，太陽を光源とし，長波長半導体レーザー（1．4／Jm帯）  

を局部発振光源としたヘテロダイン検波法の研究を行った。実際の大気をモデルとして反転観  

で解く場合の精度を計算機でシミュレーションし，さらに誤差が入った場合の精度を検討した。  

ヘテロダイン検出は長波長ほど有利であるが，太陽を光源とした場合，1／‘m得でもヘテロダイ  

ン検波が可能であることが示された。しかし検出器が単素子の場合受光面積を大きく取れない  

ので，さらに高い信号雑音比を得るには受光検出器の複素子化等が必要である。   

水蒸気はその99％以上が地上10kmまで存在するので，成層圏水蒸気の観測には航空機や  

バ／レーン等のプラットフォームが必要となるが，実験の基礎段階として，DFB型の連続波長可  

変半導体レーザーを光源として，1．4〟m帯で微量水蒸気成分を高感度で計測した。  

〔発 表〕F4，ト17，24，26，27  

研究課題11）大気中の窒素同位体比に対する研究  

〔担当者〕内山政弘  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕降水中のNH。は様々な過程で降水に取り込まれるが，その濃度及び同位体比の大  
半は雲粒と，降雨における水滴中のNH4と大気中のNH3との相互作用により決まると思われ  

る。雲粒と大気中のNHきの相互作用を検討するために地表からの影響が最も少ないと考えら  

れる冬季の東北地方の山岳部で主としてライムを中心とした降水の採取，イオン種の測定を  

行った。その平衡関係を検討し，冬季の東北地方の山岳部の降水（雪，樹氷，アイスモンスター）  

は大気中のNH3と平衡関係にあるという結論を得た。同時に同位体測定用の大量のサンプル  

を採取した。さらに，実際の相互作用を議論するために必須である降雪中あるいはライミング  

中の大気中のNH3濃度の測定及び大量の採取方法の検討を行った。  

研究課壌12）大気汚染観測用ミ一散乱レーザーレ「ダーの高度化に関する研究  

〔担当者〕松井一郎  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕ミ一散乱レーザーレーダーはエアロゾル濃度の高度分布及びその時間変化を連続的  

にとらえるこができる。大気汚染現象の中で汚染質の拡散などの動態現象は，エアロゾル分布  

をトレーサーとしてミ一散乱レーザーレーダーにより観測することができる。ミ一散乱レー  

ザーレーダーによる観測は，他の気象測器に比べて高い高度分解能と時間分解能を持ち，さら  

に連続観測が可能であることから，大気汚染現象の解明や予測に威力を発揮する。   

本研究では，ミ一散乱レーザーレーダーを用いた大気汚染現象の解明や予測を行っていく上  

で必要となる，長時間にわたる連続観測に対応するための課題について検討を行う。   

本年度は遠隔制御技術を応用して，都市域における大気混合層の連続観測用レーザーレー  

ダー装置の設計を行った。  

〔発 表〕f－37  
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研究課題13）大気中の液涌及び不均一反応に関する研究  

〔旭当者〕泉 克幸  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕気相均一反応による汚染質の変質過程はかなりよく理解されるようになったが，雨  

滴や粒子状物質が関与する不均一反応過程はまだ解明が進んでいない。本研究では高湿度下で  

．液滴化させた湿潤エアロゾルを雲水・雨滴の代わりに用い，大気汚染物質の不均一反応過程を  

調べる。湿潤エアロゾ／レの核となる粒子を塩の水溶液から発生させる必要があるので，その水  

溶液濃度と発生粒子径との関係を検討した。その結果，粒子の平均径は塩濃度の立方根に比例  

することが分かった。また，実験の範囲内では硫酸の生成量は粒子径に依存しない七と，Clarke  

らの報告に比べ，硫酸の生成量がはるかに少ないことが分かった。  

研究課題14）大気微量分子の測定を目的とした赤外レーザー光源の開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕湊 淳・杉本伸夫■1・笹野泰弘＊1（●1地球環境研究グループ）  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容）長光路吸収法は，大気中の微量分子濃度をサンプリングせずに，高精度で測定する  

手法である。測定濃度は光路の平均として与えられるが，測定光絡の多重化により濃度の空間  

分布を測定することも可能である。   

本研究では，長光路吸収法により大気中の微量分子濃度を高精度で測定するための赤外レー  

ザー光源の開発と，測定手法の改良に関する基礎研究を行う。   

本年度は，色素レーザー光のラマンシフタ一による2ミクロン帯への変換について特性を実  

験的に評価した。また，これを用いて長光路吸収測定実験を行い，屋外の光路で大気の透過ス  

ペクトルを測定した。測定誤差の解析の結果，レーザー出力ビームパターン自体の揺らぎが誤  

差要因として重要であることが分かった。  

〔発 表〕f39，41  

研究課題15）レーザー分光法による化学反応動力学の研究  

（担当者〕井上 元  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕レーザー誘起ケイ光法を用いて，OHラジかレと他の気体の反応速度の測定を行っ  

た。特に遅い反応に対して，正確な速度を求める工夫を行った。メタンやメチルアルコールに  

対して，文献値と一致する反応速度が得られ，遅い反応速度が測定できる技術が確立した。   

研究課題16）光化学スモッグ対策のための自動車燃料変換が大気質に与える影響評価の先導  

的研究  

〔担当者〕鷲田仲明・福山 力・坂東 博●1・畠山史肘1・若松伸即2・兜 真尉2・新田裕史T2  

（■1地球環境研究グループ，■2地域環境研究グループ）  

〔期 間）平成3年度（1991年度）  

（内 容〕米国カリフォルニア州の大気保全局はカリフォルニア州の光化学スモッグ被害が一  

向に減少しないことに対していくつかの戦略を立てている。その中心の一つに燃料変換（メタ  

ノール，エタノール，エーテル類のガソリンの混入）が提案されている。そのような状況から，  
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本研究は主として，大気圏環境部にある光化学チャンパーを用いて，このような燃料が用いら  

れた場合の光化学大気汚染への影響を評価するための予備的研究を行った。   

研究は，第一にアルコール，エーテル類の大気中での光酸化反応機構，特にいかなる二次汚  

染物質が生成するかを明らかにノした。第二にはこれらの一次及び二次汚染物質のオキシダント  

（オゾン）生成能を測定した0その結果メタノーノレ添加はオキシダンほ成にほとんど寄与せ  

ず，オゾン戦略に対して有効であることが判明した。以上の研究において，二次生成物として  

多量のアルデヒド類，またPANやその類似化合物が生成される可能性が大きいことが指摘さ  

れた。したがって第三の問題としては，これらの化合物の健康リスク評価が問題となる。リス  

ク評価については文献調査によって今後の課題となるべき問題点の抽出を行った。   

研究課題17）熱帯積乱雲群による物質の鎗直輸送量見積りのための基礎的研究  

〔担当者〕高車 緑  

〔期．間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕対流圏最下層を放出源とする物質を対流圏界面（地上10数km）まで最も効率的に  

輸送するシステムは圏界面に達する高度を持つ熱帯域の積雲対流活動であると考えられる。本  

研究では衛星観測による赤外放射の0．25度格子ヒストグラムデータと1度格子平均データと  

を用いて熱帯域における積雲対流活動量を評価した。さらにこれを対流活動による鉛直質量フ  

ラックス見積りに反映させる方法を検討し，求めた対流活動データを用いる際に適切な鉛直速  

度分布データの水平スケールを評価した。本研究の結果は，現在予定されている新たな衛星観  

測及び集中観測において求められる精度のよいデータの利用に活かすことが期待される。  

研究課題18）同位体効果による微少な反応速度定数の違いの高精度測定法に関する基礎的研究  

〔担当者〕三好 明  

〔期 間）平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕地球温暖化をはじめとする地球環垣間題の解明において，大気中の同位体は大気中  

微量気体（温室効果気体等）の発生源の特定等における有力なトレーサーと考えられるが，大  

気中の反応速度定数の微小な同位体効果（1％程度）が明確でないために，その解釈に不確定さ  

が残されている。本研究ではこのような微少な反応速度定数の違いを測定する手法の開発を  

行った。ここではOHラジカルと一酸化炭素の反応を例にとり，連続発振紫外レーザー誘起蛍  

光法を用いて，高精度測定法を検討した。試料気体の濃度測定，濃度むらを最小限に抑えるた  

めに，封じ込め反応容器と予混合容器を併用することにより，±1％の測定精度を達成すること  

に成功した。この手法により，13CO／12COの反応速度定数の違いの測定を試みたが，測定限界  

以下であった。反応速度の測定誤差はラジカルの検出限界から統計的に予想される誤差とほぼ  

一致しているため，さらに検出手法の高感度化を行うことによって測定誤差の減少を達成でき  

ることが期待される。  
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2．3．7 水土壌圏環境部   

研究課題1）湖沼における藻類増殖促進および抑制物質の解明に関する研究  

〔担当制 矢木修身・冨岡典子・内山裕夫・小沢秀明  
〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

【内 容〕霞ヶ浦湖心及び高浜入りにおいて，月1回の調査を行い，藻類の優占種の遷移及び  

藻類増殖の制限物質について検討を加えた。湖心においては7～10月にかけ0∫CgJ加0γ∽が優  

占種となり，また8月だけは月毎椚矧材ね研とA那加別個も同時に優占種となったが〃fcγ0研一  

ぬの優占は観察されなかった。一方，高浜入りでは7～8月にかけ仇正地ぬ戒が優占種と  

なったが，8月には4鋸海相那と膿玩嘲繭がα正混血戒に代わって優占穫となり〟才c和一  

q誓～ねの優占は9月まで続いた。湖心と高浜入りの種の遷移はかなり異なったパターンを示し  

た。   

湖水を用いた藻類増殖試験の結果，〟7c和（押払A邦α占αg柁α及び月払川症肋間はリン，窒素  

及びEDTAの添加により増殖が促進されたが，OscilhltOyWの場合は増殖促進にEDTAを必  

要としなかった。Osc地わナ克は他の3種のラン藻と栄養要求性が異なっているものと考えられ  

た。  

〔発 表〕G－41，g－17  

研究課魔 2）水環境中における環境汚染物質の挙動に関する基礎的研究  

〔担当者〕矢木修身・内山裕夫・小沢秀明・岩崎一弘＝（ホ1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕一平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕土嘩中のモノ，ジ及びトリタロロ酢酸の微量分析法について研究した。土壌試料水  

あるいは水系溶媒で抽出し陰イオン交換樹脂で前処理して，ジフルオロアニリド誘導体化後，  

電子捕獲型検出器付きガスクロマトグラフで定量する方法を検討した。添加回収実験を行った  

ところ，50ppb（湿重量濃度）で砂土の場合約70％が回収された。   

メタン資化性菌のトリクロロエチレンの分解経路について検討を加えた。トリクロロエチレ  

ンは好気的条件下ではトリクロロ酢酸，グリオキシル酸及び微量のトリタロロユタノー／レに分  

解された。これらの中間物質はグラム陰性の土壌細菌英7刀脇フ占αCJgγα〟わ′れ少尉c鵬によりさら  

に分解され，CO2に変換されることが明らかとなった。  

〔発 表〕G－14，15，g15，16   

．研究課題 3）水環境中におけ右界面活性剤の挙動に関する研究  

〔担当者〕矢木修身・冨岡典子・稲葉一穂－1・稲森悠平■1・松真一夫■1（●1地域嘩境研究グルー  

プ）  

〔期 間〕平成2～3年度（1990～1991年度）  

〔内 容〕水環境中におけるポリオキシエチレン型非イオン性界面活性剤（POE－NS）の挙動  

を解明するために，この化合物の泥への吸着性，生分解性等の浄化特性について検討を加えた。  

また界面活性剤が共存することが他の物質の挙動にどのような影響を与えるかを検討するため  

に，直鎖アルキルベンゼンスルホン酸のミセル相へのトリクロロエチレンの可容化量の測定を  
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行った。  

研究課題 4）河川流下過程の水質変化と河床付着生物膜の関係についての研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・井上隆信  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕（1）潤沼川における2年半の毎週調査及び各季節ごとの4回の毎日調査結果をもと  

に，河床付着生物膜はく離量のモデル化について検討を行った。冬季以外は降雨間隔日数が短  

いため，河床付着生物膜現存畳が飽和に達するまでに，降雨時の流量増大に伴いはく離が生じ  

てヤ〕る。潤沼川においては，流量が20Ⅰガ／s以上であれば付着面の細菌を除いてすべてはく離す  

るが，それ以下の流量の場合には，一部分のみがはく離した。このはく離割合を，はく離を生  

じた降雨時の最大流量の関数として表現することができた。  

（2）河川懸濁物質の河床付着生物膜由来の比率をChl－αを指標として求めた。全負荷量に対  

する河床付着生物膜由来の負荷量は炭素で17％，窒素で24％，リンで9％となり，河床付着生  

物膜は河川懸濁物質の主要な由来の一つであると考えられる。  

〔発 表〕G1，g－1  

研究課題 5）耕地や芝地からの農薬の流出過程に関する研究  

〔担当者〕海老瀬清一・井上隆信‘  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕散布された農産の多くは降雨を介して流出するが，植生や土壌等の地表面の被覆状  

態，降雨，水管理等の水文・水理学的条件の相違による農薬の流出挙動の違いに関する研究は  

ほとんど行われていない。水稲移植時とその後の農耕地河川での農薬の流出挙動の特性と流出  

率を明らかにするために，4月末から6月までの間に恋瀬川流域において，毎週1回定時の定  

期調査と一定の降雨量以上の降雨後の追加調査及び降雨時流出負荷量調査を実施した。農薬施  

用後の降雨によってかなりの農薬の流出が認められた。農薬施用後で最も規模の大きかった29  

mmの降雨について流出負荷量調査を実施した。流量ピーク時に流出負荷量もピークを呈する  

農薬が多かった。懸濁態での農薬の流出はMefenacet，MPP，MEEが検出されたが，他の農  

薬は検出されなかった。この9週間での農薬の流出率は0．6～14％の範囲であったム  

〔発 表〕g－2，12～13  

研究課題 6）リモートセンシング及び地理情報システムによる水文・土壌環境の解析手法の  

開発に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗，藤沼康実●1（＊1生物圏環境部）  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

（内 容〕環境事象（水質及び地表温度，土壌水分，土地利用など）は時間変化が著しく，そ  

の解明には短期間で広域・同時の情報を取得するリモートセンシングの手法が不可欠である。  

本研究では，広域・大量情報を含むNOAA衛星による地球観測データをもとに土壌水分の広域  

地図化を試みた。また，既存の広域の地理情報，アメダス情報のデータ処理を試みこ また，関  

連情報のARC／INFO‘によるデータ入力を行った。なお，実験圃場において微気象観測を継続し  

た。  
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〔発 表〕G－3  

研究課題 7）浸透ユニットプロセスによる都市域での雨水流出制御に関する研究 r  

〔担当者〕海老瀬潜一・原田茂樹  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕都市域での局地的な浸水に対処するために，透水性アスファルトを用いた浸透ユ  

ニットプロセスが各地で試行されている。本研究では，浸透ユニットプロセスにおける雨水の  

挙動をモデル化し，浸透ユニットプロセスの構造設計について検討した。  

（1）二次元Richards式を差分化し，適切な土壌水分特性式と境界条件を与えて数値モデル  

を作成した。このモデルによって，実際の浸透ユニットプロセスにおける雨水の挙動をよく表  

すことができた。  

（2）透水性アスファルトの下部に礫層と排水管を付けた場合の性能を，数値モデルによって  

評価した。排水によって礫層内の貯留能力が高められ，したがって雨水の流出強度が大きく低  

減されることが明らかになった。  

〔発 表〕g－34，35  

研究課題 8）衛星リモートセンシングによる蒸発量の広域測定手法の開発に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗，藤沼康実■1（●1生物圏環境部）  

〔期 間〕平成3～6年度（1992～1995年度）  

〔内 容〕時間変化の著しい環境事象の解明には広域・同時の情報を取得できるリモートセン  

シングが不可欠である。本研究では，NOAA衛星データをもとに蒸発散に関係する土壌の水分  

分布を図化し，一方では，大気温度の空間補間を検討した。広域蒸発量の衛星リモートセンシ  

ング手法へ拡張を図るため，リモートセンシングに係る蒸発量予測モデルを収集し，既存モデ  

ルを検討した。さらに，蒸発散過多による砂漠地域の環境事象に関連して，リモートセンシン  

グによる風蝕量の地図化を検討した。  

【発 表〕G－3，g－9，10  

研究課題 9）土壌中における重金属の挙動と生物影響に関する研究  

〔担当者〕服部浩之  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕重金属添加土壌の糸状菌の数と種類を調べ，次の結果を得た。  

（1）重金属による土壌の呼吸活性の阻害が大きいときほど，土壌中の糸状菌数（胞子数）が  

増加する。  

（2）重金属の添加によって増加する糸状菌は，角南班肋憫層，A妙叩頭路屑」r戒肌ぬⅦは屑  

などの不完全菌が主で，‘接合菌や子褒菌の割合は相対的に低下する。  

（3）重金属の添加によって増加する糸状菌は土壌によって異なり，もともとその土壌に優占  

している菌が増加する傾向にある。  

〔発 表〕G－31  
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研究課題10）水一土壌圏における硝化・脱窒に関する研究  

〔担当者〕細見正明  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容）霞ヶ浦における水一底質コアー試料を用いて，直上水中からの硝酸性窒素の減少速  

度から脱窒速度を評価した。また同時に，底質間隙水中の窒素濃度を測定した。   

手賀沼における脱窒速度を整理し，直上水中の硝酸性窒素濃度の減少量とアセチレンブロッ  

ク法による亜硝酸化窒素発生量から見た脱窒量と比較検討した。  

〔発 表〕G－39，40  

研究課顔11）地理情報システム（GIS）を用いた土壌分布特性の把握  

〔担当者〕恒川篤史・安岡善文－1（＝社会環境システム部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕（1）前年度に引き続き，地理情報の図化及び解析のために，パーソナルコンピュー  

タをベースとした／ト規模な地理情報システムを一部開発した。  

（2）環境庁の作成した全国植生データを利用して，日本全国の植生タイプを気象条件で説明  

するモデルを作成した。手法としては，ロジットモデルとファジーモデルの両者を試みた。  

（3）前年度，細密数値情報を利用して土地利用混在を定量化する手法を開発したが，本年度  

はさらに情報量規準（AIC）を用いた最適メッシュサイズの検討を行った。  

〔発 表）G17～21  

研究課題12）土壌中における無機汚染物質の挙動【ミ関する研究  

〔担当者〕高松武次郎・土井妙子  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕既に確立した金属元素の全量分析法と形態分別定量法を琵琶湖及びその流域から採  

取した環境試料に適用した。本年度は特に，湖成鉄の元素組成と元素の存在状態を分析して，  

湖沼で重金属や希土頬元素などが鉄やマンガンの酸化物に濃縮される機構を明らかにした。ま  

た，イオウの形態分析法を琵琶湖の底泥コア試料に適用して，底泥の初期続成過程でイオウが  

有機物に取り込まれる事実を明らかにするとともにその機構についても検討した。  

研究課題13）土壌中における微生物の挙動に関する研究  

〔担当者〕向井 哲・服部浩之  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕土壌中におけるBHC分解菌（劾hingomonasPaucimobilkSS86）の生残・増殖性  

に影響を及ぼす土壌の化学性を明らかにするため，6種類の土壌から得た水浸出液（基質とな  

る易分解性有機物を含んでいる）のそれぞれを除菌処理した後培地として，BHC分解革の培養  

を行い，その増殖性（生育状況）を調べた。その結果，①いずれの土壌の水浸出液においても，  

本菌の生育は培養2日ないしは3日日にほぼ定常状態となった。②本菌の生育状況は，土壌の  

種類によって異なっており，3つのパターンに大別されることが認められた。現在，土壌の水  

浸出液を分析し，本結果の解析を行っている。  
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研究誅頃14）繰返し応力を受けた粘性土の圧縮性捌こ関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・木村 強  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕地下水位が周期的に変動する地域では，単に地盤沈下量が大きいだけでなく，地盤  

沈下が止まりにくい状態にある。そこで，佐賀白石平野で採取した不かく乱土試料を用いて標  

準圧密試験及び繰返し圧密試験を行った。そして，試験結果や佐賀県における観測結果を基に，  

先に提案した理論を用いて解析的に検証し，提案式の妥当性を実証した。  

〔発 表〕G22～24，g29，30，33  

研究課題15）土壌圏での水分と溶質の移動に関する基礎的研究  

〔担当者〕大坪国順  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕大型ライシメータを用いて下記の実験的研究を行った。  

（1）気象・環境変化に伴う土壌圏での水分収支の変化の検討   

裸地地面を対象とした大型ライシメータを用いての制御された環境条件下での水収支（蒸発  

散量，浸透量）に関する基礎的実験。   

①降雨条件（高温多雨，乾燥等の条件）が水収支に及ぼす影響を検討した。   

②地下水位の上・下が土壌内の水収支に及ぽす影響を検討した。  

（2）水収支変化が土壌の塩類集積及び土壌構造の変化に及ぼす影響の解明   

①土壌水分の移動に伴うNaClの土壌内での挙動を追跡した。  

〔発 表〕G16，g14  

研究課題16）地盤沈下観測システムの開発と観測に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・木村 強  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕安価で手軽に運般でき（着脱可能），しかもポーリング孔内でも観測可能な地盤沈下  

観測装置を考案し，これを用いて佐賀県有明町有明東小学校で観測を行い，その結果の解析を  

行った。その際，電話回線を用いて，研究所でデータを収録したり，観測方法の制御も行った。  

さらに，より小さく，簡便な観測方法の開発に取り組み始めた。  

〔発 表〕K－9，k－5，g－31  

研究課題17）湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・細見正明・岩熊敏夫●1・高村典子●1・柏崎守弘■2・春日清一♯2・福島武、  

彦●2・稲葉一席★2・花里孝幸－2・河合崇欣●き・野尻幸宏－さ（■】生物圏環境部，沼地域環  

境研究グループ，♯3地球環境研究グループ）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕利根川・那珂川からの導水事業と農業用水，工業用水及び水道用水等の利水事業，  
霞ヶ浦流域下水道事業の進展等の環境変化に対して，霞ヶ浦（西浦）の湖水水質と生物相がど  

のように変化するかの観測を継続している。導水がまだ始まっていない状態下で，霞ヶ浦の調  

査を毎月1回実施し，湖内10地点において，一段項乱 主要陽，陰イオン，微量重金属元素，  
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栄養塩（全リン，オルソリン，全窒素，アンモニア，亜硝酸，硝酸）濃度を測定し，細菌，植  

物・動物プランクトン，底生動物，魚類の現存量と種組成を調べた。夏季に異常増殖する藻類  

の優占種がMicroq6tissps．からOscilh2tOriasps．，Phormidiumsps・，Gompho＊haerulSpS．へ  

の変化が見られる中で，1991年8月後半から10月までの大規模な降雨時流出によって，藻類の  

多くは湖外へ排出された形とな’った。  

〔発 表〕B2，3，26～31，84，85，88，H－15，16，K－71，b2，b5，22，24  

研究課題18）バイがノアクターおよび分解細菌を活用した有機塩素化合物の除去に関する基  

礎的研究  
〔担当者〕矢木修身・内山裕夫・小沢秀明・冨岡典子・岩崎一弘－1（■1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕水中，気体中及び土壌中のトリクロロエチレン（TCE）の分解除去を目的として，  

TCE分解菌（Melhyk）qtStissp．M株）及び固定化M株のTCE分解性を明らかにすると共に，  

バイオリアクターを作成し，連続分解反応の特性を検討した。M株の分解活性は対数増殖後期  

の菌が最も高い活性を示した。アルギン酸ゲルを用いた固定化菌体の至適温度，至適pHはそれ  

ぞれ300C，pH7．0であった。5Jのバイオリアクターを作成し，固定化菌体による水溶液中の  

TCEの連続分解を行った結果，lppmのTCEを連続的に120時間分解除去できた。一方，  

定化菌体を充てんした内容績約150mJのガラスカラムを作成し，ガス状TCEを連続的に供給  

して分解試験を行った結果，0．3ppmTCEを約70時間までは，連続処理が可能であった。また  

土壌一地下水モデル装置を用いて，汚染土壌へのM株の添加効果を調べた結果，M株は汚染土  

壌に対し高い浄化機能を有することが判明した。  

〔発 表〕G－2，42，g－3，5，44，45  
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2．3．8 生物圏環境部  

研究課題1）環境評価及び環境浄化に有用な植物の環境反応性に関する研究  

〔担当者〕大政謙次・藤沼康実・名取俊樹・清水英幸・戸部和夫  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕光化学オキシダントに対して指標性の高いハッカダイコン（凡砂血∽捕猫蕗城 L．  

CV．Comet）を用いて，水ストL／ス処理の経験が植物のオゾン（03）感受性に及ぼす影響につ  

いて検討した。ハッカダイコンに0（対照），1あるいは12時間の水ストレス ト1．2～－1．O  

MPa）を処理した後，十分に給水させ，形態的には正常な状態に回復させた。これらの植物を  

0．2ppmO3に6時間暴露し，可視障害の発現程度を調査すると共に，気孔コンダクタンスの変  

化を調査した。その結果，長時間水ストレス処理した植物では，0且による可視障害がほとんど  

認められなかった。また，長時間水ストレス処理した植物の気孔コンダクタンスは対照植物と  

比べ，25％程度にまで抑制されていた。このことから，水ストレスの経験がガス交換の場であ  

る気孔の開閉機能に著しい影響を与え，それが植物の03感受性にも著しく影響することが判  

明した。この結果を考慮して，光化学オキシダントの植物計としてハブカグイコンを野外で利  

用するために，植物が水ストレス状態になりにくいような栽培システムとして，ロックウール  

法等の導入についても検討した。  

〔発 表〕hへ41  

研究課題 2）遺伝子資源としての環境微生物の保存と機能評価に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信・高村典子・広木幹也・佐竹 潔  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕琵琶湖より分離培養された用0れ乃7ゐ（鵜Je邦〟gには，緑色を呈する培養株と褐色を  

呈する培養株が存在し，前者はカビ臭物質を生成するが，後者は生成しない。それらの細胞の  

水抽出液と増車液の毒性を調べたところ，褐色の培養株の培養液にマウスへの致死作用を示す  

毒性が確認された。毒物質の抽出と純化を行い，その性質を調べたところ，それはマウスヘ致  

死作用を示すのみならず，細胞毒性も示すことが明らかになった。また，緑藻クロロコツクム  

目の鈍威服血憫とSce乃edgざ桝損及びラン濠アオコ（〟まc佃野ぬ）のほとんどの培養株は，凍  

害防御物質として，5％DMSOを用い，2段階凍結で，液体窒素に保存することにより，少なく  

とも6年間は50～100％の一定した生存率を保つことが判明した。この条件では，生存率がきわ  

めて悪い〃払傲叩頭の培養株について，凍害防御物質DMSOの濃度を変化させ，その効果を  

調べたところ，1～3％のDMSO濃度で，30～50％の生存率が得られた。4％以上のDMSO濃度で  

は，伽仁鰐ぬ細胞に毒性を示し，凍結以前にほとんどの細胞が活性を失うことが明らかとなった。  

〔発 表〕h46  

研究課題 3）環境中における重金属の挙動と微生物の相互作用に関する研究  

〔担当者〕広木幹也・高村典子・渡辺 信・安野正之  
〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

（内 容〕ヒ素汚染土噴から単離されたヒ素耐性糸状菌のヒ素化合物代謝能を解析した。供ボ  
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したヒ素耐性糸状菌のうち，A帥稲研捕属はすべて亜ヒ酸からアルシン様の揮発性ヒ素化合物  

を発生したが，角乃fcブ〃ね桝属，了壱血相〝ぴCgぶ属及びC如血椚ねⅢ属のヒ素耐性糸状菌はいずれ  

も亜ヒ酸からは揮発性のヒ素化合物を揮散しなかった。これらの結果から，真菌類による亜ヒ  

酸からのアルシン揮散能は属レベルの特異性があることが示唆された。   

これまで単離された高濃度の亜ヒ酸に耐性を持つヒ素耐性細菌の多くはグラム陰性細菌であ  

るが，高濃度の亜ヒ酸に耐性を持つグラム陽性細菌がヒ素汚染土壌から単離された0この細菌  

は，特徴的な滑走性のコロニーを形成し，種々の生理的性質などから助（フォJJ揖Cわで〝由那と同定  

された。   

重金属汚染土壌のセルラーゼ活性と重金属濃度の関係について解析を行った。  

〔発 表〕h40  

研究課題 4）環境微生物データベースの構築と利用に関する研究  

〔担当者〕佐竹 潔・高村典子・渡辺 信・清水 明－1（＝社会環境システム部）  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕主にラン藻類及び緑藻類の培養株40株についての基本的な特性に関するデータを  

取得するため，それらの形態的特徴，乾重量，炭素鼠クロロフィル針量，色素組成を調べた。  

その中で，岩手県湯川温泉より分離培養された2種の温泉産ラン藻Fた亡んβγeJ血 wざ∂γと  

P由ご0〝昭〃g5∫c〟わざαについて，いろいろな湿度で培養した結果，F椚βわγは40～500Cで増殖  

の最適温度を示し，600Cで10日間生存した。さらに，Pび紺厄正邪は400Cで増殖の最適温度  

を示し，65。Cで2日間生存できることが判明した。両種を300C及び500Cで培養し，藻体のタ  

ンパク質と脂肪酸を調べたところ，50dCでは，F仇αわγで分子量約5万程度のタンパク質が，  

P．び6fc〟わ5αで分子量約10万程度のタンパク質が誘導されていた。また，脂肪酸に関しては，  

＝亡£≠1、）「＜○（d〉しノVlゴトーロト＝1・コ：ム、－一♪J－二〔←一世n→一，二ん〝、■■一－も「±r＋ノ・⊥  一一、L ・＝⊂三11亡′（l・“亡士′、、ロ■1リノ帥「Tn・ l叫Hヨ皇こ．t）L代Iし し仏月日1∪月日ルリ目欠こ／ド月日↑日月日J∽欺レノ⊥し〟▲同＼′よつしいノこ○刑イ塑り噌7且り〟血及早ヒ凶，  

タンパク質及び脂肪酸組成に関して，重要な株データとして，記録された。なお，茨城県水海  

道市のハス田の表層土壌サンプ／レより分離培養された，灰色藻の形態的特徴を光学顕微鏡と通  

過型電子顕微鏡で観察した結果，希少種りα乃0♪血相お如q原氾eαであることが判明した。  

〔発 表〕h43～45，47～49  

研究課題 5）富栄養湖沼の環境管理に伴う生態系構造の変化に関する研究  

〔担当者〕野原精一・岩熊敏夫・上野隆平・多田 潤  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕（1）中栄養湖である尾瀬沼の水草の生育状況を9月に調査した。群落の吸光係数か  

ら推定したコカナダモの現存量は24～276g乾重／m2と推定された。1987～1990年と比較する  

と在来種を含めた分布域は変化がなかった。  

（2）平成4年度から底泥のしゆんせつが計画されている嘗栄養の湯の湖で，底生動物の分布  

と個体数の変動を引き続き調査した。貧毛類の現存量は，コカナダモの密生する水深6m地点  

で4～43g乾重／m2，水深12mの湖心部で1～27g乾垂／m2であったが下水処理場前の水深6  

m地点では1～8g乾重／m2と比較的低かった。貧毛類の現存量は，優占するヤマトユスリカの  

個体群密度に影響されていると考えられた。  

〔発 表〕ト4，5  
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研究課題 6）環境指標生物としてのホタルの現況とその保全に関する研究  

〔担当者〕宮下 衛  

〔期 間）平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕水戸市郊外に位置する絶滅の危機にあるタガメやゲンジポタ／レ，コオイムシ，イモ  

リなどの多様な生物が生息する約1．2haの「大井戸」湧水池を保全するために周囲の環境調査  

を行った。真夏にもかかわらずカワセミ，コゲラなど20種類の鳥類が観察された。また，メダ  

カ，ドジョウ，タモロコ，カエ／レなどが豊富に生息していた。隣接する水田で2度まかれた農  

薬の空中散布の影響を調べた精巣，農薬は湧水粒より極めて速やかに消失し，その水生生物に  

対する影響はほとんど認められなかった。農薬に対する感受性が極めて高く，かつ食物連鎖の  

頂点にあるタガメが農薬の散布にかかわらず湧水池に生息し得たのは，年間を通して水温16¢  

C，日量2，000tの湧水により池から農薬が速やかに洗い流され，豊富な生物相が維持されたた  

めと推定された。なお，この湧水池は水田の土地改艮事業により平成3年10月末に消滅した。  

研究課題 7）河川・湖沼の汚染の底生動物群集による指標性に関する研究  

〔担当者〕上野隆平・岩熊敏夫・多田 満・野原精一  

〔期 間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕（1）宍道湖の湖岸帯と沖帯の席生動物相を調査した。湖岸帯の3地点と沖帯の4地  

点の底質を採取し，その羽化サンプルを同定し，湖岸帯で9種，沖帯で1種のユスリカが確認  

された。いずれの種も霞ヶ浦や琵琶湖といった富栄養湖での優占種であり，特に汽水域を特徴  

付けるようなものではなかった。  

（2）塩分を含む沖帯の底質について，通気による飛沫の発生で飼育容器内に大量の塩が付着  

し，容器内の環境を悪化させた。汽水域のサンプルについて室内羽化法を適用する際の問題と  

考えられた。  

〔発 表〕h－37  

研究課題 8）河川・湖沼の底生生物による浄化機能に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・野原精一・多田 満・上野隆平  

〔期．間）平成2～4年度（199D～1992年度）  

〔内 容〕（1）底質の量と質を変化させてハスを生育し栄養塩類の除去能力を比較した。夏季  

の最大現存畳は底質の有機物量に比例して大きくなるが，地下部の増加は頭打ちとなった。  

（2）生物生態園実験地のフサカの体長頻度分布から，重なり合う複数のコーホートを分離し，  

それぞれのサイズと個体数の変動から，増分加算法によりフサカのコーホートごとの二次生産  

量を求めた。一方，1年間のサイズごとの平均個休数と平均値体重から体長頻度法により求めら  

れた二次生産量を比較すると，本方法の値は50～80％の値であった。サイズを4段階に分ける  

体長頻度法が生産量を過大推定していることが示唆された。  

〔発 表〕H－2，h－6  

研究課題 9）湖沼生態系の生物生産過程に係わる二酸化炭素固定の定量に関する研究  

〔担当者〕野原精一・岩熊敏夫  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  
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（内 容〕（1）茨城県中沼において，一時的に流入する農業河川水中の農薬を指執こして成層  

構造を解析した。成層期には水平方向の物質の拡散は速やかであるが温度躍層より下への垂直  

方向の物質の拡散は約50日遅れることが明らかになった。  

（2）河沼の底質を入れた水槽に浮葉植物のハス・ヒシ・アサザを植え付け，現存量の変化か  

ら炭素の取り込み速度を推定した。ハス＞ヒシ＞アサザの順に現存量は大きくなり，混植する  

とそれぞれ単植よりも現存量は低下した。  

〔発 表〕h－38  

研究課題10）植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関する研究  

【担当者〕田中 浄・久保明弘・青野光子  

〔期 間〕昭和62年度～平成4年度（1987～1992年度）  

〔内 容〕植物が大気汚染，乾燥・冠水，紫外線等の異常な環境にさらされるとその環境に適  

応するためにさまざまな代謝変動をし，自己防御することが知られている。ここではこれら環  

境ストレスに対する植物の適応機構を生理生化学・遺伝子レベルセ明らかにすることを目的と  

し，以下の成果を得た。（1）湿原に生息する植物は冠水時，水の流れに応じて好気，嫌気のス  

トレスを受けることが想定される。植物根が嫌気状態におかれたときにアルコール脱水素酵素  

活性が上昇することが明らかになった。本酵素は湿原植物の活力度を示す指標になる可能性が  

ある。（2）植物根に好気ストレス防御酵素であるグルタチオン還元酵素が存在し，これは葉酵  

素とは異なることを明らかにした。（3）大気汚染，砂漠乾燥化，紫外線等の環境ストレス耐性  

にかかわるグルタチオン還元酵素遺伝子を始めて単離した。  

〔発 表〕H－ユ，17～19，h－1，2，18，19，31～34  
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〔担当者〕岩熊敏夫・多田 繭・上野隆平・野原精一・清水英幸  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容）（1）外山沢川上流郡で大型の捕食者であるサンシヨウウオと大型カワゲラの分布と  

食性について調べたところ，5～6月に分布に重なりが見られたが，ハコネサンシヨウウオの方  

がオオアミメカワゲラなどの大型カワゲラに比べて大きい餌生物を捕食していた。  

（2）外山山津のハイキング道で繁殖期の鳥類をラインセンサス法で観察したところ，ウグイ  

ス，コルリなどの小鳥と共に、それら小鳥に托卵するカツコウなどのホトトギス科（日本で見  

られる全種確認）の鳥類の密度が非常に高いことが分かった。  

（3）外山沢川上流の河原と近ぐの林床で土壌動物の採集を行ったところ，河原は林床に比べ  

て個体数は少なく，現存畳も小さいことが分かった。河原は土壌動物にとって，気温，水分条  

件が不安定で住みにくいことが推察された。  

（4）外山沢川での秋～冬期の調査で，此伍Ⅵゆ静止Ⅶ夕沼叩か壷髄の幼虫が確認された。これは  

現時点では日光地域に固有の種で，外山沢川では標高1350mの地点に多かった。比較的大型の  

種であり，また幼虫が高密度で生息することから重要な底生動物と考えられた。また，今まで  

この地域から報告がなかった皿加購町吻㈹広が冬期の調査で確認された。  

〔発 表〕h－25～27，30  
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2．3．9 地球環境研究センター  

研究課庵 1）地球環境問題に関するリサーチオンリサーチ  

〔担当者〕西岡秀三・楯弘崇嗣・原沢英夫  

〔期 間〕平成3～8年度（1991～1996年度）  

〔内 容〕地球環境研究センターでは，地球環境問題解決に対してモニタリング，研究支援，  

総合化の両から貢献するべく使命づけられているが，これらの業務を全体的に整合させて方向  

づけを行うため，常時地球環境問題の構造を解明し，研究の状況を把翠する必要がある。この  

ような，いわば地球環境研究に関するリサーチオンリサーチを行った。   

具体的には次のことを検討した。  

（1）問題が生じる構造を文軌 研究者の交流集会出席等により明らかにする。  

（2）研究，モニタリングの世界的進行状況を分析的に把握する。  

（3）与えられる業務遂行わための基本方針を検討する。  

〔発 表〕ト1，2，4，12，i－5．6，11  
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2．4 環境保全総合調査研究促進調整費による研究   

2．4．1紙パルプ製造工場に係わるダイオキシンのリスク評価・対策に関する  

調査研究  

r担当者〕化学環境部：伊藤裕康・山本安土・額田昌敏  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕紙パルプ製造工場の塩素漂白処理工程が原因とみられるダイオキシンによる魚介  

類汚染が指摘されたことなどに対応して，環境庁は平成2年度の調査で，最もリスクの高い  

と考えられる周辺環境・周辺住民に対する影響を調べるため，工場周辺環境の汚染実態調査  

を緊急実施したが，紙製品は全国的に流通・使用されるため，国民の総リスクはむしろ高い  

可能性があり，規制の必要性について検討する際には紙製品に関する調査は不可欠となった。  

その際，紙製品からのダイオキシン溶出状況を把握することにより，実際の健康リスクを求  

める必要があった。   

また，ダイオキシンの測定・分析はガスタロマトグラフ高分解能質量分析計を用いて定量  

するなど，高精度を要求されるため複雑かつ高価であるため，一般のエ場・事業所で行うの  

は極めて困難な状況にある。平成2年に，日本製紙連合会によりダイオキシン対策指針が策  

定され，紙パルプ製造工場から発生するダイオキシンをモニタリングすることなどを目的と  

した簡易試験法である全有機ハロゲン分析装置（AOX）による測定法が提案された。これら  

に対応して，今後国で規制等諸対策を講ずるに当たり，AOXを含め，直接測定に代わる方法  

の有効性を確認しておく必要があった。本研究はコーヒーフィルター等のようにダイオキシ  

ンが人体に摂取されやすい紙製品のダイオキシンの濃度（紙製品中の濃度及び溶出率）を調  

つt→」）らノ弓」⊥▼ L   ゝゝ L   ′′イ£一l＝⊥」L l、h■1「1一一 ′－ ▲一■ ■ 、 且っ共刑レノこ。スノこ，曾櫻」＿傍俳小旭任し，リノダイカキシ／森元生童及びAu入室告調へ，て1リノ旧  

関性について検討した。  
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2．5 国立機関原子力試験研究費による研究   

2．5二1標識化合物利剛こよる環境汚染のモニタリング手法の開発に関する研究   

（1）植物関係  

〔担当者〕生 物 圏 環 境 部：菅原 薄  

地球環境研究グループ：古川昭灘・竹中明夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕本研究では，植物を用いて環境汚染の度合いをモニターする手法の開発を目指してい  

る。すなわち，①根系から15Nでラベルした窒素を施肥し，大気中から吸収きれたNO2の窒素  

によって15Nが希釈される度合いによってNO2汚染度を評価する手法の開発を行い，②植物  

体内のユ3C量を測定することによって樹木の活力度を評価する手法の開発を行う。目的の①は  

平成元年度で終了し，15N希釈法によって大気汚染度を評価できることが判明したので，平成  

2年度以降は②の研究を行っている。   

自然界の炭素には2種類の安定同位体（13Cと12C）が存在し，大気中にはこれらの同位体を  

含むCO。が存在している。しかし，植物は13CO2よりも12CO2を優先的に同化しているため，  

植物体の炭素に占める13Cの量は大気中のそれよりも低い。，この程度は気孔開度や光合成活性  

に依存し，それらは環境による影響を受けるため，生長速度の測定が困＃な樹木を対象に，年  

輪ごとの13C／12Cを調べれば過去の長期間の環境変動を知ることが可能と思われる。すなわち，  

この手法を確立することによって，大気汚染や酸性雨によって植物の生長が何時の時点から悪  

化したのかを明確に知ることが可能になる。   

丹沢山塊の大山に分布する衰退度の異なったモミから成長錐を用いて採取した年輪につい  

て，年輪解析を行った。その結果，年輪幅は1950年代より小さくなる傾向を示した。この減少  
とSO2濃度との間には高い相関関係が見られた。また，モミの枯死が，単なる老齢化による成  

長の衰退によるものではないことも明らかになった。現在，採取した年輪サンプルについて13C  

の定量を依頼分析によって行い，温度，降水量，大気汚染度との関係を解析中である。  

（2）微生物関係  

〔担当者〕水土壌圏環境部：冨岡典子・矢木修身・内山裕夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容）本研究では，微生物濃縮を利用した放射性セシウムの除去及びモニタリング手法の開  

発を行う。本年度は，セシウム取り込み速度の測定方法を確立し，セシウム蓄積菌斤ゐβ血cocc揖  

erythr押OlisCS98，Rhodococcus sp．CS402の2株についてセシウム取り込みの動力学的検討  

を行った。培養したセシウム蓄積菌を集菌，洗浄後，各濃度のセシウムを含む反応掛こ懸濁し，  

250Cで反応を行った。この反応液の刑部を経時的にろ過し，ろ液及び菌体のセシウム濃度を測  

定し，セシウム取り込み速度を求めた。その結果々血）血cocc猥属細菌のセシウムに対するKm  

値はこれまで報告されている且scゐβわcゐねcoJ才及び都南埴捌ぬ即根い昭畑地のセシウム  

に対するKm値に比べて低く，セシウム蓄積菌はセシウムに対して親和性が高いことが明らか  

となった。またカリウム，ルビジウムの阻害形式を検討し，セシウムの取り込みがカリウム，  

ルビジウムによって桔抗的に阻害されることを明らかにした。  
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〔発 表〕G30  

2．5．2 遺伝子レベルでの環境汚染の生体影響の高感度検出法の開発に関する研究   

（1）植物影響関係  

〔担当者）生物 圏 環 境 部：菅原 渾・久保明弘・青野光子  

地域環境研究グループ：近藤矩朗・佐治 光・中嶋信美  

〔期 間〕平成元年ノ【－5年度（1989～1993年度）  

【内 容〕植物を大気汚染ガスにさらしたり，乾燥状態に置くなどのストレスを与えると，孔辺  

細胞のイオン環境が変化し気孔が閉じることが知られている。本研究では環境汚染の気孔に対  

する影響を詳しく解析するため，孔辺細胞のイオン環境を調節していると考えられるイオン  

チャンネルのcpNAのクローン化を行い，以下の結果を得た。  

（1）潤胸膜に局在するイオン輸送性ATPアーゼに共通して存在する塩基配列をプロープと  

して孔辺細胞のCDNAライブラリーを選抜したところ15個の陽性クローンを得た。  

（2）これらのクローンの塩基配列の一部を決定した結果，10個は同一のクローンで他の5つ  

は互いに異なるクローンであった。また，これらの塩基配列は既知の細胞膜局在性H＋ATP  

アーゼと70～80％の類似性があった。   

以上の結果から，クローン化されたcDNAは細胞膜局在性H＋ATPアーゼであると考えら  

れる。今後はこれらのcDNAの全塩基配列を決定し，そこから推定されるアミノ酸配列を化学  
合成し，それを認識する抗体を作製して，これらのCDNAがコードしているタンパク質の機能  

を解析する予定である。  

（2）動物影響関係  

〔担当者〕環 境 健 鱒 部：青木康展・持立克身・高橋勇二・遠山千春・国本 学・鈴木和夫  

地域環境研究グループ：米元純三  

（期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の暴露により特異的に合成されるタンパク質を見いだすことは，環境汚  

染物質の暴露に鋭敏な生物学的指標を開発する上できわめて重要である。ポリ塩化ビフェニー  

ル（PCB）誘導体は肝臓ガンの発ガンプロモーターであることが疑われている化合物であるが，  

その作用機序は明らかになっていない。また，PCB誘導体の毒性は，異性体により著しく異なっ  

ているが，その理由も充分には明らかにされてV）ない。これらの手がかりを得るために，PCB  

誘導体により持果的なタンパク質合成が起こるか否かを調べた。種々のPCB誘導体をラット  

初代培養肝実質細胞に暴露した後，新生タンパク質を［35S］－メチオニンでラベルした。放射標  

識されたタンパク質をSDS／ポリアクリルアミドゲル電気泳動で分離し，オートラジオグラム  

で検出した。その結果，より強い毒性を持つことが知られているCoplanar構造のPCB異性体  

（3．4．5．3，，4しPCB及び3，4，5，3，．4，，5しPCB）の暴露により分子量25，000のタンパク質（25kp）  

の合成が誘導されることが明らかとなった。しかし，他のPCB誘導体では25kpの合成はほと  

んど誘導されなかった。   

Coplanarの構造を持つPCB誘導体の暴露により，ラット初代培養肝実質細胞中に25kpの  
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合成が特異的に誘導されていたことから考えて，25kpの誘導は毒性の強いPCBの暴霹の有効  

な指標となる可能性が示唆される。  

〔発 表〕e－5   

2．5．3 有毒アオコが生産する毒物質の標識化とその生体影響作用機構に  

関する研究   

〔担当者〕生物圏環境部：菅原 浮・安野正之・渡辺 信・高村典子  

化学環境部：彼谷邦光・佐野友春  

環境健康部：鈴木和夫  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕富栄養化の進んだ我が国の湖沼で有毒アオコが大発生していることが明らかにされ  

ている。最近，有毒アオコの毒成分の化学構造が明らかにされたが，この毒物質の毒性発現機  

構についての研究はまだ始まったばかりである。本研究では，有毒アオコ細胞及び毒物質の生  

物影響を定性的に把握するために，それらをラジオアイソトープ標識して，毒性発現機構を解  

明することを目的としている。本年度は前年度に引き続きミクロシステンの標識化方法の検討  

を行った。本年度は特に，ミクロシスチンの特定部位を標識化するために各種ラベル化剤のミ  

クロシスチンに対する反応性を調べた。前年度の研究で，ミクロシスチンのaddaにあるメトキ  

シ基のラベル化が困難であるとの結論を得たので，本年度はミクロシスチンの分子内に2個あ  

る遊離カルポキシル基のラベル化を試みた。ポリペプチドを合成するときと同じ条件でかレポ  

ン酸アミドに誘導することを試みたが，期待する誘導体は得られなかった。この理由を明らか  

にするために，ミクロシステンの3次元構造を調べたところ，カルポキシル基周辺には僅かの  

空間しかないことが判明した。そこで，立体的に小さいメチル基の導入を試みたところ，遊離  

カルポキシル基は2つともメチルエステルに誘導されることがNMRによって確認された。し  

かし，メチル基が導入されたことにより，分子内水素結合の変化やメチル基による立体障害に  

よって3次元構造に変化が起きている可能性が考えられる。現在，メチル化ミクロシスチンの  

毒性について検討中である。  
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2．6 科学技術振興調整費による研究  

2．6．1総合研究  

（1）太平洋における大気・海洋変動と気候変動に関する国際共同研究  

大気・海洋変数間遵要素の新観測技術の開発に関する研究．ライダーによる気候変動関連要素  

の広域立体分布測定技術に関する研究－：大気微量分子の多点同時・高感度計測技術の開発  

一二酸化炭素の多点同時計測技術の開発一  

〔担当奄〕地球環境研究グループ：杉本伸夫・笹野泰弘  

大 気 圏 環 境 部：湊  淳  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕本研究は，レーザー長光路吸収法による二酸化炭素の空間分布の測定手法の開発を  

目的とする。本年度は本研究第2期の最終年度に当たり，前年度までに開発した計測手法の屋  

外観測による検証と評価を行った。   
開発した赤外ラマンシフターを光源とするレーザー長光路吸収システムから約500m離れ  

た気象観測用鉄塔にリトロリフレクターを設置し，往復1kmの光路で2ミクロン帯の炭酸ガ  

スの吸収を測定した。測定したスペクトルに理論的に合成したスペクトルを最小自乗法により  

フィッティングすることによって炭酸ガスの濃度を求めた。測定結果は従来の非分散赤外分析  

計（NDIR）による測定結果と比較した。一方，スペクトルのフィッティングに伴う測定誤差の  

伝播の理論的考察を行い，求められた炭酸ガス濃度に含まれる統計的誤差の評価を行った。   

これらの結果，1回のスペクトル測定について，統計的誤差約1％で炭酸ガス濃度が求めら  

れることが示された。また，測定値の絶対値はNDIRによる結果とよく一致していることが確  

認された。  

〔発 表〕f－39，41  

（2）南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の解明に関する研究  

【担当者〕地球環境研究グループ：野尻幸宏  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1992年度）  

〔内 容〕新たに建造された深海潜航艇「しんかい6500」（海洋科学技術センター所属）におい  

て，海水，熱水の化学的研究を行うことを目的として，新たな採水装置を製作した。深海の熱  

水には多量のガス成分が海底の商い圧力で溶解して存在することがある。従来型の密閉式の採  

水装置では，潜航艇を母船上に場収する際に，気化したガスが失われることがあった。そこで，  

新型の採水装置では，気化したガスが失われない工夫を行った。  

1991年9～10月に行われた「しんかい6500」による潜航調査を行う航海（母船「よこすか」  

による）に参加し，南太平洋の海底拡大域であるフィジー海盆の調査を行った。本プロジェク  

トの一環として，1989年にフランスの潜航艇「ノチール」で確認した大型の熱水チムニーに再  

び潜航し，2850Cの高温熱水試料を得た。このチムニーの地下では，高温の熱水が一旦沸韓した  

後，凝縮して海底に噴出していることが，以前のデータで明らかにされているが，今回得られ  

た試料の化学分析値は，前回の分析値とほとんど差がなく，定常的な組成の熱水噴出がこの2  
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年間続いていたことが明らかとなった。このような経時的な熱水噴出変動を明らかにした例は，  

極めてまれである。   

この熱水地帯の南西150～200mの地点に，小規模な熱水噴出孔が幾つも存在し，その試料の  

採取分析を行った。それによると，主要な溶存・気体成分の組成は，大型のチムニーと類似し，  

地下に共通の熱水源を持つことが明らかになった。ただし，噴出温度の違いによると思われる  

成分の変化があり，そのメカニズムの解析を行っセいる。   

得られたデータは，フィジー海盆で見られるような，背弧海盆型から中央海嶺型に移行した  

型の海底熱水活動の熱水化学成分の情報として貴重であり，熱水活動による海洋への化学成分  

フラックスを見積もるための，重要な情報となる。  

〔発 表〕A52～54，56  

（3）生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する研究  

生体物質の構造・代謝の解明のためのNMR技術の高度化に関する研究（安定同位体利用高感  

度NMR技術の開発）一生体用NMR測定技術の高度化及び生体内物質代謝・機能等の解析技  

術の開発～B．磁場勾配法による高分解能・高感度局在化技術の開発  

〔担当者〕環境健康部：三森文行  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容）生体の組織や物質が，物質・エネルギー代軌情報処理機能等において示す高度な  

生命活動の機構を解明するためには，生体の分子レベルにおiナる非破壊的計測・解析を可能と  

する，新たな技術の開発が求められている。本研究ではこうした要請に答えるべく，NMR測定  

技術の高度化を図り，細胞から丸ごとの個体にわたる生体を生きた状態のまま計測し，その代  

謝反応速度を解析する手法の開発を行うことを目的とする。   

本年度は第ⅠⅠ期の初年度に当たり，第Ⅰ期に開発を行ったラジオ波磁場勾配（Bl磁場勾配）  

を利用して生体内の特定部位からのNMR信号を選択的に測定する局在化技術をさらに高度  

化，多次元化することを試みた。すなわち，主次元の局在化にはBl磁場勾配を用い，第2，第  

3次元に静磁場勾配（B。磁場勾配）を利用するプロトンの3次元局在化測定法を開発した。B。  

勾配法としては，雑音変調した低出力ラジオ波パルスとB。磁場勾配を組み合わせて，目的とす  

る部位以外の領域の磁化を崩壊させる疑似飽和法を採用した。この局在化法を従来のrotating  

frameimaging法に組み込むことにより，主次元でBl法による歪みのない高い位置分解能を  

維持したまま，局在化を3次元に拡張することが可能になった。さらに1331パルス法を利用し  

て水信号を除去することにより，実際の生体系で微量の代謝物のプロトンスペクトルを測定す  

ることが可能になった。この方法を用いて，完全にintactなラット脳で，頭皮からの脂質信号  

を位置的に分離して，脳内に存在する代謝物N－アセナルアスパラギン酸の共鳴線を6・6×  

6．6×2mmという高い位置分解能（～0．087mJ）で測定することに成功した。  
〔発 表〕E－47，48，e－51，54～56，62  

（4）ファジィシステムとその人間・自然系への通用に関する研究  

人間の知的情報処理過程及び自然現象・社会現象の解明一広域大気汚染予測シミュレータの開  

発一  

〔担当者〕地域環境研究グループ：内藤正明  
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地球環境研究グループ：森田恒幸・甲斐沼美紀子  

地球環境研究センター：西岡秀三  

〔期 間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕本研究はファジィシステムとその人間・自然系への適用に関する研究のサブテーマ  

である自然現象・社会現象の解明のうち，広域大気汚染予測シミュレータの開発に関するもの  

で，ファジィ理論を適用した体系的予測支援システムを開発することを目的とする。近年，急  

速な都市化による広域的な環境変化や地球規模の環境変動が世界的な問題となっているが，こ  

の種の変化は気圏，水圏，地圏，生物圏，社会経済等の広範囲な領域にまたがった複雑な現象  

であり，本質的にあしゝまいな要素を含んでいる。このため，広域的な環境の変化の予測には，  

広範囲の領域の数値データや専門的知見を体系的に解析するとともに，予測モデルの作成・運  

用の過程でファジィ理論を導入することが必要不可欠である。   

本年度は，前年度開発したデータ空間分割のための計算機支援システムの基本部分を基に，  

データの入九 モデルの保存が容易になるようシステムを改良した。また，各種のモデルを  

組み合せながら予測を行うため，入力可能な分布から入力値を選んだ場合に，他の変数との整  

合性をとりながら予測を行えるようにシステムを改良した。本システムを用いて，環境因子と  

都市構造との関係についてのファジィモデルを構築し，種々の入力条件の基での環境影響を予  

測した。  

〔発 表〕A－9，98，a－6～9  

（5）砂漠化機構の解明に関する国際共同研究  

①半乾燥地での生態系維持機構及び回復機構の解明一人工環境下での植物の環境耐性反応及び  

生理生態機能の実験的解明▼  

〔担当者〕生 物 圏 環 境 部：大政謙次・名取俊樹・戸部和夫・田中 浄  

水土壌圏環境部：大坪国順  

地球環境研究グループ：盲j川召雄  

〔期 間〕平成元年～4年度（1989～1992年度）  

〔内 容〕本研究では，地球規模の環境問題の一つである砂漠化の機構解明を，中国科学院と  

の共同で，当研究所の生物環境実験施設（自然環境シミュレ山タや大型ライシメ｝タ等）を用  

いて行うことを目的としている。本年度は，中国の内モンゴル自治区，新堰ウイグル自治区の  

砂漠化地域に生育する植物を育成した。さらに，中国科学院の植物研究所，新宅生物土壌砂漠  

研究所の研究者を招へいし，耐乾性，耐塩性植物の生理生態機能などについての共同研究を行っ  

た。得られた成果を要約する。①沙米，五星帯などの内モンゴル自治区に自生する植物あるい  

は棲検，塩穂木など新唱ウイグル自治区に自生する植物の栽培法を確立し，これら植物を実験  

に供した。②水条件の異なる場所に自生する中国植物について，貯水条件下で生長の種問責を  

調べたところ，概して水条件の悪い場所に自生する種の相対生長率は低いことが分かった。③  

大型ライシメータを用いて，半乾燥地域での状態を模擬し，地下水位による土壌水分及び蒸発  

量の変化について明らかにした。  

〔発 表〕G－12，13，H－3，11～13，ト10，32～34，36  
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②砂漠化機構解明のためのシミュレーションの検討、植物群落帯での微気象，環境のパラメー  

タ化  

〔担当者〕水土壌圏環境部：大坪国順  

大気圏環境部：花崎秀史  

社会環境システム部：須賀伸介  

〔期 間〕平成3～4年度（1991～1992年度）  

〔内 容〕本研究の目的は，①砂漠域での植物群落の環境緩衝機能を評価できる群落帯周辺の  

微気象数理モデルの作成，②緩衝機能のシミュレーションの実行，③その結果をワークステー  

ション等上で可視化するシステムの開発である。本年度は，まず，モデル作成のために必要な  

諸過程の知見①樹木，植物個体内での水，物質の輸送・拡散過程，②群落としての植物が物  

質，熱水蒸気などの輸送・拡散過程に及ぼす影響，③群落内と群落接地気層の間の風速，温  

度，湿層の輸送，④群落内の植物と地表面での物質，水，熱の輸送，の収集を行うとともに，  

関連する既存モデルを対象に，①モデルの種類，機能の分類，発展性②入力パラメータと出  

力パラメータの整理，等を中心に比較検討を行った。次に，群落帯を含む大気中での風速分布，  

温風湿度の輸送のシミュレーションのためのテストモデルとして，鉛直2次元モデルを開発  

した云 このテストモデルでは，計算領域を大気領域と群落帯領域の2層に分類し，各領域に対  

して輸送方程式を設定した。このとき，群落帯は高透過性の多孔性物質で，植生の種類は多孔  

性物質の抵抗係数に反映させうると仮定し，群落乱気層領域ともに渦動粘性係数の分布を混  

合長モデルで与えた。また，群落帯の配置，規模については自由に設定できるシステムとした。  

次に，得られた風速分布に乗せて温度，湿度の輸送方程式を解き，それらの分布を求める数値  

モデ／レを開発し，シミュレーションを行った。併せて，その結果をグラフィクスワークステー  

ション上に可視化できるシステムを開発した。  

（6）新い、植物実験系開発のための基盤技術に関する研究  

環境応答機構解明のための実験系の開発一環境耐性解析用実験系の開発と環境耐性機構の解析  

〔担当者〕地域環境研究グループ：近藤矩朗・佐治 光・中嶋信美  

生 物 圏 環 境 部：久保明弘・青野光子  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕環境ストレスによる植物の障害には活性酸素が関与していると考えられており，活  

性酸素解毒系酵素群が植物のストレス耐性に重要な役割を果たしている可能性がある。そのよ  

うな酵素の一つであるアスコルビン酸ペルオキシダーゼ（AP）の役割を解明するため，その酵  

素の遺伝子レベルでの研究を行っている。   

前年度シロイメナズナのCDNAライブラリーから単離したAPのCDNAクローンについ  

て，本年度はそのDNA塩基配列を決定し，APタンパク質の一次構造を明らかにした。   

また，抗体を用いてシロイヌナズナからAPを精製し，そのN末端アミノ酸配列を決定した  

ところ，DNA塩基配列から推定されるアミノ酸配列の一部と一致し，得られたcDNAクロー  

ンがAP遺伝子のものであることが確定した。  

〔発 表〕K－3，13，k9  
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（7）北極域における気圏・水圏・生物圏の変動及びそれらの相互作用に関する国際共同研究  

北極域の気圏における諸現象に関する観測研究一極域のエアロゾル及び大気微量成分物質に関  

する研究－：エアロゾルの成因の原因物質の化学的挙動解明に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：秋元 肇・横内陽子  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕（1）北極域大気中のプロモカーボン等の微量有機成分の連続測定のために電子クー  

ラを使用した自動濃縮／キャビラリーGC／MSシステムを完成し，さらにパーミューション  

チューブを用いた標準ガスによる自動校正機能を付加した。本システムの試験運転を併せて筑  

波地域における大気中ブロモカーボン等の連続測定を行い，それらの変動傾向の把握及び変動  

要因に関する検討を行った。  

（2）平成4年1月にアラート（北緯82．50，西経62．30）における日本一カナダ合同大気観測  

（日の出前）に参加した。カナダ大気環境研究所（Atmospheric EnvironmentalService）の  

現地観測ステーションに自動濃縮／キャピラリーGC／MSシステムを設置して，大気中のプロモ  

ホルム，ジプロモメタン，ジメチルスルフィド，ヨウ化メチル，トリクロロエチレン等の日変  

動観測を行った。1月22～29日の平均濃度は，プロモホルム；約3ppt，ジプロモメタン；約  

1ppt，ジメチルス／レフイド：約2ppt，ヨウ化メチル；約1ppt，トリクロロエチレン：約11ppt  

であり，いずれも顕著な濃度変動を示さなかった。今後予定している春季（日の出後）の観測  

結果と比較して解析を行う予定である。  

〔発 表〕a－97，98  

（8）創造的研究開発支援のための自己組織型情報べ一スシステムの構築に関する研究  

情報ベースとその高度利用に関する研究一地球観測データによる熱収支情報ベースの構築と利  

用の研究▼  

〔担当者〕水土壌圏環境部：宇都宮陽二朗・恒川篤史  

〔期 間〕平成3－～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕地球環境の解明には基礎情報の取得が重要である。本研究は水温情報ファイル等の  
地上観測情報と衛星観測データをもとに，日本とその周辺，東アジアをカバーする広域の熱収  

支情報ベースの構築とそれに基づく熱環境解析を目的とする。平成3年度は日本における水温  

観測システムを調査し，水温観測地点にかかる基礎情報を収集した。また，その水温情報デー  

タファイルの効率的ファイル形式を検討し，そのプロトタイプと検索システムを作成した。  

〔発 表〕G－5，6，g－7  

2ふ2 国際流動基礎研究（省際基礎研究）  

（1）大気中のフリーラジカルの絶対濃度測定に関する基礎研究  

〔担当者〕大 気 圏 環 境 部：驚田仲明・井上 元・三好 明  

地球環境研究グループ：坂東 博  

〔期 間〕平成元年～3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕地球規模大気化学反応や都市域での光化学スモッグ反応において，OHやHO2ラジ  

カルは連鎖反応を担う極めて重要な役割を演じている。また，ClOラジカルが成層圏でオゾン  
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破壊に対して重要なカギを握っていることはよく知られている。しかしこれらのフリーラジカ  

ルは反応性が高いために一般にその寿命が極めて短く，したがってその定常濃度は極めて低く，  

′それゆえ実測例も非常に少ない。これらのラジカルの定常濃度は化学反応モデル等で見積もら  

れてはし）るが（OHが約0．1ppt，HO2が約100ppt），その見積もりの正しさを保証するような  

光化学チャンパー内での測定もいまだ世界で行われたことがなし㌔本研究では，（1）レーザー  

分光法を中心とした物理化学的手法を用い，これらのラジカルの絶対濃度決定法の開発を行い，  

（2）その方法を用いて当研究所の光化学チャンバー内で大気光化学反応で生成する大気圧下で  

の低濃度のOH，HO2ラジカルの実測を行い，方法の実用性を検証し，（3）さらに当研究所の  

レーザ」レーダー施設等を用いて実際の野外大気中のOH，HO2ラジカル濃度の実測を行うこ  

とを目的とするもので，本年度は紫外のリング色素レーザーと周波数変調法の組み合わせで  

10‾5～106の分子の吸収を検知できる方法を確立した。さらに’OHラジカルを生成し，実験室系  

でOHラジかレの吸収測定を行った。  

〔発 表〕F－24，f－42，44～46，48，49，51，52  

（2）微小試料中の元素の存在量および同位体比の精密測定法の開発と応用  

〔担当者〕化 学 環 境 部：森田昌敏・伊藤裕康・西川雅高・吉永 淳  

地球環境研究センター：植弘崇嗣  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕物質や生体の物性や機能性を特徴づけているのは，バルク元素量よりも，むしろ表  

面や局所での存在や存在形態であることが明らかとなってきつつある。このようなミクロ構造  

を明らかとするため，超高感度な局所分析法また元素の同位体比，分布状態を可視化するため  

のイメージング等，新たな機能を持つ元素分析法が必要となっており，本研究はその開発を目  

的としたものである。本年度は微小試料中の超高感度元素分析法の開発のためのレーザーアプ  

レーション高分解能質量分析計の基本部分の作製を行った。また気化チャンバーや搬送ルート  

についての検討を行った。  

〔発 表〕D－32，33，39，d－2  

2．6．3 重点基礎研究  

（1）海域および陸水域におけるピコプランクトンの分類と生態に関する基礎的研究  

〔担当者〕生 物 圏 環 境 部二高村典子・渡辺 倍  

化 苧 環 境 部：彼谷邦光  

地域環境研究グループ：木幡邦男  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容）日本全国53湖沼のピコファイトプランクトン（2／‘m以下）の現存量を湖の栄養レ  

ベルに対応させて調べたところ，富・過栄養湖ではピコファイトプランクトンは全植物プラン  

クトンの0～20％を占めることにとどまったが，貧・中栄童湖では10～60％を占めることが明  

らかになった。ピコファイトプランクトンが優占する湖（全植物プランクトンの40％以上）は  

然別湖，青木瑚，美鈴軌 サホロダムき凱琵琶湖，野尻湖，山中湖などであった。またピコプ  

ランクトンの絶対量は中・富・過栄査湖で多かったが，その最大値はクロロフィル針量にして  
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せいぜい6ノ‘gけ1にとどまった。一方，ピコファイトプランクトンの分類及び生理を明らかに  

する目的で，それぞれの湖水から件の単離を行い，各々の株についてその形態を走査型，透過  

型電子頗微鏡で観察し，その色素特性を蛍光分光光度計で測定した。フィコシアニンを多く含  

むラン藻では，楕円体のものが13株，球体のものが5株，梶棒体のものが2株得られた。フィ  

コエリトリンを多く含むラン藻では，楕円体のものが20株，球休のものが4株，梶棒体のもの  

が2株得られた。これらはいずれも短経が0－4～1．2J‘mで．1重から3垂の同心円状のチコラ  

イド膜の中にDNA及びカルポキシ体が存在していた。ほかに緑藻と思われる楕円体のものが  

8株（短経0，8～1．4〟m），球体のものが17株（短経1・5～1・9〃m），棍棒体のものが1株（短  

経0，9ノ〃n）単離された。これらの緑藻はすべて新種と考えられ，現在これらの分類学的位置づ  

けの検討を行っている。  

〔発 表〕H23  

（2）組換えDNA技術を用いた哺乳動物細胞in vitro培養系での有害化学物質の毒性評価とそ  

の毒性克服戦略に関する基礎的研究  

〔担当者〕環 境 健 康 部：国本 学・青木康展・遠山千春  

地域環境研究グループ：米元純三・三浦 卓  

〔期．間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕化学物質の安全性測定，評価技術の高度化のため，哺乳動物細胞のど乃び∫わ培養系  

を用い，組換えDNA技術を利用した遺伝子の発現レベルで影響検索を行った。哺乳動物細胞と  

しては，成熟動物に加え，胎仔，新生仔がらの初代培養細胞，並びに株化細胞を用い，有機塩  

素化合物，有機，無機金属化合物等の物質を対象として以下の検討を行った。  

（1）強力な発ガンプロモーターであるコプラナー型PCBをラット初代培養肝細胞に暴摩す  

ることにより，肝ガンのマーカータンパク質である胎盤型のグルタチオンSトランスフエ  

ラーゼ遺伝子の発現が誘導されることが明らかになった。この誘導は非コプラナー塾PCBで  

は見られず，発ガンプロモーター活性のよい指標となる可能性が示された。  

（2）既知神経毒物質であるメチル水銀及びトリメチルスズを，ラット新生仔より調整した小  

脳初代培養細胞に暴靂することにより，細胞の生存率にほとんど影響を及ぼさない濃度で，神  

経細胞に特異的タンパク質である440kアンキリンの発現が阻害されることが明らかになり，  

神経細胞に対する傷害の鋭敏なマーカーとして本タンパク質発現系が利用可能であることが明  

らかになった。  

（3）細胞分化の過程を含んだ初代培養系としてラット胎仔肢芽培養法の手技を確立し，この  

系を用いて，トリプチルスズがある特定の濃度範囲で分化を促進することを見いだし，この条  

件で誘導されてくるタンパク質の検索が進行中である。  

（4）ストレスタンパク質の一つであるメタロチオネインの遺伝子発現の局在性を明らかにす  

るためのinsituhybridization法を確立し，カドミウムを投与した雄ラットの標的臓器である  

精巣における，メタロチオネインmRNAの局在性を調べた。その結果，本mRNAを発現して  

いる造精細胞が減少する一方で，本mRNAを発現している問質細胞と炎症性細胞が観察され  

た。  

〔発 表〕e－17  
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2．6．4 個別重要国際共同研究  

（1）人間活動の増大に伴う重金属暴轟の健康リスク評価  

〔担当者）項境健康部：鈴木和夫・青木康展・杉平直子・伊藤勇三  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

【内 容〕人間活動が増大するに伴って使用され，環境中に放出される金属の畳も種類も増力ロ  

しており，それらが人間の健康に及ぼす影響を評価することが必要とされている。日本とス  

ウェーデンの両国では，これまでにも重金属及び希土類の健康影響に関する研究が盛んに行わ  

れてきたが，この両国で得意とする研究手段や方法は異なっている。両国において得られるデー  

タを補完することによって重金属及び希土類の健康リスクを総合的に評価することを目的とし  

た共同研究を実施した。日本側では動物実験を主体とし，経気道抑こ浸入した重金属及び希土  

類の生体内動態及び肺を中心とした各種臓器に対する毒性評価を行った。→方，スウェーデン  

側では人体よりサンプリングして得られたデータを中心とした金属の毒性評価を行った。   

日本側の典型的な結果はランタン（La）の経気道投与により得られた。塩化ランタンをラッ  

トに投与すると，肺全体に保持されているLa含量は，用量の増加に伴い直線的に上昇した。肺  

ホモジネート中のLa含量は100J‘g／rat群から急増し，肺胞洗液上清と沈澱中のLa含量は  

100J‘g／rat群から減少し，投与したLa量が50JLg／ratを超えると肺におけるLa保持の形態  

に変化が起きるように思われた。同時にLaの肺における半減期は244日と算定された。肺胞洗  

液上清のβ一Glu活性，LDH活性，√及びかレシウムわ含量は1JLg／rat投与群から，リンの含量  

は0■5〃g／rat投与群から増加した。これらの結果から，1JJgノratの用量で肝障害が惹起される  

ことが判明した。  

〔発 表〕e－1，2  

（2）中国における大気汚染による健康リスクと公害防止に関する日中共同調査研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：安藤 満・松本幸雄  

環 境 健 康 部：山元昭二・田村憲治＼  

〔期 間〕平成3～4年度（1991～1992年度）  

〔内 容〕石炭に依存した中国の急速な工業化は，中国各地において浮遊粉じんと硫黄酸化物  
を中心とした深刻な大気汚染を起こしている。平成3年度より当研究課題を実施し，北京市を  

中心に大気汚染ヒ屋内汚染の状況を調査してきている。調査は北京市を石炭，石炭ガス，天然  

ガス使用地区に3区分し，調査家屋を配置し仁夏期の非磨房期と冬期の暖房期に実施した。そ  

の結果，石炭燃焼に伴う激甚な大気汚染の状況が明らかになった。   

日本においても1970年までの石炭燃料の大量使用によって深刻な大気汚染が見られ，多くの  

健康被害を生じてきた。当時優れた携帯用測定器がなく，個人暴露畳と健康被害の関係は解明  

されていない。石炭燃焼に伴う激甚な大気汚染と屋内汚染による暴露と健康障害の関係を解明  

することは，学問的に非常に重要である。   

平成3年度の調査により，石炭燃焼が健康障害に結び付く激甚な大気汚染と家屋内汚染を起  

こしてし1る実態が明らかになった。さらに健康障害調査のため中国側研究者と協同で，中国の  

実状にあった自覚症状調査票を完成した。  
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今後この調査票を用いた健康障害の調査と個人暴靂量調査を学童について実施し，中国及び  

日本における大気汚染の個人暴露と健康リスクの関係を解明し，平成4年度開催される国際シ  

ンポジウム及び日中友好医学会議において中国予防医学科学院と共同発表し，公害防止の指針  

とする。  

〔発 表〕B－5，6，ト5  

2．6．5 ■地域流動研究   

（1）生物ラジカル計測とその応用技術に関する研究  

環境ストレスによる植物のフリーラジカル生成，毒性発現，解毒機構に関する研究  

〔担当者〕生 物 圏 環 境 部二田中 浄  

地球環境研究グループ：餌刀正行  

環 境 健 康 部：三森文行  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕本研究は植物中のフリーラジかレ生成の非破壊計測の研究手法を開発する、と共に，  

この手法を利用して環境ストレス時の植物障害とフリーラジカル生成との関係を調べること，  

また，7リ「ラジカルによる生体膜やタンパク質・遺伝子への影響を明らかにすると共に，植  

物のフリーラジカル解毒機構，適応機構について調べることを目的とする。本年度は，水欠乏，  

近紫外線，大気汚染等の環境ストレス時の植物障害とフリーラジかレの関係を当研究所の大型  

植物実験施設を利用して研究を進め，以下の成果を得た。  

（1）植物の過酸化水素消去酵素であるアスコルビン酸ペルオキシターゼには葉緑体型と細胞  

質型の2種あることを初めて明らかにすると共に両者は免疫学的に区別できることを示した。  

また，葉緑体型酵素の抗体を利用して本酵素の遺伝子を始めて単離すると共に遺伝子構造を明  

らかにした。本酵素は酵母のチトクロムcペルオキシターセと相同性を示した。  

（2）紫外線照射した植物，藻類において活性酸素解毒酵素や活性酸素誘導タンパク質の増加  

が観察された。亜硝酸と過酸化水素が細胞毒性において強い複合効果が認められたので，フリー  

ラジカル生成をESRで検討した。  

（3）オゾンに接触した植物においてTBA法により過酸化脂質の蓄積が認められたが，高速  

液体クロマトグラフィーにより脂質を分離後，化学発光検出器で定量したとき，過酸化脂質の  

蓄積は認められなかった。この結果は過酸化脂質定量に汎用されるTBA法に問題があること  

を示すと共に植物に過酸化脂質の消去系が備わっていることを示している。  
〔発 表〕H－1，17～19，h－1，2，18，19，31～34  

（2）植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する研究  

一細胞機能の計測手法に関する研究－  

〔担当者〕生物圏環境部：大政謙次・名取俊樹・戸部和夫  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕砂漠化防止のためには，乾燥条件下における植物の耐乾機能を総合的に検討するこ  

とが重要である。そこで，本地域流動研究では，光合成，蒸散，液流，葉色，気孔，根茎活動  

等に関する情報を細胞及び個体レベルで計測する方法を確立し，耐乾機能解明を行う。特に，  
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当研究所では，植物細胞の計測法の開発とこの手法を用いた耐乾性機能の解明に関する研究を  

行う。本年度の研究成果は以下のようである。   

土壌中の水分条件や光条件等の環境条件を変化させたときの植物細胞の膨圧変化を測定する  

ためのプレッシャープロープ装置を開発し，その特性と測定値の信頼性の検討を行った。その  

結果，本装置を用いることにより，植物の通常の生育状態を乱すことなく細胞膨圧を迅速に測  

定できることが明らかになった。さらに，この装置を用いて，ダイズ種苗を用いて土壌中の水  

分状態を変化させたときの茎部の細胞の膨圧の経時変化を調べた。また，ムラサキツエクサを  

用いて，光環境を変えたときの葉面の細胞の膨圧の変化を測定した。  

〔発 表〕H－5，7，13，h－13，17  

（3）琵琶湖を場とする湖沼環境観測および水質改善技術の高度化に関する研究  

水質のリモートセンシングと流動場の診断  

〔担当者〕地球環境研究グノし－プ：原島 省  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕水域での環境項目を計測する際，時間とともに水塊が移動するために，国定点での  

フィールド実験結果の代表性が問題になる。このため，実験期間中，面データがリアルタイム  

でとられていることが重要である。本個別テーマは赤外線ビデオカメラをヘリコプターに登載  

し，これによって得られた時空間変動と現場実験との整合性を調べることを目的とする。本年  

度は，赤外線カメラを導入し，その感度チェック，陸上における準備的なフィールド実験を行っ  

た。なお，本個別テーマは滋賀県琵琶湖研究所，滋賀大学との共同研究であり，全体テーマと  

して1993年度には琵琶湖国際共同観測（BITEX）が計画されている。  

〔発 表〕A－71  

2．6．6 重要国際交流  

（1）南北半球大気微量成分共同観測り一クショップ  

〔担当者〕大気圏環境部：井上 元  

〔期 間〕平成3年度（1991年度）  

〔内 容〕地球環境研究センターで行っている対流圏の大気微量成分の長期変動のモニタリン  

グ計画に関連し，世界の各国の研究者とデータの交換，測定方法に関する経験交流，精度管理  

のためのインターキャリブレーションなどを行うことを目的とし，地球環境研究センターと  

オーストラリアCSIROと共同でワークショップを開催した。これには日豪を中心に，カナダ，  

アメリカ，ニュージーランドから合計35名の参加者があり，突っ込んだ議論が行われた。   

議論の結論としては，地上ステーションでのモニタリングに関しては，次の点が指摘された。  

（1）温室効果気体を中心に関連物質を含め多項目を測定する必要がある。（2）測定は様々な方  

法を重層的に用いる必要がある。（3）気象，物質間の相関などの判断基準でデータのセレクショ  

ンを行うことは重要で，そのためにも連続測定が望ましい。（4）測定は自動化する方向にある  

が，これによって省けるのは技術的なサポートであり，計画，データの精度管痙，そのとりま  

とめまで，す．べてのステージで研究者の深い関与が本質的に必要であり，研究機関がこれに責  

任を持つことは重要である。（5）多くの温室効果ガスの測定の精度はデータの使用に耐えるレ  
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ベルにあるが，問題は相互比較するためのインターキャリブレーションをどう組腐化するかで  

ある。   

今後の課題としては，日豪間でコンテナ船や旅客機を利用した大気の採取・分析を行い，南  

北の大気の交換など動態解明に寄与するモニタリングを行うこと，タスマニア・ケープグリム  

の大気を詰めたシリンダーを世界中の測定局，研究者の間で共同測定し，相互比較する計画な  

どが提案され今後検討することとなった。  
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2．7 海洋開発及び地球科学技術調査研究促進費による研究  

2．7．1地球環境遠隔探査技術等の研究  

（1）サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査技術の研究  

〔担当者〕地球環境研究グル山プ：原島 省・宮崎忠国  

社会環境システム部：安岡善文  

水土壌圏環境部：渡辺正孝  

生 物 圏 環 境 部：岩熊敏夫・渡辺 信  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕地球環境の構成要素としての重要性から，サンゴ礁生態系のモニタリング技術を開  

発する必要性が認識されはじめている。本研究では，サンゴ礁海域において，個々のサンゴ種  

について，水中の輝度スペクトルを計測し，データベース化することを目的とする。平成3年  

10月に，和歌山県串本町海中公園センター近傍の海域において，水中における光学的計測を実  

施し，同時にサンゴの分類情報を記録した。計測した種類（属）は卓越種であるクシハダミド  

リイシを含む15種類である。ほとんどの種で，通常の岩盤，砂地と異なり，700nm付近の輝度  

の特徴的なピークが見られた。各種サンゴの輝度スペクトルをデータベース化し，将来の遠隔  

計測センサーのスペック決定に供する予定である。  

〔発 表〕A－72，G－11，a－63  

（2）大気微量成分の高精度観測に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘・横田達也  

大 気 圏 環 境 部：鈴木 睦  

化 学 環 境 部：古田直紀  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕衛星からの大気微量成分の測定には，将来さらに高精度なセンサーが必要とされて  

いる。そのために開発が必要とされる高感度で分光分解能の高い太陽掩薇法観測のための光学  

測定系を，2次元赤外CCD検出器を用いて室内実験用に試作し，実験的及び理論シミュレー  

ションによりその特性，性能の評価を行う。また，衛星搭載センサーとして開発を進める上で  

必要な各種の基礎的データの収集を行う。さらに，地球科学的により重要な大気微量成分種の  

計測が可能な10ミクロン帯のCCD検出器の開発進捗状況を踏まえながら，衛星搭載用の赤外  

分光計の概念設計を行い，将来の大気センサー開発に資する。   

新たに開発′・製作した2次元検出器を有するエシュレ分光計について実太陽を含む各種連  

続・輝線光源を用いた光学的性能評価を行い，検出器クロストークと分光器理論性能で，実性  

能が表されることを確認した。また3～5ミクロン帯での性能評価のためInSb検出器を分光  

計に組み込んだ。太陽掩蔽法大気センサーの各種アルゴリズムについて，シミュレーションデー  

タを入力として模擬動作試験を行い，温度・圧力・微量成分濃度などの解がセンサー仕様から  

受ける感度解析を行った。またシミュレーションデータの基礎となる大気分光データベースの  

高度化を行うと共に，各種吸収線形高速計算ルーチンと大気分光データベースの組み合わせを，  
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室内での超高分解能フーリエ変換分光計による実測走結果と比較検討した。  

〔発 表〕K－107，115，F3，a－23，24，99，100，f8～11  

2．7．2 地球科学技術特定調査研究  

（1）地球温囁化の原因物質の全球的挙動とその影響等に関する観測研究  

①大気微量気体とエアロゾルの濃度・組成の変動に関する観測的研究  

一エアロゾルの大気中濃度・組成の変動に関する観測的研究：陸上からの観測的研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘・林田佐智子  

〔期 間〕平成2～11年度（1990～1999年度）  

〔内 容〕大気中のエアロゾル（成層圏・対流圏）濃度の長期的変動の把握を目的としたレー  

ザーレーダー観測を実施する。このため，大型レーザーレーダー（地上設置固雇選，掃引測定  

可能型，単一波長），多波長レーザーレーダー（地上設置固定型，鉛直上方のみ、3波長，偏光  

成分）による定時観測を実施する。さらに，流跡線解析による気団分類を行った上で，レーザー  

レーダーデータをもとにエアロゾルの粒径分布情報の抽払放射収支に影響するエアロゾルの  

光学的性質の推定，エアロゾル型の分類，エアロゾル濃度の長期変動傾向の把捉を行い，エア  

ロゾル鉛直分布のモデル化を行い，気候声デル入力のためのデータベースを作成する。   

本年6月にはフィリピンのビナツポ火山が大爆発を起こし，大量の火山灰及びガスを成層圏  

に注入したので，特に成層圏の観測を強化した。多波長ライダーは検出器の高精度化を行い，  

成層圏観測に使用した。サンフォトメータの観測を大型レーザーレーダーの観測に合わせて実  
施した。  

〔発 表〕A－26，27，63～65，a59～62  

②大気微量気体とエアロゾル濃度の将来予測および，それらが地球温暖化に及ぼす影響解明の  

ためのモデル開発研究  

－エアロゾルの動態解明のためのモデル開発研究－  

〔担当者〕地球環境研究グループ：林田佐智子・笹野泰弘  

〔期 間〕平成3～11年度（1991～1999年度）  

〔内 容】本研究では，対流圏・成層圏エアロゾルの濃度分布を計算する，微物理過程を含ん  

だ1次元数値モデルを開発し，環境条件の変化に伴うエアロゾ／レ濃度の変動を解明する。   

本年度はまず関連する微量気体成分の高度分布データを収集し，エアロゾル微物理過程（生  

成，消滅，拡散，沈降等）にかかわる文献を調査した。これらをデータベースとして蓄積し，  

エアロゾルに関連する化学反応のモデル化の準備を行った。特に火山噴火後の粒径分布の変化  

について，観測データ及び文献に基づし）て調査した。併せて，計算機の環境整備を行った。  

〔発 表〕A－64，65  
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3．環境情報センター＊  

環境情報センターは，平成2年7月，匡立公害研究所が国立環境研究所に改組されたのに伴  

しゝ新たに設置された業務部門であり，旧囁境情報部が行ってきた環境情報の収集・整備・提供  

と大型電子計算機を中心としたシステムの管理・運営などの業務を引き継ぐとともに，環境情  

報整備のより一層の充実を図ることとしている。   

平成3年度も，環境情報に対する広範な需要に応じるため，大気質，水質の数値情報ファイ  

ルを作成するとともに図書資料を始めとする文献情報など国内及び国外の環動こ関する情報の  

収集に努めた。これらの情報を「環境データベース」として整備し，当研究所内のみならず広  

く環境研究，環境保全行政に提供した。また，本年度より，自然環境の保全に係るニ「ズの高  

まりを踏まえ，それらの既存情報を一元的に整理し，ある地点・地域固有の自然環境データ才  

検索・表示できるシステム（自然環境保全総合データベース）の構築に取り組むこととした。  

（現在，環境情報センターに整備されている環境データベースの構成は，図3．1に示した。）   

図書室においても「単行本所蔵リスト（No．5）」を刊行するとともに，科学技術分野の主要  

な雑誌の目次情報を検索するCCOD（目次速報誌のフロッピーディスクシステム）を導入する  

などその利用環境の充実に努めた。   

平成3年7月には，前年度末から試験運用中であった，当センターと地方公害試験研究機関  

との間でデータ通信回線を利用したパソコン通僧システム（環境情報ネットワーク）の本格的  

な運用を開始し，情報交換の緊密化迅速化を図ることとした。  

環境データベース  

大気環境  時間値データファイル  
月間値・年間値データファイル  
測定局属性情報ファイル  

環境質   
7  

水質環境1芸芸 ル  

関連統計一工業統計（通商産業省との情報交換）  

NIES－BOOK■1（単行本所蔵目録）  

NIESrSC事2（逐次刊行物所蔵E］録）  

NIES－MF＝（マイクロフィッシュ所蔵目録）  

NIES－REPORT－2（研究報告論文）  

NIES－PAPERS■2（発表研究論文）  

NIESSCIENTIST■2（研究活動調査）  

NIES－NEWS■l（新聞記事）  

情報源情報一機関情報－1NFOTERRA事1（国際環境情報源照会システム：UNEP）  

■1：大型電子計算機システムで利用可龍  

一2：パーソナルコンピュータシステムで利用可能  

図3．1環境データベースの構成  

＊〔発 表〕に記載された記号は第7革 成果発表一覧の記号に対応する。  
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また，当研究所の活動内容，研究成果に関する情報提供として，改組された国立環境研究所  

ヒしては初めての「平成2年度国立環境研究所年報」等各穐研究報告書を刊行したほか，新た  

に「地球環境研究年報」及び「地球環境研究センター報告」を刊行した。   

このほか，当センターは，国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会システム  

（lNFOTERRA）の我が国の代表機関（NationalFocalPoint）としての役割を担っており，  

情報照会に対する回答などの通常業務を実施したほか，本年度は，UNEPの本部が，様式及び  

コ∵ド体系の変更を行ったことに伴い，国内登録機関に係る所要の修正等の作業を行った。   

電子計算機関連業務については，地球環境に係る研究を推進するためスーパーコンピュータ  

が平成3年度に導入され，運用・管理を開始したが，そのため電子計算機室及び周辺の関連す  

る室の再整備を行ったほか，運用・管理の体制についても一層の整備を図った。   

また，新規に導入されたスーパーコンピュータや大型電子計算機システムを含めた所内既設  
ヽ 
のコンビュ 

とにより，各々のパーソナルコンピュータやワークステーションからスーパーコンピュータや  

大型電子計算機にアクセスが可能となるとともに，国外を含む所外とのコンピュータ通信を行  

うための体制も整備された。   

なお，平成2年度に4匝】目のシステムの更新を行った大型電子計算機は，「環境データベース」  

の情報管理はもとより，各種情報の処理・解析，各種のシミュレーション計算など環境研究の  

推進に活用された。  

3．1環境数値データファイルの整備と提供  

3．1．1データファイルの作成  

環境行政及び環境研究において必要とされる環境数億倍報を広く収集し，多方面の利用に適  

するように整理し，電子計算機にアクセス可能な形で蓄積することは，環境情報センターの主  

要な任務の一つである。平成3年度においては，前年度に引き続き大気環境データ及び水質環  

境データを収集して磁気テープに収録した。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環境時間値データファイル，②大気環境月間値・年間値  

データファイル，（卦大気測定局属性情報ファイルの3つで構成されている。これらのファイル  

に，平成2年度データを入力した。  

（D大気環境時間値データファイル   

大気環境時間値データファイルは，自治体がテレメータ等により収集した各測定局の1時間  

ごとの測定値を記録した磁気テープを，各自治体から提供を受け，編集・作成しているもので  

あり，昭和52年度よりこの事業は練続されている。磁気テープの仕様や測定項目の配列順序は  

自治体ごとに異なるため，当所で定めた「標準磁気テープフォーマット」に変換・編集して蓄  

模している。平成3年慶事業として収緑した対象測定局数は，表3．1に示すとおりで全部で  

1，041局である（移動測定車による測定局は除外）。収集対象項目は前年度と同様，各自治体で  

測定記録の対象としている項目とした（表3．2の測定項目参照）。  
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②大気環境月間値・年間値データファイル   

大気環境月間値・年間値データファイルは，環境庁大気保全局が年に1回発表する「一般環  

境大気測定局測定結果報告」及び「自動車排出ガス測定局測定結果報告」に記載されるデータ  

に対応するもので，昭和45年度測定結果から収録されており，現在，全国的かつ経年的に我が  

国の大気汚染状況を評価することができる唯一の資料となっている。このデータファイルは，  

従来，自治体からの測定結果報告（調票）をまとめた上述の2つの報告書をもとに作成されて  

いたが，昭和61年度より環境庁大気保全局が，各自治体からの測定結果の報告を磁気テープ又  

はフロッピーの形で受けるようにシステムの変更をしたときから，このデータファイルが報告  

書より先行して作成されるようになった。本年度も，大気保全局が平成2年度測定結果に対応  

する月間値・年間値データファイル及び上記報告書を作成するのを支援した。本年度収録した  

項目別の測定局数は，前年度とほぼ同様で表3．2のとおりである。   

③大気測定局属性情報ファイル   

大気測定局属性情報ファイルには，一般環境大気測定嵐 自動車排出ガス測定局の名称，住  

所，測定局コード，地図情報，周辺状況，測定項乱測定機の型式及び保守管理状況等を記録  

している。本ファイルについては，前年度から試みたパーソナルコンピュータによるデータの  

追加・修正を行うシステムの検討結果に基づいて，本年度から，同システムを用いた管理シス  

テムに切り換えた。これに伴い，従来の大型計算機の出力フォーマット用紙（B4版相当）から  

A4版の調査用紙とするほか，各測定ごとの調査表を取り扱いが容易なものに変更するなどの  

改良を行い，平成3年度調査を実施した。  

（2）水質環境データファイル   

水質汚濁防止法に基づき，全国公共用水域水質調査が昭和46年度から実施さ¢ている。この  

調査結果をデータファイルに収録する作業は昭和51年度より開始し，収録項目を逐次増加して  

きた。平成3年度は，前年度と同様に水質環境データファイル作成事業を実行した。   

水質環境データファイルは，①水質マスターファイル，②水質データファイル，により構成  

されており，その内容は以下のとおりである。  

（∋水質マスターファイル   

水質マスターファイルは公共用水域の水質測定点に関する情報を収録したファイルであり，  

データの検索や基準適否の判定などのための基礎となる情報を持っている。本年度は；前年度  

に引き続き，変更地点等の調査結果に基づいて，地点統一番号，地点名称，指定類型，達成期  

間のほか，緯度，経度を測定して，マスターファイルに収録した。   

②水質データファイル   

本年度は平成2年度測定に係る全国公共用水域の全測定点（8，442地点，延べ119，608測定）  

について，生活環境項目（pH，BOD（河川），COD（湖沼，海域），SS，大腸菌群数，n－ヘキ  

サン抽出物質，全リン，全窒素）及び健康項目（カドミウム，シアン，有機リン，銑クロム  

（6価），ヒ素，総水乱アルキル水銀，PCB）に加え，新規項目のトリクロロエチレンとテトラ  

クロロエチレンを収録した。なお，本ファイルの原資料となる都道府県からの測定結果の報告  

媒体は，41都道府県が磁気テープ及びフロッピーディスクによっている。   

以上のファイルは，環境庁水質保全局の行う公共用水域水質測定結果調査と密接な関係にあ  

り，同調査によって得られた内容に閲し収録・集計等の作業を行う過程で作成されたものであ  
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表3．1大気環境時間僧収録対象局数（平成2年度データ）  

一般局  自排局  その他   備  考   

茨城県  34  3  

栃木県  30  0  

群馬県  0  

埼玉県  58  16  3  〔川越市，川口市，浦和市，大宮市，所沢市，  

草加市，戸田市を含む〕  

千葉県  116  20   その他の1局は立体局（6測定点）   

東 京 都   37   32   その他の中の1局は立体局（10測定点）   

神奈川県  51  29  〔横浜市，川崎市，横須賀市，相模原市，藤沢市  

を含む〕  
愛知県  66  その他の1局は気象局  

名古屋市  15  0  

三重県  23  その他の1局は気象局  

京都府  19  3  0  

京都市  7   その他の1局は気象局   

大阪府  65  34  その他の1局は立体局（5測定点）1局は気象局  

〔大阪市，堺市，豊中市，吹田市，高槻市，枚  

方市，高石市，東大阪市，岬町を含む〕  

兵庫県  40  22   0  〔姫路市，尼崎市，明石市，西宮市を含む〕   
神戸市  13  6  2  その他の2局は気象局  

奈良県  7  

和歌山県  28  0  その他の1局は立体局（2測定点）   

岡 山 県   58   その他の中の1局は気琴局   
広島県  48  〔広島市，呉市，福山市を含む〕  

山口県  31  

福岡県′  2  

北九州市  15   その他の1局は立体局（7測定点）   

計   794   226   21   総 計 1，041局   

表3，2 大気環境月間値・年間値データファイルに  
収録した項目別局数（平成2年度データ）  

測定項目   一般環境大気測定局  自動車排出ガス測定局   

二酸化硫黄   1，620   69   

窒素酸化物   1．382   323   

一酸化窒素   1．382   323   

二酸化窒素   1，383   323   

一酸化炭素   188   323   

オキシダント   1，056   39   

浮遊粉じん   217   4   

浮遊粒子状物質   1，304   163   

全炭化水素   338   158   

非メタン炭化水素   338   156   

メタン   338   156  
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る。環境庁水質保全局が平成3年12月に発表した「平成2年度公共用水域水質測定結果につい  

て」及び同局監修の「全国公共用水域水質年鑑」の内容は，この作業結果を基礎としている。  

（3）その他のデータファイル   

環境デ」夕べースには，そのほか，過去に収集したが，現在は収集を中止したデータファイ  

ル及び一時的に作成したデータファイルが収録されている。そのうち，主要なものは以下のと  

おりである。  

（∋光化学関連データファイル   

環境庁大気保全局から毎年公表される資料（データ）に基づいてとりまとめた，オキシダン  

ト緊急時発令状況ファイル，光化学スモッグ被害ファイル及び緊急時のための低層気象ファイ  

ルで構成され，昭和50年度～54年度の5年間分のデータファイルが作成されている。   

②水質流量データファイル   

流量マスターファイル及び流量データファイルの2種類のデータファイルから構成されてお  

り，建設省河川局編集・日本河川協会発行の公開データ（流量年表：1級河川のみ対象）に基づ  

き，昭和50年度～58年度の9年間のデータが蓄積されている。  

3．1．2 データファイルの捷供  

（1）利用体制の整備   

①データファイルの貸し出し   

数値データファイルの提供にあっては，1件当たりのデータ量が膨大であるため，磁気テープ  

の貸し出しによる方式を採用している。   

数値データファイルの外部への提供は，「環境データベース磁気テープ貸出規程」に基づいて，  

個別に対応しているが，現状は，特定の利用者が，特定のテーマに閲し，一定期間内での利用を  

前提としており，いわゆるデータベースとして永続的にかつ不特定多数の利用に供することは  

想定していないなど，必ずしも利用しやすい体制にあるとはいい難い。   

また，一方では環境情報源へのこ－ズが高まっていること，収集したデータの有効利用を図  

るべきであるという認識が高まっていること等の背景もあるので，広く環境研究，環境行政及  

び民間機関などに利用できるような情報提供の体制の整備を進めている。   

②他機関との情報交換   

当所所長と通商産業大臣官房長との覚書交換（昭和56年3月30日）に基づいて，昭和55年  

度より，大気環境月間値・年間値データファイルと工業統計との磁気テープによる交換が行わ  

れており，本年度についてもこれに基づき情報交換が行われた。  

（2）環境データベース数値情報利用マニュアル  

環境データベース整備事業が昭和52年度に開始されて以兎現在までに蓄積された数値情報  

について，総合的な利用マニュアルを作成し，関係機関に配布している。 
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3．2 研究情報の整備と提供  

3．2．1データベースの整備と捷供  

従来から環境研究や環境行政に関する文献情報の収集とそのデータベース化を推進するとと  

もに，CDROMの導入を行うなど，国内外の商用データベースの活用の効果的利用体制の充実  

を図っている。平成2年度から，NTISファイル（CD－ROM版）及びMEDLINEファイル（CD  

－ROM版）を導入し，地球環境問題，自然環境問題等を始めとする研究テーマの多様化に対応  

できる機能を整備している。さらに，平成3年度は，科学技術分野の主要な雑誌の目次速報誌  

であるCCOD（カレントコンテンツのフロッピーディスク版）を購入し，最新の情報をより速  

く入手することが可能となった。   

所内で利用できる各ファイル名等の内容及びシステムの概要を表3．3に示す。  

（1）内部システム   

①NIES－BOOK   

収集した単行本の所蔵目録データベースとして，昭和58年度から入力を開始したもので，書  

名，著者名，出版年，出版社，配架先等を入力している。このファイルの利用によって，各研  

究部等に分散所蔵された単行本の集中管理と有効利用が進められる。  

表3．3 国立環境研究所の研究情報検索システム  

ファイル名等  端末操作者   備   考   

収録件数等（3年度末）  

NIES－BOOK＝ （単行本所蔵日録）   11．541■3  

NIESSC＋2（逐次刊行物所蔵目録）  2，497   （毎年更新）  

NIES－MF■】（マイクロフィッシュ所蔵目録）  11，026  
内部システム  190   （3年度末）  

利 用 者  975  （3年度末）  

NIESSCIENTIST●2 （研究活動調査）  180   （3年渡来）  

NIES－NEWS＊1  （新聞記事）  6，593  

CD  ROM  NTIS   （米国技術情報関連文献）   1980－最新（月1回更新）  

シ ス テ ム  MEDLINE  （医学関連文献）  1966－最新（年4回更新）  

FDシステム  CCOD  （雑誌目次）   1991－最新（年52回更新）  

（文献等）   JOIS  

DIALOG   センター内  
商  用  
データベース  ．担当者  

G－Search  （新聞記事等）  

ASSIST  （社会情報等）   

事1：大型電子計算機システム  

■2：パーソナルコンピュータシステム  

・3：昭和58年産婦入分より累計  

－－94－－   



②NIES－SC P   

収集した逐次刊行物の所蔵目録データベースとして作成しているもので，入手形態，配架場  

軌所蔵巻号，所蔵年等のデータを入力している。このファイルの利用によって，雑誌管理の  

省力化とともに，逐次刊行物リストの発行，雑誌架のサインの作成等を容易にするなど，図書  

室サービスを強化する手段になっている。   

③NIES－MF   

主として1976年以前に発行された当所所蔵のマイクロフィッシュについて，書誌事項を入力  

してデータベース化したものである。   

④NiESREPORT   

これまで刊行された国立環境研究所研究報告（Rシリーズ）及び国立環境研究所資料（Fシ  

リーズ）等に掲載された内容について，シリーズごとに論文タイ・トル別の表題，著者，ページ，  

刊行年等を記録しているデータベースである。   

⑤NIES－PAPERS   

国立環境研究所職員の誌上（所外の印刷部）発表論文等及び口頭発表（講演等）に閲し，発  

表者，題目，掲載誌（学会等名称），巻号・ページ（開催年）及び刊行年（発表年月）について，  

年度ごとにとりまとめ，データベースとしているものである。   

⑥NIES－SCIENTIST   

平成3年度に行われた国立環境研究所研究職職員を対象とする研究活動調査（年2回更新）  

に基づいて作成された研究者の専門分野，所属学会，研究課題，主要論文等の現在をベースと  

するデータファイルである。  

（∋NIESLNEWS   

環境公害に関する新聞の記事について，昭和57年度より開発に着手し，昭和62年度までに  

6，593件を入力した。収録の対象は，朝日獅軋毎日新聞，読売新札日本経済折乱産経新聞，  
日本工業新聞，いはらき及び常陽新聞の8紙であり，昭和48年1月から昭和52年9月までの  

記事が収録されている。   

なお，昭和63年度以降は，商用データベースのG－Search及びASSISTの導入に伴い中止し  

ている。  

（2）CD－ROMシステム   

①NTIS   

NTIS（NationalTechnicalInformationService－米国国立技術情報サービス）作成の米国  

政府関連技術報告書を収録しているデータベpスであり，従来，内部作成していたNIES－EPA  

ファイルは，本ファイルを部分的に抽出加工していたものである。平成2年度から，CDROM  

版の借上を実現し，米国環境保護庁（EPA）関連レポートのみでなく，環境科学及び周辺科学  

全般のより広範な報告書を検索することが可能となった。また，原典については，従来通り，  

EPA及び環境科学聞達の技術報告書をマイクロフィッシュで収集しているので，即時に利用で  

きる体制になっている。   

②MEDLINE   

米国国立医学図書館（NLM：NationalLibrary of Medicine）作成の医学文献データベー  

スで，利用者が外部システムによらず，直接必要文献を検索することが可能である。  
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（3）FDシステム   

①CCOD   

米国ISI社（InstituteforScientificInformation，Inc．）作成の目次速報誌であるカレント  

コンテンツのFD版であり，科学技術分野の主要な雑誌の目次情報を検索することができる。   

（4）商用データベース   

①JOIS   

日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文献検索システム（漢字データベースで  

あるJICST系ファイルを含む。）データベースである。また，オンライン発注による原報複写  

サービスが利用できる利点がある。なお，JICSTファイルには，国内の環境公害関連の研究報  

告を含めて科学技術文献が毎年数万件入力されている。  

（勤DIALOG   

米国ダイアログ・インフォメーションサービス社の検索システムであり，利用できるファイ  

ル数が多い（約400種のデータベース，蓄積情報量は世界最大）のが特色である。また，科学  

技術情報だけでなく社会情報の検索にも有用である。   

③STNrInternational   

米国化学会のChemicalAbstractsService（CAS）とドイツFIZ Karlsruhe及びE］本科芋  

技術情報センターが共同で提供する国際的オンラインネットワークデータベースサービスであ  

り，科学技術関係の多数の有用なファイルを含んでいる。オフライン回答は，国内で出力して  

いるため，比較的速く入手することができる。   

④G－Search   

ジー・サーチ（旧㈱平和情報センターが改称）のオンライン検索システムであり，就任ほ耶乱  

読売新聞，日本経済新聞及び日経産業新聞の新聞情報，産業技術情報の検索に利用している。  

なお，同システムは，HINETが平成3年2月1日から改称したものである。   

⑤ASS工ST   

㈱日外アソシエーツのオンライン検索システムであり，人物情報，企業動向情報，マスコミ  

記事情報，図書内容情報等の検索に利用している。  

また，所外文献の原典コピー入手については，筑波大学附属図書乳JICST，国立国会図書  

館を利用していたが，本年度は新たに東京工業大学及び東京大学附属図書館も利用できるよう  

になった。さらに，国外所蔵文革に関しては，DIALOG代理店（紀伊国屋書店）より海外情＃  

サービス，米国のCAS（ChemicalAbstractsService）社の原報復写サービスを利用すること  

により，原報提供体制の強化を図っている。特に，JICSTへの複写依掛こつし）ては，オンライ  

ンによる発注のほかに，ファクシミリによる原報の即日提供も可能である。   

前述のように，複数のデータベースを利用する方法と並行して，日独科学技術協力協定に基  

づく情報交換等国際協力による研究情報の整備を因っている。  

3．3．2 図書関係業務  

図書関係業務については，環境情＃の収集，整理及び提供に関連する業務の一部として図書  
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館業務を行っている。図書等の整理及び研究情報の提供については，特にデータ入力にパーソ  

ナルコンピュータを利用し，事務の合理化を進めるとともに，所内の利用者がオンライン検索  

できるよう整備している。   

図書関係施設としては，図書閲覧室（棚数468棚，194m2），地図・マイクロ資料室（101m2），  

雑誌閲覧室（50m2）及び新着雑誌室（雑誌展示書架1，120誌分，80m2）のほか，バックナンバー  

書庫（棚数1，542棚，204m2），電動書架（棚数918棚，74m2），また，複写室（17m2）を備え  

ているら   

平成3年度においては，図書室を有効，適切に利用するために「国立環境研究所図書室利用  

要領細則」（暫定版）を制定し，勤務時間外の図書室利用の一層の適正化を図るため，出入口の  

ドアに磁気カード方式による入退出管理システムを新規に設置した。この人退出管理システム  

は，磁気カードの使用者及び使用時間の記録を自動的に保存するため，図書室への入退出者の  

把握を容易に行うことができる。   

なお，本年度は，国立環境研究所単行本所蔵リスト（NO．5）を刊行した。   

表3．4に平成4年3月現在の蔵書数等を示す。  

〔発 表〕 K－62  

表3．4 蔵 書 数 等  
（平成4年3月現在）  

資料形態   内  容   2年度末  3年度末  増加数等   

単行本   28，402冊  29．685冊  1，283冊  

外国資料類  1，662冊  

国内資料類  
継続資料  373誌   －373誌  

冊 子 体  単発資料   10，558冊  10，558冊  

洋雑誌   971誌   978誌  7誌  

和雑誌   991誌   994誌   3誌  

（寄贈交換）   （541誌）   （541誌）   

地方図（国土地理院，50万分の1）   8枚   8枚   

地勢図（国土地理院，20万分の1）   130枚   130枚  

地形図（国土地理院，5万分の1）   1，249枚  1，249枚  

地形図（国土地理院，2方5千分の1）   4，429枚  4二429枚  
地  図  264枚   319枚  55枚  

湖沼図（国土地理院，1万分の1）   112枚   112枚  

土地利用国（国土地理院，2万5千分の1）  1，269枚  1，269枚  

その他の図案（地質図等）   978枚   978枚   

マイク ロ  EPA及びその他のNTISフィッシュ   74，395件  80，132件   5，737件   

フ イ ルム  EICフィッシュ（昭和49年度）   5，507件  5，507件   

そ の 他  新聞切り抜き（昭和55年1月～平成元年3月）  31，104件  31，104件  
（地図については発行図面数）  
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3．2．3 病集・刊行業務  

当研究所の各軌各グループ及び各センターの活動状況及び研究成果等については，刊行物  

として関係各方面に広く提供している。   

平成3年度においては，国立環境研究所として改組，改称後初めての年報（1件）及び特別研  

究年報（1件），さらに国環研特別研究報告（2件），国環研資料（11件），国環研こユース（6件）  

のほか，新たに地球環境研究年報（1件），地球環境研究センター報告（6件）を刊行した（成  

果発表一覧参照）。－   

なお，これらの刊行物は，その種類によって，国立国会図書館，環境関係試験研究機関，各  

省庁及び地方公共団体環境担当局等に寄贈交換託として配布した。  

3．3 情報源情報 

当センターは，国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会システム（INFOTER．  

RA）における我が国の代表機関（ナショナル・フォーかレポイント）として，以下に述べる業  

務を行った。なお，1992年3月現私INFOTERRAへの参加国数は137か国であり，登録さ  

れている情報源数は・129の国際機関を含め，約6†500となっている（日本国内登録機関数467  

件）。   

①情報源の登録と更新   

本年度は，UNEPの本部（PAC，ProgrammeAct柚yCentere）の指定する様式及びコー  

ド体系の変更に伴う国内登録機関に係る記述の修正及び追加等の作業を行った。   

②情報源の検索照会及び回答   

国内外からの依頼に対して，情報源照会回答業務を行った。本年度（平成3年1～12月）は，  
44件（国内から1件，国外から43件）の照会があった。   

③国内利用普及のためのJICSTとの協力   

国内利用の普及を図るために，日本科学技術情報センター（JICST）に対する情報源データ  

ベースの提供などの協力を行った。JOISを通してのオンライン利用件数は，本年度（平成3年  

1～12月）は196件であった。  

3．4 電子計算機管理業務  

環境情報センターが管理を所掌する電子計算機は，従来，大型電子計算機システムのみであっ  

たが，本年度新たに，スーパーコンピュータシステムの導入及び国立環境研究所ネットワーク  

の構築がなされ，与れらを含めた管理業務が電子計算機管理業務として本センターの所掌とす  

ることとなった。これに伴い，スーパーコンピュータシステムを含めた電子計算機の運用管理を  

行うため，「国立環境研究所電子計算機処理管理規程」のほか，国立環境研究所ネットワークを  

含めた利用に関する調整等を行うため「電子計算機利用小委貞会運営要領」を改訂するととも  

に，国立環境研究所ネットワークの適正な管理運用を行うため，「国立環境研究所ネットワーク  

管理規程」を暫定的に制定した。  
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また，スーパーコンピュータシステムの導入に伴い，電子計算機関連室については合理的な  

配置を検討し，それぞれ大型電子計算機システムの中央処理装置等を配置する大型電子計算機  

室，スーパーコンピュータシステムの中央処理装置等を配置するスーパーコンピュータ室，大  

型電子計算機システム及びスーパーコンピュータシステムの入出力装置等を配置する電算機周  

辺装置牽，スーパーコンピュータシステムのワークステーション等を配置するスーパーコン  

ピュータ端末室，大型電子計算機システム保守員室及びスーパーコンピュータシステム保守員  

室とした。   

電子計算機処理業務にあっては，勤務時間外に利用する体制を確立し，電算機周辺装置董及  

びスーパーコンピュータ端末室の共通の出入口のドアに磁気か一ド方式による入退室管理シス  

テムを設置した。この人退室管理システムは，磁気カードの使用者及び使用時間の記録を自動  

的に保存するため，これらの室への入退室者の把握を容易に行うことができる。なお，電子計  

算機関連の室の適正な利用を行うため，この人退室管理システムの管理を含め，新たに「国立  

環境研究所電子計算機室利用要領」及び「国立環境研究所電子計算機室利用要領細則」を暫定  

的に制定した。  

（1）大型電子計算機システム管理業務   

大型電子計算機システム（環境情報システム）は，環境分野のシミュレーション計算，各実  
験施設やリモートセンシング等における測定データの解析及びそれらの画像・図形処理に利用  
されるとともに，各種データベースのはか，図書単行本の集中管理，重要物品管理等の業務処  

理に使用された。   

本年度は，地球規模での環境問題に関する研究への取り組みが本格化したことを背景として，  

大規模なメモリ空間や長時間の計算を必要とするシミュレーションの増加が特徴的である。こ  

れらの電子計算機の性能に依存するジョブは，一般に，相当程度のCPUを費やし，場合によっ  

ては数日から10数日の期間を要するため，これらの特に大型のジョブを実行する場合にあって  

は，自動的にシステム運転時間を最長翌日の7時30分まで延長するなどの処置を講じた（平日  

の通常運転終了時間は22時00分。）。また，「国立環境研究所電子計算機処理管理規程」に基づ  

き，年度初めに実施した全利用者に対する利用予定調査をもとに，年間利用計画を作成したほ  

か，個別のジョブについては，プログラムサイズ32メガバイトまでを一般ジョブ，それ以上の  

サイズのものを大型ジョブとし，実行クラスを分けてスケジューリングを行うなど，システム  

の円滑な運用に努めている。また，シミュレーション計算及び大量のデータを扱う計算を対象  

とする利用のほか，大型電子計算機システムに付属する塁審なライブラリプログラムを活用す  

る例も多く，それらの適切な利用に当たって，利用者の要請に対応した。   

また，本システムを中核とするデータベース業務に関しては，すでに文字情報を主体とした  

ものが各種運用されているが，本年度新たに，化学環境部が中心となって作成した「マススペ  

クトルデータベース」の運用が開始された。   

なお，3年度における本システムのユーザ登録数は，延べ235名であった。利用状況を平均  

CPU使用率及び月平均実行ジョブ本数でみると，それぞれ77％，4，470本であった。  

（2）スーパーコンピュータシステム管理業務   

本年度，新規に導入されたスーパーコンピュータシステムは，その利用に係る調整にあって  
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は地球環境研究センターが行い，システムの管理及び運用にあっては環境情報センターが行う  

こととされている。   

本システムは，平成4年3月1日から稼働を開始した。システムの運転時間は，その処理業  

務の性格上，夜間及び閉庁日を含めて24時間連続運転を行い，原則として月に1度，第4土曜  

日に4時間程度，保守作業のため計画的に停止することとしている。   

本システムは，オペレーティングシステム（OS）としてSUPER－UX（UNIX準拠）を採用  

し，地球環境問題を扱う大規模なFORTRANプログラムを効率よく作成・編集し，また実行す  

るために，デバッグ機能，最適化機能や高水準の自動ベクトル化機能などを持つFORTRANコ  

ンパイラ及び各種支援ツールを備えている。また，地球環境研究では，計算結果を可視化する  

ことが現象解明並びに影響評価及び予測を行う上で非常に重要な役割を果たすため，計算結果  

を動画として表示する高速動画像表示装置を始め，三次元グラフィック処理装置及び二次元画像  

処理装置等を備えている。   

本年度は，所外の共同研究者を含めて20名の利用登録者があり，今後，本格的にシステムを  

使用するための上記の各機能等のチェック及び使用方法の習得並びにプログラムの作成及び試  

験的実行などに使用された。  

（3）国立環境研究所ネットワーク管理業務   

本年度，大型電子計算機システムを含めた所内既設のコンピュータ資源の有効利治用のため，  

国立環境研究所ネットワークが構築された。基本的な通信プロトコルとしては，TCP／IPを採  

用し，接続されるコンピュータは，それぞれ相互間で通信利用を行うことができる。代表的な  

使用例は，各研究室に配置されたワークステーション又はパーソナルコンピュータにより，研  

究室にいながらにして大型電子計算機及びスーパーコンピュータを利用することである 

に，ネッ1トワーク上のUNIXファイルサーバに「ねっとば－どVer，2」を，NetWareファイ  

ルサーバに「NetWare386Ver3．1J」及び「OfficeManager」を組み込み，ワークステーショ  

ン及びパーソナルコンピュータのそれぞれを中核とする電子掲示板機能及び電子メール機能  

等，コンピュータを利用した所内の研究情報及び事務事項の連絡並びにデータ交換等の体制の  

構築を目指した試験的な運用を開始した。   

なお，本ネットワークの構築に当たっては，平成元年度における「所内LAN等技術検討ワー  

キンググルハープ」及び平成2年度における「所内LANワーキンググループ」での検討等を踏ま  

えるほか，平成3年度には「スーパーコンピュータ検討会」のネットワーク担当との意見交換  

を行うなど，十分な検討の後，利用者の具体的ニーズの把握を行った。また，本ネットワーク  

の構築に先立ち，利用者に対する「所内高速ネットワーク利用者説明会」を開催し，多数の参  

加者を得た。  

3．5 国立環境研究所環境情報ネットワーク  

平成3年度には，前年度に引き続き「国立環境研究所環境情報ネットワーク研究会（第4回）」  

を平成4年2月12，13日に開催し，地方公害試験研究機開から40数機関（約70名）の参加を  

得た。ここでは，具体的な情報交換の手段として，パソコン通信システム構築に向けて情報の  

内容や必要なシステムの機能について検討した。  
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これらの研究会の実績や全国公害研協議会から国に対する要望を踏まえて，当研究所では「環  

境情報ネットワーク（パソコン通信システム）」の本格運用を平成3年7月1日から開始し，地  

方公害試験研究機関との協力関係をより緊密に深めることとされた（平成3年度未加入者数は，  

約105名）。情報交換の内容等の概要については，表3．5に示すとおりである。なお，電子会議  

では，多数の利用者が定められたテーマについて，意見交換や議論を行うことができる（SIG：  

SpecialInterestGroup）。また，特定の利用者の間で，例えば共同研究に関する情報交換，事  

務打合せ等を行うほか，ある課題に関する報告書の作成等を共同で執筆することができる  

（CUG：ClosedUserGroup）。また，電子メールは，各利用者間において研究情報の交換や事  

務的連絡を行うことができる。   

さらに，参加機関の拡大を図るとともに有効な清用方法を検討するため，全国5つの地方ブ  

ロックから代表者等を招いて「環境情報ネットワーク地方ブロック代表者等会議」を平成4年  

3月23，24日に開催した。  

〔発 表〕J－1～4  

3．6 自然環境保全総合データベース開発業務について  

近年，人間活動の規模の拡大に伴い，地球的規模での自然環境の改変が深刻な問題になって  

いる一方，国内的にも自然環境保全に対する関心が高まっている。自然環境を適切に保全する  

ためには，現況を把握し，人間活動の影響による変動の予軌評価を行うことが不可欠である。  

しかし，国内の自然環境に関する情報は，量的には一応整備されているものの，計量手法に検  

討が必要であったり，各省庁が別々に所管しているなど，総合的に把握することが困難な面が  

ある。   

そこで，平成3年度より，これら既存の自然環境情報を整理するとともに，これらの情報を  

ある地点・地域について検索できるシステムの開発に取り組み，環境保全にかかわる研究及び  

行政における幅広い活用を図ることとした。   

本年度の業務では，当データベースシステムの基本設計と基幹システムの構築に当たり，デー  

タ管理及び検索・表示に関する主要機能の開発を行ったが，引き続き機能や収録データの充実  

を図ることを計画している。また，このデータベースでは基本的に3次メッシよ単位で整備さ  

れている自然環境データを収録対象として検討しており，本年度は，自然環境保全基礎調査力；  

ら植生自然度及び現存植物群落，国土数値情報から標高等の地形データ及び保護区等16種類  

の指定地域データを収録した。なお，これらの既開発機能をもって画定運用を開始する予定で  

あるが，データベースは大型電子計算機上に構築しており，所内や庁内の端末機から利用が可  

能である。   

なお，当データベースシステムの構築に当たり，所内外の委員による自然環境保全総合デー  

タベース研究会を設置し，3回開催した研究会において当データベースに関し整備すべきデー  

タや利用の問題点等についての検討を行った。  
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表3．5 環境情報ネットワーク  
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4．地球環境研究センター  

近年，地球温暖化，成層圏オゾン層の破壊，酸性降下物，海洋汚染，熱帯林の破壊，砂漠化，  

野生生物種の減少等の地球規模での環境問題が顕在化し，人類の生存基盤に深刻な影響を与え  

ている。このような事態に対して実効ある取り組みを行うためには，地球環境に関する観測・  

監視と調査研究を抜本的に強化し，人類の諸活動が地球環境に及ぽす影響を科学的に解明する  

基礎作りを進めることが不可欠であるという認識が世界的に広まっている。とりわけ，高度な  

経済活動を営み，優れた技術力を有する我が国としては，「世界に貢献する日本」の立場から，  

国際的地位に応じた役割を積極的に果たしていくことが必要である。   

以上のような背景の下，地球環境研究センターは，平成2年度の予算原案でその設立が設め  

られ，平成2年4月より所内で種々の準備を進めたうえで，その年の10月1日正式に発足した。   

センターの主要業審は、地球環境研究の総合化，研究支援，モニタリングである。   

平成2年度は，正式発足から半年しかなかったものの，地球環境研究者交流会議及びアジア・  

太平洋地域における地球温暖化問題に関する研究ワークショップの開催，モニタリングステー  

ションの建設計画の立案及びモニタリング業務をバックアップする学識経験者の組識化，デー  

タベースショールームの整備等を行い，さらに総合化研究の推進，スーパーコンピュータ導入  

のための準備，UNEP／GRIDネットワークへの加入のための諸手続きの推進等，平成3年度以  

降の業務に向けて諸準備及び検討を行った。   

平成3年度は，2回目の地球環境研究者交流会議を開催すると共に，総合化研究の継続的推  

進，スーパーコンピュータの導入及び利用の開始，UNEPノGRIDネットワークヘの加入及び  

サービス提供，波照間地球環境モニタリングステーションの建設をはじめとする地球環境モ  

ニタリング業務の実施等，センターとして業務のより具体的な推進に重点を置いてきた。   

平成4年度は，地球環境研究センターとしての任務を再確認し，これまでの業務の基盤を固  

める一方で，今後の新たな方向を模索する姿勢で望むこととしてシラる。  

4．1業 務 概 要  

4．1．1地球環境研究の総合化  

地球環境問題は，発展途上国における人口増加や貧困，農業用地の乱開発，先進国の都市化，  

高度な生活の要求及び急速な技術開発等，人間活動が複雑に関連しあって生じてぐる。地球環  

境研究の総合化においては，地球環境保全に向けて各分野の研究者の総力を結集して効果的に  

研究を進めるため，研究の有機的連携を図るとともに，こうした社会事象や環境破壊に至る現  

象を総合的に把達し，相互作用を解明することを目的としている。  

（1）研究交流   

平成2年に開催した「第1回地球環境研究者交流会議」に続いて，平成3年度も「第2回地  

球環境研究者交流会議GlobalEnvironment－TSUKUBA199ト」を12月16，17日の2日間に  

わたり開催した。  
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この会議では，地球環境研究に直接，あるいは間接的に携わっている研究者450名以上が2日  

間一堂に会し，地球環境研究の現状を理解し，今後の研究の方向を確認し合うことを趣旨とし  

て開かれた。   

第1日目は特別シンポジウム「地球環境保全ヒ経済成長一我が国の数量モデルの展開一」が  

開かれ，環境税及び経済的インセンチイブの導入による経済影響の分析のためのシミュレー  

ションモデルに関して具体的な議論が展開された。   

また，第2日日の「各省庁における地球環境研究への取り組み状況について」では，関連各  

省庁における地球環境研究に関する各種取り組み状況に関して情報交換がなされた。  

、（2）地球環境研寧総合推進費関連   

平成3年10月から11月にかけて，地球環境研究等企画委員会也球環境研究小委員会の下  

に設置されている分野別検討会との共催により，地球環境研究総合推進費実施要綱に基づく地  

球環境研究連絡会議を開催した。   

同会議においては，各分野ごとに同分野を代表する専門家及び課題別研究代表者が一堂に会  

し，これまでの研究の進捗状況，今後の研究計画などについての報告がなされるとともに同報  

告に関する評価検討が行われた。  

（3）地球環境研究総合推進費一総合化研究   

推進費の中で，総合化研究については当センターが担当することとなっており，平成3年度  

は，2年度に引き続き「持続的発展のための世界モデルに関する研究」として，世界モデルの構  

築について研究を進めたほか，新たに「地球環境保全のための社会経済システムのあり方に関  

する国際比較研究」に着手した。（詳細については，2．2．1（9）参照）  

（4）地球環境研究総合推進費一課題検討調査研究   

平成4年度以降に実施すづき課題を検討するため，「環境勘定体系の確立に関する予備的研  

究」を経済企画庁経済研究所，農林水産省森林総合研究所と共同で実施した。（詳細については，  

2．1．1（川参照）  

4．1．2 客員研究官制度  

地球環境研究センターには，研究活動促進のため客貞研究官を置くこととされており，客貞  

研究官の任命手続き，客員研究官の候補者について最終的な検討，調整などを行った。早けれ  

ば平成4年度早々にも長官辞令が発令される予定である。  

4．1、3 地球環境研究支痩  

日本における地球環境研究の中心的役割を果たすべく，地球環境研究に必要な様々な支援体  

制を整備し，それを広く提供していくことにより，研究の効果的推進を図ろうとしている。  
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（1）スーパーコンピュータの提供   

前年度は，地球環境研究に関連する分野でスーパーコンピュータの利用実績のある学識経験  

者で構成した「スーパーコンピュータ有効利用検討会」を外部に設置し，当セーターにおける  

スーパーコンピュータシステムの構想を「地球環境研究推進のためのスーパーコンピュータの  

最適利用システムの検討に関する調査報告書」として取りまとめた。   

平成3年度は，国立環境研究所内には「スーパーコンピュータ導入検討会」及び「スーパー  

コンピュータ技術書査会」を設置し，アクション・プログラムの手続きに従い，スーパーコン  

ピュータの導入を行い，また，利用サービスの提供が開始された。平成4年3月25日には国立  

環境研究所主催のスーパーコンピュータ稼働記念式典が開催された。  

（2）データベースの作成と提供   

データベpスのハードウェアとしてはSUN4SPARCstationl＋に大容量ディスク装置等を  

増設するとともに，所内の大型電子計算機，ワークステーション等とネットワーク接続を行っ  

た。   

ソフトウェアとしては，オリジナルデータベースを中心にデータベース全体の詳細システム  

設計を行うとともに，地球環境データの表示を行うデータベース利用支援システムの構築を  

行った。また，情報源情報収集のために，国外の地球環境研究にかかわる機関に対して調査を  

行い，機関の研究，業務内容やデ←タ管理についての情報収集を実施した。   

整備データとしては，国際機関の地球環境関連データ及び地球環境研究を行うための基礎  

データの収集を継続的に実施している。  

（3）GRID一つくぼセンターの設立   

データベース整備の一環として，国連環境計画（UNEP）の環境情報利用システムである地  

球資源情報データベース（GRID）との連携を強化するためにGRID－つくばセンターとして，  
UNEP／GRIDのネットワークに参画した。国連環境計画は地球環境データとして，分野別に地  

球環境モニタリングシステム（GEMS）を持ち，それらに他のデータを加えて総合的に利用し  

環境政策に結びつける機能をGRIDに持たせている。現在UNEP／GRIDはジュネープ及びナ  

イロビに直轄センター，地域的には主どして途上国に4ケ所，機能的には米臥 ノルウェーにセ  

ンターを持っている。   

GRID一つくぼセンターにおける■業務は，①地球規模の環境データの配布，②社会・経済デー  

タなどのオリジナルデータの作成，③GIS，リモートセンシング技術開発，④地球環境データ  

の利用促進，である。本年度は，GRID、つくばセンターに関するパンフレットを作成，地球顎  

境データ配布の準備を行った。  

4．1．4 地球環境モニタリング  

環境庁が毎年度策定する「地球環境モニタリング計画」に基づき，地球的規模での精緻で体  

系的かつ長期的な地球環境のモニタリングを，世界各機関と共同して推進することにより，地  

球環境研究や行政施策に必要となる基礎的なデータを得ることを目的としている。  
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（1）地球環境研究センターのモニタリング体制   

モニタリングの実行に当たっては，測定対象別に，成層圏，対流圏，海洋，生物圏に分類し  

た。これは，実行主体として共通の関心を持つグループ間の連携を強め，機器その他のユーティ  

リティを共通に使用することにより，効率的な運営を目指したものである。   

また，これら各分野の下に事業内容別に専門分科会を作り，これをモニタリングの実行単位  

とした。   

実質的な責任を負う所内研究者を各専門分科会の代表幹事ヒするヒヒもに，地球環境研究セ  

ンタ｝の併任（研究員）とした。また，各専門分科会には必ず外部の研究者を委員として加え，  

その運営に当たって外部からの意見を反映するとともに，これら委員の経験を引き継ぐことと  

した。専門分科会の座長には、内外を問わず，その分野で実績のある研究者にお願いするとと  

もに，所内で部分的に協力する研究員には協力研究員と 

（2）地球環境モニタリング業務の運営について   

地球環境モニタリングの対象，性格，研究者のかかわり方，データの取り扱いなどについて  

は，準備段階でのフリートーキングやその後の協力依頼などの経過の中でいろいろと問題と  

なっていたため，検討会の役割，代表幹事会の役割，データの公表方針など地球環境モニタリ  

ングの考え方の基本的な方向を示した「地球環境モニタリング業務の基本方針について」を策  

定し，代表幹事会で了承を得たところである。本年度以降できる限り早期に同方針をベースに  

した地球環境モニタリングの在り方について「中長期構想－（仮称）を策定することとしてい  

る。  

（3）全体的な概要   

事業別（専門分科会ごと）には以下において記載することとし，ここでは横断的な事項につ  

いて記述する。  

1）南北半球大気微量成分共同観測ワークショップの開催   

平成4年3月10日㈹から13日鰍こかけて，科学技術庁「平成3年度科学技術振興調整費に  

よる重点国際交流」事業の一環として，地球環境研究センター内に事務局を設置し，オースト  

ラリアCSIRO（連邦科学工業研究機構）大気研究部門（オ山ストラリアーメルボルン市内）と  

共同して，地球環境に係るモニタリングに関する相互の研究計画，成果等の情報交換を行うと  

ともに，将来的な共同観測の可能性を探ることを目的としそ，メルボルンにおいて標記ワーク  

ショップを開催した。  

（4）事業別概要  

1）機器開発・精度管理   

①対流圏機器間発・精度管理   

波照間地球環境モニタリングステーションに設置するためのCO2用高精度自動運転型測  

定器の開発，CFCs，CO用のサンプリングボトル分析用測定器等の購入を行うとともに，平成  

2年度に開発した高性能サンプリングボトルの長期保存性能試験を実施した。   

2）成層圏モニタリング   

①オゾンライダーモニタリング  
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平成2年度から計画モニタリングとして実施してきており，本年度も計画どおり52日以上の  

観測を行うことができ，モニタリングデータは順調に琶績された。そこで，本年度中にこれま  

でに実施してきたデータを整理し，平成4年度早々にも「平成3年度地球環境モニタリング業  

務に関する年次報告書一概要版」をとりまとめることとしている。   

②有害紫外線モニタリング   

平成2年度に購入したプリューワ塾紫外線計を用いて，本年度試験的にモニタリングを実施  

するとともに，今年度新たに全天型紫外線計を購入し，試験運転を行った。なお，各紫外線計  

によるモニタリングの結果については，専門分科会において評価検討がなされ，正確性，精密  

性に関して十分評価に耐え得ると判断された場合には，可能な限り早期に公表することとして  

いる。   

3）対流圏モニタリング  

（D航空機モニタリング   

平成2年度に実施した関東上空小型航空機によるモニタリングの際にサンプリシグした試料  

の分析（40試料；CO2，CH＝ N20の3物質）を行うとともに，波照間上空において小型航空  

機を活用し，防掘台付きCO2計による測定及びボトルによるサンプリング・分析を行った。   

また，平成4年度に実施することとしている大型航空機を活用したシベリアでのメタン測定  

のための事前調査及び気象調査等を実施した。   

同モニタリングによる結果は，専門分科会において評価・検討の上，正確性，精密性に関し  

て十分評価に耐え得ると判断された場合には，可能な限り早期に公表することとしている。  

、（訃波照間地球環境モニタリングステーション   

平成3年度，建設省に支出委任することにより同ステーションの建設を行った。同ステーショ  

ンの建設に当たっては，2度にわたり現地説明会を開催するとともに，建設に係る複数の関係者  

と数度にわたり調整を図った。   

また，同ステーションに設置する測定装眉（前述），データ処理・通信システムの開発などを  

行った。   

さらに，波照間周辺の汚染源の動向及び推移を調査するため，平成2年度に引き続き，沖縄  

県に委託して，石垣市内におけるSOz等の大気汚染源のモニタ」，汚染源調査を実施するとと  

もに，ラドン濃度についての現地調査を実施した。   

③北域ステーション   

平成3年度は，北域ステーションを設置する候補地点の選定，同地点における気象調査及び  

同地点等においてボトルによりサンプリングした試料の分析（CO2等）などを待った。   

④定期航路モニタリング   

平成3年度は，日本一シドニー間（南北半球間）を定期的に運行しているコンテナ船舶を活  

用した洋上大気（温室効果ガス）のモニタリングについての検討及び手法開発を行うとともに，  

開発された手法により試験的にモニタリングを実施するための必要な準備等を行った。  

（む発生源モニタリング   

北海道において、平成2年虔に引き続き都市域等における温室効果ガスの発生源モニタリン  

グを行うとともに，北域ステーションを設置する候補地点におけるサンプリング及びその分析  

（メタン，N20）を行った。   

兵庫県においては，平成2年度に引き続き都市域等における温室ガスの発生源モニタリング  
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を行うとともに，都市域でのCFCs濃度推移をモニタリングするための新たな手法の検討を  

行った。   

横浜市において，平成2年度に引き続き海浜における温室効果ガスの面的な広がり．（発生状  

況）を調査するための一斉サンプリング及びその分析を季節を変えて実施し，最終的なとりま  

とめを行った。   

4）海洋モニタリング   

①日韓フェリーモニタリング   

平成2年度開発し，同船は韓フェリー）に設置した自動連続計測システム（蛍光光度法ク  

ロロフィル，水温，pH等）・自動採水システム（栄襲塩，アロロフィル）の試運転及びその調  

整t改良等を行うとともに，試験モニタリングを開始した占   

同試験モニタリングの結果は，専門分科会において評価検討の上，精度的に十分評価に耐え  

得ると判断された場合には，可能な限り早期に公表することとしている。   

②外洋モニタリング   

地球環境をキーワードとして「外洋」をモニタリングするための具体的なモニタリング対象  

や手法などについて検討を行った。   

5）陸水モニタリング   

陸水モニタリングとして，国際湖沼ネットワークによる人為起源の化学物質のモニタリング  

や中部山苺等の「永久凍土」のモニタリングの可能性を検討し，引き続き，陸水・土壌を長期  

間測することの妥当性，重要性，特に地球環境研究との関連などについて検討していくことと  

なった。   

なお，酸性雨に関連したモニタリングについては，囁境庁本庁，地方公共団体等において実  

施しており，重複の感があるものと思われる。   

6）生物モニタリング   

平成2年度芙施した生物モニタリングに関するアンケート調査結果について検討し，今後の  

生物モニタリングの方向について検討を行った結果，「生物学的多様性」，「生物機能・行動」及  

び「生物リモートセンシング」の3つの方向で進めていくこととなった。このうち来年度は「生  

物学的多様性」に関するモニタリングについて検討を進めていくこととなった。   

①生物学的多様性モニタリング   

平成5年度以降の予算要求に計上すぺく，モニタリングの対象や地域，手法，かかる費用，  

人材・人員などその具体的内容について検討を行った。  

4．1．5 その他の所外活動  

当センターの総括研究管理官等が環境庁「地球温暖化問題検討委貞会・影響評価追捕分科会」，  

経済企画庁「経済審議会共通発展基盤部会」，科学技術庁「技術予測委員会」等を通じて，地球  

環境政策への提言を行っている。  

ヰ．1．6 広報活動（広報印刷物）  

地球環境研究センター発足から現在までに，年報，パンフレット，ニュース等によりセンター  
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の活動を広報し，研究者間の交流等に役立たせている。特に地球環境研究センターニュースは  

毎月発行し，地球環境研究関係者及び諸機関あてに送付した。   

それ以外には，発足時にマスコミ関係者を対象とした，地球環境研究センターの設立趣旨と  

その内容についての小冊子を作成し，配布した。  

4．1．7 海 外 活 動  

平成3年度は，気候変動に関する政府間パネル（IPCC）関連で，第2作業部会及び全体会合  

に出席し，「影響ガイドライン」の作成，「エネルギー，人間居住等への影響」報告のまとめを  

行った。  ヽ   

さらに，「カナダ政府・OECD『21世紀の環境情報止（カナダ5／21～23）」，「地球環境変化に関  

する社会科学研究のためのデータベースについてのアジア・太平洋会議（ハワイ5／24～26）」，  

「地球温暖化と持続的発展に関する国際会議（バンコク6／10～12）」，「GRID／Geneva，GRID／  

Ahrendaleとの協力体制樹立のための打合せ（10／29）」，「WMO（国際気象機構）インテグレー  

ティツドモニタリングに関する専門家会議（11／3～11）」，「環境勘定に関するウークショップ（ナ  

イロビUNEP本部2／23～29）」，「地球環境研究へのスーパーコンピュータ利用調査（トロント，  

プリンストン，ポルダー，ロスアンゼルス3／29～4／5）」への出席等，当センター業務の国際的  

連携の強化を行った。  

織  4．2 組  

4．2．1組 織 概 要  

平成3年度未現在で，地球環境研究センター長（充て職），総括研究管理官（1名），研究管理  

官（2名），業務係長（1名），観測第1係長（1名），観測第2係長（欠員）の体制で業務に当たっ  

た。  

4．2．2 所内併任等  

平成3年度未現在で，当センター専属の職員のほかに，専任に準ずる併任として2名と，モ  

ニタリング，データベース及び総合化研究を主体的に実施する研究者等16名を所内併任とし  

て，地球環境研究センター業務の推進を図った。  

4．3 所外協力体制  

4．3．1地球環境研究等企画委員会，地球環境研究小委員会，地球環境モニタリン  

グ小委員会 

地球環境研究センターの対外的業務の一つとして，地球環境研究総合推進費による研究の進  

行管理があり，毎年度策定される実施要綱に基づき研究連絡会議及び研究推進会議を開催し，  
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環境庁企画調整局に設けられた「地球環境研究等企画委員会」及びその下に設置されている「地  

球環境研究小委員会」にその結果を報告することとなっている。   

また，さらに同企画委員会の下に設置されている「地球環境モニタリング小委員会」におい  

ては，当センターで行う地球環境モニタリングが審議されることとなっている。  
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5．環境研修センター  

環境研修センターは，環境行政に従事する，国及び地方公共団体等の職員の行政的見識の向  

上，専門的知識，技術の習得及び職員相互の啓発，交流を目的とした研修を実施している。   

研修コースは，行政関係研修と分析関係研修に大別されるが，平成3年度の研修は，環境を  

めぐる社会情勢の複雑多様化とそれに伴う研究ニーズの専門家に応えるペく行政関係研修19  

コース，分析関係研修7コース等を実施した。   

また，国際協力の一環として発展途上国の環境モニタリングの人材養成のため，「環境モニタ  

リング（水質）研修」を実施した。（平成2年度より開始）   

研修実績は次のとおりである。  

（1）行政関係研修  

研  修  名  実施時期（日数）  研修対象者  修了者数（人）  

環境行政管理・監督者 3，7，8～3．7．12（5日） 国及び地方公共団体等の環  
研究会  境行政を担当する管理者及  

び係長（相当職を含む。）以  
上の監督者  

環境管理研修  3．10．31～3．11．7（8日） 国及び地方公共団体等にお  
いて環境管理業務を担当し  
ている職員でその経験が1  
年以上の者  

環境影響評価研修  3．11．14～3．11．20（7日） 国及び地方公共団体等にお  
いて環境影響評価業務を担  
当している職員でその経験  
が1年以上の者  

62  

63  

118  

快適環境研修  3．4．22～3．4．25（4日） 国及び地方公共団体等にお  
いで快適環境に関する業務  
を担当している職員  

83  

環境教育研修（行政） 3．7．22～3，7．26（5日） 国及び地方公共団体等にお  
いて環境教育に関する行政  
に従事している職責でその  
経験が1年以上の者  

環境教育研修（実践） 3．7，22～3．7．24（3日） 国及び地方公共団体の環境  
教育実践活動を支援する関  
係団体等の職員  

自然保護研修  3．6．26～3．7．3（8日） 国及び地方公共団体等にお  
いて自然保護業務を担当し  
ている職員でその経験が1  
年以上の老  

野生生物保護研修  3．9．18～3．9．26（9日） 国及び地方公共団体等にお  
いて鳥獣関係司法警察貞及  
び野生生物保護業務を担当  
している職貞でその経験が  
1年以上の者  

国立公園管理官研修  3．10．1～3．10．5（5日） 環境庁の職員で自然公園管  
理業務を担当している職員  

国立公園管理官研修  4．2．25～4．2，28（4日） 環境庁の職員で自然公園管  
理業務を担当している職貞  

60  

25  

64  

48   
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研 修 名  実歳時期（日数）  研修対象者  修了者数（人）  

大気保全研修  4．2，14～4．2．21（8日）  国及び地方公共団体等正お  
いて大気保全業務を担当し  
ている職員でその経験が1  
年以上の者  

国及び地方公共団体等にお  
いて騒音・振動防止業務を  
担当している職員でその経  
験が1年以上の者  

国及び地方公共団体等にお  
いて水質保全業務を担当し  
ている職員でその経験が1  
年以上の者  

国及び地方公共団体等にお  
いて地盤沈下防止業務を担  
当している職員でその経験  
が1年以上の者  

国及び地方公共団体等にお  
いて環境に関する行政又は  
研究業務に従事している職  
員でその経験が1年以上の  
者又は同程度の知識を有す  
る者  

環境庁に勤務する35歳以下  
の職員で採用されてから概  
ね1年以上の経験を有する  
者  

環境庁新採用職員（Ⅰ種）   

環境庁新採用職員（ⅠⅠ・1ⅠⅠ  

種）  

環境庁の業務を所有する総  
務庁の環境調査官等の初任  
者で経験が1年未満の者  

歯音・振動防止研修  3．9．3～3．9．10（8日）  103  

水質保全研修  3．10，16～3．10．23（8日）  118  

地盤沈下防止研修  3，12．2～3，12，6（5日）  27  

情報処理研修  4．1．27～4．2．6（11日）  40  

環境庁職貞研修（係員 3．10．1～3．10．5（5日）  
級）  

12  

環境庁新採用職貞研修 3．4．8～3．4．17（10日）  
（Ⅰ種）  

環境庁新採用職員研修 3．4．2～3．4．5（4日）  
（Ⅰ卜ⅠⅠⅠ種）  

地方環境調査官初任者 3，4，22～3．4．25（4日）  
研修  

（2）分析関係研修  

研 修 名  実施時期（日数）  研修対象者   修了者数（人）  

機器分析研修  
（一般課程）  

4▲1▲21～4・2・6（17日） 国及び地方公共団体等にお  
いて公害防止に係る分析業  
務を担当している職員でそ  
の経験が1年以上の者  

3．5・15～3．5．24（10日） 国及び地方公共団体等にお  
いて公害防止に係る分析業  
務を担当している職員でそ  
の経験が概ね2年程度まで  
の者  

3．11，28～3．12．13（16日） 国及び地方公共団体等にお  
いて大気・悪臭関係の分析  
農務を担当している職貞で  
その経験が概ね2年以上の  
者  

4ア  

一般分析研修  20  

大気分析研修  19   
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研 修 名  実施時期柑数）  研修対象者  修了者数（人）  

水質分析研修  3．6．27～3，7．12（16日）  国及び地方公共団体等にお  
いて水質・土壌・廃棄物関  
係の分析業務を担当してい  
る職員でその経験が概ね2  
年以上の者  

43  

3．9．2～3．9．6（5日） 国及び地方公共団体等にお  
いて公害防止に係る分析業  
務を担当している職員でそ  
の経験が2年以上の者  

機器分析研修  
（特定課程）A  

12  

B 3．9．18～3，9，26（9日）  

4．2．12～4．3．12  
（20日以上）  

地方公共団体の公害試験研  
究機閑において分析測定業  
務を担当している職員で既  
に環境研修センターの分析  
研修課程を修了した者  

国及び地方公共団体等にお  
いて公害防止に係る分析業  
務を担当している職員  

特別分析研修  

課題分析研修①  3．5．20～3．5．24（5日）  

②  

③  

環境モニタリング（水  
質）研修  

3．9．9～3．9．13（5日）  

4．2．17～4．2．21（5日）  

3．9．30～3．11．16（37日）  

2
 
 
5
 
 
9
 
 

発展途上国において水質環  
境保全を担当する中堅管理  
技術者  

研修修了者計  
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6．研究施設・設備  

6．1大型研究施設  

6．1．1大気化学実験棟（光化学チャンバー）  

本施設は，大気中の一次汚染物質が光化学的に二次汚染物質に変質するメカニズムを実験的  

に研究し，都市域における光化学スモッグ，対流圏バックグラウンド・成層圏等の大気光化学  

反応を解明することを主目的としている。そのための大型実験装置として光化学チャンパーが  

設置されている。   

地球環境研究総合推進費の地球の温暖化分野で「温室効果気体等の大気化学反応過程の解明  

に関する研究」，オゾン層の破壊分野で「成層圏オゾン層の物理的・化学的変動機構の解明とオ  

ゾン層変動の予測に関する研究」，及び経常研究等が行われた。  

6．1．2 大気拡散実験棟（風洞）  

本施設は，工場や自動速から排出される大気汚染の移流，拡散現象をできるだけ現実に即し  

てシミュレートするための施設である。本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて，  

温度，速度成層装置，加熱冷却床パネルを備えている点に特徴がある。これらの組み合わせに  

より種々の気象条件が再現でき，移流，拡散に最も重要なパラメータである大気の安定度を調  

節して自然大気と相似の条件で大気汚染をシミュレートすることが可能である。   

特別研究「都市域における冬期を中心とした高濃度大気汚染の予測と制御に関する研究」，  

「広域都市臥こおける交通公害防止計画策元のための環境総合評価手法に関する研究」，及び経  

常研究等が行われた。  

6．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

本施設は，環境大気の遠隔計測並びに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施設であ  

る。最上部（7・8階）に設置されている大型レーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短時  

間に広範囲にわたって観測するための装置で，コンピュータによって操作，データ処理を行う。  

3・4階には，エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成，拡散，消滅の諸過程を研究  

する装置と，エアロゾル粒子の関与する大気汚染現象（粉じん飛散，酸性雨，雨洗など）を解  

明するエアロゾル風洞が設置されている。   

地球環境研究総合推進費のオゾン層の破壊分野で「オゾン層の時間的・空間的変動の動態解  
明に関する研究」，「成層圏オゾン層の物理的・化学的変動機構の解明とオゾン層変動の予測に  

関する研究」，「フロン等代替物質の環境影響評価に関する研究」，酸性雨分野で「東アジアにお  

ける酸性，酸化性物質の動態解明に関する研究」，及び経常研究等が行われた。  
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6・1・4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

本施設は，室内実験，フィールド調査などに使用される各種計測器の校正試験，及び既設の  

各施設では対応できない大気関係の特別研究，経常研究その他のため，その必要性に応じ一定  

期間の使用に供することを目的とした施設で，特別研究，経常研究に使用する各種の機器の校  

正に利用された。また，対流圏及び成層圏のオゾン濃度分布の測定を行い，オゾン濃度の変動  

現象の解明及び長期的な変化を研究するオゾンレーザーレーダーが設置されている。  

オゾンレーザーレーダー  

オゾン観測室に設置されているオゾンレーザーレーダーは3台のレーザーと口径200cm及  

び56cmの2台の望遠鏡を備えており，高度約50kmまでのオゾンの高度分布を高い精度で観  

測することができる。   

本レーザーレーダーを用いて地球環境研究総合推進費のオゾン層破壊の分野で，「オゾン層の  

時間的・空間的変動の動態解明に関する研究」，「成層圏オゾン層の物理的・化学的変動機構の  

解明とオゾン層変動の予測に関する研究」が行われるとともに，地球環境研究センターによる  

成層圏モニタリングが行われた。  

6．1．5 大気モニター模  

本施設は，大気質の自動測定装置等の精度や安定性のチェックあるいは相互比較，さらに妨  

害因子の検討などを行うための施設である。本施設には，国設大気測定所などで実際に使用さ  

れている機器を中心として7種類の自動測定器（NOx，SO2，03，CO2，非メタン，SPM，ガ  

ス状Hgの名測定機器）が設置されている。機器の性能を維持するために，専門技術者が精度管  

理を厳しく行っている。また，所内の研究者に対して，気象要素（風向，風風雨量，気凪  

日射量，紫外線放射量，地表温度）や大気質の測定結果の公開なども行っている。本年度は，  

半年以上にわたる長期テストを必要とする研究課題を含み6研究課題の利用申し込みがあり，  

有効なレファレンスデータの提供を行った。  

6．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）  

本施設は，放射性同位元素を利用することにより，汚染物質の挙動を解明するためのもので  

あり，使用承認されて■いる核種はα放射体を除き36核種である。  

（1）建物概要：RC3F 延べ床面積＝1，564m2，昭和53年3月竣工  

空調系統一4系統＝（R13系統，一般1系統）  

排水系統一RI，CD  

RI実験室－5室：動物用チャンバー，植物用チャンパー，放射性ヨウ素使用室，RI希  

釈室，オートラジオグラフイー用暗室，測定室，低温室，温室，RI  

貯蔵室，廃棄物貯蔵室，廃水処理施設，コールド実験室  
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（2）主要機器：RI動物廃棄物凍結乾燥機，凍結乾燥機，放射性有機廃液焼却装置，液体シン  

チレーションカウンター，GMカウンター，低バックグラウンドガスフロー  

カウンター，Nalシンチレーションカウンター，Geガンマ線スベタトロメー  

ター，オートガンマカウンター，ラジオアクティブスキャナー，高速液体ク  

ロマト連続ラジオアクティビティモニター，ラジオガスタロマトグラフ，超  

遠心分離機  

（3）施設利用状況：施設使用登録者数 44人  

課題別利用者数 原子力利用研究 3件  

特別研究  5件  

経常研究  9件  

科学技術振興調整費による研究 1件  

6．1．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

本施設は，水界における汚濁物質の挙動及び影響を生態学，生理学，微生物芋，水質工学等  

の見地から解明することを目的としている。淡水マイクロコズム装置はアオコ等の増殖・分解・  

消滅と微小動物等との相互作用及び水質改善効果等を研究する目的で設置された実験装置であ  

り，海水マイクロコズム装置は赤潮プランクトンなどの海域における微生物の挙動を研究する  

実験装置である。微量の重金属，農薬等の汚染物質が，どのように魚類や甲殻類等の水生生物  

に影響するかを研究する目的で毒性試験装置が設置されている。その他，水生生物の飼育培養  

及び系統保存のための設備が設置されている。屋外には自然条件下における生態系の遷移現象  

や水質変化に伴う生態系としての反応を，生物群集の面から解析するための実験施設として生  

物生態実験池が設けられている。本年度に供試された実験水生生物は，グッピー，メダカ，タ  

マミジンコ，オオミジンコ，メカエビ等を中心におよそ50種・系統に及んだ。   

特別研究「有用微生物を活用した小規模排水処理技術の開発と高度化に関する研究」，「環境  

容量から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研究」，「水環境における化学物質の長期暴  

露による相乗的生態系影響に関する研究」，「閉鎖性海域における水界生態系機構の解明及び保  

全に関する研究」が行われた。地球環境研究総合推進費の海洋汚染分野で「海洋物質循環の変  

動機構に関する研究」，「海洋プランクトンによる炭酸ガス固定能力に関する研究」，及び経常研  

究等が行われた。  

6．1．8 水理実験棟  

本施設は，湖沼，河川，沿岸海域の水理現象と水質に関与する物質の輸送と混合・拡散現象  

を実験的に解明することを目的とした施設であり，種々の大型水理モデルのほか，地下水汚染  

研究のための諸モデル測定装置が設置されている。   

特別研究「環境容量から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研究」，「トリクロロエチ  

レン等の地下水汚染の防止に関する研究」，「有害廃棄物のモニタリングに関する研究」，「閉鎖  

性海域における水界生態系機構の解明及び保全に関する研究」，「湿原の環境変化に伴う生物群  

集の変遷と生態系の安定化維持機構に関する研究」，及び経常研究等が行われた。  
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6．1．g・土壌環境実験棟（ペドトロン）  

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土壌の浄化に関する研究を行うことを目的とし  

た施設であり，地温制御大型ライシメーターやグロースチャンバーなどの装置が設置されてい  

る。これらの装置を用い，土壌中での水や各種物質の移動機構，組換え微生物の土壌中での挙  

動，土壌による廃水の浄化など，土壌・底質環境の汚染及び浄化のメカニズムを解明するため  

の研究が行われた。  

6・1、10 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は，環境汚染物質が人の健康に及ぼす影響を，BiomedicalScienceの立場から，動物  

を用いて実験的に研究することを目的とした試験研究施設である。   

平成3年度に本施設を使用して実施された試験研究は，3部1グループの10研究室178課題  

であった。これらの内容としては，大気汚染物質，重金属及びその他の環境汚染物質の生体影  

響の解明に関する基礎的研究に加えて，地球温暖化やオゾン層の破壊に伴う紫外線の健康影響  

に関するものも含まれている。   

さらに，本年度は社会的な関心の高いディーゼル排気粒子の生体影響に関する試験研究を行  

うための実験装置が完成した。  

生体用NMR装置  

本装置はヒトや実験動物を生きた状態でNMR計測を行い，その代謝機能や体内イメージを  

解析する装置である。奨励研究「NMRによる生体機能診断法の研究」，科学技術振興調整費総  

合研究「生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する研究」な  

どに使用された。  

6．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設は，植物及び陸上生態系に及ぼす種々の環境ストレスの影響や自然保護に関して，制  

御された環境下で試験研究を行うことを目的としている。このために，植物群落を対象とした  

自然環境シ享ユレークをはじめとして，クリーン実験卦培養室等からなるバイオテクノロジー  

施設，種々の型式・性能の環境調節装置が植物実験棟Ⅰ及びⅠⅠに設置されている。   

本年度に本施設では，2研究グループ及び3基盤研究部によって，地球規模研究6課題，特別  

研究3課題，経常研究9課題，原子力利用研究1課題，科学技術振興調整費研究3課題の試験  

研究が行われた。特に前年度から始まった地球規模研究，「紫外線の増加が植物に及ぽす影響に  

関する研究」，「地球の温暖化が植物に及ぼす影響の解明に関する研究」，「植物に与える酸性及  

び酸性化物質の影響に関する研究」等により，植物に対する地球規模の環境変動の影響につい  

て，遺伝子から群落までの種々のレベルで研究が行われている。また，環境保全のためのバイ  

オテクノロジーの活用とその環境影響評価に関する研究では，バイオテクノロジーを用いて大  
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気汚染環境に対して指榎性や浄化能力の高い植物の開発に関する研究が行われている。   

本年度に供試された実験櫓物はソラマメ，ホウレンソウを中心に，中国の砂漠に生育する植  

物等多くの野生植物棲も含め約60種に及び，年間供給個体数は約10，000個体に達した。  

6．1．12 微生物系統保存棟  

本施設は，微生物が関与する環境汚染・環境浄化の研究を推進させるために必要な環境微生  

物培養株を収集，確保して系統的に保存すること及び研究者の要請に応じて保存株を株データ  

とともに提供することを目的とした施設である。   

平成3年度の保存株の分譲は，赤潮・水の華形成藻類，汚染指標藻類，AGP供試藻類，有毒  

藻類，炭酸カルシウムの鱗片を有する藻類等多種にわたり，水環境保全研究及び地球環境保全  

研究に利用された。   

なお，本年度寄託株は10株で，それらの種名，履歴（産地，採集者，分離者，採集月日等），  

株の状態（無菌，単藻等），培土軌培養条件等をパーソナルコンピュータで整理した。分譲可能  

な微細藻類株510株についてのリストを日本藻類学会誌に掲載した。  

6．1．13 騒音・保健研究棟  

本施設は，環境中有害物質等の人体への影響に関して，人を対象として研究することを目的  

とした施設である。   

平成3年度に，本施設を利用して実施された試験研究は，特別研究3課題，経常研究5課題，  

地球環境研究総合推進費2課題．原子力利用研究1課題，重点基礎1課題，個別重要2課題で  

あっだ。  

6．1．14 共 通 機 器  

本研究所では，大型で高価な分析機器等を共通機器として管理・運営し，広く研究者が利用  

できるようになっている。現在，共通機器として登録されている機器は，表6．1のとおりであ  

る。どの機器も性能を維持するために専門技術者による維持管理業務が行われている。その中  

そも，①ガスタロマトグラフ質量分析装置，②電子顕微鏡，③プラズマ発光分析装置，④核磁  

気共鳴装置は，特に分析希望が多い装直である。分析希望試料も難度の高い前処理や分析技術  

を必要とするものが多いため，この4装置については，専門技術者による依頼分析業務を行っ  

ている。   

平成3年度に，依頼分析を行った研究テ」マは，約28課題（136件），約1，700検体の分析希  

望があった。このようにして，所内約4割の研究者が共通機器を毎年利用しており，環境にか  

かわる分野の応用研究や基礎研究に役立つデータを提供している。  
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表6．1共通機器一覧表  

機  器  名  通 称  型 式  導入年  
（1）ガスクロマトグラフ質量分析装置  

（2）走査型電子顕微鏡  

（3）透過型電子顕微鏡  

（4）プラズマ発光分析装置  

（5）プラズマ発光分析装置  

（6）核磁気共鳴装置  

（7）X線光電子分光装置  

（8）電子スピン共鳴装置  

（9）高遠アミノ酸分析計  

（10）元素分析計  

（11）細胞自動解析分離装置  

（12）蛍光X線分析装置  

（13）原子吸光光度計  

（14）顕微分光分析装置  

（15）GC－フーリエ変換赤外分光光度計  

（16）自記分光光度計   

GC／MS  JMS－DX300  

SEM  JSM840  

TEM  JEM－2000FX   

ICP－AES  ATOM COMP975   

ICPAES  JY48PVH  

NMR  JNM－GX400  

ESCA  ESCALAB5  

ESR  JES－FE－3X  

HITACHト835  

CHN  CARLO－ELBAllO6  

CELLSORTER FACS－440  

ⅩRF  VF－320A  

GFAA  5100（P．E．）  

UMSP80   

GC－FT－IR  DA－3  

UV  CARY17DX  

昭和56年  

昭和59年  

昭和63年  

昭和53年  

昭和58年  

昭和57年  

昭和54年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和56年  

昭和60年  

昭和63年  

昭和63年  

昭和63年  

昭和61年  

昭和51年  

6．1．15 情報関連施設   

（1）大型電子計算機システム（環境情報システム）   

本システムは，環境に関する科学技術計算，データ検気文献情報検索等の各業務を行うと  

ともに，主に当研究所の研究活動及び環境・公害に関する内外の資料の収集，整凰提供業務  

を支援し，併せて環境行政に役立てることを目的とした設備である。   

昭和50年3月に最初の機種が設置されて以兎処理業務の増大に伴い，技術革新によるハー  

ドウェア及びソフトウェアの性能の大幅な改善に合わせた形で，昭和55年2月及び昭和60年  

12月の機種更改を経て，現在は，平成2年12月に更改された，「HITACM－680／180E」を中  

央処理装置とするシステムが設置され，所外の共同研究者を含めた研究者の研究支援のための  

データ処理，環境庁本庁の行政情報処理及び研究所内における事務処理等，各分野において広  

く利用されている。  

（2）スーパーコンピュータシステム   

本システムは，近年の地球環境研究の分野において，我が国が果たす役割に寄せる各国の大  

きな関心に対し，積極的に寄与するための設備として，地球環境研究センターに本年度，新規  

導入されたものである。   

環境問題に関する研究分野では，全地球的な現象として広い地域を対象とし，時間的にも10  

年を単位とする極めて長い期間を対象とすることから，それらの現象解明並びに影響評価及び  

予測に当たっては，数学的モデ／レ解析や数値シミュレーションによる研究を行うことが極めて  

重要である。数値シミュレーション等は通常大規模計算であるため，これらを効率よく実行さ  
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．せるためには特段の高速演算機能と十分な記憶容量を持つスーパーコンピュータシステムが必  

要となる。   

本システムの導入に当たっては，平成2年度から所要の検討委員会等を設置するなど，十分  

な検討を行った後，アクションプログラムに規定するところに沿って事務手続き等を進め，競  

争入札を行った。その結果，「SX3モデル14」を中心とするシステムが導入された。   

本システムの導入に当たっては，従来，大型電子計算機システムを配置していた室を改造し  

て，設置スペースを作るとともに，所要の電源設備及び空調設備等の設置の後，・据え付け及び  

調整等を行い，平成4年3月1日より稼働を開始した。   

なお，スーパーコンピュータシステムの機器構成を図6・1に示す。  

（3）国立環境研究所ネットワーク   

本システムは，研究所内に相当台数導入されているコンピュータ資源を相互接続することに  

，より，これらの資源の有効利活用を図り，併せて国外を含む所外のネットワークに接続された   

コンピュータとの間で電子メールの授受等を行うことを目的として，平成3年度に新たに構築   

されたものである。   

中核をなすネットワークは，ABF（エアプロンファイバー）形式による光ファイバーケーブ  

）L／を採用した，総延長1，500mのFDDl（通信速度100Mbps）の2重ループであり，研究本館  

Ⅰ，研究本館ⅠⅠ，大気汚染質実験棟及び土壌環境実験棟を経由している。このFDDlから，プ   

ルータにより，総延長2，600mとなる合計10セグメントの同軸ケープ）L／（10BASE5規格の   

イーサネット，通信速度10Mbps）を分岐させ，これにより所内の各棟のほぼ全域がカバーさ   

れることとなっている。同軸ケーブル間は，それぞれローカルデータリンクブリッジにより接   

続されている。   

本ネットワークには，大型電子計算機（イーサネット接続）及びスーパーコンビュータ（FDDI   

接続）を始め，ミニコンピュータ及びワークステーションはもとよ．り，パーソナルコンピュー   

タ，ファイルサーバ及びネットワークプリンタ等，合計140台に及ぷコンピュータ等が接続さ   

れている。   

なお，国立環境研究所ネットワークの接続概念図を，図6■2に示す。  

6．1．16 実 験 ほ 場  

本施設は，植物及び土壌生態系の環境保全機能に関する野外実験や所内の各生物環境調節施   

設で得られた研究成果を野外条件下での応用試験，並びに環境指標植物・環境浄化植物などの   

実験植物を系統保乱供給を行うことを目的とした生物系野外実験施設である。施設は，所内   

にある構内実験ほ場と当研究所の西方約4kmに所在する別団地実験ほ場（つくば市八幡台3）   

の2施設より構成される。   

平成3年度には，特別研究，地球環境研究総合推進費などによる野外実験が実施された。ま′   

た，樹木頼や砂漠植物などの実験植物を系統保存するとともに，それらを植物実験棟などで実   

施される研究に供給した。そのほか，新しい研究ニーズに対応するために有底枠試験地の給・   

排水計測設備，酸性雨自動計測装置などを整備した。  
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図6■1スーパーコンピュータシステム機器構成   





6．1．17 霞ヶ浦臨湖実験施設  

霞ヶ浦臨湖実験施設は国立環境研究所の研究者の共同利用施設として利用されている。日本  

の中でも水質汚濁の進行している霞ヶ浦の湖畔に位置するところから，霞ヶ浦を対象とした調  

査や，霞ヶ浦の湖水や生物を利用した各種の実験研究を行うことにより，湖の汚濁機構の解明，  

汚濁した湖の水質回復に関する研究，湖の生態や物質循環などを明らかにすることを目的とし  

て研究が行われている。   

平成3年度は，特別研究「環境容量から見た水域の機能評価と新管理手法」，「有用微生物を  

活用した小規模排水処理技術の開発と高度化に関する研究」，「閉鎖性海域における水界生態系  

機構の解明および保全に関する研究」，地球環境研究総合推進費による「温暖化影響」，「酸性雨  

の陸水影響評価」，総合研究グループ及び基盤研究部の経常研究等で26の研究テーマが施設を  

利用して行われ，19名の研究者が利用した。  

6．1．18 奥日光環境観測所  

本施設は，森林生態系に及ぽす環境汚染の影響及び環境汚染に対する非汚染地でのバックグ  

ラウンド値を長期にわたって，観測することを目的とした実験・観測施設である。   

施設は，栃木県日光市奥日光の日光国立公園地域内に所在し，観測所と管理棟の2施設によ  

り構成される。観測所は，小田代ヶ原西方の標高1，460mの人為的影響の少ない冷温帯林地に  

位置し，大気成分，気象因子，雨水，河凡地下水の水質などの環境園子が自動計測され，当  

研究所に通信回線を用いて自動伝送され，本施設で実施される各種研究や環境汚染に対する  

バックグラウンドデータとして活用されている。管理棟は，観測所から約4km離れた中禅寺湖  

千手ヶ浜の西方に位置し，観測・調査の準備や宿泊に供される。   

平成3年度には，比較的人為影響の少ない奥日光地域の自然環境及び生物を長期にわたり調  

査し，自然地域の環境・生物の変動特性を把握することを目的とした特別経常研究「奥日光地  

域における環境の長期変動及び生物に関する研究」が実施され，さらに地球環境研究総合推進  

費の温暖化現象解明関連課題として「陸上生態系における炭素循環機構の解明に関する研究」  

が本施設の気象データ等も利用しながら，本施設に隣接した森林で行われている。また同じく  

「メタン・亜酸化窒素の放出に関する研究」は本観測所の大気成分測定データを利用し，国内  

の他の観測点のデータと比較して，研究に利用している。また，酸性雨影響調査の一貫として，  

環境庁が取り組んでいる「総合パイロットモニタリング調査」が本施設を利用して当地にある  

切込・刈込湖で実施されている。  

6．1．19 波照間一地球環境モニタリングステーション  

本施設は，地球環境の変動を研究・観測することを目的として，八重山列島に属し，イリオ  

モテヤマネコ等希少種の生物が生息している西表島の南方約20kmに位置する，人の住む日本  

最南端の島（沖縄県竹富町）である波照間島に建設されたものである。  

同施設の特徴としては，太平洋や亜熱帯地方のベースライン大気を自動計測により長期的モ  
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ニタリングする場所として非常に優れていること，人が常駐せずに現在の世界長高水準のデー  

タを得る「無人の温室効果ガス等自動測定局」として「世界で初めて」の試みであること，な  

どがあげられる。   

また，同ステーションでは，二酸化炭素，メタン，一酸化窒素，CFCs，一酸化炭素，オゾン  

等温室効果ガスを中心とした多項目を同時に測定す’ることとしている。   

本年度は，同ステーションの施設建設の時期に当たっており，本年度末で無事建設が完了し  

たところである。  

6．1，20 研究本館Ⅰ（計測棟）  

環境中の有害物質を高感度，高選択的に検出したり，環境試料中での有害物質の分布を局所  

分析などにより調べること，あるいは，地球温暖化の現象解明や汚染物質の起源解明などのた  

めの元素（炭素，鉛など）の同位対比を精密に測定することは，環境汚染の状況を把握し汚染  

機構を解明したり，環境リスク評価を行う上で最も重要かつ基本的なことである。したがって，  

このような計測を行うための装置（高度な分析機器など）及びそれらを有効に使用するための  

施設（クリーンルームなど）を世界最高の水準に維持し，両度かつ有効に利用し，必要に応じ  

て高精度の信頼できる測定データを提供し続けることは大変重要である。   

本施設は研究所の設立当初から，この重要な役割を担っており，その規模と多様性を誇って  

いる。最近設置された装置（高精度安定同位対比質量分析装置，高速液体タロマトグラフ質量  

分析装置，誘導結合プラズマ質量分析装置，二次イオン質量分析装置，高分解能質量分析装置）  

は世界最高水準の性能を有している。ほかの装置についても，高度に改修，改造され特異な分  

析データを提供できる。一部の装置については，新しい計測技術法の開発研究用の装置となっ  

ている。  

（1）主要な機器  

1）高精度安定同位対比質量分析装置  

2）高速液体クロマトグラフ質量分析装置（LC／MS）  

3）誘導結合プラズマ質量分析装置（ICPMS）  

4）二次イオン質量分析装置（SIMS）  

5）高分解能質量分析装置（HRMS）  

6）ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC／MS）  

7）原子吸光光度計（AAS）  

8）表面電離型質量分析装置（1DMS）  

9）大気圧イオン化質量分析装置（API／MS）  

10）ガスタロマトグラフ四重極質量分析装置（GC／QMS）  

11）誘導結合プラズマ発光面検出装置（ICP－SIT）  

12）高速液体タロマトグラフプラズマ発光分光分析装置（HPLC－ICP）  

13）X繰回析装置（ⅩRD）  

14）1レーザーラマン分光分析装置（RAMAN）  

15）レーザー蛍光高感度分析装置  

－125－   



16）その他（多目的液体タロマトグラフ等）   

（2）主要な設備   

1）クリーンルーム（クラス1000）   

2）特殊毒物実験室   

3）純水製造装置   

4）その他（大型製氷器，大型遠心分離器，凍結乾燥器等）  

6．1．21研究本館ⅠⅠ（共同利用棟及び共同研究棟）  

（1）人間環境評価実験施設（ELMES：Evaluation Laboratory of Man－EnvironmentaL  

Systems）及び環境総合評価のための情報システム（SAPIENS：SystemsAnalysisandPLan－  

ning＼inInte”igentEnvironmentalInformationSystem）   

ELMESは環境評価にかかわる人間業団の反応測定や，意志決定プロセスにおける情報伝達  

効果の有効性の確認等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設であり，中会議室と兼  

用の一集団実験室，ゲーミングシミュレーションのための多集団実験室及び情報伝達に用いる  

オーディオ・ビジュアル挽器と実験制御装置（ミニコンビュータ）等から構成されている。   

SAPIENSはELMESでの環境情報提示や，地域環境情報システムの開発研究を進めるため  

のミニコンピュータ及び画像処理・表示システムと環境データベースによりなる。  

（2〉試料庫   

環境試料の長期保存ならびに試料の保存性に関する研究のために設立されたものであり，低温  

峯，ディープフリーザー室，恒温室，試料準備室，記録室から成り立っている。低温室には一  

20ウCの3低温重からなり，大量の試料の保存が可能である。ディープフリーザー室には3基の  

超低温槽と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（－850C，－110¢C，－1960C〉 の必要な  

小量の試料の保存が可能である。十40C，＋20Qcの恒温室は，それぞれ凍結しない方法による保存  

に用いる。保存する試料の前処理は試料準備室で行い，記録室には各室の温度が表示記録され  

るとともに，保存試料の情報が記録されている。  

（3）内湾密度流実験装置   

本施設は，内湾における密度流現象を解析する目的で設置され，内湾及び外洋を模擬した水  

路部と，その上部に位置する風洞部から構成されている。   

特別研究「閉鎖性海域における水界生態系機構の解明及び保全に関する研究」，地球環境研究  

総合推進費の海洋汚染分野で「海洋汚染物質循環の変動機構に関する研究」が行われた。  
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6．2 共 通 施 設  

6．2．1エネルギー供給施設  

ェネ／レギ一に対する生物系の安定した供給要請と理工系の間欠的な変動の大きい供給要請に  

応じるために，各研究室との密接な連絡と運転保守とにより，これを対処し，省エネルギーに  

努めた。   

平成3年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模   

特高受変電施設66，000V，容量9，000kW，共通施設棟（エネルギーセンター），（ポンプ棟）  

（2）主な設備  

1）受変電設備 1次変電所（特高）1か所，2次変電所18か所   

2）常用自家発電設備  1，000kVA 3台   

3）温熱源設備（ボイラー）  10，000kg／h 3台   

4）冷熱源設備  ターボ冷凍機   400USRT 2台，1，000USRTl台  

吸収式冷凍機 1，000USRTl台  

6．2．2 廃棄物処理施設  

廃棄物処理施設は，各処埋施設と共に順調に稼働した。   

平成3年度における廃棄物処理施設の概要は次のとおりである。  

（1）処理能力  

1）一般実験排水処理能力  500t／d  

2）特殊実験排水処理能力   100t／d  

3）一般固体廃棄物処理能力 100t／d  

4）特殊固体廃棄物処理能力 100t／d  

（2）排水処理   

平成3年度における処理水について，表6．2に本構内の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設  

の排水基準及び各々の最高値を示す。  
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表6．2 平成3年度 汚水排除基準  

項  目   
構   内  霞ヶ浦臨湖実験施設  

（汚水排除基準） （最高値）  （排水基準）  （最高値）   

湿度   45度未満   （7～290C）  45度未満   （8～290C）   

水素イオン濃度   5～9   （6．5～8．い  5．8′、8．6   （7．8～7．9）   

生物化学的酸素要求量  600mg／J以下  （7，8）  

化学的酸素要求量  15mg／J以下  （3．0）   

浮遊物質量  （1以下）  15mg／J以下  

ノルマルヘキサン抽出物含有量  
ア）鉱油類含有量   5mg／～以下  3mg／J以下   

イ）動植物油脂類含有量   （1以下）  （1以下）  

ヨウ素消費量   220mg／J以下  （3．4）   

カドミウム含有量   0．01mg／J以下  （0．005以下）    0．01mg／J以下  （0．005以下）   

シアン含有量   不検出   不検出   
有機リン含有量   不検出   不検出   （0）   

鉛含有量   0■1mg／J以下  （0，05以下）   0．1mg／J以下  （0．05以下）   

クロム（六価）含有量   0．05mg／／以下  （0．02以下）  0．05mg／～以下  （0．02以下）   

ヒ素含有量   0．05mg／J以下  （0．002以下）  0．05mg／／以下  （0．002以下）   

給水銀含有量   不検出   不検出   
アルキル水銀含有量   不検出   （0）   不検出   （0）   

PCB含有量   不検出   （0）   不検出   （0）   

フェノール含有量   0．5mg／J以下  （0．025以下）  0．1mg／／以下  （0．025以下）   

鋼含有量   3mg／J以下  （0，02）   1mg／J以下  （0．01以下）   

亜鉛含有量   5mg／／以下  （0．29）   1mg／J以下  （0．0射   

鉄（溶解性）含有量   10mg／～以下  （0．22）   1mg／J以下  （0，06）   

マンガン（溶解性）含有量   1mg／／以下  （0．15）   1mg／／以下  （0．01）   

クロム含有量   1mg／J以下  （0．02以下）   0．1mg／ノ以下  （0．02以下）   

フッ素含有量   8mg／J以下  0．8mg／J以下  （0．5以下）   

窒素  25mg／J以下  （1，44）   

リン  4mg／J以下  （0．03以下）   

トリクロロエチレン  0．03mg／J以下   

テトラクロロエチレン   0．01mg／J以下  （0．001以下）  0．01mg／J以下  （0．001以下）   

（注）最尉直欄の（××以下）は定量限界以下を示す。  

6．2．3 エ  作  室  

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金工室，材料工作室，木工室，溶接室，エレクト  

ロニクス室の利用が増し，これに伴い各種機器を導入してエ作室の充実を図り，研究部門の要  

請に対処している。   

平成3年度における各工作室での機器製作依頼件数は次のとおりである。  

（1）機器製作依頼件数  

1）ガラス工作室  46件  

2）金工室（材料工作室，溶接室を含む） 105件  

3）木工室  97件  

4）エレクトロニクス室（利用件数）  186件  
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7．成果発表一覧   

■ 7．1研究所出版物  

国立環境研究所地球環境研究年報 平成2年嵐（1991）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

l－1  国立環項研究所   国立環境研究所地球頂墳研究年報 平成2年度   84p．   

国立環境研究所特別研究年報 平成2年嵐（1991）  

ぎ己号   発  表  者   是喜  目   ページ   

E－ 2  国立環境研究所   国立環境研究所特別研究年報 平成2年度   gOp．   

国立環境研究所特別研究報告 SR－8－■92，（1992）  

雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

l－ 3  国立環境研究所   バイオテクノロジーによる大気環境指ほ植物の開発に関する  T8p．  
研究   

国立環境研究所特別研究報告 SR－9－－92，（1992）  

言己号   発  表  者   題  目   ページ   

E－ 4  国立環境研究所   富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究   80p．   

国立環境研究所資料 F－31－’91／NIES，（1991） 国立環境研究所研究発表会予稿集  

言己号   発  表  者   題  目   ページ   

K－ 5  天野耕二   湖の底にひそむ合成洗剤一分絆されなかったLASiまどこへ行く  1－6  
のか－   

K－ 6  相馬悠子   海の申の有機スズ   7－1Z   

X－ 7  竹下俊二   富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究   13－18   

R－ 8  稲森悠平   水辺環境づくりのための浄化槽   1勺－24   

【－ 9  陶野郁雄   佐賀白石平野の地盤沈下性状と新枕測システム   25－30   

【－10  中杉修身   有害廃棄物によるリスクとモの管理   31－36   

㌃11  嵯峨井勝   ディーゼル排気粒子による喘息誘発物質遊離の新しいメカユ  3ト4Z  
ズムに関する一考察   

Ⅹ－12  三森文行   核磁気共喝を用いる生体機能診断法   l手－1き   

【－13  近藤使朗   遺伝子組換えによる植物のストレス耐性の改変   4954   

Ⅹ一14  西岡秀三   地球環境研究のひろばを目指して一地球環境研究センターの  
活動   

Ⅹ一15  構 宜高   熱帯林の破壊と野生生物の多様性   61－66   

l－16  中根英昭   レーザーレーダーによって俄刺された成層圏オゾンの変動   67－72   

Ⅹ－17  森田恒幸   地球温暖化の影響と防止文・1策に関する研究の現状   73－78   

－129－   



国立環境研究所資料 F－32－’gl／NIES，（1991）  

ぎ己号   発  表  者   題  目   ページ   
llt†  笹野泰弘，野村彰夫－1   大気微丑成分計測のための航空機・人工衛星搭載レーザー   86p．  

（●】信州大）   レーダーに関する基礎調査報告 ・   

国立環境研究所資料 F－33－’91／NIES，（1991）第2回環境ストレスシンポジウム都市型環境  
汚染に関する「環境保健モニタリング」手法の検討－  

言己号   発  表  者   屈  E   
ページ   

E－19  はしめに   ト3  

第1部 都市型大気汚染を対象とした「環境保健モニタリン  
グ」とは  

r－ZO   我国に於ける大気環境モニタリングの現状環境保健モニタ  ト14  

リングとの関連において   

llご†  村上正孝   わが国における大気汚染による健康影響評価の現状   15－2D   

Ⅹ－22  新田裕史 小野稚司・   大気汚染暴露と室内汚染   ZトZ8   

E－23  三浦 卓   都市大気汚染に係わる「リスクアセスメント」手法の現状と  
問題点   

トごl  箋輪眞燈●l  生態学的手法の現状と問題点一地理疫学の経験から   33－4g   
（＝国立公衆衛生偏〉  

X－Z5  第1部指定討論   50－55  
（●1宮崎医科大）  

弟2郡 部市環境騒音を対象とした「環境保健モニタリング」  
とは  

E－26  郎ト‖  
林願致暮〇，大石弥事●2，  
奥村隔三●」  

（●】三重大，暮2大同工業大，  

＝名古屋産業科学研．  
●一名古屋市工業研）  

Ⅰ一27   75－85  

Ⅹ－28  島井哲志書】，田中正敏●】  86－g3   
（‖福島県立医科大）   

Ⅹ－Zg  川田智之●】，鈴木庄亮●1  青年を対象とした実験室での騒音の睡眠影響道路交通騒音  94－g9  
（い群馬大）   曝露による瞳眠脳波の変化   

Ⅹ30  高感受性者の生理反応  100－川5  

影山隆之  
（！】川貞天空大）  

K－さ1   市町村別騒音苦情発生状況と人口・社会・経済的地域特性   106－116   

K－32  第2部指定討論   
（●l国立公衆衛生院）  

第3部 住民意識・環横行放からみた「環境保健モニタリン  
グ」とは  

首－33   1Zl－131  
ソトープ総合研）  

lljl  大井 紘，近藤美別，   自由記述調査法による幹線道路沿道と非沿道住民の環境意言渋   132137  
碩賀伸介   の比較  

l－35  今井周冶●l（■1大阪府）   大阪府における健康影響調査の実施状況   1〇8－144   

l十jき  鹿島敷昭暮l（■Ⅰ横浜市公害研）  都市環境騒音の把握手法について   145－165   

X－3T  神山文敏◆l（●リIl埼市）   秘書公害苦情の実態について   166－179   

X－38  荘美知子◆1．高橋透●フ． 西岡南海男＝  180－1る9   

（■】騒音防止協会．●2環境庁）   
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国立環境研究所資料 ト調－’91／NIES，（1991）第4回環境容量シンポジウムニなぜ湖沼環境基  
準は達成率が低いのか？  

雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

X－3g  相崎守弘   シンポジウム開催の趣旨   1－Z   

【一40  天野桝二．福島武彦，  日本の湖沼におけるCOD環境基準の達成状況と水質特性   3－3g   
柏崎守弘．内藤正明  

X41  坂田康一■】   なぜ湖沼環境基準は達成率が低いのか？一北海道の湖沼を例  4卜49  
（◆l北海運公害防止研）   として一   

Ⅹ一42  矢島久美子●】  榛名湖における環境基準の達成状況について   51－57   
（●l群馬県衛生公害研）  

X－43  吉見祥一】  神奈川県の湖沼水質の現況と対策について   5g－66   
（●l神奈川県公壱セ）  

Ⅹ－44  碩牒削峯－   なぜ湖沼の項墳基準は達成率が低いのか？   67－68   

【－45  内藤正明   環境基準の問題点と今後の展開   69－74   

K46  沖野外輝夫●l  環境基準の達成をめざして、今後の課題   75－88   
（●1信州大）  

国立環境研究所資料 ト35－’91／NほS，（1991）  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

K－47  TaしS］ya Yo10ta．   Speetra】Tra几S¶itta爪Ce Simulation for theILASlmfrared  215p．  
Jae H．Park◆l   （838－1．650…－1）a爪dVisible（12，740－13．Z80cm－1）  
（●l〃ASA Langley Res．Cen【．）  Reglons   

国立碍境研究所資料ト36－■g2／NIES，（1992）大都市に住む人々の生活環境に関する意識 弓  
由記述文の分析  

F己号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅰ．高層住宅と一戸建ての現場意識の比較   
lll与  高層住民と一戸建て住民の曹操埠意汲の比較一自由雷己述文の  Z－‖  

須賀仲介、宮本定明－l，  分析  
阿部治◆2  
（‖徳島大．●2埼玉大〉  

Ⅹ－4g  18－Z5  
須賀伸介．宮本定明●l．  の比較－  

阿部治●2 雷l 

（徳島大，●2埼玉大〉  

Ⅱ．住宅地と都心商業地での生活領域意識（幹線沿道と非  
沿道〉  

X－50  28－40  
須賀伸介．宮本定明＝，  比較日由紀述調査法による検討  
阿部治義2  
（●l徳島大，義Z埼玉大）  

K－51  41【50  

須賀伸介，宮本定明 沿道と非沿道との比較  
（●1徳島大）  

Ⅲ．都市自治体に申し立てられた苦情  
【－5Z  公害苦情はどのように発生しどのように解決されるか  52－8る  

媚賀仲介，平松幸三●1  
（●】京都大）  

【－53  近隣公書と苦情申し立てをつなげるものは何か  6986  
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（徳島大）  
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廣60  宮崎忠国   タイにおける土壌荒廃問題   70－85   
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12月   

国立環境研究所資料 F－39－’92／NIES，（1992）霞ケ浦臨湖実験施設研究発表会講演報告集～6一  

発  表  者  題  目  

Ⅰ．臨湖実験施設研究発表  
東京湾における笥潮に関する研究m一束京樽における水中及  
び底泥での硫酸塩還元細菌の分布特性－  

弘
．
り
 
 

守
男
進
 
 

崎
奉
 
 
セ
）
 
 

相
村
井
 
究
大
 
 

中
滝
 
研
立
 
 

■
1
 
－
．
■
1
境
都
 
之
男
二
百
環
京
 
 

秀
邦
俊
慎
㈱
発
 
 

中
幡
下
井
．
1
”
 
 

田
木
竹
由
（
 
 

河合崇欣，野尻幸宏．  
田中 敢   
柏崎守弘，青山莞爾◆1  

（暮l東邦大）   

春日滴¶   

野尻幸宏，中村岳史書Ⅰ  
大槻 晃暮l  

（●l東京水産大）  

l－61  

X－65  

Ⅹ66   

r－67  

酸性降下物による日本の陸水酸性化の可能性について  

屋外実験地におけるアオコの慢占培養について  

雷ケ満潮岸帯における水温変動  

霞ケ橋湖水中のメタン環度変動と大気へのフラ・ツタス  

史
晃
桑
 
 

島
 
東
 
 

村
槻
‖
 
 

中
大
（
 
 

”．野尻幸宏．  

水産大）  

謬ケ補の溶存メタン酸化分解速度の測定  

Ⅲ．シンポジウム「霞ケ浦を考える」  
霞ケ補を取り巻く環境変化  
訂ケ補流人河川の負荷蜃の経年変化  
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北浦のソコミジンコについて  
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霞ケ浦研究の一視点  
Ⅲ．資料  
霞ケ浦の水位変動と降水丑  
塩湖実験施設実験用湖水の水質測定結果  

柏崎守弘   
海老瀬潜一   

大槻 晃●1．川崎桂リー】．  
橋本伸哉●1，柏崎守弘  
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菊地義昭■1，池澤′広美●2  
（●l茨城大，●2北海道大）   
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高村義親暮l（●l茨城大〉  
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（◆1u爪iY．Dccup．Environ．  Envirom】lentala几d Occupationalltealth 甘ith Special  
He∂1th）   Rererence to Sllall－Scale E几terprises  

X－78  Rece爪t ResearellÅctivities on RiskAnalysis ror  9－12  
（●1〃atl．】爪6t．Public．  Che刀ica15ubsta爪Ce6  

¶ealth）  

Sessio几 人  足iskIdentification  
K－79   IndoorAjr（】ualiけIssuesinI∋uildi爪gS   15－26  

（◆l舶rvardUniv．）  

K－80  27－29  
（義Ichin．Aead．Prev．Hed．）  

Session B  ExposureAssess¶ent  
E－81  33－46  

（◆1usEPA）  PersonalExposure toVolatileOTganicChemicals．  
Particles．and Pesticidesim Air．DrinkingWat（汀．and  
House Dust  

ヒー邑2  仙れanExposはTetOAiTbortleCaTeinogelほハ山ta已el＝＝  47－53  
打i（ielsUru M8t6UShita轟2  Prelimimary Survey Dn PersonalExpDSUre a爪d  

（◆lNatl．】nst．P］blic   1ndoor／0ntdoorPollutionby UsimgnighlySensitive  
Ⅵe∂1th  Analyti⊂alHethod＄ for PAlts amd Nitro－P川s  

●2univ．Shizuoka）  

【－88   Routes of Expo6ur（ltO Potablelater Contaminants   54－58  
（■1univ．Pittsbur帥）  

【－84  Organo＝n Co叩Oundsin C（）aStalBiota，Japan   59－63  
YukoS（〉¶a  

Session C  tモi6k A5SeS写¶ent and Risk Characlerization  
l－85  ・．l・・■＝●●●●lll・●ノ  6T－77  

SeishiroHirano，  
KazuoT．Suzuki雷】  
（＝chibaUniv．）  

tl与モ   18－85                一．、・・・●I●．l・．・l●l●l  
（●luniv．Rochester）   Consideration of the Mechanisn of Toxicity   

K－87  Esti爪ation or Toxic Dose ofAttdO5pheric C（〕mpOundsin   86－gZ  
Xiyo占hiT且nabe◆l  Japan  
YukoS（〉ma  

（●1日atl．【nst．Public  

打ealth）  

X－88   ToxicokineticsofTrichloroethyleneinthe－orkplace   g3－101  
（＝Hed．Univ．Yamanashi）  

t－るg  Toxicoki爪etiesofDioxinandRelatedCompounds  102－1川  

MelvimE．Anderseれ雷】  
（事】cheれ1nd．【nst．Toxieol．）  

【－gO   ⅥealthRiskA＄SeSSlle几tbfToxie“etals  111－115   
（■1にarolin5kaInst．）  

【91  EnvironⅥentalEpidemiologyofHi爪a¶ata8iseasetith   116－12D  
（●1Natl．lnsしMinatnaしa  ST）eCialEllpha5is onits Relevance to Risk Assessnerlt  

Dis．）   Of HethyllRerCury  

Ⅰ－92   In VitroToxicity Testirlg andlモist A＄5eSSment   121－130  
（♯lJohnsHopkinsUniv．）  

【－g3  Junzo Yomemoto   LiⅥb Bud CellCulture for Tn VitroTeratogen   131136  
Prescreening   

K－g4  BjDrnEktall◆1   BasalCytotoxicity Data（BC－data）inHu¶anRisk   13ト140  
（●luniv．Uppsala）   asses＄ment   

一133   



言己号   発  表  者   題  目   ペ【ジ   

Sessio爪 D  Risk】anageIlenl   
Ⅹ－95  RobertG．Xellam●1  148－151    】ntegrated Si¶ulatio几Modelfor HealthIiisk Assess】le机   

（嘉1tJSEPA）  

K－96  Ju几 Sekizawa♯】   HealthRiskAsses5ment／Hanagement〔げPesticides   152－161  
（－】Ⅳatl．】nst．”yg．Sci．）   Princip】es andMetbo（is   

Ⅹ－g7  Health RiskAssessⅥent Orl）rinkinglater Conta¶inated  162－167  
AkibiroTokai●】  byllerbicide5 and Pesticides fromGolf い几ks  
（◆10sakaUniv．）  

Ⅹ－98   168－175  
Lesterl）．Grant◆1  Setting   

（◆1usEPÅ）  

国立環境研究所資料 F－4ト，92／NIES，（1992） 衛星からの大気観測データの利用に関する  
ワークショップ講演記録葉  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅹg9  渡連 発tl（－1名古屋犬）  名古屋大学太陽地球環境研究所におけるデータセンター活動  1－5   

Ⅹ100  鈴木勝久●】，小池其●Z  6－10   
（◆1横浜国大，●2名古屋大）   

X－101  ＝15  
耐野手一●1  

（暮l東北大）  

Ⅹ一102   気候システム研究における人工衛星データ利用一特に雲とェ   17－20  
アロゾルについて   

X－川3  神沢 博●1（●l国立極地研）  中層大気の物質循環（運動と組成の相互作用）   21Zg   

Ⅹ1（】4  秋元 孝   中層大気における窒素系微垂成分の大気化学   30－33   

X－10ち  山崎孝治◆l，千葉 島◆l  微致成分の輸送シミュレ【ションと将来の衛星データ解析手  

（■1気象研）   法の展望   
【－186  廣田 勇●l（♯1京都大〉   衛星データ利用の第三世代に対する提言   40－41   

K10T  鈴木 睦   【LASによるオゾン層化学に関する微量成分の蚊測とデータ処  42－46  
理・運用システムの開発方針   

K108  杉本伸夫   ADEOS搭載R【Sを用いた大気微塵分子の較別について   47－55   

甘－109  小川利紘●l（＝東京大）   N王mbusT／TOMS，ADEOS／TOHSのデータ利用について   56－60   

R－11【〉  小川利紘＝し＝兼寿大）   ÅD琶OS／川Gデータシステムの開発状況   も1－も5   

Ⅹ－111  66－72  

森弘隆蠣】，丸橋克美●1  
（●1通信総合研）  

X－112   

（事1通信総会研）   刺   

Ⅹ一113  柴崎和夫●】．R．Cbace●2  GlobalOzoneMonitori几gETperinent（GOHE〉 計画について  79－£3   
（◆1関学院大，◆2cFA〉  

Ⅹ一1‖  青木忠生◆1（◆l気象研）   7王RSEによる対流題下胃の微量成分衛星測定   もl閃   

【115  鈴木 睦，古田直紀，   衛星搭載用エシュレ回折格子型赤外分光器原理検証モデルの  gO－94  
笹野泰弘，森山隆■1．  成果と今後の開発計画   
中島正勝◆l，古澤明●】．  
谷井純●2，石田十郎事2．  
久世暁彦“  
（◆1宇宙開発事業臥  
◆2日本電気㈱）  

－134－   



国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－AOOト，91，（1991）  

官己号   発  表  者   項  目   ページ   

R－11ち  地球環境研究センター   
地球碍牒研究センター年報1周年記念創刊号（1g90年－19，1  46p．    牢）   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－GOOl－，90，（1991）平成2年度地球環境研  
究検討会報告書  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅰ117  市川惇信   はじめに   

X－118  岩坂春信●】（●1名古屋大）  オゾン層破壊   3－4   

l－11g  浦野絃平◆l（●1横浜国立大）  オゾン層破壊   5－6   

X－120  富永 健●1（●1東京大）   オゾン層破壊   7－8   

Ⅹ－1Zl  橋本 徹●】（●】神戸大）   オゾン層破壊   9－10   

Ⅰ一122  矢尾板英夫●1（●l自治医科大）  オゾン層破壊   11－13   

乱一123  及川武久◆l（◆l筑波大）   地球温暖化現象解明   15－16   

【－1Z4  半田暢彦●l（●l名古屋大）  地球温暖化現象解明   17－18   

Ⅹ－125  松野太郎雷1（■1東京大）   地球温暖化現象解明   1g－Z2   

E－128  絶技邦彦＝（れ東京大）   地球温暖化現象解明   23－24   

l－127  岩田規久男‖（●l上智大）  地球温暖化影響・対策   25－26   

K－128  茅 陽一●l（■l東京大）   地球温暖化影響・対策   ZトZ8   

K－1Zg  鈴木継美●l（雷l東京大）   地球温暖化影響・対策   29－30   

Ⅹ－130  田中 克事1（●】千葉県南生研〉  地球温暖化影響・対策   31－32   

X－131  松尾友雑事】（＝東京大）   地球温暖化影唱卜対策   33－35   

X－132  吉野正敏●】（●1筑波大）   地球温暖化影響・対策   37－3る   

K－133  植田洋匡◆l（◆l九州大）   酸性雨   3g－42   

K－1ち4  大喜多敏一－1（蝉1桜美林大）  酸性雨   ‖ト如   

Ⅹ－135  坂本 充蠣1（●】名古屋大）  酸性雨   4ト4g   

Ⅹ－136  橋本芳一●1（●1慶応大）   酸性雨   51－52   

X－137  高野健三暮】（暮l筑波大）   海洋汚染   53－54   

E－138  高橋正征■－（●l東京大）   海洋汚染   5い57   

K－13g  立川 涼●l（義l愛媛大）   海洋汚染   5g－62   

X－140  半田暢彦◆l（●1名古屋大）  海洋汚染   63－64   

Ⅹ－141  平野敏行事1（事】トキワ松学園  6ト67   

女子短期大〉   
Ⅹ－14Z  安部塚哉●l（●1扇郁大）   野生生物及び熱帯林   69－71   

麗－113  小野東上Jl（◆1九州大）   野生生物及び熱帯林   73－74   

K－144  安野正之   野生生物及び熱帯林   T5－77   

Ⅹ－145  俵田恭二●1（●1大阪市立大）  野生生物及び熱帯林   7g▼81   

Ⅹ一146  門村 浩●1（‖東京都立大）  砂漠化   る3－87   

Ⅹ一147  佐々波秀彦刈  総合化研究   89－91   

K－148  鈴木基之●l（■1東京大）   総合化研究   g3－95   

X14g  西岡秀三   
（れ国機運全地域関儲セ）  

総合化研究   gト100   

一135－   



国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－DOOl－▼92，（1992）  

雇己号   発  表  者   題  目   ページ   
l－150  地球環境研究センター   GIiID－Tsukuba   11p．   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－川01－’91（1991）第2回地球環境研究者  
交流会議予稿集  

記号   発  表  者   綴  目   ペ＿ジ   

特別シンポジウム「地球環境保全と経済成長一我が国の数量   
モデルの展望－」  

Ⅹ－151  西岡秀三  科学としての経済学への期待   
芳一ユ52  森田恒幸   地球凍項保全のための課税の動向と詰問願  Z－6   

K－153  宇沢弘文義1（り新潟大）   地球温暖化と炭素税   7－13   

K－154  後藤別行●1（＊1金沢大）   動態的市場均衡モデルによるCO2排出量抑制策の検討   14－17   

首一155  筑井甚吉◆1（事」亜細亜大〉  EPAターンパイク・モデルによるCO2排出盈の検討   ＝ト∴   

瞥一156  山地忠治◆1（雷】菓京大）  FORECAST21（中期経済予測システム）によるCO2税の検討   23－2T   

仁一157  伊藤浩吉事1   マクロ経済モデルによる温暖化対策の経済的影響評価の方法  
と試算例   

∬－158  伴 金美事1（－一大阪大）   餌ergγCo爪S8rVationa几dだcono円icPerfo川anCeinJapan  J3－35  
－AnEco爪OnetricApproaeh to CO℡Jmissions－   

K－15g  山崎茂樹◆1（■】cRC総合研）  地球温噴化対策の実施による我が国経済への影響分析   36－4Z   

仁一160  Akira OⅣISH【‖   FugiGlobalModelSi¶u181ionsofWorldEcono¶yandCO2  43－5Z  
（蠣】s（〕k且 U【iv、）   EnissioIIS、19gO一之Q口0   

F－161  稲葉和平●1  日経長期マクロモデルによるC82課税効果の検討   53－54   
（轟】日本経済新聞社）  

仁一162  宍戸放太郎●l（暮l国際大）  ‖‖トTSUXUBA－PA】S世界モデルによるCO。予測と政策分析仲間  55－56  
報告）   

正一163  エドモンズ・ライリーモデル及び温暖化影響モ′デルによる検  5ト65  
討  
各省庁における地球現場研究への取り組み状況について  

X－184   平成∂年度文部省関係地球環境問題主要施策   67－68  

Ⅹ－165  住 明正●l（書1東京大）   新プログラム方式による研究山アジア太平洋地域を中心とす  6g71  
る地球環境変動の研究”   

＼★÷トさ  木村 滋●1（●1農林水産省）  農林水産省における地球環境研究への取り組み状況について  7Z－73   

Ⅹ一167  福原道一●】   地球環境変化に伴う農林水産生態系の動態解明と予測技術の  74－7る  
（◆1農業環境技術研）   開発   

X168  蘭 道生●l   熱帯における地球環項研究一乾燥地の草地保全，砂漠化防止．  79－81  
（●1熱帯農業研究セ）   アグロフォレストリー等－   

文一16g  富田育男■】（◆l通商産業省）  通商産業省における地球環境研究への取り組み状況について  a2－85   

Ⅹ－170  相馬芳枝‖，議院正浩雷】  新エネルギー利用による二酸化炭素のリサイクル資源化技術  88－gO  
（◆l大阪工業技術試験所）  の研究  

Ⅹ－1Tl  佐伯理郎●】，石田茂資♯】  91－92   
（●l運輸省）   

【－172  野田 彰雷】（◆l気象研）   地球捏暖化予測に関する研究   93－97   

Ⅹ一1T3  吉田 昇◆1（●l郵政省）   郵政省における地球環境研究への取り組み状況について   耶ト102   

【－1T4  岡本謙一●1（雷■通信総合研〉  熱帯降雨椒軸衛星（Tm川）計画について   103－107   

g－175  村上兵事事」（一I建設ぎ）   建設省における地球碍堵研究への取り組ろ状況について   1日ト110   

Ⅹ－1T6  益倉克成◆l（●】土木研）   地球温噴化による河川流況の変化予湘   111－115   

【－1T7  黒石裕樹事l（●】国土地理院）  絶対重力測卦こよる海面上昇の監視   116－119   

136一   



雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

K－178  谷岡誠一◆l（●1国土地理院）  刺立地図分野と地球環境問題貢献メニューの提示と地球環  1ZO124  
境GISへの提言   

Ⅹ一17，  岡本信司■1（事1科学技術庁）  科学技術庁における地球環境研究への取り組み状況について  125－131   

l一＝川  松浦知徳●】  全球水文通提における災害予測に関する研究   13Z135   
（‖防災科学技術研）  

∬一川1  竹田厚●l  地球温暖化に伴う海面上昇のメカニズムの解明と影響評価   136－138   
（－1防災科学技術研）  

X－18Z  米谷恒春●l  地球温暖化に伴う降水量変動メカニズムの解明と影響評価   139－142   
（義l防災科学技術研）  

Ⅸ－183  浅沼印男事l  海洋科学按排iセンターにおける海洋紋別研究について   143－148   

（●l海洋科学技術セ）  

【－184  飯島 孝義l（●1環境庁）   環堵庁における地球環境研究への取り組み状況について   1小ト155   

R－1＄5  中根英昭   オゾン層の時間的・空間的変動の動態解明に関する研究   156－160   

X－186  坂東 博   温室効果気体等の組成・濃度の時間的・空間的変動の動態解  161－163  
明に関する研究   

X－187  原島 省   VOS（ボランティア オブザベーション シップ）による海洋頂  16ト170  
墳変動の研究   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－WOOl－’90，（1991）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅹ－1る8  地球領域研究センター   アジア太平洋地域における地球温暖化問題に関する研究ワー   21p．  
クンヨッブサマリー   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－WOO2－’90，（1991）  

雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

X18g  地球環墳研究センター   SUNNARY TnEAS】ANAND PACIFICYOtモXSItOP ON（LOBAL   27p．  
YAR帆ING RESEARC11   

－137－   



7．2 国立環境研究所研究発表会   

発表年月日 平成3年6月5日，6日  

記号   発  表  者   題  目   
k－1  天野耕二（社会環境システム部〉  湖の底にひそむ合成洗剤一分解されなかったLASはどこへ行くのか－   

k－ 2  相馬悠子（地域環境研究グループ）  海の中の有機スズ   

ト 3  竹下俊二（地域環境研究グループ）  富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究   

k－ 4  稲森悠平（地域環境研究グループ）  水辺環境づくりのための浄化槽   
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（●l東京大）  

8  

9  

0  

H．Shiraishi．  
Å．Ots山【1◆l  

S．Ha白hil10tO●l  

（＝Tokyo Univ．Fish．）  
Y．Solna  

高橋憤司，高橋弘．  

水間登れ  
（◆1東北大）  

Plant ＆ Cell  
Physiol．  

環境研究  
シミュレーショ ン  

地球を救うエコ・ビジ  
ネス川0のチャンス  
（日刊工業新聞社）  

電気学会論文誌D  
n   

（80）  

10（1）  

81－99  

76－85  

317p．  

5135Z2  

585－587  

1g91  

1ggl  

lggl  

lggl  

lggl  

B－ 46 B 47  

B－ 4  

B－ 4  

B 5  

電気自動車の将来  
Comeentrations or prgan（〕tin eolhpOundsi   

blue¶uSSels from the■harves or Tokyo   
ト1I  

Vibrationalspeetroscopy ror chrollatO－   
graphi亡 detectionin erlVirom爪ental   
ama】ysis  

抗体産性能を指接としたウズラ系統の選抜育   
種  

111（7）   

2 2  

Tre爪d5 Anal．Che†n．  

昭和57～61年虔科学技  
術振興調整費成果報彗  
専一実験動物の開発等  
に関する研究」 （科学技術庁研究 

開発  
局．49Zp．）  

昭和5T～61年度科学技  
術振興調整甥成果報彗  
書「実験動物の開発等  
に関する研究」  
（科学技術庁研究開発  

高橋惧司．高橋弘．  

後藤信男●】  

（●l家畜衛生試験所〉  

骨格計測による系統判別技術の開発  
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としたモニタリ  ング技術  
術振興調整負成果報告  
書「実験動物の開発等  
に関する研究」  
（科学技術庁研究開発  
嵐492p．）  

昭和57ノー61年度科学技  
術振興狗整負成果報望  
書「実験動物の開発等  
に関する研究」  
（科学技術庁研究開発  
局．492p，）  

国立水俣病研究センタ  
ー年報  
†01d Qu∂jlConr．  
Proc．   

吸入毒性  
（地人書館，Z27p．）  

攻入毒性  
（他人幸館．227p．〉  

化学工学  
J．AcousLSoc．AT【．  

小坂末威■‘、高痛憤司， 高橋弘 （‖山形大）  生化学的蝮詔遺伝子のモニタリング技術の研  究  

高橋偵司   

S．Takahashi．  
H．Takahashi．Y．Mizuma●1  
（嶋1Tohoku Univ．）  

高橋弘，高橋恨司   

高橋弘，高橋焼司   

竹下俊二  
軋Ta¶ura  

環境科学研究用に開発した実験動物の有用性   

Sensitivity to disease a爪d pollutantin   
theJapane＄e quailselected for high   
andl叩antibody producibility  

試験物質の発生法   

吸入装置と動物管理   

内湾海域の水質汚濁  
Spatialfourier tran＄fD川1ethod or   
ⅧeaSUring reflection coefficients at   
obllqueincidence．   
Ⅰ：Theory and numericalexa¶ples  

騒音公害と技術  

エコ・テクノロジーの展望  
はしめに   

環境を守るために   

おわりに－エコテクノロジーの夜明け   

地球環樋時代の環境管理  
有症率を支配する因子の推定  

B－ 56  

B－ 5T  

B－ 58  

月－ 59   

B－ 60  

B－ 61  

3ト35  

ト11  

1a23  

ぎ9一捕  

82  

2259－2264  

」991  

t，9．  

1992  

上99Z  

lg9Z  

lg90  

56（1）   

8 8  

田村正行  

内藤正明  
内藤正明   

内藤正明   

内藤正明   

内藤正明  
内藤正明．松本幸雄  

環境を守る技術エコ  
テクノロジーの時代へ  
（読売新聞社，251p．〉  
アクアス  
環境を守る技術  
（読売新聞社，251p．）  

環境を守る技術  
（読売新聞社，Z51p．）  

環境を守る技術  
（読売新聞社．z51p．〉  

品質  
平成2年虔環境庁委託  
業稀結果報告書大気汚  
染に係る環境保健サー  
ベイランスシステムの  
在り方に関する研究  
（（財）日本環境衛生セ  

ンター．119p．）  

大法輪  
環境情報科学  
ミュー・アルファ  
都市清掃  
つくば研究支援センタ  
ー会報  
項嘩公害新聞  
Mar．Ecol．Prog．Ser．  

【モー 6ご  

8－ 63  

8－ 6A  

B－ 65  

B－ 66  

B－ 6T  

B－ 68  

16ト192  

4－10   

2－3   

】2－20   

240－251   

245－256  

78－g3   

1ggl  

1991  

19gl  

】99】  

19gl  

1991  

1991  

g  

0  

内藤正明  
2  

き  
平田健正  

4  

5  

（■1∬jわ0刀伽jy．）  

6  

7  

も  

9  

汀．ShiraisIli．Y．Sugaya  

S．地tateya¶a  

地球を救う自然観とは  
「エコテクノロジー」概念に関する一考案  
「エコテクノロジー」を定義する  
リサイクル社会の構築に向けて  
有畜廃棄物と土壌・地下水汚染によるリスク   
を如何にして管理するか  

今後の廃棄物収集・輸送のあり方について  
Eneystrbent Of the red tide flagellate   

C上atto刀e」】a8刀tjqua 伽p力idopbyeeae）ご   
CySt yieldin batctlCultures and cyst   
flui in the field 

都市環境と住民の健康  
呼吸袈自覚症状調査  
個人レベルでの消塾生活の動向   
一先進国・都市型の生活一  

灯Onitoring oflhe overa上1pesticfde   
toticity of river■ater tO aqUatic   
Organis¶S USin8a 一丁e61川且ter Shrimp．   
Paratya compressai¶prOVisa  

Effects or chlornitroren．a herbicide，   
On reprOduction（】f BrachioれUS   
ureeolaris（rotator王a）through■ater   
and food（chlorella）  

電ケ満水系河川の又カェビ（Paratya   
conpressaimprovisa）生物試験による農   
薬毒性の季節変動  

CllrO爪ic erfects of ■aterborne or dietary   
exposure to a herbicide．chlornitrofen  
（2．」．6一‡rま亡力】oropbe〃γ卜」■一円jけopわenγ】   

ether）．0n reprOduction of Polypedilu帽  

6－ 6  

B－ 7  

B－ 71  

B－ 7  

B－ 7  

B－ 7  

B－ 7  

59（3）  

21（1〉  

7（さ）   

4 4  
（13）   

（1133）   

7 8  

36  

20－24  

Z2－2す  

115－11g  

14－15  

1Z  

Z7a－Z84  

都市問題研究  
保健の科学  
ストレスと人間科学   

Cbet10Sphere  

B一 丁  

B一 丁  

B－ 7  

β－ 7  

43（6）   

3 3   

6  

2 2  

5ト68  

681－885  

6Z－64  

2Z9－Z35  

1g91  

てう9．  

1g91  

1g91  

畠山成久．白石克明，  

浜田篤信●1  

（●l茨城県水産試験場）  

S．Hatakeyatla．  
軋Sbirai畠hi  

水質汚濁研究  

－ater Res．  
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朋acroinvertebrate co＝u几itie写in heavy   
¶et∂卜pol】uted riversin the Shikoku   
district orJap且几  

S．HatakeyaTna．Y．Sugaya．  
【．Satake．M．Miyashita．  
S．Fukushi¶a嘉l  

（●lYokohana Emviron．   
Res．l爪St．）  

T．Ha爪aZatO  

T．Hana2atO．M．Aizaki  

Rep．Su■a Hydrobiol．  

Jp〔．J．Liunol．  

Species composition′of cladoceran   
COmmunityin the higbly eutrophic Lake  
【asunigaura  

Ch∂ngeSin species colnpOSitio几Of clado   
ceran comn】nityin Lak8KasumigauTa   
durimglg8い1889：Occurrenc80f   
Daphnia galeata andits erfect on   
algal bionass 

Effe亡tS Or a Chaoborusreleased chelhical   
on Daphnia三川bigua：Reductionim the   
t（〉1e†anCe Of thやnaphnia to sunmer   
■ater telnperきt11re  

】nfluence of food de爪Sity on the errects   
of a Chaoborus－released chemicalon   
Dapbnia ambigua  

】nterrelatio几S bet■ee爪Hicrocystis and   
Cladocerain tlle hi8hly eutr叩hic Lake   
X∂Sumigaura，Japan  

lmsightsinto co¶petitioni几ZOOplankton   
col川unilies derived rrom st］dies］Sing   
eよperimentalpo几ds  

Effects ofl（〕ng－amd short▲tern eXpO白ure   
to亡arb且rylon survival．groYth and   
reproducti（〕爪Of Daphnia aTnbi且Ua  

Effects of repeated application of   
Carbarylon zooplankton comm］nitiesin   
experinentalponds Yitb or Yithout the   
Predator Chaoborus  

Induction of developlnent Of high helmets   
bγa ChaoboTUS－released chenicalin   
Daphnia galeata  

P（ゝSliく1de6 a6 Chemicalagentsi爪ducing   
helllet fo川atio几i几Daphnia ambigua  

lm6eCticideimducing hel巾et develo叩ent   
in t〉aphnia且mbig］且  

土壌・地下水中における揮発性有機塩素化合   
物の挙動と汚染源探知  

有機塩素化合物による地下水汚染  

AⅥ0几itoring system or river Yater Of a   
¶Ountainous eeo5y6te¶foT enYironⅥen   
talllanag（∋Ment  

6－86  

FreshTater t！iol．  

lmt．Revue ges．  

Hydr（〕biol．   

†erh．【nt．Ver．Lil日nOl．  

E爪Vjron．Pollut．  

Environ．Pollut．  
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1991  
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8－87  
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B－る9  

トー うJ  

6－gl  

T．Hanazato  

T．HaれaZat（〕  

T．Hanazato．M．Ya6UnO蝉l  

（事IEnviTOn．Biol．Div．）   

T．Hanazato  

T．Hanazato  

122（2）  

2 6   

123り）  

3 3  

Arch．nydrobiol．  

FresbYater Biol．   

Årel】．Rydr【）biol．   

水   

地下水汚染清  
その基礎と応用  

（共立出版㈱．340p．）  

IAliS Publ．  

167－175  

419－424   

拍l－457  

28－34  

21－a8  

1Z4－128  
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1991  

19g2  
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1ggl  

！う9二  

8－92  

B－ 93  

B－ 94   

B－ 95   

針・M  

B－ g7  

T．Hanazato  

T．Hanazato  

T．Hanazato   

平田健正   

平田健正  

T．几aka¶ata＝．T．Hirata，  
X．Huraoka●2  
（●】Ⅳat．【nst．Agro－  

Emviron．Sei．  
－20sata UれiY．〉  

T．Hirata．F．Muraoka義1  
（◆10saka Univ．）  

T．Hirata．0．Hakasugi．  
M．Yoshioka◆1，K．Sumi■2  
（●1Enviroれ．Sci．Inst．  

HyOgD Pref... 
事2HyDgO Pref．Gov．）  
平田健正   

T．Chang川an◆l．  

T．Hirata．X．Muraoka◆2  
（◆lzhomgshan Univ．．   

t28saka Univ．）  
2  

3  

（●1大阪大）  

4  

（◆l大阪大）  

5  

2035－203g  

lD17  

n   

1stIAWPRCInt．S川p．  
Hazard Asse6S．＆  
ConlroIEnYiron．  
Conta円．－ater   

地下水技術   

爪   

Chelniealcha爪geS■ith Yater n王graLjoni   
a rore写t eCOSySte¶  

Groun血ater pollution by 〉01atile   
OrganOChlorimesinJapa几 and related   
phenomemaillSUbsurface ellYiron¶ent  

有機塩素化合物の地下水汚染   
（その2）汚染調査と汚染実態  

The¶eChanisM Of storlnflo■ generationi   
the snallforesled ▼aterShed  

森林生態系における物質循環と渓流水質  
有機垢素化合物の地下水汚染  

【その3］浄化対策と数値シミュレーション  
筑波森林試験地における水および物質の移動   
について  

生物学的多様性  

Factors elPlaini叩Sedi¶ent COnCemtra－   
tioms or16（・leMentS 王n Z8Japanese   
eutrophiclakes  

33（12）   

10（3）  

水  
塊下水技術   

水工学論文集   

地球温暖化による社会  
鼠Z響  

（技報堂出版．332p．）  

－ater Sci，＆Technol．  

34（3）  

34（1）  

3 6  

63－71  

32－43  

579－585  

117－1Z6  

465－474  

1992  

1992  

19g2  

1ggl  

lう1jl  

B－10  

B－10  

B－1D  

B－10  

B－106  T．F血ushiMa，X．AmAnO●1．  
‡．Muraoka●2  

（－1soc．＆EnYiron．Syst   
Div．．  

事20saka Univ．  

ー147－ 一   



Dynaれics of particulate血atter ne4r the  
lOu＝10finflux riverin T∂kahanairi   
Bay of Lake【asuⅥigaura．■ith叩eCial   
reference tO nitrogen and ph（〕Sphorus  

Lake co叩aratiYe StUdy amdit6appli亡a－   
tion to¶anage几ent Of drainage basi爪・   

Lake Dianchi（Chima），Lake Songkhla  
（Thailand）．Lake Laguna（PhiIippines〉   
amd Lake Kasunigaura（Japa几）  

T．FukushiⅦa．M．Aizaki．  
S．Ebise●1  

（◆lwater＆soil   
EllVirolしDiv．）  

T．Fukushilna，  
H．Haras且Ya■l．M．Aizaki．  
軋Tachibama●2．  
l，Muraoね●コ  

（●1soc．亀Environ．Syst．   

Div．．  

■2Rokkaido tJniv．．  
●）Dsaka Univ．）  

松本幸雄．新藤純子●l．  
廣崎昭太●2．伊藤政志●0．  

青木一幸●〇，  

朝来野国彦●〇  

（●l農業環境技術研．  

●2農林水産技術情報協   
会．  

●3東京都現場科学研）  
新藤純子●1．松本幸雄．  

廣崎昭太●2．伊藤政志◆コ  

青木一幸－コ． 朝来野国彦”  

（●1農業環境技術研，  

■2農林水産技術情報協   
会，   

－コ東京都環境科学研）  

新藤純子■㌧松本幸雄  
（●l農業環墳技術研）   

松太幸雄．内藤正明  

Pr【）C．Synp．－LillnOI  

CoMP．Chin．＆Jpn．  

LakesM Hokkaido  

Umiv．  

桐変調査による〃02濃度の時間空間変動と   
空間分布構造の安定性一束京都の市部を中   
心とした約20kⅦ四方の領域内の変動－  

大気汚染学会誌  

大気汚染学会誌  桐密詣査による¶02濃度の時間空間変動と   
空間分布構造の安定性調査時斯および領   
域の遅いlこよる変動構造の比較  

大気汚染学会誌  

平成2年虔環境庁委託  
業務結果報告書大気汚  
染に係る環境保健サー  
ベイランスシステムの  
在り方に関する研究  
（（財）日本環境衛生セ  

ンター．119p．）  

応用統計学  

二酸化窒素日平均濃度の交差点周辺における   
変動構造の解析   
一世田谷区上馬交差点における調査  

有病率と調香地域の一般大気環境測定局濃度  

追悼 廣崎昭太博士  奥野忠一●l．塩見正衡“  
松本幸雄  
（●1東京理科大．  

＊2農業環穣技術研）  
三浦卓，梅津豊司．  

小林隆弘＝，鈴木明‖，  
高橋憤司．高摘弘．  

高橋勇二●1，野原恵子■1  
藤巻秀和り．持立克身－1  
（＝環境健康部）  

三浦卓．村上正孝●l．  

内山巌妊－2．小林隆弘義コ  

神馬征峰”  
（‖筑波大．  

●2国立公衆衛生院．  
■コ環境健康部）  

三浦卓ノト林隆弘●】  

（●l環境健康部）  

平成2年度公者健康被  
害補償予防協会業務報  
告書  
（日本公衆衛生協会．  

p．）   

大気汚染物質のレビュ  
ー・ガス状物質・エア  
ロゾルの生体影響  
（日本科学技術情報セ  
ンター．g2p．）   

地域における大気汚染  
による健康被害の予防  
システムのあり方に関  
する研究（大気汚染研  
究協会，98p．）  

大気中有者化学物質の  
リスクアセスメントに  
関する調査研究  
（日本原堵衛生センタ  
←，114p．）  

吸入毒性  
（他人事蛇．221p．〉  

国設大気測定桐のあり  
方に関する調査研究  
一今後の国設大気測定  
桐と方法の検討  
（大気汚染研究協会．  

110p．）  

NOxの健康影響に関する実験的研究  

実験的慢性閉塞性師疾虐一動物実験の結果  

大気汚染健康影響評価方法の検討  

大気中有害化学物質の健康リスク評価  三浦卓  

生化学的検査法  

欧州における大気汚染モニタリングの現状  
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A．Yasuhara．  
T．Shibamoto事l  
（‖univ．California）   

安原昭夫   

A．Yasリー柑ra．  

T．Shiba¶OtO●l  

（●llIni〉．California）  

安原昭夫  
沖典男●l．中野武＝，  

辻正彦－l．奥野年秀義l．  

安原昭夫  
（●l兵庫県立衛生研）  
A．Yasuhar且．H．1to事】  

（●lE几Viron．Chem．Div．）  

安原昭夫  
安原昭夫．中杉修身  
鈴木茂●l．石黒智彦◆2．  

安原昭夫  
（●1川崎市公害研．  

■2日本項墳衛生セ）  

Determinalion of volatile alipbatic   
aldehydesin the beadspace oflleated   
rood oil＄by derivatization Yith2－   
amimoethanetbioI  

Determination of acrolein evoIved fro¶   
heat8d Yegetable oilby N」姐ethylhydra‾   
Zllle COnVerSlOn  

大気中の低級アルデヒド績の分析法  
廃棄物の焼印に伴う有機塩素化合物の排出  

J．ChrollatOgr．  

燃焼・熱分解と化学物  
質（環境化学研究会）  
Agric．8iol．Chen．  

王早場化学  
瑠墳化学  

140p．，   

263g－2648  

253－2門   

291－298  

1g91  

1ggl  

19gl  

1991  

B－122  

B－123  

B－124  

B－125  

J．Emvirom．CheⅥ   

都市清掃  
環境化学  
環境化学  

525－52る  

3tト42  

25－30  

7卜78  

1ggl  

lgg2  

1g92  

1盲9：  

Colnbustion product50f po＝「  
（vi叩1ch】oride）  

浸出液中の未規制物質  
廃棄物埋立地浸出水中の化学成分（第1報）  
大気中化学物質の分析法開発における検出限   
界の定め方について  

Lillb bud cellcult】∫e forim vitro   
teratogen scree几ing：Validatiom study   
forlnetals and related compound6  

A study】Si爪g a three dinensional   
photochelnicals¶Og rOr†hatio111hOdel   
under eonditibns of co叩1ex rloY   

Specirication of source chara亡teristics   
for ozone predictioniれ a COnplex   
airsbed  

日本の酸性雨の化学  

B－126   

B－12T  

B－128  

B－1Z9  

J．Yon帥OtO，A．Ka▼agOe暮1  
（■lEnvirom．］ealtllSci．   

Div．）  

S．■aka¶atSu．  

【．L．Sehere●】  

（●1Atmos．Sci．Hodeling   
Div．，AREAL US－EPA）  

S．甘akalnatSu．【．U爪0．  

R．A．－adden◆1  

（◆1u爪iv．】11inois）  

玉置元則●l．加藤拓紀●1．  

関口恭一●1．北村守次－l．  

田口圭介●1，  

大原真由美●l．森淳子◆l．  

若松伸司．村野健太郎●2．  
大喜多敏一■1．  

山中芳夫＝．原宏事1  
（●1酸性雨全国状況デー  

タ解析グ．  

◆2地球環境研究グ）  

森淳子●】．大原真由美●1 
若松伸司．村野健太郎●2  
田口圭介●l．関口恭一●1  
玉置元別■1．加藤拓紀◆l  
北村守次●1．  

大喜多敏一●l．  

山中芳夫雷】，原宏●l  

（●l酸性雨全国的状況デ  
ータ解析グ．   

事2地球碍堵研究グ）  

若松伸司  

Enviroれ．Sc王．  

Åtmos．Res．＆Exposure  

A＄SeS5．Lab．Off．Res．＆  

DeY．VS．EPÅ   

Air Pollut．Hodeling  

＆【ts Appl．Ⅷ   

日本化学会誌  （5）  

日本化学会誌  
酸性沈轡物における硝酸イオンと硫酸イオン  の当慮比に関する考察  

都市域における高濃度  
大気汚染の出現メカニ  
ズムと制御に関する研  
究（平成1－3年度文部  
省科学研究史縞肋金一  
般研究（C）研究成果報  
告書）  

建築と都市の7k環境計  
画（彰国社、216p．〉  

La几dscapeIies．   

第101回目木杯学会論  
文集   

造園雑誌   
グローバルネノト   

農村計画学会誌  

社会環境システム部  
青木賜二   

Y．Aoki   

山根正伸◆l．青柳みどり  
（＝神奈川県林業試験場）   

青柳みどり，山根正伸●l  
（－1神奈川県林業試験場）  
青柳みどり   

青柳みどり  

C  

C－ 1   

C－ 2  

、’l コ  

C－ 4  

C－ 5  

、’l さ  

水環境計画の手順と方法   

Evaluatiomllethods forlandscapes■ith   
greenery  

大都市近郊における森林管理政頚の研究（Ⅰ）   
森林環堵サービスと都市近郊林の山林経   

営一  
都市近郊林側保全のための林地所有者の行動   
についての実証的研究  

地球にやさしい暮らし方を知るための技術評   
価研究  

首都圏近郊の日帰りリクリェーーシ1ン地の需   
要評価に関する研究  
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ニー91  
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一ダラビティ聖のモデルの応  
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青柳みどり   

青柳ろどり．森口祐一●l  
近藤美則，清水浩一1  

（●1地域環境研究グ）  

天野耕二  
大井紘  
小野宏哉  

比較分析  
生活に関連したCO2削減対策の可能性の評   
価   

水環境における LAS  
消耗品としての科学  
環境から見る社会資本整備の課題   

廃棄物汚染一般廃棄物とその対策一  
地球環境間魔の背景と現状  

「上流問題」と「下流問題」の結合  
環境にやさしい＝自分にきびしい？  
子孫からの預りもの  
21世璽己の“リサイクル社会け にむけて  
南北問題としての地球環境問是亘  
流通ごみ  
ごみにしない選択  
地球環境保全と廃棄物管理との接点  
大気中の二酸化炭素濃度の観測他  

自由連想調査を通した湖環境に対する住民意   
言放の研究  

市場メカニズム活用型の環境政策  
環境を守るために市場の活力は生かせるか  
水田におけるリン浸透排出推定のためのモデ   
ル化  

窒素■りんの土壌からの流出と水環境への影   
響   

水田表面水リン濃度変化のモデル化  

エネルギー経済  

水  
瑠境衛生工学研究  
21世紀のくにづくりを  
考える（TDTO出版．p．）  
公衆衛生  
地球環境問題を考える  
（埼玉県自治研修所．  

181p．）  

1ndust  
廃棄物  
廃棄物  
生活と環境  
環境情報科学  
廃棄物  
廃棄物  
廃棄物学会誌  
日本南極地域税別隊第  
31次傑報告（国立極虻  
研究所．498p．）  

環埴科学会誌   

都市問題  
かんきょう  
農業土木学会論文集  

弘
弘
 
 

典
典
 
 

藤
藤
 
 

後
後
 
 

後藤典弘  
後藤典弘  
後藤典弘  
後藤典弘  
後藤典弘  
後藤典弘  
後藤典弘  
後藤典弘  
酒水明  

碩賀伸介．大井紘．  

原沢英夫  
目引聡  
日引聡  
森保文．細見正明♯】，  

山口武別■2  

（●1水土壌圏乳墳弧  
■2農業環境技術研）  

森保文  

森保文．細見正明●1．  

山口武別－2  

（●1水土壌圏環境部，  

◆雲農業環嘆技術研）  

安岡善文  

宮崎惰＝．鷹野洋事1，  

安岡善文  
（◆l岡山県環境保健セ）  

水底克己‖，二宮勝幸◆l  
雫石雅美●2，多賀保志◆3  
安岡善文  
（事l随浜市環境科学研．  
◆2（株〉パスコ．  

－コ日本鯨顆研）  

大久保彰人－l．安岡善文  
奥田敏統．東公一●2  
森賢三雷コ  
（◆l福岡県衛生公害セ．  

暮2福田県，  

●コ㈱社会調査研）  

安岡善文  
Y．Yanagata．N．Furuy且◆1  
（事1甑t．1nst．Agro－   

Environ．Sci．）  

化学環境部  
H．1to，M．Morita  
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1ggl  

lggl  
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平成2年庭土壊汚染監  
視調査（日本土壌肥料  
学会，71p．）  

農業土木学会論文集  

街づくりにおける情報処理技法  

ランドサット TMデータによる児島湖及び周   
辺水域の水質分布推定   

THデータによる東京湾のクロロフィルa点   
の観測の検討一中間赤外域における水質情   
報相出の可能性  

魅力ある街づくりの新  
展開  
（ぎょうせい．23Zp．）  
日本リモートセンンン  
グ学会誌   

日本リモートセンシン  
グ学会誌  

福岡県都市部における土地被眉分類図の作成   
福岡県環境ヂ←タパンクシステムにおけ   

る適用例  

日本リモートセンシソ グ学会誌  

画像処理分野への適用  
SuTface te叩erature山一ference and〃D†】   

for a8ri亡ulture resDurCeS¶0几itorimg   
U5ing Ⅳ0ÅA  

7k環境学会誌  
Appl．Rel10te Se几Sing  
Resour．Monit．＆Veg．  
Happ．（Res．lnr．Cent．  
TakaiUniv‥147p．）  

A几al．Sci．  

ごlユニ  

C－ 34  

l、  

ロー 1  7（Suppl．）  Deterl再nation of polychlorodibenzo－P－   
dioxin＄ and poly亡hlorodibenzofuransin   
paper producIs by high res【）1ution   
GC／MS  

Definitio爪Of totalbiosynthesis patl川ay   
of taurolipidsin TetrahJⅦena Cells  

Species－SpeCific antibodies of   
Tetrahylれena aCid（Ⅰ－glueDSidase  

Chemistry and bjochenistry of tauro一  

Biochen．Biophys．Acta   

Co¶p．Bioche¶．  

Pbysiol．  

Prog．Lipid Res．  

10 84   

10（】B（1〉   

101104  

31－35  

【．Eaya．T．Sa几O   

Y．Banno●l．N．Sasaki‖  
T．Yo6bino■l．Y．Okano＝  
K．∬aya．Y．Noza－a◆l  

（●1Giru Univ．）  

K．Xaya  
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己●l．復谷邦光  環増中のⅣ－ニトロソ化合  
（●1㈱島津製作所）  

K．Ji几＝，Y．Shib且ta．  
H．Morita  
（◆1月okkaido【mst．   

Public Health）  
軋Seyama，  

」．S．E血omds●l  

H．」．Moran◆】．Y．Shibata．  
≠．Sて）ma，≠．恥Tita  

（‖恥st．Aust．Mar．Res．   
Lab．）  

H．Seyana．Y．Sona●1．  
M．Som且，S．Takao●2．  
T．Sakurai暮2．s．Taga¶i●℡  

（●一尺eg．餌再〃肌D汗．  

暮2Fuk】Oka E！lV王ro】1、   

Res．CenL）  
打．lamekD＊l．s．ca¶ara●1，  
S．Ozeki■l．M．Soma  
（◆lchiba Univ．）  

J．ⅠⅥai＝，H．Som且．  

S．Ozaki●l，T．Suzuki－1  
Ⅹ．Xaneko●1  

（事】chiba伽iv．）  

M．Sona．A．Ta】lata．  
且．Sey且ma  

Dete川inatlon of ge川aれiuh SpeCle＄by   
bydride generation－ind］Ctively coupled   
argon plas¶a ma＄S SPeCtrOnetry   

Periodiciけin fish otolith Sr．Ⅳa．and  
【亡OrreSPOllds YitllVi5ualballdimg  

lExDelientia 

Fresenius◆J．A】1al Chem．  
Application（）f secondaryioれmaSS   

SpeCtrOmetry（S川S）for the analysis   
of asbestos fiber写  

Dyna円ic NO〇－adsDrption cbaracterisics   

Ofiron oxide－dispersed act王vated   
carbon fibers  

Reaction of di¶erized NOx（x＝10r2）   
■itb SO2im a restricted sli卜Shaped   
¶icropore space   

80nd王ng state of sodiuⅦin a叩hibole   
鳳ineで乱1ミ ミt11died by X一丁ay photoelec－   
tr〔〉n ＄peCtrOSeOPy  

黄砂エアロゾルの降下五分布   
一一般頂墳大気測定局の利用  

Carbo几  

J．Pbys．CheⅥ．  

1287－12竜勺  

g955－9960  

7（Suppl．）  

38（4）  西川雅高．溝口次夫雷1．  

笹野泰弘●】．金森悟◆2．  

金森傾子事2  

（●1地球環境研究グ．  

●2名古尾大）  

軋Ⅳishila■a．  

S．Xa爪am〔〉ri●1  

Ⅳ．lallamDriヽ1  

T．Mizoguchi●2  
S．Murayalna◆〇．s．Aoki●4  

S．Xa■aguChi雷d  

（■lⅣagoya Univ．．  

●2GlobalEnviTOll．   
Div．，  

●コTohotu Ulliv．．  

◆4N【PRト  

金森悟●】，金森暢子暮】．  

西川猟乱溝口次夫●2  
（●1名古屋大．  

事2地球環境研究グ）  

E．Fushilni◆1  

M．Ⅳishil【aWa．  

H．Hitsuda◆2  
（■りpn．Heteorol．  

A且e爪Cy．   
■2Heteorol．ColI．）  

西川雅乱溝口次夫－l．  
金森悟■2．金森帽子●2  

（◆1地球現場研究グ、  

●7名古屋大）  

H．Nisbikawa．  
S．Xanam）ri●l  

N．XaR8頂8ri●】  

T．Hizo且uChi●2  
（＝Nagoya UmiY．．   

●2Globa】EれYiron．  
Div．）  

T．Fujii．X．Ⅸakizaki●l  
H．1shii●t  

（4）  DistTibuti〔川Of elementaland organic   
Carbon aerosoIsin the atl10Sphere   
be川eenJapan and且ntarCtica  

Proc．Ⅳ】PR Sい叩．Po】ar  

Heteorol．Glaciol．  

大気水圏の科学「黄砂」  
（古今舎院一328p．）  

Oc8anOgr．Hag．  
Floating pullicesim thelester几North  Paciric  

黄砂エアロ′ル中の水溶性成分間のイオンバ   
ランス  

Xosa aerosolas eolian c8rrieT Of   
anthrDpOgeれiclmaterial  

エアロゾル研究  

Che¶．Phys．  

int．J．〟assざpectT．＆  
】onl〉TOCeS5eS  

J．Ånal．At．Spectrolm．  

S］rfaeeio】1ization of organolnetallic   
compounds：Organic derivatives ofⅧain   
group Ⅲ－V element＄  

Surfaceionizatio几maSS SpeCtro爪etry Or   
Organic eo叩Ounds   
Part4．Oxigem－COmtaining orgamic   
co¶pOUnds  

Opt王¶ization or theⅥaSS SCann王ng rate   
for the deterⅦination ofleadisotope   
ratios usIng aninductively coupled  

（■1－eiseiUniv．）  

T．Fuj‖．K．takizaki◆∫  
Y．M王tsutsuta●1  
（雷1MeiseiUniv．）   

N．Furuta  
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isotope ratios dete川ined byinductiv－   
e】y co岬1ed plas¶a帽aSS SpeClro¶etry  

Fumda1日entalst］dies oflaser ablation   
for theintroduct王on of po¶dered solid   
Samplesi爪tO aninductively⊂OUpled   
plaslha  

レーザー7プレーショシを試料導入法として   
用いた誘導結合プラズマ質毘分析  

ダイオキシンの化学と毒性  
有機金属などによる海洋汚染  
有害化芋物質lこ関する研究の現況と将来動向  
吸着濃縮及び電気伝導度検出を用いたガスク   
ロマトグラフィーによる大気中揮発性有機   
ハロゲン化合物類の自動モニタリングシス   
テム  

Stock discrilnjnation by trace－element   
analysis of o101iths or orange ro］ghy  
（noplostethus atlanticus）．a deep一   
■aterl口arine te】eost  

Dett汀mination of organo－＝n conp（〕undsi爪   
mari几e Water  
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岡本恵美子”，  

市岡耕二■㌧森田呂敏  
（◆1電気化学計器㈱）  

J．S．EdohOmds‖  
N．Caputi♯1．机．Horita  
（●1west．Aust．Har．Res．   

Lab．）  

H．Xon●l．s．seriz洲a事2  
M．Xatsu雷2．M．Morita  
（●1Environ．Co几trOI   

Cent．．  
●2Environ．Res．Cent．）  

Y．Hattori◆l  
H．Yamamoto事1，  
R．Hagai事1．x．No爪aka‖，  
E．Hashil10tO”．  
S．Ⅳaka爪Ura■l，  

M．Ⅳak且mOtO■1．  

H．Shiraishi，H．Morita  
（■10saka Pref．Gov．）  

森田昌敏  
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D－ 2  

D－ 2  

D－ Z  
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材料とプロセス   

紙パルプ技術協会誌  
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生活と環境  
分析化学  
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AustJ．Mar．Fresh－  

■ater Res．  

Anal．Sci．  

Determination of tributyltin and   
tripllellyltin co叩0Undsin enviroIl－   
¶e爪talandilldustri且1waste▼aterS by   
gas ehromatography  

タイオキンシン入門  
（日本環境衛生センタ  
ー）  

Fish．Res．  J．S．EdlnOnds●】  

R．C．J．Lenanton◆1  
N．Caputi●】，H．Morita  
（◆1－est．Aust．Har．Res．  

Lab．）  

森田邑敏  
森田邑敏  
S．Hanabe■l．0．Wada＝  
〟．細orita．  

S．1zulhikaYa象2  
Ⅰ．Åsatuno◆2．”．Suzuki●コ  

（●】univ．Tokyo．  

－2Tokyo Metrop．Res．   
Inst．．  

蝉ONat．Food Res．Inst．）  
森田昌敏   

吉永淳．鈴木継美■1  

（●l東京大）  

吉永淳．森田昌敏   

C．Suzukj，J．Yoshinaga．  
M．Mori【a   

環境億康部  
Y．Aoki．  
E．【．Silbergeld事－，  

S．H．Max‖，B．A．FoYler●1  
（■1uniY、Haryland）  
青木康展   

Y．Aoki．C．Tohya巾a．  
X．T．Suzuki  
H．S】naga■1．Y．Ya¶ane●l、  

Y．Aoki．に．T．Su：こuki  

（＝chiba U爪iv．）  

y．Aokj．g．T．Suz血j  

Trace elementsin the otoliths of   
yello廿－eye1日Ullet（Aldrichetta   
rorsteri）as an aid to stockident卜   
rication   

lCP質屋分析法  
環境化学物質分析の歴史と果たしてきた役割  
Oce】rrenCe Of carcin（）gen王C amino一α－   

earbolinesin so¶e enV王ronmental   
Samples  

計測と制御  
資源環境対策  
E爪Viro爪．Pollut 

．11＝1   

28   

75  

186－】89  

108－110  

3（）卜305  

D－ 38  

p－ 37  

D－ 38  

D－ 39  

E  

E－ 1  

化学技術入門  
（オーム社．224p．）  

食の科学   

Biolned．Res．Trace  
E】em．  

Anal．Sci．  

1Z－49  

16∴－  

1ポト144  

ggト1000  

19gZ  

二う1）－  

1ggl  

．うう－  

微量元素と健康   
その摂取／囁霞による人体への影響一  

生体中ヨウ素の【CP－MS分析による分析   

Determillation of trace elementsin pure   
Water byICP¶aSS SPeetrOmetry  

Alteralionsin protein s川【hesisin rat   
‖ver cells byin v＝ro andin vivo   
expo＄Ure tO 2，3．7，8 － tetraChlor〔卜   
dibenzo－P－diolin  

バクテリアの水銀耐性遺伝子制御タンパク質  
（州erR）と水銀イオンの結合様式  

A■eStern blo＝」ng pTOCedure ror detec－   
t王0n OrⅥetallothjonei爪  

Dirrerent distribu＝on（〕f cadTniu川in 仁he   
＝ver supernat8nt bet■eenin vivo and   
jn vitro  

pefeぐIion or爪etalコolわ50nei爪br■eざこern  

化学と工業   

J．BioeheⅧ＆Biophys．  

Hethods  

Res．Co爪mUn．CIle†n．  

Pathol．＆ Pharl口aCOl．   

〟elhodざEnz川Oj．  

11g5－1196   

ヱ07218   

Z15－222  

1¢8－11d  

1991  

．う9l  

．ううl  

柑引  
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lCytOteehnOioBy A simp】e¶ethod for 王n situ freezing of   
aれCborage－dependent ce＝sincludin且   
ratliYer paremChymalcells  

T．Ohれ0●1．  

l．Saijo一餌rita暮l，  

N．Miyanoto－Eimori－1  
T．Xurose◆1，Y．Aoki，  
S．Yosinura■l  
（●1Rike几Geイe8amk）  
Y．Ohta  Pr（〕亡．ⅦInt．PneulnO－  

conioses Conr．．  
Au且USL 23－26．1g88．  
Pittsburgh．U．S．Å．  
Proc．1机．Symp．  
E几Viro爪．Life Ele¶．＆  

Health．8eiji爪，  
People‘s Repub．China  
（Scj．Press．Beijing．   
390p．）  

J．m川．Ergol．  

1】ealth Sci．  

J．CellBio】．  

Åccu¶ulation and eo¶POSitiDm Orinhaled   
particulates 王n huna几1u几gS  

Co爪tent Of essentialtrace elementsin   
hair rro円 CllildrenliYedin keshan   

direare dirtriet in China 

Y．Ohta．A．Ⅳakano．  
M．Matsut10tO，F．Li●l  
（■1Liaoning Acad．Med．   

Sci．）  

M・”urakami事】t軋Ono、  

Ⅸ．Ta爪］ra  

（雷1univ．Tsukuba）  

小野雅司  
E．Otto●1．M．Xuni¶OtO，  
T．H亡L且u帥1i爪事】．  

V．8ennett暮l  

（◆lDuku UniY．Med．   

Cent．）  

軋Kunimoto，E．Otto♯1．  
Y．馳nnett●】  

（●1Duke U爪iv．Med．   

Cent．〉  

国本学   

4  

5  

N．Sugihira．l．T．Suzuki   

i  

て  

Health probrems of resident5 aloIlg   
heavy－trarric r（〕ads   

大気汚染とぜん息  
Isolation a爪d characterization or cl）NÅs   
ellCOding human brain ankyrins reveala   
ra¶ily of altermatively spliced genes  

A几e¶ 440－kDisofo川is thelnajor   
且nkyTinin neonaしalTat bTai札  

脳神経系におけるアンキリンの分子多様性と   
その生理的意義  

大気環境と喘息  
BiologlCaldiscriⅣination betYeen   

cal亡iuln and strontiu¶in kidmeys and   
bone of young a11d adult rats  

Discri¶i爪ation betYeen StrOntium a几d   
calc＝川in sueklimg rats  

肺機能検査法   

生体は元素をどのように識別しているか  
Changesin elerbent COnCentration and   

distributi（〕爪i爪breasトmilk fracti（〕nS   
or a、healthylactating¶Otber  

蛋白質核酸酵素   
グロー′ヾルネソト  
Biol．Trace Eleln．Res．  

Biol．Trace Ele爪．Res．   

吸入毒性  
（地人書館．ZZ7p．〉  

B‖）¶edica  

Biol．Trace Ele¶．Res．  

3 7   

（12〉  

2 8  

2 9  

1gg2  

1g91  

1ggl  

1991  

1992  

1，9、  

1g91  

730－736  

2もー27  

18ト194  

－11「  

6g－7g  

303－306  

109－121  

卜15  

E－1  

E－1  

ニー 二  

ごl：  

E－18  

E－19  

鈴木和夫  
Ⅸ．T．S］ZUki．  

H．Tamaga■a◆1  

S．”irano．E．嵐obayasbi．  
X．7aka†laShi■2  

N．Shi¶Ojo●〇  

（義1uniY．Tsukuba．  

◆2GuM柑Ihh．）  
Y．SuⅧi■l．¶．R．Fukuda曽I  

T．Hurakami‖  
T．Suz］ki●l  

287－2g3  Histoche†hicalloealization or copper．  
irDn and iinc in the larvae of the 
¶ayfly Beatis tbernicu5imhab王t王ng a   
river polluted■＝h heavy meしals  S．Hatakeyama－2  

R．T．Suzuki  
（象Ist．Harianna Umiv．．  
◆2Reg．Enviro爪．DiY．）  

C．D．Xlaass8n●l．  
X．T．Suzuki  
（雷】univ．∬amsas）  

T．Haitani●1．Y．Saito♯】．  
t．Yoshihira●l  
K．T．Suzuki  
（●l≠at．1nsし韻yg．Scl．）  

【．T．Suzuki，  
S．Xa■ahara事】  

mSunaga●2．E．Xobayashi  
（●】u爪iv．Tsukuba．   

●2chiba U両v．）  

H．∬odama●1．  

N．Sb王mojo雷l．【．T．Suzuki  
（●1univ．Tsukuba）   

l．T．Suzuki  

Metalloth王Oneill  
Biol．＆Med．  
（C尺S Press）  

Metallotllionein  
Bjol．＆Hed．  
（CRS Press．414p．）   

Metallothioneirl  
Biol．＆Med．  
（CRS Press．414p．）  

Biochem．」．  

nepatic c且1e＝川1evelandind】Ction of   
zinc－thioIlein  

Discri¶inative uptake of ca血iuln，COpPer   
and zi爪C by theliver  

Distrit）ution or manganesei几 rat pan－   
creas andid（きntif王catiom ofits prim   
aTy bitldi叩prOtein as prローCarboxy－   

:B 

d   

e   

d  

cadlniulltO alc【〉holdehydro－  

n  

pept王das  
Calei皿 an   

OXidativ   
ea.plexed 

Bindi几g Df   

genasei  

PIz¢n．1ek．Sbir几  

Res．Colhl机川．Che¶．  

Pathol．＆ Pharl日aCOl  

【．T．Su別ki．H．Suna且a●】  

Y．Yalnane●】．Y．Aoki  

♯1cbibaⅢh．  

一153－   



H．Xasuγa■l．M．1toi  Ch且ngeS Of glutatbione and taurine   
concentrationsinlenses of rat eyes  
indu亡ed by galaetose－Cataraet†0川a▼   
tion（〕r ageing  

S．Xobaya＄bi●2  
日．Su爪aga●）．E．T．Suzuki  
（●lEyelnst．C∂taraCt   

Fou】ld‥  

●2ryorits］Co】1．   

Pllarlm，  
●コChib且Univ．）  

E．Suzuki●l  

Y．Takahashi，S．Aida■2  
Y．Einura●3．Y．】to．  
TI】＝＝■●一  

（●lTsuk】ba Univ．Ho叩．．  

事2Nat．Def．Med．Coll．  
●叫okosuka Xyousai   

Hosp‥  

●4Reg．Environ．Div．）  
田村泰治ノJ、野稚司   

西村久雄●l．西村典子‖．  
遠山千春  
（－】愛知医科大）  

遠山千春．A．Ghaffar，  
西村典子●l．西村久雄－】  

（●l愛知医科大）  

遠山千春．  

A．S．Voorhees＝  
一刀刀正行●2  

（◆lu．s．坪A．  

事2地球環境研究グ）  
遠山千春  

遠山千春  

H．Xarasa■a●1  

Ⅳ．Ⅳishillura■Z．  

m．Nishi¶Ura◆2．  

C．Tohya¶a．‖．Hashiba事1  
T．Xuroki●1  

（＝univ．Tokyo．  

●2AichiMed．Univ．）  
J．He¶elraad．遠山千春、  
西村典子暮l．西村久雄●】  

（●1愛知医科大）  

西村典子●1．西村久雄■】．  

堀部博■l．唐沢美香●2，  

黒木登志夫●2．遠山千春  
（●l愛知医科大，  

■2東京大）  

S．甘obayashi■1  

J．S．Suzuki‖，C．Tohya¶a  
（事1町Oritsu Co】l．   

Pharln．）  

C．Tohyalla．A．Ghaffar．  
川．NishillUra●l  

Ⅳ．ⅣishinuTa●工  

（‖AichiHed．Univ．）  
H．甑rasa■a義I  

H．Hoshiba●l  
T，Xuroki◆l．C．Tohyama．  
N．Nishi巾Ura●つ  

く◆】lnst．Med．Sci．Univ．   

Tokyo．  
◆℡AichiMed．Univ．）  

Ⅳ．Nishimlra●l  
H．Hishinura●1  
A．Ghaffar．C．Tohya¶a  
（●lAichiHed．Univ．）  
Ⅸ．Noh且ra，H．Suzuki◆l  

F．【几ag且ki‖．x・Ⅹaya◆2  

（事ITokyo朋etrop．【n＄t．   

－ed．Sci，  

dlteration in Jurfsee strllcture of Clara 
Sells and pulⅦOnary CytOChrome P－A50b  
leveli爪 ratS eXPOSed to ozo几e  

ifoxieology 

健康モニタリング指ほとしての国保レセプト   
情報の有用性  

カドミウムによる脳内メタロチオネイン誘導   
の免疫組織学的観察   

ラット精巣におけるメタロチオネインの分離   
と組織局在性   

米国における各種大気関連データベース及び   
支援システム（a）  

医学のあゆみ   

Biolned．Res．Traee  

Ele【t．  

Biomed．Res．Trace  

Elem．   

大気汚染学会誌  

160  

1  

1  

2 6   

46る  

14T－148  

265－266  

A60－A69  

1g92  

1990  

与り  

こ9与l  

ll：～  

E 38  

E－ 31  

E－ 32  

大気汚染物質のレビュ  
ー（甘木科学技術情報  
センター，80p．）  

大気汚染物質のレビュ  
ー（日本科学技術情報  
センター．80p．）  

】nvest．Dermatol 

カドミウム（Cd）  

アンチモン（Sb）  

Localizatiol10一冊etallothioneilli几 hair   
follicles of no川alskiIland the t〉aSal   
Celllayer of hyperplastie epider一三S：   
possible assoc王ation▼ith cellpro‾   
1iferation  

肝部分切除したラットにおけるイソメタロチ   
オネイン   

カドミウム投与ラット腎脳の′タロチオネイ   
ン mRNAの局在  

BioJned．Res．Trace  

Elem．  

Biol爪ed．Res．Trace  

Elelh．  

Melallothionein  
8iol．＆ He（】．  

（CRC Pres5．」nc．  

414p．）  

Hetallothionein  
Biol．＆Med．  
（CRC Press，】nc．  

414p．）  

MetalIothionein  
Biol．＆Med．  
（CRC Press．】nc．  

414p．）  

Effects of epiderlnalgroYth factor om   

netallothioneinirLductionin maTqnalian   

Cel】s   

Change5inloぐalization of metallo－   

thioneinillYario】S t王SSu（，S Of rats   

under pllySiologlCalconditio几S   

Pos5ible role orlletallothimeinsi】l   

gro■11l．differenti且ti（〕n．and carcino－   

genesis orl【OuSe Skin  

J．Vi5tOChell．＆  

Cytocllem．  

J．Biochem．  

Localizati【）n Of netal10thioneinirL the   

brai爪 Of rat a爪d nouse  

A GHlb－derived disia】ogang】ios王de GDIc  

is the predoninant ganglioside or rat   

thymoeyte＄  

暮2E11Viron．Cbe†n．Div  

－154一   



Enhanc別Ient Of hi＄tanine release fTO力   
rat perito爪ealllaSt Cells exp〔〉Sed to   
rormaldehyde  

粒子状物質と7レルギー性疾患  
Hutagenicity or3－Ch】orodibenzorura爪and  

its netabolic ac【ivati（〕n  
Cha几geSin sar仁OPlas¶ic¶elabolite⊂On－   

centratio几S and pH assoeiated ■＝h the   
catch contractioれ and relaxation of   
一札e anterior byssus TetでaCtOT nuSCle   
of Hいilus edulisⅦeaSured by phospho一   
川S－31几uC王ear magneしic rersonaIICe  

m捕 の原理  

打．Fujillaki．  

F．Shiraishi▲l  
N．Ja【ayama◆2  

（◆1Environ．Che几．Div  

●2JikeiUれiv．）  
藤巻秀和  大気汚染学会誌  

Environ．＆Mol．  
Hutagenesis  
J．H】SC．Res．Cell  
Moti】  

Hatsunoto．肌Ando●】  
（●】Reg．Emviron．Div．）  

Ⅳ．lshii■】．F．Mitsumori  

麒．TakallaShi●I  

（♯】伽iv．TokJO）  

m川 医学  
（丸善㈱．51gp．）  

M捕医卓  
（丸善㈱．51gp．）  

Exp．CellRes．  

三森文行．西原祥子◆1  
荒田洋治●2  

（◆l東京慈恵金医科大  
●2東京大）  

三森文行   

K．AIoctlitate，  

P．P洲elek●1  

F．Gri爪几ell●1  

（◆1u爪iv．Tex』5）   

山元昭二．伊藤勇三，  

高橋憤司．高稽弘  

1HⅣMR分光法   

Stress relaxation or co几traCted collagen   
ge】s：disruptio†10f acti爪 filament   
bundles．release or ceIIsurface   
fibronectin．a几d doutm－regulation of   
DTiA and proteil16γnthesis  

微生物学的モニタリング技術の開発   
（SPF ウズラの作出技術の確立）  

Z15－228  

198－ZD7  

昭和57・－61年産科学技  
術振興調整費成果報彗  
書「実験動物の開発等  
に関する研究」 （科学技術庁研究 

開発  
吊．椚紬．）  

日本化学会話  

J、AerosoIRe＄．  

大気圏環境部  
内山政弘．水落元之●】．  

矢野勝俊◆1，福山力  
（◆l土木研．●2山形大）  

軋Uchiyata．T．Fuluyana，  
H．Mizuochi●1．K．Yano●？  
（◆lpublic Works Res．   

【几SL  

●2Yanagata Univ．）  
鈴木睦，松崎辛好●1，  

樋田達也●℡．笹野泰弘●？．  

石垣武夫●〇，木村教夫●3．  

荒木信博◆〇  
（◆l手首緑学研  

●2地球環境研究グ，  
●コ松下技研㈱）  

竹内延美   

音木忠生◆l．高島勉雷】．  

竹内延夫  
（●1気象研）  

竹内延夫  
竹内延夫  
竹内延夫  
竹内延夫  

蔵王の着氷に含まれる不溶性物質の化学組成  

Ct18micaL cotlpOSitiDn Of the∀illter   
precIPitat王ons at Mt．Zaoh   
一Indication or the tramsport or soil   
particles rrom the Asja几COntinent to  
Japan－  

オゾン層紋別センサ「lLAS」  日本赤外線学会誌  

レーザーヘテロダイン手法による大気微旦成   
分削定  

大気分野におけるリモートセンシソグの現状   
と将来   

レーザーレーダによる地球環境の計測  
レーザレーダ  
スペースからの環境計測  
海外動向調査  

搭載機器基礎開発成果  
報告書  
日本リモートセンシン  
グ学会誌   

オプトロニクス  
センサの事典  
光技術コンタクト  
高度リモートセンシン  
グ技術に関する調査研  
究報告書  
（（財）資源観測解析セ  

ンター．201p．）  

レーザー研究   

J．Appl．1帖teorol．  
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松本椎隠●1、竹内廷夫  
（●l九州工業大）  

X．T【）両几e●】，  

X．HichilnOtO‖．  
【．Hikiji●】．S．Abe●】．  

N．T且keuchi  

（■】Ⅳat．Def．Acad．）  

呉尚謙●】，竹内延夫． －I  
（筑波大）  

竹内延夫，呉尚言籠事l  

（＝筑波大）  

比留間文彦●】，竹内延夫． 土屋清一2 
．松田芋●l．  

鈴木睦  

境界誤差がライダー反転解法に及ぼす影響の   
解析  

The verticaistructure or rog obserYed   
再th alidar syste¶at HisaYa airbase，  
Japan  

霧中でのライダー多重散乱信号のモンテカル   
ロシミュレーシ声ン手法  

一様媒質中のライダー多重散乱の計算と視程   
への影響  

N川BUS－7TOHS データにおける台風に伴うオ   
ゾン分布の分類  

634－640  

1088－1098  

光学   
レーザー研究   

日本リモートセンンン  
グ学会誌  
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F－15  

ト18  

ト17  

F－18  

F－19  

丁lご一  

ト、 ごl  

卜 22  

F－ 23  

F－ 24  

F－ 25  

G  

G－ 1  

G－ 2  

速  
4   

Z91－302  

3117－31ZO  

lOZ－104  

3卜40  

31」47  

96－101  

102－111  

417－425  

23トZ46  

133－15Z   

1g9Z  

lg91  

19gl  

lg91  

－iうl  

二うう．  

1990  

1与，一  

1g91  

．与9こ  

lう1）二  

花崎秀史   

H．nanazaki  

湊渾．杉本伸夫●】  

（■】地球環境研究グ）  

湊淫．杉本伸夫雷1．  

笹野泰弘◆l  

（◆1地球環境研究グ）  

湊樺．杉本伸夫◆l．  

笹野泰弘●】  

（●l地球環堵研究グ）  

賀田伸明   

鷲田仲明   

鷲田仲明   

常田伸明   

鷲田仲明  

水土壌圏環境部  
T．Inoue．S．Ebise  

T．Nakaj川a■1  
H．Uchiya舶．0．Yagl．  
T．Nakahara暮l  
（”univ．Ts血uba）  
宇都宮隔二朗．鵡華畠“．  
華瀾美●2．謁乗熊■3  

（●l長者浄月渾迄感実験   
史占．  

●2長春地理研．  

■○長春光学精密機械研）  

宇都宮陽二朗  
宇都宮隕二朗   

宇都宮隕二朗  

密度成層流体中の物体により生しる非線形内   
部重力波とR－dV方程式一致値的研究二  

Upstrean－adYan亡ing monlinear■aVeSiれan   
axisynnetri亡reSOmant floY Of rotating   
＝uid past an obstacle  

CLEO－gl報告，地球環境光学分野   

ADEOS搭載リトロリフレクター（R】S）の設計  

衛星搭載リトロリフレクター（R】S）を用いた   
大気微量分子の分光測定法   

第3草 地球温暖化   
第1節 概節  

第3辛 地球温暖化   
第2節 革室効果の桟橋  

励起拉子   

光化学と分光計測   
第10講 大気光化学  

クラスターイオン（1）   
－自由噴流中のクラスターイオンー  

Runoff char且Cteristics of COD．BOD．C．N   
and Ploadings fro¶ rivers to emclosed   
eD且Stalseas  

Novel11etaboliしe Of trichl（〕rOethylenei¶   
a¶ethanotrophic bacterium．Methylo－   
CyStis sp．H．and hypotheticaldegra－   
dation patlltay  

別田ⅣOAA衛星遥感編制中国東北部土壌水分   
分布図  

京都大学数理解析研究  
所講究録  
Phys，Fluids A  

O plus E   

日本リモートセンシン  
グ学会誌   

レーザー研究  

地球規蟻の環境問題l  
（中央法規．390p．）  

地球規模の環境問題1  
（中央法規．390p．）  

先楕真空利用技術（日  
経技術図書㈱，676p．）  
分光研究   

クラスターの化学  
（培風柁、305p．〉  

舶r．Pollut．Bull  

Bi（〕SCi．Biotech．  

Bioebe†n．  

遥感技術動態  

江戸時代地理学史研究への新たな視点  
航空機MSS熱赤外データによる雲仙火山の   
地表温度分布  

衛星による地球環境情報ペース構築   
－LandsalTMデータによる九州の気温推定  

酸性雨と降雨時流出河川水賀  

支川の合流を伴う河川流下過程における水質   
変化点の定立評価  

山王川の水質変動特性と河川特性  

地理  
地図JOURNAL   

近代化による環境変化  
の地産情報システム平  
成3年匿総合報告香  
（Ⅲ）  

水資源研究センター研  
究報告  
（京都大学防災研究所）  
水質汚確研究   

汚濁河川負荷真の評価  
手法に関する検討調査  
報告書（日本水質汚濁  
研究協会．130p．）  

Jpn．J．Lh川01．   

Har．Pollut．Bull．  

36（6）  

（96）  

68－74  

17－23   

135－136．  

157164  

33－44  

Z43－25Z  

g9－113  

海老瀬潜一  

海老瀬潜一，井上隆信   

海老瀬潜一  

S．Ebise   

X，Otsubo，  
A．仔arashi巾a■】．  

T．Miyazati■1  
Y．Yasuoka●2．  
X．Muraoka●3  
（●1GlobalE爪Viron．  

ロiv．．  

暮2soc．＆EnYiron．Syst．  
Div. . 

◆30saka U爪iv．）  

Ⅹ．Otsubo  

X．Otsubo  

Storn TunOffloading of nutrients and   
pollutantsi几 upper rivers  

Field 6urVey amd hydraulic st］dy or   
“Aoshio”fn Tokyoβay  

†ater balance and evaporatioれPrOperty   
On bare sojlsi爪Iysj爪e〔ers under   
CO†lSta爪t ■eekly Yater SUpply  

Use of cold／▼arn■且ter aS a■ater traeer   
through soilinlys王¶eteri帽¶edi8tely  

J．Arid Land Stud．  

J．“ydrく〉SCi．＆  

”ydrau王．E爪g．  
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題  目  
Gas ehromatographic－maSS SPeCtrOmetric   

deterlimatio几Of a几thraquino爪eSulfo▲   
natesin environ¶entalsal日ples  

GCノ川Sによる環境試料中のトリエチルアミン   

の定見  
岩盤中の不連続面分布の特徴   

特に RQDについて  
中国・新帝・三工河下流域における砂漠化の   
進行とその防止策  

土地利用混在の定見化手法  

Potcntialnaturalvegel且tion mapping of  
Japam by means or GIS  

quantificatio几Orland－USelnjxture by   
means of the geographici几forllatioll   
Sy写t帥   

衛星リモートセンシングによる植生の解析  
圧密現象と続成作用  
地盤の繰返し圧密に関するケーススタディー   

（その1）  
地盤の繰返し庄密に関するケーススタディー   

（その2）  

雲仙岳の火山活動と環境問題  

T．Tsukioka●1．x．ozaYa．  
T．Murakami●2  
（■lⅣagamo Res．Imst．   

Health＆Pollut．．  
●2Ⅹogakuin Univ．）  

月岡息●1．小沢秀明  
（＝長野県衛生公害研）  
木村強   

姜緒●㌧武内和彦●l．  

恒川篤史，福原道一●2  
（◆1東京大．  

●2農業環境技術研）  
恒川璃史，李東根●1．  

米林聴＝，井手久登◆1  
（”菓眉大）  

¶．】keguehi◆l  

t．Takeuchi●l  
A．Tsunek且Wa  
（書】univ．Tokyo）  

A．TsunekaYa．  
S．Yonebayashi●l  
（◆lGov．Ⅵousing Loan   

Cop．）  

恒Jll篤史  

2  

3  

（‖茨城大）  

I  

（■l茨城大〉  

5  

も  

環境化学   

筑波応用地学談話会誌   

地学雑誌  

環境情報科学  

E几Viron．Change＆GIS  
（Hokkai（】01Jniv．Educ・  

Asahita甘a．496p．）   

Environ．Cha几ge＆GIS  
（Hokkaido Univ．Edu亡．  
AsahikaYa．496p．）   

遺伝  
応用地質  
土と基礎   

土と基礎   

グローバルネット  
今地球を救う本（地球  
環境大事典〉  
（学研，398p．）  

災害予測図作成手法に  
関する基礎的研究  
（平成2年庶文部省科  
学研究費補助金（重点  
領域（1））研究成果報告  
書）  

土と基礎  

G－18  

、Ilこぅ  

46（4）  

32（Z）  

39（7）   

39（8〉   

（g）  

68－74  

24－34  

85－g1  

7ユー80  

22－23   

1gg2  

1ggl  

1991  

1g91  

1ggl  

1991  

1991  

G－ 21  

G－ 2  

G－ 2  

G－ Z  

G－ 2  

G一 之  

G－ 27  陶野郁拉  

杜本康広＝．陶野郁雄．  
巻内勝彦暮2  

（●l清水建設㈱技術研．  

－7日本大）  

陶野郁雄  
N．To11ioka，H．Uchiyama．  
0．Yagi  
H．Hattori   

軋Hosomi．Y．【namori義l  
【．Hatsushige●1．  

¶．Sudo●2  

（‖Reg．E几Yi∫On．DiY．．   

●2Tohoku Univ．）  
H．HosoMi．M．Okada◆！  
R．Sudo●2  

（■1Tokyo Univ．Agric．＆  
Technol．．   

事2Tohoku Univ．）  
Ⅹ．T且ki◆1．A．Take¶OtO●1  

軋Hosolhi  

（●1chiba】nst．   

Technol．）  

細見正明．松要一夫．  

稲森悠平●l．須藤隆一●2  
（－1地域環境研究グ．   

義2東北大）  

細見正明  

砂の繰返し圧密  

40（5）   

5 8   

37（1〉  

2 3  

土と基嘩  
Appl．＆Environ．  

M王CrObiol．  

SoilSci．P】且nt Nutr   

Water Sci．＆Techl10Ⅰ  

5ト56  

1819－1023  

39－45  

14771485  

1g92  

1gg2  

1991  

1991  

温泉四方山話  
1solation and characterization of   

cesiulh－aCCum］lating baeteria  
【nfluence of eAd¶ium on decolmpOSiti（〕n Of   
glucose and 亡e‖uloseiIISOil  

Denitriricat王on orlandfil11eachate by   
the爪Odified roしati爪g biological   
contactor（摘C）  

、1 二～  

G－ 3D  

G－ 31  

G－ 32  

Assess¶e几t Or eutrOPhicatio几COntrOI   
prograⅥS uSing an ecologicalmodelfor   
a dil【icticlake  

Computer v王5ualizatioれSyStem rOr Sed卜   
memt polutioninJapan  

回分式活性汚泥法による埋立処分地浸出水中   
の窒素ならびに難分解性有機物の除去  

因有害物質所造地下水汚染之個塞及其解決之   
封策   

湿地による生活排水の浄化   

有害廃棄物の現場影響評価システム  

E爪Viron．Hanage．＆  

Appropriate Use  

Enelosed Coastal  

Seas－EHECS■90  

廃棄物学会論文誌  

八十年（第十二回）中日  
工程技術検討会環保経  
論文集  
7k貰汚濁研究   

化学物質による環境汚  
染の現状と今後の動向  
（日本水環境学会．  

細見正明，狙藤隆一■】  

（轟l東北大）  

細見正明  

157－   



土壌幽における物理と化学  和様甥項工学ハンドプ  
yク  

（オーム軋1372p．）  
水環境学会誌   

Jpn．J．LillnOl．  

細見正吼須藤隆一●l  
（●1東北大）  

N．Ohkubo◆1．0．Yagi．  
軋Okada■℡  

（●lHitachiCity．  
暮2Toho Univ．）  

0．Yagi  

手酎召における窒素およぴリンの収支   

Efrects of te叩erature andillunination   
O爪 the groYth of blue－green alga   
Miclroeystis viridis   

Degradatiom by nicrobialtreatmeれt  

‖ ヱ   

52（4〉  

Destr．Tech几01．SubsL  
That Deplete  
Stratos．Ozoれe Layer  
（Jpn．Ind．Co爪f．Ozo几e  

Layer PTOt．，11紬．j  
海に何が趣こっている  
か（岩波蓉店．zIZp．）  

ジェニ7朝日年鑑1gg2  
社会学習  
（朝日新聞社．28紬．）  

Limnol．Oeeanogr．  

PETROTECH  
海洋  

3  

4  

i  

T．Xi¶ura  

（●1Reg．Enviro爪．Div．〉  

6  

7  

生物圏環墳部  
M．Aono．A．Xubo，  
H．Saji事1．T，Ⅳatori．  
【．Tanaka．N．【ondo●】  

（●1ReE．Emviron．Div．）  

T．】wakuna，A．Otsuki事l  
（◆1Tokyo Univ．Fish．）  

赤潮の発生メカニズムを探る   

現場を破壊する戦争  

Dielvert王cal¶igration amd nocturnal   
uptake of nutrient6 by Chattorlella   
antiqua u爪der stab】e stratification  

ペルシ十清原」砲流出と梅澤汚染  
赤潮の発生機庸播磨厳におけるシャトネラ   

赤潮の発生機構－  

Resistartce to active oxy且en tOXicity of   
transgenic Ⅳi亡Otiana tabacuM that   
expr（・SSeS the gene for glutathione   
red11CtaSe fron Escherichia coli  

Role of chironomidlarvaein reduci爪g   
rate of nutriemt relea＄e fromlake   
Sediment：Evaluation by a¶athellatical   
model  

砂湧化  
樹木による排気ガス対策の可能性  
11nage diagnosis of photosyn111eSjesin   

■ater－defieit planls  

G－ 4  

G－ 4  

、ilく  

G－ 4  

甘－ 1  G－ 4    H  

1g91  

19gl  

lg91  

1991  

Jゞ；ご  

2g－31  

62－65  

593－60Z  

54－55  

一夕ー49  

Pla両＆ cel】  
PllySiol．  

Verh．Ⅰ几t．Verein．  

Limnol．  

小学校教育  
公害と対策  
Hatb．＆Co爪trOIAppl．  
Agric．＆Horいc．  
（Perga¶Oa Press，  
447p．）  

大政謙次  
大政謙次  
∬．Omasa．S．Maruya¶a＝  
M．A．Hatthets書2  
J．S．Boyer事〕  

（●】Nat．【れSt，Agrobiol．  

Resour. . 
●2u【iv．Ca】ifornia．  

●3univ．Dela甘are）  
〟．Shiba■】．T．FuJii●l  

Y．Midorika▼a暮】  

M．Terai■2．K．Onasa．  
K．Ⅳitla暮コ  

（◆lJGC Corp．  
■2 Tokyolnst．Sci．＆  

Technol‥  
●3Ⅳat．Aerosp．Lab．）  

X．Omasa．」．G．Croxdale   

大政謙次  
T．Fujii‖  

Y．Midorika■a◆l  
肌Shiba●l．M．Terai●2  
Ⅹ．0】ほSa．K．Nitta●コ  

（◆lJGC Corp．．  

●2Tokyo【几St．Sci．＆  

Technol．．  
■〇Ⅳ且t．Aerospace Lab．）  

0  

1  

4（5）  

2 7  

70－74  

557－564  

383－388   

A study or biohazard protectio几and con－  trolfor far¶ing modules ofl】nar base  

Math．＆ControIAppI  
Agr王c．＆打ortic．Sup．  
（Perga爪On Press．  

26p．）  

Ⅰ¶age a爪alysis of stomatalⅥ0Ve¶emtS a几d   
gas exchange  

植物被害の画像診断法  
A st］dy of biohazard protection for   

h川ing¶Odules orlunar base eelss  

Ⅰ¶age Anal．Biol．  

（CRC Press．363p．）  
環堵と測定技術  
Adv．Space Res．  

19（り  
12（5）  

植物機能の画像診断  
地球環境問題と種苗工場  

地球環境問題と植物工場  
地球環横間題と生物環堵調節  
Application of Lands8t data to vegeta－   

＝on classirication  

H－1  

月－1  

山一12  

H－13  

H14  

グローバルネ・ソト  
種苗工場開発マニュア  
ル  
（シーェムシー．Z14p．）  

遺伝  
生物環境調節  
Appl・Remoto Sensjng  
Resour・目白nit．＆Veg．  

Mapp．（Res．【nf．Cent．．  
TokaiUniv．，147p．）  

30－31  

‖け－282  

ZZ－Z7   

1－8  

115－123  

1992  

＝け．I  

．9うご  

19gZ  

lg91  

大政譜次  
大枚言蕪次  
T．Okuda．Y．Yasuoka●1．  
X．Nakame●？  

（●lsoc．邑Envirom．Syst  
Div．．  

46（4）  

30（1）  

◆2日iroshi¶a U爪iv．  
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Årch．Ⅵγdrobiol．  

Jp几．J．Li几nOl．  

y   

Archiv．8iochell．色  

Biophys．  

N．Takanura．T，Ivakuma  

N．Taka巾Ura．M．Aizaki●1  
（●lReg．Env汗On．Div．〉   

Ⅹ．Tanaka，E．T且keuchi●1  

A．Eubo．T．Sakaki．  
K．Hara8uChi●2  
Y．XaTa¶ura●2  

（●1uれiv．Tsukuba．  

●2NaLFood Res．）  
田中浄  
吉澤縦‖．田中浄，  

田中圃介◆2  

（＝京都大．  

●2京都府立大〉  

戸部和夫、高木博夫◆1．  

大政謙次  
（‖国立公衆衛生院）  

M．Yasuno．  
S．Fukushima＝，Y．Sugaya  
（■lYokohaIqa City【mst．   

Emviron．Res．）  
H．Ya＄unO  

Nitrogen uptake抑d   
epiphytic algaeim thelittoralzone   
or Lake Easunigaura  

Chamgein priれary PrOductionin Lake   
Rasumgaura（1gるい1g89）acco叩amied b   
transition｛）f dominant species  

T■Oinmuno10gic且11y dirferentisozγmeS   
of ascorbate peroxidase from spinach   
lea〉eS  

道路と自然  
バイオサイエン∵スとイ  
ンダストリー  

農業気象  

Bioindic．＆ Enviro爪．  
Hanage．（Acd．Press  
Lしd‥458p．）   

GlobalC11ange：Efr．  
Trop．Forest．Agric．，  
Urbam＆【nd、Ecosyst．  
（】TTO．132p．）  

TROP】CS  

†erh．】nt．Ver．Linnol．  

18（2）   

4 9  
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Healtb Sci．＆Policy   

4th【れt．Symp．ⅣeurobellaV，  
Hethods＆Err．Occup．＆  
Environ．浦ealth  
第50回日本公衆衛生学会  

京 都  

Got（汀borg   

Sweden  

紘音感受任の規定要因に関する研究（第5報〉   
神経症患者のÅEPGR（指尖容碩脈波反応）－   

Urbanization．airpollutio几andlung ca爪eer   
mortalityinJapan（196g－も3）：an eCOlogi－   
CalcorrelatioIIStudy  

Variations of serum dehydroeplandrost（汀0ne－   
sulphate（DHEAS）1eYelaeeording to   
stress events or stress－rel且ted parso几al－  
itiesinJapanese  

EndocrinologicaleYaluation of stress：   
a revie■   

日本人女子における血清エストロジェン状態とそ   
の後の乳癌発症リスクとの関連  

兜其徳，秋葉淫伯●1．  

疎石和男●1．c．E．Land事2  

”．Pike■3．加藤実美◆4  

（●1放射線影響研．  

●2u．s．NC【．  

◆コUmiY．South．  

California．  
■4国立水俣病研究セ）  
兜兵権  
兜具徳   

H．Ⅸabuto  

生理人類学会第Z7回大会  
第32回大気汚染学会   

第19回日米医学協力研究会  

第5回カロテノイド研究談  
話会  

日本薬学会第111年金   

福 岡   
北九州   

Ⅹailua－  

ⅩDna   

清 7K  

3．10  

a．1D  

4．2  

3．12  

生活行動と騒音  
特別果会「環境中の化学物質と発癌性」   

（2）疫学的研究  
Prediagnostic endoge爪OuS eSlrOgen StatuS and   

breaSt eaneer risX in lapanese roloen 
フォトダイオードアレイ検出器を用いた肝LCに   
よる海水試料中のクロロフィル・カチノイドの   
分析   

ディーゼル排気黒煙粒子（D－SPH）の血管内皮細   
胞障害作用とSODによる障害防止について  

b－ 30  

b－ 31  

卜 さご  

b－ 33  木幡邦男．渡辺正孝●1．  

木村敏彦●2．石川裕二◆○  

（●1水土壌圏環境部．  
◆一乗京水管．暮叩AL）  

嵯峨井勝．市瀬孝遷．  

岡田知子事l．奥野洋明●l  
三井洋司”  
（●l化学技術研．  

－165－   



日本薬学会第111年会  

5【h r几【．Congr．Oxygen  
Radicals  

のモルモット断て   
森洋樹■1．嵯峨井勝  
（●】東日本学園大）  

M．S∂gれ月′S且ilo●1．  

T．】chinose．H．XodaⅥa－2  
Y．Mori●1  

（◆l烏igashiNippon   
CaXuen Univ... 

●2刊at．Cancer Ce爪．）  
嵯峨井勝．市瀬孝遥， 斉藤裕樹●l 

．森洋樹●1．  
吉川敏一◆2  

（●】東日本学園大．  

■2京都府医科大〉  

嵯峨井伊   

嵯峨井勝．市瀬草道．  

田村憲治‖．斉藤裕樹■2  
森拝樹雷2  

（事1環境健康部  

●2東日本学園大）  

斉藤裕樹◆l．榊原充久－1  
柳本抄美挙◆l．森洋樹●l  
嵯峨井領  
（◆1東日本学園大）  

清水浩   

白石貴明   

堀口敏宏●1，白石貫呪  
森田昌敏．清水誠●】  

（‖東京大）  

相馬悠子ノ＼木圭一．  

稲葉一橙．春日清一  
相馬悠子．淘山寺夢●1．  

相馬光之，高尾真一◆9，  

桜井利彦●2．田上四郎●2  
中村文書◆2  

（●l化学現場部． ◆2福岡県衛生公凄セ）  
高橋憤司．高橋弘．  

水間豊－】  

（◆1北壁大）  

高橋憤司，相馬悠子，  

森田昌敏●l．高橋弘  
（●】化学環堵部）  

高腐墳司．杯谷秀劇－1．  

G．S．Pandey，つ．  
E．T．M■aSe■2．梶隆◆2．  

鈴木明●コ  

（■1東京農工大，  
●2ザンビア大，  

＝瑠填健康部）  
高橋慎司，高橋弘．  

水間豊‖  
（●1北里大）  

Y．Sa甘ar∂gi●l．M．Ⅳaito．  

Y．Ⅳakal10ri●2  

（”Jpn．Inst．Syst．Res．  
●2【onan U爪iv．）  

中杉修身．平田健正   

中杉修身   

中杉佳身  
中杉修身   

中杉修身．細見正明●1  
く●17k土壌圏環境部）  

S．Homda◆l．Ⅵ．Ⅳi＝』．  

X．Maeda◆2  

（＝univ．TokyD，  

◆2Teikyo UmiY，）  
K．〟aeda●1．H．Ⅳitta  

タロファージに及ぼす影響  

0よ∫ge刀∫8djc∂】βPrO血ced f∫0れdiese】e血aust   
particles（DEP）and their pathology  

ディーゼル排気粒子川EP〉 のフリーラジカルを   
介した等性メカニズムについて  リーラジカル学会  第15回目本過酸化脂質・フ   

大気汚染物質の肺がん促進作用について   
－フリーラジカル作用の面からの級説－  

ディーゼル排気拉子（DEP）の生体影響  
1．】n vi〉0での毒性とスーパーオキシドの生成  

第32回大気汚染学会   

第32回大気汚染学会  

ディーゼル自動車排気粒子（DEP）のスーパーオ   
キシド産生メカニズムについて  

電気自動車の新技術   

イガイ中有機スズ増産の変動要臥こ関する研究   

イポニシとレイシガイにおける有様スズ汚染の環   
境化学的研究－Ⅱ   
体内含豊からのi叩OSe写の闘債の推定  

カロチノイド分布から推定する手賀沼、霞ケ浦の   
藻頬  

蛍光色素ウンペリフェロンのクリソタイルへの吸   
着と蛍光顕微鏡による観察  

第112回日本薬学会  

電気化学協会電気化学秋季  
大会  
1991年度目本地球化学会年  
会  
平成3年度目本水産学会秋  
季大会   

1991年度日本地球化学会年  
会  
第封回粘土科学討論会  

名古屋   

松 山   

盛 岡  

松 山   

つくば  

b－ 41  

ト1二  

b－ 43  

b－ 44   

b－‘5  

3．10  

ヨ．10  

3．10  

3．10  

3．10   

ⅣDV・‖Ⅰ抗体産生能の高及び低選抜系ウズラでの   
繁殖能力の比較   

ウズう種卵を用いた環境汚染物賢の毒性評価  

ザンビア共和国のニワトリにおけるニューカッス   
ル病及びヒナ白痢薗の血清学的診断  

日本家禽学会1g91年春季大  
会   

第38同日本実験動物学会給  
金   

第85回日本畜産学会  

”pY・惧l抗体産生能の高及び低選抜系ウズラでの   
環境汚染物質に対する感受性の比較   

Shinayakana syste¶S apPrOaChi爪eれVironllen－   
ta】Managellent  

トリクロロエチレン等揮発性有機塩素化合物によ   
る地下水汚染桟橋  

揮発性有機塩素化合物による地下水汚染の現状と   
その機構解明  

廃棄物処理と環境汚染  
有害化学物質汚染のリスク管理   

廃染物処理の安全性評価   

Alhethod or e5ti¶ati几g¶isclassificatjon   
rales and pre〉alence fro帽 repeated epide－   
Ⅷiologie survey   

Relationship be川een respiraとory町叩tO¶S  

日本家禽学会19勺2年春季大  
会   

Au10m．ColltrOl－orld  
Congr．1ggO  

日本化学会第61春季年会   

地下水汚染とその防止対策  
に関する研究集会  
環境化学請満会  
第10回関策支部総会・講演  
会（社）大気汚染研究協会  
第21回安全工学シンポジウ  
ム  
IEA Reg．Sci．“eet．Asia－  
Pac．Rt∋g．  

The 3rd Conf．Imt．Soc．  
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NO2個人曝露濃度予  討 削 

モデルの妥当  
中井里史＝∴前田和甫－コ  

（●l環境健康部．  

叩東京大．●3帝京大）  

中井男史◆l．新田裕史． ●2  
前田和甫  
（雷】東京大．◆2帝京大）  

中井里史＝．新田硲史  
（◆l東京大）  

新田掩史，影山隆之．  

兜負徳  
畠山成久．白石克明．  

笠井文絵．福島悟＝  
（●】横浜市原埴科学研）  

福島悟●l．畠山成久  
（●l横浜市環境科学研〉  

畠山成久，上野陳平．  
谷田一三事1．小林紀雄◆2  

（●l大阪府立大．  

●2旭技研〉  

S．Hatakeyama  
H．Shiraishi  

第32回大気汚染学会  

第50回日本公衆衛生学会   

第50回日本公衆衛生学全   

日本陸水学会第56回大会  

日本陸水学会第56回大会   

日本陸水学会第56回大会  

幹線道路沿適任民を対象とした複数回のNO2個   
人曝露濃度測定   

地区分類によって生しる曜霜変数のMisclass－  
iri亡atio几 に関する検討  

幹線道路沿道住民の健康状態に関する断面研究   

河川の一次生産に及ばす除草剤の影響モニタリン   
グ   

除草剤縁台毒性と人口基物上の藻類群集変動との   
関連について  

農薬汚染河川（砂川）に出現する水生昆虫の俊占   
種とその変動について  

Er†ect Df femthion bound to thelak（）   
sediれent On the gro机h alldI10rtality of   
the fres加ater shri¶P．paratya CO¶PreSSa   
i叩rOVisa  

動物プランクトン群集に対する殺虫剤む響に及ぼ   
す7サカ密度の影響  

実験地生態系に及ぼす殺虫剤と除草剤の影響   
Ⅲ．動物プランクトン群集に対する影響  

7サカ幼虫の放出する化学物質とミジンコ   
異なった濃度の化学物質に対するミジンコの   

形態的反応一  
農薬がミジンコの尖頭形成を引き起こす  
土壌ガス法による地下水および土壌汚染調査手法  

北九州  

盛 岡   

盛 岡   

奈 良  

奈 良   

奈 良  

巨∴‖Ⅰ  

3．10  

3．10  

3．11  

3．11  

3．11  

b－ 5g  

l16ロ  

b－ 81  

b－ 62  

l16さ  

b－ 84  

】nt．Conf．Land Water  
lnteractions  

第38回目本生態学会大会   

日本陸水学会第∬回大会   

日本陸水学会第56回大全  

日本陸水学会第56回大会  
地下水汚染とその防止対話  
に関する研究集会  

土木学会第46回年次学術講  
演会   

環境科学会19gO年会  

韓国水質保主学会 第3Z回大気汚染学会  

濃   

奈 良   

奈 良   

奈 良  

奈 良  
京 都  

3．4  

3．11  

3．11  

3．11  

3．4  

花里孝幸   

花里孝幸．笠井文総   

8  

（◆l東京水産大）   

9  

0  

奥野年秀●l，平田健正．  

中杉修身  
（－一兵庫県立公害研〉  

1  

新保聡雷】，成川勝彦 
（●】静岡市衛生試験所）  

2  

柏崎守弘  
（義l韓国環境研）  

3  

4  

安藤満．新藤純子◆2．  

伊藤政志－3  

（－1環境健康部．   

●g農業環境技術研．  
●コ東京都環境科学研）  

5  

b－ 66   b－ 67  

b 6  

b－ 6  

b－ 7  

吹 田  

東 京  

犬 種  
北九州  

土壌ガスに含まれる揮発性有機塙素化合物を利用   
した地下水汚染調査   

韓国における主要な貯水池の水質予測  

Sillulatio爪DflakeIater quality  
幹線道路を含む地域における NO2 およぴSPM   
度の時間・空間変動構造   
（板橋区大和町周辺その2）  

3．g  

2．11  

4．Z  

套∴りX  

b－ 7  

b－ 7  

ト 7  

b－ 7  

化学物質製造及び利用産業  
における公害防止技術調査  
研究会  
日本リスク研究学会第4回  
研究発表会  
土木学会ワークショップ  
【爪t．Foru¶ EnYirom．1nr．21  
Centurr  

土木学会  
地球規模環境問題に関する  
ミニワークショップ  
京都大学頂堵衛生工学研究  
会第13回シンポジウム  

第3Z回大気汚染学会  

第32回大気汚染学会   

茶32匝Ⅰ大気汚染学会  

東 京  

東 京   

大 阪  
Montreal  

化学物質のリスク7セスメント  

大気中有機化苧物質のリスク評価   

都市の物質循環システムと郡市環境評価  
E爪Yironmentalinformation 王nJapan  

3．5  

3．11  

3．3  

3．5  

b－ 7  

b－ 76  

b－ 77  

b－ 78  

三浦卓．田辺僚●】．  

相馬悠子  
森口祐一  
Y．MoriEUChi．  
S．Nishioka◆l  
（●1GlobalEllViron．Res．   

Cemし．）  

森口祐一  

森口祐一，上原槽．  

山原敏●l．阿部恭司●つ  

（■1石川県衛生公害研．  

■2大阪府公蕃監視セ）  
森口祐一，上原槽．  

山原敏●l．長者博＝  
（◆l石川県衛生公害研）  

池沢正■】，森口祐一  

（れ兵庫県立公害研）  

笠原三紀夫＝，  

和泉一也◆l．篠田和之事1  
高橋幹二●l．森口祐一  

地球環墳制約下での都市環境システムの評価  

沿道大気汚染の予測と評価（第4報）  

交差点における NOx高襟度汚染現象の解析（Ⅲ）   
風洞模型拡散実験の適用一   

道掲沿道の建築物の影響によるNO2高濃度出現   
現象にっいて  

P川E法による大気エアロゾルの分析（12）   
－沿道調査結果－  
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Y．】origuchi．H．Shimizu．  
Y．Rondo●】  

（－】soc．＆Enviroれ．Sy苓t，   

Div．）  

n▲「ドー，・・・・   

森口祐一．近農兵別事l．   

清水浩  
（■1社会環境システム郡〉  

安原昭夫  
安原昭夫．中杉修身   

安原昭夫，伊藤裕康●l  
（■】化学環境部）  

中野武●】、沖典男●2． 辻正彦■】 
，奥野年秀●l．  

安原昭夫  
（●】兵庫県立公害研．  

■2兵庫県立衛生研）  
安原昭夫   

安原昭夫   

米元純三   

米元絶三   

若松伸司  
X．SakaⅦOtO●1．  

G．Gaidaji8◆l  
Q．Y．†ang－l．Y．Hirota●l．  
X．Ki¶iji¶a◆l  

M．Okuyama－1  
Ⅰ．【▼aⅥOtO●l，  

T．鼠imoto■2．s．wakamalSu  
（事1s且it且ma Univ．．  

事2Ⅹimoto E】ectr．Co．   

Ltd．）  

阿相敏明●1．三村春雌■】，  

相原敬次●l．牧野宏一1．  

須山芳明◆1．金子幹宏●1．  

若松伸司  
く■1神奈川県環境科学セ）  
田中正室◆l．押補俊一◆l．  

宮崎竹ニー1．瓦安敏男－l．  

中土井隆■】，若松伸司  

（●1大阪市立環境科学研）  
阿相敏明－l．三村春雄●J，  

相原敬次■1．牧野宏◆l．  

碩山芳明●l．金子幹宏■】．  

若松伸司  
（‖神奈川県環項科学セ）  
若松伸司．上原乳  
鵜野伊津志●l．  

松井一郎●1．坂本和彦－2．  

岩本一塁●2．紀本島志■J．  

大原利牒㍗一，神威隕宮嶋d  

（♯】大気圏喝堵部．  

●2埼玉大．  

■〇㈱紀本電子工業，  

●d（財）計立計画研）  

若松伸司．上原漕．  

粗野伊津志．  

松井一郎●l．坂本和彦●2．  

岩本一星◆2，紀本岳志一っ．  

大原利臆●一，神成陽零●4  

（◆1大気圏環境部．  

1ユ埼玉大，  

●）㈱紀木曜子工業．  

●4（財）計立計画研〉  

老川進●l．若松伸司．  

上原清．坂本和彦■2  
（■l清水建設帆  

Analysis and¶糾さgeme几t Orlire eycle   
eれYironneれIalimp∂CtS Oiautomobile＄   
‾CO？emission analysis me－pDlicy om   
recycliれg．and other recent topics一  

都市生活空間における大気汚染物質の力布と曝露   
塵の推定モデル  

わが匡＝こおける部門別・起源別002排出塁の推計  

魔乗物の焼玉口処理における有割ヒ苧物質の生と死  
廃棄物埋立地浸出水中の有機成分の分析   

塩化ビニル樹脂の熱分解生成物の分析   

固形および液体廃棄物の燃焼による有権塩素化合   
物の生成  

lnvitationalExpert  
Semin．Cleaれ¢r Prod．  
Strategies血tonot．  
Sector  
文部省重点領域研究シンポ  
ジウム  
第8回エネルヰ∴シ′ステム  
経済コンファレン∵ス   

第3回環境化学研究会  
廃棄物学会第2回研究発表  
一▲一  
席乗物学会第2回研究発表  
．ヽ  

茶粥匝大気汚染学会  

b－ 85  

ト 郎    b－17  

b－ 88   b－ 89   b－ 90  

名古屋   

東 京  

つ（ば  

東 京   

発 宗   

北九州  

4．1  

4．Z  

3．9  

3．10  

3．10  

3．10  

匂の世界   

ダイオヰ・シンの分析方法   

ラット肢芽闇雲細胞のマイクロマスカルチャーに   
よる催奇形性物質のプレスクリーニング  

有機錫化合物の胎仔毒性スクリーニング   
ーin vitroの系を用いて－（第2辛目）  

九州地軌こおける広域大気汚染  
Behavior and cbaracteristics of atnospheric   

POllutantsim the vicinity of tlle Tokyo   
metropolita爪areain early winter  

b－ gl  

b－ gZ  

b－ 93  

b－ 9A  

b－ 95  

b－ 96  

全国土壌改良資材協議会セ  
ミナー  
大気汚染研究協会別定義本  
間確分科会  
第31回日本先天異常学会学  
術集会  
第6Z回目本衛生学会総会   

第32回大気汚染学会  
第32回大気汚染学会  

東 京   

果 宗   

出 雲   

松 山   

北九州  
北九州  

4．1  

4．3  

3．7  

4．3  

3．11  

3．11  

都市域における高濃度NO2汚染メカニズムの解   
明に関する研究（2）   
－京浜工業地域における ⅣOx濃度の立体分布  

大気中炭化水素組成に関する検討（4）   
－C9炭化水素についての一考察一  

神奈川県西部地域における大気汚染発生威惜解明   
調査（8）   

－ガス状物質及び拉子状物屑の立体分布－  

冬季における都市大気汚染機構（1）■   
大気汚染物質相互の関係  

第32回大気汚染学会  

弟82回大気汚染学会  

罪3Z回大気汚史学会  

第32回大気汚染学会  

冬季における都市大気汚染桟橋（2）   
¶航空機を用いた立体分布観測一・  

罪82回大気汚染学会  

連なった建物間の野外拡散実験  第32回大気汚染学会  

－168－   



第32回大気汚染学  測モデル  
一広域拡散実験－  

木村富士男●2，  

岡本貞一●2  

（●l東京都．  

●t東京都自動車交通量   
対竃検討委且会）  

石井康一鉢●l．  

今野貞夫事】，森口斉●2，  

北林興二12．若松伸司， 木村富士男－2 
．  

岡本貞一●2  

（●一束京都．  

●2東京都自動車交通旦   
対策検討委員会）  

第32回大気汚染学会  
高濃阻時印加拝消予測モテル構築狽査（2）  一道路沿道拡散実験－  

社会環境システム郡  
青木爬二   

青木陽二   

青柳みどり  
青柳みどり．森口祐一■1．  
近藤美肌涌7k惜●1  
（事1地域環堵研究グ）  

吉武家書成◆1．天野研二．  
高田秀亮一2  

（－1兵庫県立公害研．  

■2東京農工大）  

天野桝二．福島武彦暮l．  

柏崎守弘●l  

（■】地域環境研究グ）  

大井紘．近藤芙則．  

娼賀伸介．平松幸三一l  
（＝京都大）  

大井絃，近藤美則，  

須賀伸介．宮本定明◆l  
（事l徳島大）  

大井紘  川  
小野宏哉  
（‖笹川平和財匠）  

c－ 1  

こ：  

C－ 8  

c－ 4  

c－ 5  

「建築と都市の水環境計画   
の手法」講習会  
「建築と都市の水環境計画   
の手法」講習会  

第21匝】国際農業経済学会  

東  京
 
阪
 
京
京
 
 

水環境計画のための調査と方法   

水屑項計画のための調香と方法．   

環境の評価トその計史的把捉（総論）  
生活に関連したCO2削減対策の可能性の評価  

近畿地方の河川水中のMBAS濃度とその決定因子  

大
 
東
東
 
 

第8匝エネルギーシステ  
経済コン7丁レンス   

ロ本陸水学会第56回大会  

第26同日本水環境学会年会  日本国内の湖沼における COD環境基準の達成状   
況について  

現象としての苦情申し立ておよぴその近隣公害と   
の関係   

都心商業地住民の自由ぎ己述故による環境意識調香   
一語のクラスターによる分析一   

環墳研究における問題の要素への分掛こついて  
国際労働力としての外国人労働者の課態と対応  

ぐ【  

e－ 7  

c－ 8  

c－ g  

い  

C－11  

c－1Z  

c－13  

京都大学環境衛生工学研究  
会第13回シンポジウム   

土木学会第46周年次学術講  
演会   

環境科学会1ggl年会  
日本計画行政学金策‖眉全  
国大会   

日本計画行政学会第14回全  
国大金  
日本不動産学会平成3年匿  
秋季全国大会学術講演会  
OECl）Work＄hop  
Taxes／Emiss Fees  
Reduci爪g Greenhouse  
Ga写e写  

3rdlnt．LandfillSy冊p．   

碍項政策日欧シンポジウム   

自   
会第‖個シンポジウム  

頂填勘定体系；地方と地球環境のインターリンケ   
【ジ  

東京圏居住世帯の住宅取得能力に閲す名分折   

Japanese etperie¶eeS Of pollutionloadlevy   
SySte¶for reducimg su】fur oxides：   
Pul】utioll－relatedl】ealしh danage co†qpen＄a‾   
tion sγSten  

Construction of scboolbuilding at am old   
landfill  

日本における市街地土壌汚染問題   
一現況と最近の進歩  

幹線道路沿道と非沿道の住民の披書・迷惑感の   
由記述調査法による比較  

小野宏哉   

小野宏哉．清瀬和彦義1  
（－1建設省）  
¶．Ono  

S．Gotoh   

後藤典弘   

近藤美月Il，大井紘．  

領賀伸介．宮本竃明暮l．  
阿部治●2  

（●】徳島大．蠣2埼玉大〉  

近藤美別．大井紘．  

須賀†申介，宮本定明－1  

（◆l徳島大）  
Y．Xondo．軋Shi几izu－1  
Y．Horiguchi●1  
（事1Reg．Environ．Div．）  

土木学会第46回年次学術講  
演会   

Xorea－orkshop“Global  
Cliln．Chan8e：The Cost‾  
Eff．Energy Technol．  
Redu亡imE GTeenbouse Gas  
Elliss．  
第8回エネルギーシステム  
経済コンファレンス  

第14回極域気水圏シンポジ  
ウム  

都心商業地住民の自由記述法による環境意識調査   
一言吾の雷己述挿既による分析   

九nalysis of sectoralG［G emissionimJapan   
and technology a＄SeSS帽帥t Ofllitigating   
GllG  

素材生産に伴う二酸化炭素の排出原単位と自動車   
生産過程への適用  

南操昭和基地における一酸化炭素の観削  

近藤美別．森口祐一◆l  
清水浩－l．石谷久一2  

（◆1地域環境研究グ．  

暮2東京大）  

清水明．秋元肇●1．  

井上元、つ  
（●1地球環境研究グ．  
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に関する住民意書  C－ 21  

c－ 22  

c－ 23  

ご－：l  

年度研究集会  
（京都大学防災研究所）  
環境科学会1991年会  

第4回四大ユスリカ対策う  
オ・－ラム  

第30回計測自動制御学会学  
術講演会  

照山博司●】．日引聡  

（●】東京大）  

森保文   

安岡善文．宮崎忠国■1，  
飯倉酋和◆？．s．polngan一っ  

（●】地球環境研究グ．  

暮2岩手大．  

●3タイ国立研究院）  
安岡善文   

山形与志朗．安岡善文．  
辻井達一－1  

（－1北海道大）   

化学環境部  
伊藤裕康．森田昌敏   

伊藤裕康．植弘崇嗣●】．  

森田呂敏，岩永光恭●2．  
大塚さ己一郎●2  

（●1地球環境研究セ．  

相日本電子）  

岩永光恭●】．  

大塚紀一郎ヤ．  

久保田英次●l．伊藤裕康．  
稽弘崇嗣●2．森田呂敏  
（■】日本電子．  

●2地球環墳研究セ）  
H．1to，軋Morita  

宇野由利子．森田昌敏   

彼谷邦光．佐野友春   

佐野友春．宇野由利子，  
彼谷邦光  
Y．打attori●l  

H．Ya几al10tO暮l．  

X，Nagai●l  

Ⅱ．打ashiⅦOtO暮l．  

X．Nonaka◆l  

S．ⅣakalUr㌔l  
H．Ⅳaka†qOtO●l．  

n．Shirai5bi．M．Morita  
（●lEnviron．Pollut．   

ColltrOICellt．）  
白石不二雄  
白石不二堆．藤巻秀和”，  
宝来援一－2  

（●l環境健康部．  

●2鹿児島県環境セ）  
白石不二堆．藤巻秀和＝．  
宝釆俊一●2  

（●l環境健康部．  

●2鹿児島県環境セ）  
H．Seya¶a．  

J．S．E血onds＝  
M．J．Mora几●1．H．Soma．  
Y．Shibata．H．】orita  
（暮1rest．ノ川St．Har．Res．   

Lab．）  

M．Soma．A．Tanaka．  
H．Seya¶a   

相馬光之．高崎裕，田中敦  
相馬光之．  

G．J．Cburehm且n●】．  

B．X．G．Theng■2   

CO2 削減のための炭素税の推定   

霞ケ浦流域における環境教育   
環ケ補流域市民による水質調査を中心にして  

人工衛星画像からの地表面分光反射率（7ルペド）   
分布図の作成  

計糾自動制御学会30周年記  
念アルカディアセミナー  
第17回リモートセンシング  
シンポジウム  

環境評価の技術  衛星リモートセンシソグによる湿原モニタリング  

高分解能S川 による紙製品中のPCDDs及び   
PCDFs の分析  

磁場型質五分折計を用いた【Cト鵬の試作（第3報）  

日本化学会第81春季年会   

第52国分折化学討論会  

19gl年度質量分析連合討論 会  

【CP磁場型高分解能質量分析計の開発  

Int．Congr．Anal．Sci．】ggl  

日本環境変異原学会第20回  
大会  
1991年日本脂質生化学研究   

日本環墳変異原学会第20回  
大会  
Int．Co爪gr．Anal．Sci．19gl  

Clliba  

東 京   

京 都   

東 京   

Chiba  

3－ 8  

3．11  

3．7  

3．11  

3．8  

d－ 4  

d－ 5  

d－ 6  

d－ 7  

d－ 8  

DeterlninatiollOf polychlorodibemzo－p－dioxi爪S   
and polychloro dibenzof】ranSiIlpaPer   
products by hi8h resolution GC／HS  

白金錯体の変異原性［Ⅱ］   

タウロリヒドの生合成径路の解析   

1－mitropyre爪e誘導体と DNA との反応性とその   
変異性  

Determ】natioIlOf tr王butyltim and tripheny卜   
tim colnpOu爪dsi几enYiron¶entalandindust－   
rial■a＄te tater畠 by gas ehromatography  

第32回大気汚染学会  
日本環境変異原学会弟20回  
大全  

第3Z回大気汚染学会  

北九Jll  

東 京  
培養細胞を用いた遺伝毒性検索システムについて  
火山灰粒子による VTg培養細胞のSCE誘発につ   
いて  

大気浮遊性子の培養細胞を用いた毒性検索システ   
ムの検討  

Applicalio爪Or FAB－S】MS to studγOf nineral＄  

d－ g  

d－10  

8thInt．Conr．Secondary  
lon Mass SpectroM．  

Bonding state of sodiunim a爪phibole   
Ⅵ王nerals studjed by）卜ray pb【）tOelectron   
SPeCtrOSCOpy  

有機スズ化合物と粘土鉱物の相互作用  
ハロイサイトのⅩ操光電子分光  

】nt．Coれgr．Anal．Sci．19gl  

第35回粘土科学討論会  
日本化学会第63春季年会  

d－13  

d－14  

d－15  
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第8匝エアロゾル科学・  
術研究討論会  

ルによる酸性雨の中和効果  
坂本和彦●2．溝口次夫●コ  

（●】名古屋大，●2埼玉大．  

り地球環堵研究グ）  
H．Nish‖ほta，  

S．鮎川糾Ori‖  

（●l鵬goyal〕niv．）  

H．Hish‖ほ甘a．  

S．Ka爪a】10ri●1  

N．K8namOri事1  
T．Hizoguchi●2  
（◆l胸goya Univ．．  

●201（〕balEnvlron．   

piv．）  

西川雅高．金森悟◆1．  

金森嘲子●】，溝口次夫－2  

（暮l名古屋大．  

－2地球環境研究グ）  
西川雅高．溝口次夫事】．  

金森悟●2  

（‖地球環墳研究グ．  

●2名古屋大）  

藤井敏博，常盤広晴‖．  
市川紘●1  

（●1星薬科大）  

藤井敏博．石井宏征事1  
（◆l明星大）  

T．Fujil  

CheⅥicalconposition of ko＄a aerOSOl（ye‖0■   
sand dust〉 coIlectedinJapan   

Environtlelltalsignificance of kosa aerosol  
（yello■S且md dust）⊂01IectedinJapan  

】nt．Congr．加al．Sci．1991  

ZndICPPA Reg．Conf．  

日本気象学会1g91年秋季大  
．ヽ  

創立き5周年記念粉体工学会  

黄砂エアロゾルによる SO2．NOx ガスの取り込   
みに関する予備的実験  

黄砂エアロゾルと酸性雨  

日本化学会第61春季年金  

1ggl年鑑質屋分析適合討論  
．ヽ  

12th】nt．Mass Spectrom．  
Conf．   

平成3年度日本分光学会春  
季講演会  
】nt．Congr．Anal．Sci．19gl  

】nt．Congr．Anal．Sci．19gl  
Jt．＆Satell．“Xitami  
C【）nf．  

日本分光学会【CP質塁分  
析法セミナー  

光   

1gg2†inter Conf．Plaslla  
Spectrochem・   

20lst ACS ⅣaLNeet．  

19gl年会環境科学シンポシ  
ウム  
第32回大気汚染学会  
】nt．Congr．Anal．Sci．19gl  

横 浜  

東 京   

A¶5terdam  

東 京  

Chib且  

Xita円i  

つくば  

発 京   

San Diego  

Atlanta  

東 京  

北九州   
Chiba   

abinitio分子軌道法によるリチエウムイオン付   
加分子の構造とエネルギー；   
ベンゼン．フェ／－ル．どリジン．アニリン  

有機金属化合物の表面電離マススペクトル  

3．3  

3．5  

3．8  

3．5  

3．8  

3．9  

J．10  

3．11  

4．1  

3．4  

3．11  

3．11  

3．8  

d－ 21  

d－ 22  

d－ 23  

d 24  

d－ 25  

d－ 26  

d－ 27  

d－ 28  

d－ 2g  

d－ 30  

d－ 31  

d－ 32  

d－ 33  

Sa¶plin且at at几OSpheric pressure for mass   
spectronetryin co¶bi几atio几Yith】ithiuln  
io爪 atlach（！ment  

ドーナツ構造をした高出力マイクロ波プラズマ光   
源の空間分布特性  

Spatialcharacterization or a doughn］t－   
Shaped and high－pO■er micro廿aVeimduced   
p】asna source  

Fundal旺皿talstudies onlaseT ablatio！1for   
theintroduction of poY8red solid sallPles  
iれt【）aninductiv（！1y coupled plasna  

レーザーアプレーション試料導入法の環境試料へ   
の応円  
ドーナツ構造をした高出力マイクロ波プラズマ   
源を用いた発光分析  

Ato¶ic eⅥission spectrometry Yiしh use of a   
doughnut－Shaped andlligb‾pOWer micro▼且Ve  
induced plasma source  

Leadisotope ratios a＄a traCer Oflong－   
Tan冨e tTaれSpt〉Tt O†aiT pOllutantsin the   
Åsian reglOm  

海洋大気中におけるメタンスルホン酸の動態  

古田直紀．古賀正太佳●1  
（暮l日立那珂）  

N．Furuta．M．Xoga●1  
（●lNaka†orks Hitachi   

Ltd．）  

N．F〕ruta  

古田直紀   

古田直紀．古賀正大佳●l  
（●l日立那珂）  

N．Fじruta．M．Xoga◆l  
（◆l甑jaⅣorks Hitachi   

いd．）  

H．Hukai．Y．Ambe◆1  
（事tてolyo UniY．A8ric．邑   

Tech．）  

向井人史  

隠岐島における粉じん成分の長期モニタリング  
pete川i几ation of trace elelhentSin otol＝tlS   

byICP eMis＄ion spectro巾etTγ andlCPlnaSS   
SpeCtrOll¢trγ   

Dete川ination of organo－tin colqPOundsin   
¶arjne Yさter  

向井人史  
M．目口rita，  

J．S．EdlhOnds暮l  

（■1－est．Aust．Mar．Res．   

し且bs）  

乱麗0】1●1．H．Horita．  

S．S8riza■a●2，H．Katsu●2  
（●lEnviron．ControI  

Cent．．  
－2帥viron．Res．Cent．）  
H．Horita．Y．Shibata．  
J．Yoshinaga．  
J．S．EdlnOnds●l  

（■1lest．A】St．Mar．Res．   

Labs．）  

Ⅹ．Okamoto●1．M．Mori【a  
（●し伽iY．TDkusbiⅦa）  

T．YaⅥaInOtO．は．Xon●l  

m．】to．M．Morita  
（●1Environ．Control  

】れt，Congr．Anal．Sci．19gl  

【爪t．Congr．A几al．S亡i．1g91  DeterTninatiom of ar＄erlic ＄peCiesin椚arine   
b王0logicalsa¶ples byICP nass spectrome▲   
しry亡0¶bined■ith high performanceliquid   
ehromatography   

Ⅳies biologlCaland environpentalrererence   
ⅦateTialさ：a¶updale  

Deter川ination of polychlorodibe爪ZC－p－diolins   
a爪d polychlorodibenzofuransin tater   
Sa叩1esきt PPqlevel   

Chiba  

・Chiba  

】nt．Congr．Anal．Sci．1g91   

】nt．Comgr．加al．Sci．19gl  
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パプアニューギ  7・ギデラ族のセレン摂取量  45回目本葉養・食糧学  
大塚桃太郎◆l．  

河辺俊雄－∫．本郷哲郎一一  

今井秀樹＝．稲岡司■2．  

秋道智弥■3  

（“東京大，●℡熊本大．  

■3民情）  

吉永淳．今井秀樹●1．  

柏崎浩●l  

（＝東京大〉  

吉永淳．森田昌敏  
C．5uz血j●1  

J．Yoshinaga，M．朋orita  
（‖Environ．Res．Cent．）  

d－ 39  

d－ 40  

、111二  

ボリビア高地・低地住民の毛髪中微塵元素感度  

生体中ヨウ素のICP－HSによる分析  
かe！e√折inaとjon o′lrace e】e斤e円仁ざ jn pure   

■ater bylCP几aSS SpeCtrOlhetry  

第45回日本栄養・食糧学会  
総会   

第2回目本微五元素学会  
h‖．Co爪gr．Anal．Sci．jg9l  

環境健康部  
小林悦子．伊藤勇  
鈴木和夫ノJ、沢広  

e－ l  

e－ Z  

e－ 3  

ラットの気管内に投与した塩化ランタンの影響  
l．肺におけるランタンの分布と局在   

ラットの気管内に投与した塩化ランタンの影響   
8．肺胞洗離液中の炎症応答と肺組織の形態学   
的観察  

日本人の血清中セレン濃度の個人差と地域糞につ   
いて  

第62回目本衛生学会総会  

第62回目本衛生学会総会  

罪∬匡日本民族衛生学会疑  

（■1筑波大）  

伊藤勇三ノJ、杯悦子，  

鈴木和夫ノJ、沢広恭●1  

（‖筑彼大）  

今井秀樹．兜臭徳＝．  
柏崎浩■2，鈴木継美■2  
門司和彦◆3．  

作木泰一郎◆○  
（■l地域環境研究グ．  

●2東京大．●コ長崎大）  

4  

鈴木和夫  
5  

鈴木和夫   

6  

l．Sato●l．x．T．Suzuki  
（●lHirosakiUniv．）  

7  

底力ルシウムで飼育した幼若ラットにおけるカル   
シウム、マグネシウムとリンの代謝  

恥idermalGroYth Factor（EGF）による初代培養   
ラyト肝実質細胞における胎盤型グルタチオン   
ーS一トランスフエラーゼの誘導  

Induction or placentalglutathione5tranS－   
feraseim rat hepatocyte by coplanar   
polychlorimated biphenyl（PC8）coれge几erS  

Develo叩ellt Or tOXicity assess¶entin YiけO   
ror semico爪duct〔〉r materials   

C8と5rの腸管識別の年令的変化と十二指腸粘   
膜上皮細胞購のりん脂質組成の変化との関係  

ラット新生仔肝脳への金属の取り込みとメタロチ   
オネインの誘導  

屋内ラドン濃度の調査知見について  

Cha爪geS Orinrla¶matOry亡ellsin Gui爪ea Pig   
trach（さa eXpOSed しO Sulfuric acid aer（〕SOl  

e－  

e－  

e  

e－  

e－ 8   e g  

第61同日本衛生学会総会   

第64回日本生化学会大会  

Soc．Toxicol‥1gg2 Annu．  
Heet．   

lnt．－orkshop T（〕1icity  
Assess．Se¶i－ ＆  

Supercomd．Mater．  
祈52回目本衛生学会総会   

日本薬学会第112年会  

京 都   

東 京  

Seat‖e  

Ho爪0Iulu  

松 山   

福 岡  

3．4  

51い  

4．Z  

4．3  

4．g  

4．3  

小林悦子．寄木康展．  

鈴木和夫  
河原さな枝■1．  

三澤幸吉●l．青木康展．  

鈴木和夫  
（－】筑波大）  

太田庸起子．市村国俊◆l  
溝淵清彦●l  

（＝奈良県衛生研）  

A．Eawagoe．  
∴Yo爪el10tO●1．  

T．Eobayashi●l  
H．Fujilhaki  
（◆lReg．Environ．Div．）  

河越昭子，藤巻秀和   

国本学．E．Otto■l．  

V．Bennett●1  

（●1D山u Uれiv．Med．   

Cent．）  

国本学  

第50回日本公衆衛生学会  

5tllSpring HeeしCan．S（〕C  
IhmunOl．  

舐酸エアロゾルと二酸化窒素の星霜がモルモノ′ト   
呼吸軌こ及ぼす影軌こついて形態学的検討  

発生段階のラット脳において恩師こ検出されるア   
ンキリンである分子量‖万の新しいイソ型の同   
定とその特徴付け   

メチル水銀及び有機スズ化合物の細胞苛性   
一神経系．非神経系細胞での専任の差異【   

A meon8ta1448kI）且 for¶Of ankyrinis a   
SpeCialized conponen10f unⅧyelinated   
axonS andislost folloⅥinglnyeliれation   

Differentialcytotoxic effects or nethy卜   
椚erぐ〟け丘nd orgaわ01in co打POUndざOn打aと〟re   
andim¶ature neurOnalc（・11s and non一   
爪eurOnalcellsiれ Vitro  

胎児新生児型アン＋リンのラット小脳初代培養系   
での発現とその神経毒性検出系としての利用  

二酸化窒素6週間暴露が吸入ヒスタミンーエアロ   
ゾルに対する気道反応性におよぼす影響  

大気汚染の健康影響評価指掛こついて  

弟82回大気汚染学会   

第64回目本生化学会大会  

第1咽環境汚染物質とその  
トキシコロジーシンポジウ  
ム  
The血．Soc－CellBio】ogリ  
31st Amm］．Meet．  

Soc．Tolicol．31st Annu．  
〟eet．  

日本発学会第112年舎   

弟41回日本アレルギー学会   

第32回大気汚染学会  

E．Xordeli♯】．w．cha爪●1．  

H．Xuni¶OtO，V．Bennett響l  
（●】Duke仙iv．Med．   

Cet・）  

M．Eun川OtO．T．Hiura●l  
（‖恩eg．加yjr（〉乃．piy．）  

国本学   

小林饉弘   

小林隆弘  
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発 表 者  
の 気管平滑筋弛緩作   第32回大気汚染学会   

第65回目本葉理学会年会  

第65回目本業理学会年会  

第27回気道過敏性研究会   

第1る回比較心電図研究会  
第85回日本畜産学会  

小林隆弘．森岡進■1  

（●l東邦大）  

森岡進■1．小林慢弘．  

篠崎由美●2  

（暮l東邦大．事2筑波大）  

伊藤剛●lノト林隆弘  
（●】東邦大）  

植物由来揮発性アルコール燥  e－ ZO  

e－ Zl  

e－ ZZ  

e－ 23  

e－ Z4  

e－ 25  

用と作用機構の解析  
植物由来揮発性アルコール頸の気管平滑掛こおよ   
ぽす影響とその機構   

ディーゼル排出粒子のモルモット具枯隈における   
吸入ヒスタミンーエアロゾルに対する反応性に   
およぽす影響  

モルモ・ソトの長期二酸化窒素（NO2〉星霜が気運   
過敏性および閉塞性肺疾患におよばす影響  

実験動物における心肺循環  
サンビ7共和匡における家畜と野生動物の接触に   
ついて  

小林隆弘   

鈴木明  
鈴木明．高橋博司．  

林谷秀樹雷1．  

G．S．Pa爪dey事2  

E．T．MYaSe◆2．梶隆一2  

（暮l東京農工大，  
●2ザンビア大）  

X．T．Suzuki   

河原さな枝■l，  

三澤孝吉●1．鈴木和夫  
（事l筑波大）  

田村憲治．安藤満■1．  

松本理  
（●1地域環墳研究グ）  

田村憲治．安藤満■】，  

（■】地域環境研究グ）  
0                           浅沼信治◆l．  

佐々木善一郎●】  

日田誠♯】．宮沢昭一♯l  

横山孝子‖．松島松翠●】，  

田村憲治．安藤満●2．  

（■1［］本農村医学研．  

■Z地域環境研究グ）  

田村憲治．安藤満●l、  浅沼信治●つ 
． 佐々木喜一郎■2．  
松島松翠●2  

（◆l地域碍墳研究グ．  

●2日本農村医学研）  
田村憲治．安藤満●】．  

松本理．嵯峨井勝目．  

松本幸雄◆1．新藤純子◆2  
（●】地域環境研究グ．  

●2農業環境技術研〉  

西村久雄●l．西村典子◆1．  

堀部牒世．唐沢美香●2．  

黒木豊志夫●2．遠山千春  
（◆1愛知医科大．   

●2東京大）  

J．He几elraad．C．Tohyalna．  
Ⅳ．Nishimura●】  

H．Ⅳishilmura＝  

（●lAi亡hiMed．UIliv．）  

弘田裕美子●l．  

鈴木純子‖．竹昇真◆l．  

小林静子＝．遠山千春．  
西村久雄●2．西村典子●2  
（雷1共立薬科大．   

●2愛知医科大〉  

西村典子●】，西村久雄●1  

唐沢美香●2．  

黒木竪志夫蠣？．  

Cadmi1111日ull．Environ．   

第17回頂鳩汚染物質とその  
トキシコロジーシンポジウ  
ム  
第61回目本衛生学会総会  

第18回関東農村医学会   

第40回目本農村医学会総会  

Gargmano   

札 幌  

京 都  

土 浦   

旭 川  

Metallothiomein一九nalysisin tissues and   
toxicol（〕gica】i¶pOrtanCe  

血煙と肝臓可溶性タンパク質へのカドミウム，銅   
及び亜鉛の分布   
一in vitT（〕による書誌別的取り組み機構の検討一  

軒模造路周辺住民の SPH．NOク個人暴露  

農村住民の自覚症状調査   
一農薬散布と自覚症状の関連一  

農村住民の自覚症状と農薬中毒に関する研究   
（第2報）  

3．9  

ユ て小  

3．4  

3一 丁  

きロ  

e－ 26   

e－ 27  

e－ 28  

e－ 29  

e－ 3  

農村地域におけるスパイク扮しん発生の経年変動  （5年間の調香結果）  

第40回目本員村医学会総会  

第52回大気汚染学会  幹線道路周辺家屋内外の SPH濃度とNO2凛庶（3）  

第2回日本微旦元素学会  
カドミウム投与ラ・ント腎臓のメタロチオネイン  mHNAの局在  

第2回日本微量元素学会  lsororms of】ほしallothioneinim the   
partially－hep且teCtOmized ratliver  

UVB照射障害と内因性メタロチオネイン  第64回日本生化学会大会  

第M匝日本組織細胞化学会 総会  
カドミウム投与ラ・ソト精巣のメタロチオネイン  ¶RNÅ の局在  

鈴木純子◆コ．遠山千春  

（●l愛知医科大．  

●2東京大．  

事コ共立薬科大）  

西村典子＝．西村久雄■1  
堀部博●l．唐沢美香◆2．  

黒木豊志夫●2 
， 輪木純子◆コ．遠山千春  
（●l愛知医科大．  

◆2東京大，  

カドミウム投与ラット脳内メタロチオネイン   
¶R机の検出  

平成3年度日本産業衛生学  
金東海地方金学会  
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フライ川およぴマ  
魚中水銀濃度と周辺住民の毛髪、尿中水銀濃度  

Detection ofl】etallothionein18－R帖in   
various tissues of cadni］ln－しreated rats by  
in situ hybridization  

大塚柳太郎＝，  

本郷哲郎●l．遠山千春  
（■】東京大）  

H．Nishi¶Ura‖，  

Ⅳ．Niちhirura●l  

J．Suzuki－2．c．Tohya¶a  
（●1Aichi”ed Univ‥  
●2kyoritsu Co‖．   

Pha川．）  

西村典子●1．西村久雄●】，  

堀部博●1．張宝旭．  

遠山千春  
（●1愛知医科大）  

西村久雄－1．西村典子●l．  

堀部博●l．鈴木純子◆2．  

遠山千春  
（●l愛知医科大，  

”共立薬科大）  
西村典子●】．西村久雄●l．  

堀部博●l．遠山千春  
（■l愛知医科大）  

野原息子．彼谷邦光義l  
（●l化学環境部）  

野原恵子．彼谷邦光◆l  
（◆l化学環墳部）  

小泉昭夫●1．和田安彦‖，  
塚田三香子事1．  

加美山茂利■1．  

平野靖史朗，鈴木和夫  
（－1秋田犬〉  

藤巻秀和．河越昭子．  

米元純三●1  

（●l地域環境研究グ〉  

冗．Fujimaki．T．】nai●1  

N．陶tay且m且■1．  

E．Bissonnette●つ．  
A．8．Befust2  
（●1JikeiUniv‥  
●2univ．Ca】gary）  

藤巻秀和  
藤巻秀和．白石不二雄■】  

（●l化学環境部）  

片山昇一1．藤巻秀和  
（◆1東京慈恵会医科大〉  

三森文行   

久野譜也●】．三森文行  

（●l筑波大）  

久野譜也●l．坂井悠二●】．  

三森文行，勝田茂‖  
（◆1筑波大）  

F．Hitsl川Ori  

F．Hitsu爪Ori   

F．Mitsul【Ori．Ⅳ．H．BDlas  

F．Hitsu¶Ori．A．N且kano◆l  

（‖Ⅳat】．Inst．“inal柑ta   

Disea5e）  
三森文行．中野篤浩●】  

（＝国立水俣病研究セ）  
S．luno●1．S．鷲atsuta■】．  

F．Hitsu≠Ori  
（事】UmiY，Tsukuba）  

三森文行．中野篤浩■】  

（＝国立水俣病研究セ）  
三森文行．中野罵浩●1  
（‖国立水俣病研究セ）   

三森文行  
【．Hochitate  

Sci．Toxi（、01．316t Annu． MeeL  

第62回日本衛生学会総会  カドミウム投与ラットの唾液腺及び膵臓における   
メタロチオネインの局在  

】n situ hybridization法によるメタロチオネイ   
ン遺伝子発現の検出  

第62回目本衛生学金縁会  

松 山  

京 都   

東 東   

京 都   

第6Z回目本衛生学会総会  

第33回日本脂質生化学研究  
会研究集会  
第64回目本埜化学会大会   

第61回目本衛生学会総会  

共焦点レーザ←顕微鏡によるメタロチオネインの   
細胞内局在性   

ラ・ソト胸腺リンパ球主要ガングリオシドの構造決   
定  

ラット脾臓リンパ球ガングリオシドの構造研究   

力ロリー制限食のマウスを用いた7スベスト慢性   
毒性試験への適用  

4．3  

3．7  

3．10  

3．4  

e 42  

e－ 48  

e－ A4  

e－ 45  

第61回目本衛生学会総会  

ⅩⅣ ht，Co力gr．Allerg．＆  
Clin．【mmunol．  

硫酸エアロゾル星霜がIgE，1gG抗体産生に及ぼ   
す影響   

Enhanced bistanine release and depressed   
naturalcytotoxicitJi【l柑St Cells treated   
■ith fornaldellyde  

第32回大気汚染学会  
第3Z回大気汚染学会   

第32回大気汚染学会   

第1T匝】日本磁気共鳴医学会  
大会  
第1T回日本磁気共喝医学会  
大会  
第4回目本体力医学会シ∵ン  
ポジウム   

1】lt．SyMP．Magn．Resonance  
Spectrosc．Med．   

1mt．Sy叩．Magn．Re＄0爪anCe  
Spectro5C．Med．  
帖rld Congr．Hed．Phys．邑  
Bio¶ed．Eng．   

4thlnt．Synp．Neurobehav．  
Hethods＆Eff．Occup．＆  
Environ．H8alth  
第18回日本磁気共鳴医学会  
大会  
8th【nt．Biochem．Exercise  
Conr．   

第30回NMR討論会   

第1g回日本磁気共鳴医学会  
大会  
日本薬学会第112年会  
1ggl血．Thorac．S（〕C．／  

加．Lung Assoc．Int．Conr．  

北九州   
北九州  

北九州  

東 京  

東 東  

京 郁  

SeouI  

Seoul  

Xyoto  

Tokyo  

熊 本  

Hagoya  

東 京  

東 京  

福 岡  
California  

アレルギー反応  
ホルムアルデヒドガス暴露による肥満細胞からの   
ヒスタミン避難の元進  

骨髄由来肥満細胞の増殖分化とその機能に及ぼす   
ホルムアルデヒドの影響  

Bl勾配法による H．1コC局在化測定法の開発   

ラット骨格筋における走トレーニング効果の   
81p川R による検討第2朝卜  

長斯にわたる持久性トレーニングが高齢者の筋エ   
ネルギー代謝にどの様な影響を及ぼすか？   
一州R によるヒト及びラット骨格筋の検討－  

コIp M用om e几ergy metabolis¶andlocaliza   
tion technique forlH and】3c NMR   
SPeCtrOSCOpy  

Rot且ting framelocalizatlon techniquein】H   
and 川CⅣHRS  

Localizatiom【lethod forlJand13c NMR   
spectroscopy by rotati】1g rralleinag王ng   
tecb几ique  

州Rinaging and sp（∋CtrOSCOpy On rat braim   
poisoれed by nethyllerCury   

有槻木銀中毒モデルラット脳の31p NMRとイメー   
ジニ／グ  

コIp NMR study to（∋Valuate けaining effect白   
on rat skel（∋tal刑uSCle   

有機水銀が脳のエネルギー代謝機能に与える影響   
の コ1p川R による解析  

有機水銀中毒ラット脳のATP代謝回転   

N鵬R化学シフト画像  
Cha爪geS jn antinicrobialand superoxide‾   

ge几eration activitie＄Of alveolar¶aCrO－   
phages byin vivo exposure of rats to O・2  

3．10  

3．11  

3．11  

3．3  

3．3  

3．3  

3．4  

3．4  

3．7  

3．7  

さ．9  

3．9  

3．11  

4．3  

4．3  

3．5  

e－ 48  

e－ 49  

e 50  

e－ 51  

e－ 52  

e－ 53  

e－ 54  

e－ 55  

e－ 56  

e－ 57  

e－ 5も  

e－ 59  

e－ 60  

e－ 61  

e 62  

e－ 63  
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催都市名  

第32回大気汚染学会   

The An．Soc．CellI＝0log．  
315t A爪nu．Heet．  

Relaxation or stressed fibroblasts triggers   
shedding of cellular actin  不均一な細胞賃団としての肺胞マクロ77・－ジ  （Ⅲ）  

トL．Lee暮】．Y－C．Lin◆l  

F．Grinell●1  

【．Hochitate  
（●1univ．Texa5）   

大気圏環境部  
内山政弘．水落元之■1．  

天野勝俊●2．福山力  
（■l土木研．●2山形大）  

u、UttyaⅧa、  

M．Hizuochi‖．X．Yano－2  

日本化学会第61春季年会  

201st ACS Ⅳさt，Meet．  

蔵王山の冬季降水中の化学成分  

Chemicalco¶POSition of the Winter Precip卜   
tations且t Mt．Zaoh．Japan  

T．Futuyalla  
（‖public†orks Res．   

1nst．．  
◆2Yanagata Univ．）  

尾崎裕●1．内山政弘．  

小島勝彦●2．佐藤行成■3  
福山力  
（●1城西大．  

●2佐野昆鉄工所，  

”日本科学工業）  
尾崎裕”内山政弘．■  
小島勝彦●2．矢野勝俊◆○  

村野健太郎，福山力■  
（◆l城西大．  
■●つ佐野屋劇工所．  

■〇山形大）  

比留間文彦●】，松田学■l  

土屋槽●1．鈴木陸．  

竹内延夫  
（事l千葉大）  
F．Hiru†la◆1．  

第8回エアロゾル科学・技 術研究討論会  

無縁流速計を応用した誘および雪拉の粒径測定  

第32回大気汚染学会  
熱線流速計による雰拉の粒径測定  一赤城山と蔵王における野外観 測  

日本気象学会1991年春季大  
会  

1ggl】nt．Ge（）SCi．＆Rel口Ote  
Sensimg SyMp．  

TOMSデータに現れる台風パターンの分類  

Typhoon signature o爪TOMS data  

H．Matsuda●1  
Ⅰ．Tsuchiya暮1．H．Suzuki  
Ⅳ．T且keuchi  

（事1chiba Univ．）  

比留間文彦●1．松田学●1  
土屋清“．鈴木睦．  

竹内延夫  
（■l千葉大、●2帝京大）  

銘木睦，古田直紀●l，  

笹野泰弘－2．中島正勝義コ  

久世呪彦●一．谷井純●4  

（●l化学環境部．  

◆2地球環境研究グ．  

＊3NASDA．◆4日本電気）  
M．Suzuki，T．Nakajima＝  
Y．Sasa爪0●2  

（●luniv．TokJO．   

●2Gt（）balEnvLrolし  
Div．）  

鈴木陸  

日本気象学会1991年秋季大  
ノヽ  

第17匝】リモートセンシング  
シンポジウム  

TOHS データに現われる台風に特徴的なパターン   

の分規  

赤外高分光分解椛太陽掩蔽法の大気徴丑成分衛星   
観測七ついての概念検討  

Opt．Remote Sensi爪g Åしmos．  Williams－     burg  pressure and tenperat］re retrievalusing   
oTygen a bamdin solar occultation   
measure柑e〔t甘ithi叩rOVedlimb at¶OSpheric   
spectrometer（】LAS）  

日本リモートセンシング第  
11回学術講演会  
Imt．S）ⅧP．Middle AtⅥOS．  

Sci．．【yoto  

高スペクトル分解能光センサーによるオゾン層破   
壊・地球温暖化ガスの観測  

ObseTVation of ozone and¶inor c【）nStituents  
in the polar regions planned for19g5to  
19g7，uSimgi叩rOVedlimb atmospheric   
speetrometer（lLAS）Dnbo且rd At）EOS   
SPaCeCrart  

中一西部熱帯太平洋域における横雲活動の短周期   
変動の解析  

熱帯太平洋における積雪対流活動の短周期変動   
一偏東風波動と混合ロスピー重力波一  

熱帯太平洋における横雲対流活動の短周期変動   
一偏東風波動と混合ロスビ【重力波一  

熱帯太平洋における積雲対流一様乱結合系の構造   
変化一対流幽HRG波型接乱とRossby波型摸   
乱一  

宇笛からみた地球環項  
長波長半導体レーザーを用いた成層匪水蒸気計測   
用レーザーヘテロダインセンサーの検討  

丁州Sテータに現われる台風パターンの検討  

M．Suzuki．Y．Sasano■1  
（●1GlobalEnviron．   

DiY．）  

2  

（●1気象大）  

8  

4  

（◆l気象大）  

5  

（●1気象大）  

日本気象学会1991年春季大  
．ヽ  

メソ気象研究会   

日本気象学会19gl年秋季大  
会  
第2匝】熱帯降雨椒刺衛星  
（Tm川）研究会   

第26回理研シンポジウム  

宇宙科学研究所   

日本気象学会19gl年寄挙大  
会  

東 京   

名古屋   

名古屋   

熱 海  

東 京  
相模原   

東 京  

3．5  

3．10  

ユ．10  

4．1  

2．1Z  

2．12  

3．5  

r－1  

f－1  

卜1  

ト1  

夫
夫
 
 

延
廷
 
 

内
内
 
 

竹
竹
 
 
竹内延夫．松田学－l．  

比留間文彦●I．土屋漕■l  
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催部局名  
9  

河村武‖  
（＝筑波大）  

D  

竹内延夫  
（●l千葉大．●2筑波大）  

1  

（●1九州工業大）  

2  

松本雅雄●2 ■】 

（筑波大．  

●2九州工業大）  

竹内延夫   

竹内延夫．樽崎宏”．  
呉尚謙●2  

（●l東京農工大，  

◆2筑波大）  

松本雅雄●l．呉尚謙事2．  

竹内延夫  
（◆l九州工業大．   

■2筑波大）  

竹内延夫．増崎宏◆l．  

呉尚書薫●2  

（＝東京農工大．  

事2九州工業大）  

竹内延夫，呉尚書薫●1，  

増崎宏■2  

（●1筑波大．  

●2東京農工大）  

銅  
竹内延夫．土屋清■2  
（●l千葉大．●2帝京大）  

g  

ロ  
（◆l電通大）  

1  

2  

3  

4  

5  

6  

（●1城西大）  

7  

（●l地球環境研究グ）  

8  

笹野泰弘－1  

（◆l地球環境研究グ）  

9  

笹野泰弘●1  

（●l地球環境研究グ）  

川  
笹野泰弘＝  
（■】地球環境研究グ）  

漢淳．杉本伸夫◆l．  

笹野孝弘●】  

（●】地球環境研究グ）  

2  

3  

松為宏幸●l  

（●1東京大）  

横山裕生●l．土屋荘次●l  
三好明．鷲田仲明  
（■1東京大）  

三好明．鷲田仲明  
長野英治◆l．渋谷一彦＝  
小尾牧一■1．三好明．  

鷲田仲明  

ト1  

f－ 2  

仁 2  

f－ 2  

モンテカルロ法によ   
レーショ ン  

るライダー多重散乱のシミュ  日本気象学金1ggl年春季大  
・■一  

日本気象学会1g91年春季大  

罪14回レーザセンシングシ  
ンポジウム  
第14回レーザセンシングシ  
ンポジウム  

第3回日本レーザー治療学  
一▲－  

宇宙観糾シンポジウム  

ライダー信号の反転解法における多重散乱の影響  

ライダー反転解法の誤差感度解析   

ライダー多重散乱信号のシミュレーション  

光と地球環境   

近赤外レーザーヘテロダイン法による成層膠水蒸   
気計測の検討  

水平均質北路における多重散乱の視程への影響  日本気象学会1991年秋季大  
■▲一  

検   

鉛   

変   

恥rk6hop Clin．Modelimg邑  
Pre山ct．   

京都大数理解析研研究集会   

【几t．－orkshop‘waves＆  
Vorticies Oce別l邑 Their  
Lab．Anal．  

動   
虔年会  
第5回数値流体力学シンポ  
ジウム  

数   

目本物理学会第47回年会   

分   

大   
ンポジウム  
第銅回応用物理学関係適合  
講演会   
第14回レーザセンシングシ  
ンポジウム   

環境科学会1ggl年会  

レーザー学会学術講演会第  
12回年次大会   

日本化学会第61春季年会  
日本化学会第61春季年会  

日本化学会第61春季年会  

第7回化学反応討論会  
第7回化学反応討論会   

近赤外レーザーヘテロダイン水蒸気センサーの   
討  

高スペクトル分解能1i¶b反転法による水蒸気   
直プロファイル導出のシミュレーション  

台風に伴ってTOHS画像に現われたオゾン分布   
化の気象データに基づく分項   

Dyma≠ies and eme柑y balance of the hadley   
eirculatiolland the topicalprecipitatio几  
ZOneS  

極渦のフィラメンテーション   

A nuIqericalstudy or upstreaM－adYanCing   
nonli几ear YaVeS eXCited by an obst且elein   
the flow of stratified fl11id  

旋回流中の物体により励起される非線形慣性波   
と外力項を持った ⅩdV方程式  

回転流体中の物体上流に伝わる慣性彼の数値シミ   
ュ レーショ ン  

旋回流中の物体により励起される非線形波動の   
値シミュレーション  

回転流体中に生じる慣性彼の数値シミュレーショ  
ン  

Xe－Årクラスター衝突による Ar の蒸発過程の   
子動力学計算・  

レーザーレーダー轍鮒こよる都市域の夜間低層   
気構造と高凛慶大気汚染現象  

人工衛星搭載リトロリフレクター（RIS）を用い  
た大気微丑分子測定手法の検討   

赤外ラマ∵／シフターを用いた長光路吸収システム   
の開発   

ADEOS衛星搭載リトロリフレクター（R【S）を用   
いたレーザー長光路吸収法による大気微量分子  
測定  

赤外ラマンレーザーをもちいた長光路吸収法宣よ   
る二酸化炭素濃度の測定   

FCO ラジカルの紫外吸収スペクトルと反応  
SiHコ十S川っおよびS川3＋0℡の速度定数と   
反応機構   

置換メチル型フリーラジカル（・CH2R）七酸素分   
子の反応の速度における患操基効果   

FCO ラジカルの紫外吸収スペクトルと反応  
タロロ置換聖メチルラジカル類と酸素分子の反応   
速匿  

学  

ShilnOda  

京 都   

Vladivo－  
stok  

東 京  

東 京  

東 京  

槙 浜  

横 浜  

仙 台  

平 塚  

仙 台  

東 京  

沼 津  

横 浜   
横 浜  

横 浜  

仙 台   
仙 台  

ト・  

f－ 2  

l’l j  

ー－ 3  

f－ 3  

r－ 3  

r－ 3  

ト 3  

r－ 3  

ト 3  

ト 3  

f－ 3  

r」  

r－ 41  

ト 4  

卜 4  

r－ 44  

f－ 45  

ト 46  

3．11  

4．3  

3．6  

3．9  

3．10  

3．12  

4．1  

4．3  

3．4  

3．5  

3．3  

3．5  

3．11  

4．2  

3．3  

3．3  

3．3  

3．7  

3－ 7  
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催都市名  
光男◆l．三好明．  Si］〇＋Si」。及びSiHコ  庶  第7回化学反応討   ＋02反応経路とその速  論会  

松為宏幸◆J  

（●1東京大）  

A．Miyoshi．Ⅳ．－ashida．  
H．Matsui●l  

（事1umiv．TokJO）  

長野英治●lノト尾欣－－●l  

渋谷一彦暮l．常田仲明．  

三好明  
（雷l東京工業大〉  

N．－ashida．  

S．Hatakey且ma●1  
（暮IGlobalEnviTOれ．   

DiY．）  

N．Washida．X．Yamamoto  

常田仲明  

Detectio爪Or ＝ほⅥOCO radicalanditslife－   
tiMeillgaS ph且Se   

トリタロロメチルラジカルとオノンの反応適度  

X VthInt．Conr．  
Photochel【．   

日本化学会第61春季年会  

Reac【i【）n Or OH α一pinene a爪d β－Pi几enei爪   
air：eSti¶ate Of globalCO product王On   
でTOtlthe atれQSptleric【）Xidation（〕f terpenes   

首i几elics or the reactions or CX3（X＝F．Cl）   
Yith O2in the pressure range O．5－8Tqrr   
at 2g5X  

微塵温室効果気体の大気化学  

XVthlmt．Conf．  
Pho10（：hen．  

XVtlll几【．Conf．  
Photo亡helh．   

日本化学会東海支部設立50  
周年記念第5回名古屋コン  
フ ァ レンス  

日本陸水学会第与6回大会  
第Z6回目本水環境学会年会  

水土壌圏環境部  
井上隆信，海老淑渦一  
井上隆信．海老瀬潜一．  
沼辺明博◆1  

（●l北海道環境科学研究   
セ）  

内山裕美ノJ、栗一人■1．  

矢木修身．国府田悦男＝  
（●1顎二浪大）  

中島敏明●】．内山裕夫．  

矢木修身．中原忠常＝  
（事1笥二波大）  

内山裕夫．西林万屋●l．  

矢木修身．国府田悦男◆一  

（◆1筑波大）  

甘．Nakamura暮l  

“．Uchiyalla．0．Yagi  
（●lNat．】n6t．Minamata   

Disease）  
Y．Utsunomiy且  

組成比による河川懲囁態物質流出負荷特性の評価  
河川詳密調査による水稲移植後の農薬・栄養塩の   

流出 （Ⅲ）農薬の流出率  

ガス状トリクロロエチレンの固定化H殊による   
連続分解試験   

メタノトローフ M株のメタンモノオヰシゲナー   
ゼのコンポーネントⅠの部分精製と諸性質   

固定化M株を用いたカゴ楕絆型リアクターによ   
るトリクロロエチレンの崖佼分解畠f験   

SpecialorganomercuTiaトvolatilizing   
baet（汀iain the 包edi¶ent O一肌inamataIiay  

Con5truCtion of an enYironmentaldaしabase   
rrom satellite re爪Ote SenSing d且ta   
－A sysle血 for cQ叩il且こioR Or且Cli硯丘Ie   
datafile a爪dits preli¶imaryinterpreta－   
ti【）∩5一  

昭尻塁倦の考要した地球儀の作成技術  
リモートセンシングによる可能凰蝕丑推定図の作   
成に関する研究  
リモートセンシングによる風蝕塑推定図の作成   

汚海自荷構造の変化に伴う有機汚濁物質の質的∴   
量的変化  

声‖ll詳密調査による7k稲移植後の農薬二栄羞塩の   
流出 （り栄養塩の流出  

河川詳密調香による水稲移植後の農薬・栄養塩の   
流出 （Ⅲ）農薬の流出特性  

不飽和土壌中での水分と溶質の鉛直移動に関する   
実験的研究  

環境試料中の脂肪族アミン根の定見  

奈 良  
東 京  

．111  

4．3  

日本農芸化学会＝札年度大  
会   

日本農芸化学会1991年変大  

平成8年庶日本醗酵工学会  
大会   

31st A爪几U．Meet．Soc．  
Tolicol．  

Int．S川P．Enviro爪．Change  
＆ G】S  

g－ 3  

g 4  

g－ 5  

g－ 6  

京 都  

嘉 都  

広 島  

Seatし1e  

3．4  

3．4  

3．11  

4．2  

g－ 7  

宇都宮隕二朗  
宇都宮隕二朗   

宇都宮賜二朗   

粗肴漁掛「井上慶信   

海老瀬潜一．井上隆信．  
沼辺明博■l  

（ヽ】北海道環境科学研究   

セ）  

招辺明博■1．海老瀬潜一  
井上隆信  
（事l北海道環境科学研究   

セ〉  
大坪国順   

月岡忠◆l．小沢秀日月． 村上徹朗●2  

（◆」庄野県衛生公害研．  

－2工学院大）  

小沢秀明，柏崎守弘●】，  

矢木修身．月岡忠書2  
（■1地域環境研究グ．  

日本地理学会1ggl  
日本リモートセンシング学  
会第＝回学術講演会  
日本沙漢学会1ggl年度第2  
回学術大会  
土木学会第川回年次学術講  
演会  
第26回日本7k環境学会年会  

松
東
 
東
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第Z6回日本水環境学会年会  

土木学会第‖周年次学術講 演会 日本分析化学金策I0年会  

ペンタフルオロ7ユニルヒドラジド誘導体化によ  る7k中の短観脂肪酸のGC定員  

日本化学会第悶壱季年会  
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り用した汚水の  脱碧処理  第26回日本水環境学会年会  
林弘道●l．松井優斎書1．  

野村幸弘●l．小沢秀明．  

降注敦海●l．  

上島和書美事2  

（事l長野県南生公害研．   

■2長野県農協地域開発   
機様）  

T．Esaki●l．Y．」．Jiang●l  
T．XilmJra  
（‖【yushu Univ．）  

T．Esaki●】，【．Shikata”  

E．Aoki●2．T．首ilhur且  

（●】【yushu Univ．．   

●2Nat．Res．】nst．   

Pollut．＆Resour．〉  
T．Esaki●】．s．Dohzono事】．  

T．tilnura．〃．Xa¶eda●2  

（◆lIyushu Univ．．  

当小血u町orit＄u   
Univ．）  

江崎哲郎●l．堂薗俊多義l．  

相川明■」．木村強  

（◆l九州大）  

生貞幸治◆l．江崎哲郎◆1．  

木村強  
（●l九州大）  

T．Esaki－1．H．Hojo●】，  
T．Xim」ra．N．Ⅸameda■2  

（■1Eyu5hu Univ．，  

■2【yushu Xyoritsu   
Univ．）  

木村強．陶野郁雄，  

江崎哲郎●l  

（●】九州大）  

木村乱江崎哲郎●1．  
生貞幸治＝  
（■J九州大）  

土井妙子，溝口次夫●1．  
佐藤純●2  

（－】地球環境研究グ．  

■2明治大）  

土井妙子．細見正明．  
溝口次夫♯－，佐藤純一2  

（暮】地球環墳研究グ．  

♯2明治大）  

土井妙子  

StabiIity analysis of a deep tunnelY＝h the   
elasto－Plastic stari几 SOftenig behavior   

Surface subside爪Cein naturalgas fields  

7thInt．Conf、CollPUter  

MetI10ds ＆ Ad〉．  

Geopleehanies 

4thl几しSyllP、Laれd  

SLlbs王demee  

Enviroれmentalsyste≠for subsidence  englneer‡ng  

4th】nt．Sγ叩．Land  

Subsidence  

地下開発利用に関する外部環境の検討   
一地盤沈下と環墳システム（第4稲）一   

不連続面の渚特性とその流動機構に関する研究  

Shear－floY COUplin8 teSt On r〔〉亡k joi爪tS  

第4回環境システムシンポ  
ジウム   

土木学会第46回年次学術講  
演会   

7th【mt．Congr．Rodk〟ech．  

岩盤不連続面の表面形状の特性  

せん断を受けた岩盤不連続面の表面形状と透水特   
性   

大気中のT Be凛度とオゾン濃度の変動  

日本応用地質学会平成き年  
度研究発表会   

土木学会第Z4回岩盤力学に  
関するシンポジウム   

第Z8回理工学における同位  
元素研究発表会  

第32回大気汚染学会  大気中の7Be感度とオゾン濃度の変動  

国立環境研究所ラジオアイソトープ実験棟の概要   

白石平野の地盤沈下とその地質   

白石平野における地下水揚水に伴う地盤沈下性状  

放射線取扱主任者部会第3Z  
回主任者研修会（部会総会）  
日本地質学会第98年学術大  
会  
第26回土質工学研究発表会  

陶野郁雄．遠藤邦彦◆l  
（◆1日本大）  

陶野郁雄．木村強．  

安原一哉◆l．岡本順暮l．  

内田賢徳－ヱ  

（◆1茨城大．  
－2㈱東京ソイルリサー   

チ）  

陶野郁碓．丸田春樹●l  
（◆l㈱フジタ）  

陶野郎掟．遠藤邦彦●1．  
安田遥＝．鏡味洋史◆〇．  

棚橋由彦●4  

（◆l日本大，  

●つ九州工業大．  

●コ北海道大．  

◆4長崎大）  

陶野郁雄   

原田茂樹．市川新一1，  

橋本澄明●2  

（●1東京大．◆2東北電力）  

原田茂樹．市川新●1  
（●I東京大）  

細見正明  

佐賀県有明町に設置した新地盤沈下システムとそ   
の地盤性状  

自然災害予測と第四紀研究  

第26回土質工学研究発表会   

1991年日本第四紀学会大会  

地球・日本列島・有明海の誕生から雲仙噴火まで   
一佐賀平野の自然と現場の変速－  

ガラスビーズカラムを用いた雨7kの浸嵐 流出に   
関する研究   

集水管付き雨水浸透基盤の設計に関する研究   

水底質系モデルによる富栄養化対策の評価－  

佐賀大学公開講座   

水文・水資源学会1g91年研  
究発表会   

土木学会第46回年次学術講  
演会  
第25回水質汚濁学会  

マイクロトックス一発光馨  
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M．ⅥosoMi．M．Okada◆1．  
R．Sudo  
（◆1Tokyo U爪iY．Agric．＆   

Technol．）  

細見正明   

細見正明．松垂一夫．  

滝和夫◆l  

（●1千葉工業大）  

細見正明  
細見正明   

細見正明  
矢木修身．内山裕美  
0．Yagi．H．Uehiyama，  
【．】■aSaki   

生物圏環境部  
青野光子．久保明弘．  

佐治光一1．田中乱  
近藤雉朗●l  

（●1地球環項研究グ）  

青野光子．久保明弘．  

佐治光■1．田中浄．  

近藤矩朗●l  

（暮l地域環境研究グ）  

M．Aono  

岩熊敏夫．上野篠平．  

野原精一ノト池正純◆l  
（●l栃木県公専研）  

T．【wakuma．M．Ai2ak王義I  

H．Takamura．A．OLs］ki●  
（●lReg．Enviro爪．Div‥  

暮2Tokyo Univ．Fish．）  
岩熊敏夫．花里孝幸●1．  

謝平－2．松原健司●3．  

柴田欣故●〇  

（◆l地域環境研究グ．  

◆つ筑波大，－〇東邦大）  

上野隆平   

J．Croydale．X．Omasa   

大政謙次．」．G．Croxdale  

大政謙（欠  

大政謙次   

”．Shiba●l．T．Fuji事I  

Y．”idorikata●】  

M．Terai◆2．K．Omasa．  
l．Nitta●〇  

（●lJGC Corp．．   

－2TokyoInst．Sei．＆  
Tecll．，  

◆ONat．Aerosp．Lab．）  
Ⅹ．0¶aSa．S．Maruyama●l．  
H．A，MattlleYS◆2  

T．S．Boγer●3  

（●lNat．【nst．  

Agr（〕biolog．ResouT．   

暮2univ．Caljfornia．   
●3univ．ロela■are〉  

大政謙次   

大政謙次．清水英幸．  

増善彰久＝  

A5SeSSⅥent Of eutrophica＝0n COntTOl   
＿PrOgra¶S uSi几g an eCOloglCalMOdelfor a   
dilnicticlake   

土壌及び地下水汚染対策   

アシの根圏を利用した廃水処理  

マイクロトックス試験による水質評価  
今後の農韮汚染問題の動向   

底質対策の評価  
微生物によるトリクロロエチレンの分解．除去  
8iodegradatio几rate Of chloroethyle爪ein   

soilenviro】1¶ent  

大腸菌グルタチオンレダクターーゼを葉緑体中に持   
つトランスジメニッタタバコの活性酸素ストレ   
ス耐性   

植物の大気汚染ガス耐性におけるグルタチオンレ   
ダククーゼの役割一過伝子工学的アプローチー  

EnhaれCed tolerance to photooxidatiY（∋ StreSS   
Of trans8e爪ic tobacco pla爪tS ■ith hi且h   
glutathione reductase aclivity  

日光韻の胡の底生生物．皿．   
ヤマ．トユスリカくChirQれQtuS nippQneれSis   
Tokunaga）の個体群動態  

Lon良一te川Changesin亡hiTOnOmid population＄   
in a shalior laXe in relation to the 
degree of eutrophication   

実験地の富栄養化の進行に伴うフサカ個体群の世   
代数と生産蜃の変動  

8－39   

㌢∵郁  

g－41  
g・1ニ   

g－45  
g－44  
g－45  

h  

〕，l  

第1匝】環境工学総合シンポ  
ジウム  
日本水処理生物学会  

第Z8回衛生工学研究討論会  
日本水環境学会関東支部講  
演会  
第26回水環境学会年会  
環境科学会1991年会  
Pr（】亡．1stIAWPIiC】nt．  

S川p．  

日本植物学会第56回大会  
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第32回大気汚染学会  

Pr．J印．10rkshop Plant  
Physiol．＆Molecular  
Biol．  
第38回日本生態学会大会  

11thInt．Sy叩．  
Chirono】lidae  

甘木陸水学会第56回大会  

乙戸川のC．yoshinatsuiの流下に影響する環境   
要因について  

Dymalhi亡．high－reSOlulionlhe川Ography of   
riee leaves 

クロロフィル蛍光動画像計測による光合成器官の  ’   
生長診断   

地球環境と植物工場  

NMR映像法による生体機能の計測   

A ＄tudy of biologjcalprotection and control   
for rarmi几g¶Odules orlunar base  

＼，：  

ト 8  

1， 9  

か 川  

ト こ1  

1，こ：  

日本陸水学会節56回大会   

削dYeSt ATn．Sci．Pla爪t  
Physiol．Meeし  
日本農業気象学会1ggl年度  

奈 良  

Urbana  

堺  

東 京  

堺   

Hatsuyalna  

3．11  

．11  

3．4  

3．5  

3．g  

3．10  

大会・日水生物環境調  
会第Z9回集会合同大会  全 節  撃   

苗生産システム国際シンポ  
ジウム実行委貝会主催第2   
回講演会  
大阪府立大学第1回生物資  
源開発セミナ←  
IFAC／lSltSl＄tlorkshop  
Math．＆ControIAppl．  
Agric．＆norti．  

Ⅰ帽a且e dia8rOSi写Of phorosynthesisi爪Yater－  deficit plants  

】FAC／IS¶SIst Workshop  
Hatb．邑ComtroIAppl．  
Agric．＆Ⅵorti．  

Matsuyama   

植物による大気浄化作用とその生体画像計測   

サーモグラフィによる槻木の活力度診断  

竜山県公宅センター合同セ  
ミナー  
第32回大気汚染学会  
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T．Fujinur且●1．  

Ⅳ．Ishihara暮1．  

兄．0力ichi●】，M．Tamu∫a◆2  

Ⅹ．0¶aSa．Y．Sasaki■3  

（●1Jpn．At．Energy Res．   

Ⅰ爪St．．  

事2Hokkaido Univ．，  
●3univ．Tokyo）  

大赦謙次   

久保明弘．佐治光◆l．  

田中乳近藤矩朗■l  
（－】地域環境研究グ）  

榊剛  
碩田隆一●1，杉泰昭■】．  

酒7K英幸，溝口次夫■2  
（◆l福岡県衛生公害セ．  

●2地球環境研究グ）  
清水英幸，藤戸召康実．  

久保田鼠造早戸塚績◆l  
大政謙次  
（●】東京農工大）  

高村典子   

高村典子   

軋Takamura，A．Otsuki“  
肌Aizaki曽2．Y．Ⅳojiri●コ  

（●lTokyo Univ．Fish．．  
◆2Reg．EnYiron．Div．．  
■〇GlobalEmviron．  

Div．）  

多田満．上野篠平  
多田満  
多田満   

多田満  
多田満   

多田成   

田中浄．佐野朋子＝．  
榊剛．菅原眉  

（義1東邦大）  

田中浄  

Åpplication orion bea¶S for elucid8tion or  functionsinliving bodies  

】nt．Conf．Evol．Bean Appl  

野菜茶業試験場平成3年鹿  
野菜・花き成果発表会  
日本植物学金策56回大会  

日本植物学会第56回大金  
第32回大気汚染学会  

津   

八王子  

八王子  
北九州  

植物の生体機能解析のための非破壊計利手法   

シロイヌナズナ・アスコルビン酸ベルオキンダー   
ゼcDNAの塩基配列   

環墳ストレスと過酸化脂質  
宝満山モミ自然林の衰退に関する調査  

1．植生の現状について  

4．2  

a．g  

3．9  

3．11  

h－1T  

h－18  

h－19  

h－ 20  

第32回大気汚染学会  教程木本植物の栄養生長に及ぼす低濃度オゾン  
（0〇）長期暴露の影響  

雷満潮微寒藻対C－13．N－15的吸収   

中国養魚池超微浮遊生物的生物量相生直立   

Phytoplankton species shirt accompanied by   
tTanSition rrolh nitrogen dependence to   
phosphorus dependence or pri¶ary prOduct‾  
ionin Lake【asumigaura．Jap且n  

外山沢川の底生動物群集の構造  
奥日光地域の頂墳と生物  
奥日光外山沢川における大型カワゲラ類幼虫の生   
息分布  

河川に残留する殺虫剤の水棲昆虫に及ぼす影響  
水生昆虫と弼苔類   

河川源流部における大型カワゲラとサンシヨウウ   
オの分布と食性  

植物根の活性酸素防御系酵素  

環境ストレスと活性酸素   

環境ストレス抵抗性と活性酸素防御物質  
植物における環境ストレスと活性酸素  
成育高度の異なるイタドリの生長に対する育成温   

度の影響＿   

中国乾燥域に生育する植物種の温室栽培について  

ハス群落の維持機構  
成層湖、茨城県中沼の陸水生物の研究  
4．農薬の挙動  
かん水による土壌中の細菌の浸透   
一土壌カラムによる検討一  

重金属土壌汚染とセルラーゼ活性   
一第1報 現地土壌について一   

過伝子組換え植物を用いる野外の大気環境評価の   
ための実験装置の開発   

Hutrie几t enr王C恒nemt experiment using s¶all  
¶lCrO【、OSmS  

．  

Chlorarachnion sp．  

中日魚池7k生生態学学術検  
討会  
中日魚池7k生生態学学術検  
討会  
11th【nt．Symp．North加．  
Lake Manage．Sei，  

第g7回水生昆虫談話会  
第3匝野外生態学談話会  
許さ8回日本生態学会大会   

第3回筑波殺虫剤研究会  
コケ植物のサイエンス  
第6回セミナー  
日本陸水学会第56回大全   

日本植物生理学会1991年匿  
年会   

生化学若い研究者の会  
第31回夏の学校  
日本植物学会第机回大会  
第4匡ラジカル研究者会議  
日本農業気象学会1ggl年度  
全国大金・日本生物現場調  
節学会第2g回集会合同大会  
日本農業気象学会関東支部  

第38回目本生態学会大会  
日本陸水学会弟56回大全   

日本土壌肥料学会1991年度  
名古屋大会  
日本土壌肥料学会1991年度  
名古屋大会   

第a2回大気汚染学会  

Int．Colげ．Lamd Water  
lmしerac＝ons  
4th．】nt．PhγCOlog．Co】1gr．  

日 光  
軽井沢  
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T．Sき5a．S．Suda●】  

H．M．†atanabe．  
1．1nouyet2．  
S．Tきkaicb王●〕  

（●lNippon Roche Res．   
Cent．．  

●℡univ．T5Ukuba，  

●〇Ⅳippon Med．School）  
H．軋†atanabe．T．Sasa，  
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（◆lⅣippon Roch¢Res．  
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◆2仙fY．Tsuよulほ）  

M．H．Watanきbe，S．Suda＝  
】．Inoeye●2．T．Sasa  
（雷用ipponIioche Res．  

Cemt．  
●2仙iv．T引山川b∂）  

渡辺信   

須田彰一郎γ．渡辺信  
（●1日本ロシュ研）  

萩原盲司●1．渡辺信  
（事1環境研究セ）   

地王求環境研究センター  
S．机由来巾．  

Y．Morigu亡hi＝  
（－1Reg．Environ．Div．）  

S．〃ishioka  

S．Hishioka．  
Y．Moriguehi◆l  
S．Yき¶aれura－2  
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●2紬viron．Ⅰ¶PaCt   

A5＄eSS．Div、）  

西村秀三   

西岡秀三   
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研．   

◆2東京大）  

西岡秀三   
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（＝地域環境研究グ）  
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西田秀三  
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形態と微種横道  
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Hegalopolis and eli¶ate Change   
－The case of Tokyo－  
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日本藻規学会弟16回大会   

日本蒸根学会弟16回大会  
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Cロ2排出削減の国襟動向   

地球環境からみた技術の方向   

地球領域間題における日本の貢献   
一特に科学研究面において  

きれいな地球たいせつな生命   
一産業人の役割と責任－  

平成3年電気・情報閑適学  
会連合大会  
第3回レアメタル研究会シ  
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ォーラム  

国際連合地域開発センター  
国襟シンポジウム  
文部省重点領域研究シンポ  
ジウム  
全国産業安全衛生大会  
筑波大学変換技術開発特別  
プロジ1クト研究第6巨Ⅰ研  
究会  
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Conf．  

東
 
京
 
京
 
京
 
 
 

庚
 
東
 
東
 
東
 
 

i－ 4   
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環境保全を窟祝した地域づくりと国際協力   

環境制約下における広域交通基盤の評価  

地球温暖イヒの意味するもあ  
地球環境からのエネルギー制約 
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付  録  

1．予  算  
（単位：千円）  

区  分   昭和57年度  昭和58年度  昭和59年度  昭和60年産  昭和61年度  昭和62年度  昭和63年度  平成元年度  平成2年度  平成3年度   

運 営 費   4，560、373  4，598，967  4，415．891  4，275，855  4，139、888 6，096，733   3，955，199  4，076，932  4，540，645  5，401，413   

1．人に伴う経費   1．006．513  1，128．429  1，154，844  1．175，042  1，304．335  1．355．850  1，386．722  1，441．341  1，700，695  1，877．524   

（1）人 件 費   999．441  1，121，846  1，14S．223  1，168．414  1，297．716  1，348，743  1．379．475  1．433，877  1，692，271  1，868，798   

（2）人当庁費   7，D72   6．583   6，621   6，628   6，619   7，107   7，247   7．464   8，424   8，726   

2．一般事務処理費   304，307  305，151  316，158  317，664  316、891  3〔I9，732  311，540  319，023  317，899  317．161   

3．環境情報関係経費   388，559  384．292  381，147  380，170  379、741  376．402  378．665  392，364  395，091  389．195   

（1）情報収集等経費   35，316  34，243  34，243   34，244   34，242   34，242   34，242  35，255   35，40∠i   32，439   

（2）情報処理経費   352，168  349，011  345．866  344，888  344、462  341，123  343，386  356，044  358，582  350，236   

（3）インターナショナル・リファラルシステム経費  1，075  1．038  1，038  1．038  l、037  1．037  1，037  1．065  1，105  1，089  

（4）自然環境保全総合データベース経費  5，431  

4，研究費  1，197，874   1，138，785   993，085   920，269   852．887   2，832，038   663．539   697，619   551，871    547，41q   

（1）人当研究費   194，467  191．739  193，607  196，672  197．285  197．285  200，350  207．431  214．360  215，827   

（2）経常研究費   337．061  290，906  193．180  160．674  137、621  2．182，610   57，415  58，95l   3（l，311   29，700   

（3）特別研究費   666，346  656．140  606，298  562，923  517、981  452，143  405，774  431，237  307，200  301，883   

5．大型特殊施設関係経費  1，663，120  

6．地球環境研究センター経費  ・276，934  

（1）地球環境研究交流推進等経費  22，529  15，793  

（2）データベース経費  32，988  40，047  

（3）スーパ「コンピュータ経費  504．033  

（4）地球環境モニタリング経費  221，354  

7．研修センタ→事務処理費  62．994  89，387  

8．研修費  6，147  7．052  

施設整備習  1，235，330   16，331   9，309   0   0   1，030   

注）補正後予算を示す。   



2．組織及び定員（平成3年度）  

所   見  

環境研修  
センタ ー  

地 球頑 壕  水土壌圏  総 群 詐  生 物 圏  餞項‖百和 セ ン タ ー  総 括研 究  
管 理 官  

研   修   

交通公害防止  
研究チーム  

頭領‖塵済  水環境質  
情   報 管哩 室  

都市大気保全  資源管哩  環機微生物  

海 域保 全  施 設 課  生態機構  

酸 性 雨  湖 沼 保 全  情報解析  

野生生物保全  大気影響評価  
研究チーム  

衛 星 観 糾  
研究チ→ム  

化学物質健康  
リスク評佑  区  分  管理部門  研究部門  情報部門  研究主賓き門  研修部門  計   

平成2年虎夫現在  49  180  21   4   19  273   

平成3年度増減旦   ＋2  ＋2   ＋4  

△1  △1  △1   △3   

平成3年度兼現在  48  181   21   6  18  274  

化 学物 質  
生態彪響評価  

新生生物評価  
研究チム  



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧   

（1）文部省科学研究費補助金  

種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課  題   

特別推進   
研究   

重点領域  名古屋大学  伊藤 正美  市川 惇信  自律分散システムに関する重点領域の統   
研究（1）  括的研究  

東 京 大 学  鈴木 基之  内藤 正明  人間一環境系の変化と制御・総合班  
甲 南 大 字  中森 義輝  内藤正明  

甲斐沼美紀子  

森口祐一   
ランスシステム  

立 正 大 学  新井  正  柏崎 守弘  霞ヶ浦流域の近代化に伴う環境変化  

東 北 大 学  須藤 隆一  稲森 悠平  地域特性に応■じた小規模分散型排水処理  
細見 正明  システムの構築に関する研究  

三 重 大 学  坂本  弘  兜  真徳  アメニティ・サウンドの評価に関する芋  
際的研究  

東 京 大 学  巻出 義紘  秋元  蛮  微量温室効果ガスの環境中における動態  
と制御  

神奈川大学  井川  学  村野健太郎  酸性霧の成分分析と酸性化機構の解明  

法 政 大 学  花泉  弘  山形与志樹  衛星リモートセンシングデータを用いた  
都市内緑地のモニタリング  

九 州 大 学  植田 洋匡  光本 茂記  雲物理，降雪過程を伴う重力流ヘッドの  
高萩  縁  動力学とそこでの酸性雪の生成機構  

東 京 大 学  児玉  徹  矢木 修身  環境浄化のためのDNA組換え微生物の 育成とその清用  

九 州 大 学  楠田 哲也  海老瀬潜一  自然浄化機能の強化と制御  

慶応義塾大学  久保 幸夫  宇都宮陽二朗  時空間分析手法としての地理情報システ  
ム  

筑 波 大 学  黒川  7光  西岡秀三  交通等の都市社会基盤システムのもたら  
す環境影響の管理  

東 京 大 学  村井 俊治  竹内 延夫  衛星による地球生物環境の変動解明一気  
匪卜地圏との相互作用   

重点領域  東 京 大 学  本郷 哲郎  吉永  淳  食性分析における毛髪中炭素，窒素安定   
研究（2）  同位対比の指標としての妥当性の検討  

地球環境研究．  坂東  博  村野健太郎  温室効果ガス，メタンの水田からの発生  
グループ  量測定  

化学環境部  森田 昌敏  なし  有機スズ化合物およびヒ素化合物の環境  
化学的毒性化学的比較および制御手法の  
研究   

総合研究伍）  水土壌圏環境部  陶野 郁雄  なし  繰返し応力に起因する地盤沈下解析手法  
の開発に関する研究  

名古屋大字  田中  浩  溝口 次夫  航空機観測による海洋関連物質の発生と  
循環に関する総合的研究   

一185－   



種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   ■■●      調■■院   

総合研究（刃  東北大学  
鈴木陸  
杉本伸夫  
中根英昭  
林田佐智子  
竹内延夫  

東京農工大学  
渡辺信  
岩熊敏夫  

京都大学  
の水工学的応用に関する研究  

作新字院大学   
クス解析   

総合研究（B）  東京大学  
の推進と国際対応）  

東北大学   

京都大学超高層  加藤  進  竹内 延夫  国際赤道大気研究センター（ICEAR）の  
電波研究センター  運営及び研究課題に関する学際的企画調  

査   

一般研究（B）  筑 波 大 学  松本 邦彦  三森 文行  MRSによる筋エネルギー代謝のaging  
に及ぼす運動の影響について  

東京大学  
雨水浸透基盤の効果と最適設計に関する  
研究  

日本大学  
の総合システムの解析  

副所長   
遠   

一般研究（C）  東京大学  
式派生の研究  

小山工業高等   浩  
専 門 学 校  クロマトグラフィー検出器への応用  

江崎哲郎  
築に関する研究  

島崎研一郎   剛   

地域環境研究  若松仲司  
グループ  カニズムと制御に関する研究  

泉克幸   
村野健太郎  

佐竹研一   
える影響について  

生物圏環境部  
作物の生育異常の診断に関する研究  

大気圏環境部  
がラジカル反応速度に与える効果の研究  

地球環境研究   
グループ  のハロゲン置換体とHOzラジカルの反  

応   

ー186一   



種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課  題   

一般研究（C）  大気圏環境部  
究  

地域環境研究   
グループ  ランクトン各綱別存在量の測定に関する  

研究  
可知直毅  

グループ  よる解析  

矢木修身  
冨岡典子  
岩崎一弘  

嵯峨井膠  
グループ  形質転換に及ぼすヒドロキシラジカルの  

役割の解析  

社会環境  後藤典弘  
システム部  青柳みどり  

日引聡  

細見正明   
リスク評価とその制御に関する研究   

奨励研究仏）  大気圏環境部  
クス  

地球環境研究  
グループ   

地域環境研究  稲葉一穂  
グループ  クロム（11Ⅰ）の溶媒抽出分離法の開発の  

研究  

高村典子  
ぽす細菌とウイルスの影響に関する研究  

花里孝幸   
グループ  形態と個体群動態に及ぼす影響の解析  

地球環境研究  奥田 敏統  なし  C4植物の草食動物の採食に対する防御  
グループ  機能とその適応的意義に関する研究 、  

大気圏環境部  
る三次元非線形波動に関する数値解析  

水土壌圏環境部  
水理学杓特性  

環境健康部  
人暴露量の測定に関する研究  

化学環境部  
化学形態の解明  

環境健康部  
現調節とその培養細胞系での再現に閲す  
る研究  

環境健康部  
研究  

地域環境研究   
グループ  容量の決定  

社会環境   青柳みどり   なし  都市近郊緑地保全のための緑地保有者の  
システム部  実態と行動についての実証的研究   

－187－   



種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課  題   

奨励研究（郎  環境健康部  青木 康展  なし  PCBによる培養肝細胞中での胎盤塾グ  
ルタチオンーS－トランスフエラーゼの誘  
導機構   

試験研究  三重大学  
Bl  畳分析計による超高質量分子イオン検出  

器の試作  

秋田大学   
平野靖史郎  
鈴木和夫   

試験研究  水土壌圏環境部  内山 裕夫  矢木 修身  バイオリアクターによるトリクロロエチ   
B2  岩崎 一弘  レンの分解除去に関する試験研究   

国際学術  東京工業大字  新山 浩雄  酒巻 史郎  アジアの大都市における環境改善技術   
研究   

東京大学  
ボリビア第2次調査  

東京大学  
生態系とそ．の水資源の管理と修復  

和歌山大学  
究  

東京水産大学  
系管理手法の研究  

地球環境研究   
グルハープ  に関する研究  

環境健康部  
山元 昭二  野生動物に及ぼす影響に関する共同研究  

環境健康部   
リスクアセスメントに関する研究   

（2）ヒューマンサイエンス振興財団の助成による研究  

種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課  題   

ライフサイ  東 北 大 学  須藤 隆一  稲森 悠平  廃棄物埋立浸出中の有害汚染物質のバイ   
エンスの基  細見 正明  オテクノロジーを活用した除去技術の開   
盤としての  松重一夫  
バイオテク  今井，章雄   
ノロジーの  
開発  
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4．地方公共団体公害研究機関との共同研究課題（平成3年度）  

研  究  課  題   所内グループ・部   共同研究機関   

温室効果気体の増加による地球温暖化現象  
の機構解明に関する研究  

酸性雨に関する総合研究  地球環境研究グループ  
長野県衛生公害研究所  
宮山県公害センター  
京都府衛生公害研究所  
福間県衛生公害センター  
長崎県衛生公害研究所  
鹿児島県環境センター  
沖縄県公害衛生研究所  
北海道環境科学研究センター  
栃木県公害研究所  

生物圏環境部   

先端技術における化学環境の解明に関する研究   

湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題  地域環境研究グループ  
の解明に関する研究  茨城県公害技術センター  

岡山県環境保健センター  

水土壌園環境部  
鳥取県衛生研究所  
茨城県公害技術センター  
新潟県衛生公害研究所  
長野県衛生公害研究所  

生物圏環境部   

粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生  
体影響評価に関する実験的研究  

広域都市圏における交通公害防止計画策定  
のための環境総合評価手法に関する研究  石川県衛生公害研究所  

福岡県衛生公害センター  

都市域における冬期を中心とした高濃度大  
気汚染の予測と制御に関する研究  

有用微生物を活用した小規模排水処理技術  
の開発と高度化に関する研究  東京都環境科学研究所  

神奈川県環境科学研究センター  
岡山県環境保健センター  
鹿児島県環境センター  

地域環境研究グループ   
兵庫県立公害研究所  

長野県衛生公害研究所  トリクロロエチレン等の地下水汚染の防止  地域環境研究グループ  
に関する研究  名古屋市公害研究所  

兵庫県立公害研究所  

生物圏環境部  
態系の安定化維持機構に関する研究  茨城県公害技術センター  

神奈川県環境科学センター  
福岡県衛生公害センター  

社会環境システム部  
活性剤の動態に関する研究  

リモートセンシングによる環境の計測，評  
価管理手法の開発  岡山県環境保健センター  

福岡県衛生公害センター   
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研  究  課  題   所内グループ・部   共同研究機関   

GC／MSを用いた未知物質の検索に閲す る研究  化 学 環 境 部  岡山県環境保健センター   

アスベストの新分析法に関する研究   化 学 現 墳 部  福岡県衛生公害センター   

富栄養湖軌こおける有害藻類の発生監視と  
その防止に関する研究   

有害物質分析法の標準化に関する研究   化 学 環 境 部  新潟県衛生公害研究所  
香川県公害研究センター  

芝地散布農薬の流出特性に関する研究   石川県衛生公害研究所    水土壌圏環境部   
飛行船を用いた樹木括力総合評価手法の検討  生物 圏環境部  東京都環境科学研究所   

樹木による大気汚染物質吸収能に関する研究  生物圏環境部  富山県公害センター   
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5．外国人受け入れ状況  

（1）研究所  

国  名  氏  名  研究期間   研  究  課  題   受入先   

中  国  末吉明   3．4．1  小規模排水処理の高度効率化に対する微生物固  稲森 悠平  
～3．5．10  定化法の応用   

オースト  3，4，1  森田 昌敏  
ラリア  ～3．5．31  

アメリカ  大政 謙次  
合衆国  ～3．5．31  

韓国   
Hee（柳徳原）  

Han，Jin－Seck  
（韓振錫）  ～4．2．29  関する研究   

アメリカ  PeterJ，Poole  3，4，1  地球環境問題における日本の科学技術の対応に  森田 恒幸   
合衆国  ～4．3．31  関する研究   

アメリカ  RichardS．J．  3．4．1  酸性降下物の陸水域生態影響調査法のための基  河合 崇欣   
合衆国  Weisburd   ～4．3．31  礎的研究   

オランダ  RudolfAlbert  3．4．1  FM変調波による大気微量成分の測定法に閲す  井上  元  
Rooth   へ1仁3，31  る研究   

ソ  連  Lozovsky  3．4．1  井上  元   
Vladimiz  ～4．3．31  

Shamil  3．4．1   
Maksyutov  ～4．3．31  の研究  

ポーランド  3．4．1  高松武次郎  
Boratymski  

Adam  3．4．1   
Tadeusz ～4．3．31  の生態学的研究  
Wilczok  

中国  稲森悠平  
～4．3．31  

オランダ  Jack  3．4．1  遠山 千春   
′～4．3．31  

李東根  3．5．1   
ー、／4．3，31  的研究  

TumlosElvira  
Tolentino   ～3．6．12  計画作成等  

韓国  稲森悠平  
～4．3．31  究   

韓  国  鮮干撞   3．6，1  三森 文行   
～4．3．31   

アメリカ  Thomas   3．7．1  リモートセンシング画像処理システムに関する  安岡善文  
合衆国  RoburtGardes  ～3．8．23  研究  

菅原浮  
－mei（十詠梅）  ′～4．1．31  ぽす影響の解明  

ChoKyung  3．7，15  畠山成久  
′、3．9．30   

－191－   



国  名  氏  名  研究期間   研 究 課 題   受入先   

韓国  
～3．9．30  墳特性  

韓国   稲森悠平  
～3．9．30  

3，7．15  大政 謙次   
～3．9．30  

Juthatip  3．8．6  渡辺  信   
Yooyen  ～3．11．15  

金撃潤  3．9．2  古川 昭雄   
′）4．3．31  

3．9，30   
～3．10．9  る研究  

アメリカ  森田昌敏          3．10．1  
合衆国  

ソ連   3，10．1  森田 昌敏   
～4．3．31  

3．11．16   
共和国  ～3．11．27  ぽす影響について   

中国  3，11．16  安定同位体を用いた地球環境研究，大気微量成  坂東博  
～4．3．31  分の動態解明  

中国  溝口次夫  
～■4．3．31  研究  

中国  遠山千春  
～4．3，31  測定法の開発等  

スイス   鵜野伊津志  
～4．3．31  

中国  3．12．2   
～4．3，31  グ方法の開発  

中国  大政謙次  
～4．3，31  明  

中国  大政謙次  
～4．3．31  的特性の解明  

中国  森田昌敏  
～4．3．31  析法  

中国   4．2．1  安藤満  
～4．3．31   

フランス  Schneider  4．2．17  森田 昌敏   
Serge  ～4．3．31   
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（2）環境研修センター  

国  名  氏  名  研究期間   研  究  課 題   受入先   

インドネシア  
T．  ～3，6，20  セ ンター   

インドネシア  
インドネシア  

インドネシア  

インドネシア  
インドネシア  

RFSyidi  

インドネシア  
Soehadi  

インドネシア  
Kesuma  

インドネシア  
Budiarto  

中■国   
～3．11．14   

ドミニカ  
Reyes  

インド  
インドネシア  

Harallap  

韓国  

パキスタン  
Nisar Khan 

フィリピン  
Zapanta  
－Ravanilla  

ポーランド  
Sudwoj  

タイ   
-Umnuoy . 
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6．職員海外出張等  

所  属   氏 名   出張国   用  務   期 間   

環境健康部   三森 文行  韓  国  医学におけるNMR分光法シンポジウ  3．4．8  
ムに出席   ～3，4．13   

地球環境研究   
センター   ～3．4．14   

地域環境研究   国  漢江流域の環境汚染管理に関する研究  3．4．16  
グループ   ′・・ノ3．5．14   

地域環境研究   国  漢江流域の環境汚染管理に関する研究  3．4．16  
グループ   ～4．10．15   

地球環境研究  秋元  肇  アメリ カ  太平洋探査計画実行委貞会「サイエンス  3．4．21   
グループ  合 衆 国  チーム会議」に出席   ′）3．4．27   

地球環境研究   3．4．25  
グループ   ～3．5．2   

地球環境研究  秋元  肇  ブラ ジル  地球大気化学国際共同研究計画 科学実  3，5．11   
グループ  行委員会に出席   ～3．5，18   

社会環境   安岡 善文  韓  国  地球環境問題状況調査′   3．5，12  
システム部  ～3．5．15   

地球環境研究   国  地球環境問題状況調査   3．5．12  
グループ   ～3，5．17   

地域環境研究  若松 仲司  スウェーデン  ISIRT（国際交通安全学会）ラウンドテー  3．5．12   
グループ  プルに出席   ～3，5．18   

地域環境研究  清水  浩  スウェーデン  ISIRT（国際交通安全学会）ラウンドテー  3．5．12   
グループ  プルに出席   ～3，5．18   

社会環境   後藤 典弘  タ  イ  タイ環境研究研修センタープロジェクト  3．5．19   
システム部  派遣短期専門家   ～3，5，25   

地球環境研究   
センター   ～3．5．26   

地域環境研究   
グループ   ～3．5．26   

地球環境研究  森田 恒幸  アメリ カ  環太平洋におけるHDGEC研究のため  3．5．23   
グループ  合 衆 国  のデータニーズに関する会議に出席■  ～3．5．28   

水土壌圏環境部  大坪 園順  インドネシア  インドネシア環境管理センタープロジェ  3，5．28  
クト事前調査団に参加   ′〉3．6．4   

社会環痩   後藤 典弘  イ ギリ ス  第5回インフォテラ評議委員会に出席  3．6．3  
システム部  ～3，6，9   

環境健康部   鈴木 和夫  スウェーデン  環境中及び生体中の重金属：健康影響と  3．6．4  
化学形の共同研究   ～3．6．25   

地球環境研究  森田 恒幸  タ  イ  地球温暖化と持続的発展に関する国際会  3．6．9   
グループ  議に出席   ～3．6．13   

地球環境研究  西岡 秀三  カ ナ ダ  「加日本大使館，環境・経済に関する円  3．6．25   
センター  卓会議」（環境セミナー）に出席・講演  ～3．6．29   

地球環境研究  佐竹 研一  イ ギリ ス  「指標植物による地球環境汚染物質の蓄  3，7，7   
グループ  積に関する研究」の共同研究等   ～3，8．12   

生物圏環境部  岩熊 敏夫  ソビエト連邦  極東地域の河川生態系の研究調査及び会  3．7，8  
議に出席   ～3．7．29   
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所  属   氏 名   出張国   用  務   期 間   

地球環境研究  椿  宜箇  マレーシア  東南アジアにおける自然環境調査及び関  3．7．11   
グループ  係諸機関との情報交換等   ～3．7．27   

地球環境研究  高村 健二  マレーシア  東南アジアにおける自然環境調査及び関  3．7．11   
グループ  係諸機関との情報交換等   ～3．7．27   

環境健康郡   遠山 千春  イ ギリ ス  環境汚染物質の健康影響評価法の開発に  3．7．13  
関する共同研究   ′・・・3．8．20   

地球環境研究   
グループ   査   ′「・・3．7．19   

地球環境研究  秋元  轟  アメリ カ  対流圏化学プログラム計画特別ワーク  3．7．14   
グループ  合 衆 国  ショップ等に出席   ′－〉3．7，21   

地球環境研究  古川 昭雄  タ イ ・  東南アジアにおける自然環境調査及び関  3．7，21   
グループ  マレーシア  係諸機関との情報交換等   ～3．8．12   

地球環境研究  宮崎 忠国  タ イ ・  東南アジアにおける自然環境調査及び関  3．7．21   
グループ  マレーシア  係諸機関との情報交換等   ～3．8．12   

大気圏環境部  常田 伸明  フ ラ ンス  大気化学に関する諸外国の研究の情報収  
集   ～3．8．5   

生物圏環境部  渡辺  倍  アメリ カ  微細藻類の保存・分譲に関する情報交換  3．7．30  
合 衆 国  及び意見交換   ～3．8．11   

地球環境研究  河合崇欣  
グループ  の予備的調査並びに学術研究の現状に関  

する情報収集   

奥田敏統  
．グループ  び情報交換並びに熱帯地域における自然  

生態系の調査・研究  

可知直毅  
グループ  交換並びに熱帯地域における自然生態系  

の調査・研究   

西岡秀三   3．8．4  
センター  ′－ノ3．8．15   

地球環境研究   3．8．8  
グループ   ～3．8．13   

生物圏環境部  高村 典子  中  国  池内浮遊植物群集生産速度及び被摂食遠  3．8．10  
度の分析   ～3．9．7   

地球環境研究  古川 昭雄  韓  国  大気汚染の植物影響に関するセミナー招  3．8．20   
グループ  待講演及び状況調査   ～3．8．26   

地域環境研究  安藤  満  中  国  中国における大気汚染の現地調査と衛生  3．8．21   
グループ  統計資料の解析   ～3，9．14   

環境健康部  鈴木和夫  合 衆 国  リスクアセスメントに関する研究の共同  ～3．9．11  
・カナダ  研究  

地球環境研究   溝口次夫   3．9．10  
グループ  者選考   ′、ノ3，9，13   

環境健康部   小野 雅司  中  国  地球温暖化に係る健康影響研究に関する  3，9，18  
資料収集調査   ～3．9．21   

環境健康部   鈴木 和夫  イ タリ ア  「人間環境中のカドミウムの毒性と発が  3．9．20  
ん性」に関するシンポジウムに招待講演  ′）3．9．29   

社会環境   後藤 典弘  ケ ニ ア  UNEP（国連環境計画）専門家会合会議  3．9，28   
システム部  に出席   ～3．10．5   
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所  属   氏 名   出張国   用  務   期 間   

地球環境研究  酒巻史郎  
グループ  アメリカ  ′、3．10．16   

合衆国   

稲森悠平   国  河川水直接浄化手法に関する技術指導  3、10．2  
グループ  ′）3．10．6   

地域環境研究  高橋慎司  
グループ  共 和 国  野生生物に及ぽす影響に関する共同研究  ′・・ノ3．10．17   

環境健康部  高橋勇二  
合 衆 国  研究」の共同研究   ～4．3．30  

畠山史郎   国  黄海上空の大気サンプリング調査   3．10．7  
グループ  ′）3．10．8   

地球環境研究  森田 恒幸  フィリピン  フィリピンのエネルギー消費構造実態調  3．10．7   
グループ  査に参加   ～3．10．12   

地球環境研究  
グループ  ドニア・  ・－3．11．7  

フィジー  

地球環境研究  3．10．11  
グループ   ～3，10．26   

地球環境研究   3．10．11  
グループ   ′・・ノ3．10．26   

副所長  市川惇信  
に出席   ～3．iO．17  

地球環境研究  3．10，27  
センター  ～3．11．4   

社会環境  原沢 英夫  ス イ ス・  持庶的発展のための世界モデルに関する  3．10，27   
システム部  ノルウェー  情報収集と研究打合せ   ～3．11．7   

地球環境研究   
グループ   ・インド   ～3．11．28   

社会環境   
システム部  ア・マレー  プデータ利用技術の高度化に関する調査  ～3．11，10  

シア・タイ  及び情報収集   

井上元   3．11．3  
バキア  ～3．11．11  

中 国  
グループ  について調査   ～3．11．17   

アメリカ  3．11．10  

合衆国  ～3．11．18  

所 長   マレーシア   
′・・一3，11，15  

・地球環境研究   3．11．13  
グループ   ′1、・3．12．10  

地球環境研究   
グループ   ・インド   ～3．11，27   

地域環境研究  花里孝幸  
グループ  合 衆 国  互作用の解析に関する研究   ～4．11．14   

鈴木陸   
合 衆 国  関する調査とデータ交換   ～3．11．23   

安岡善文   インドネシ  地球環境観測におけるリモートセンシン  3．11．3  
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所  属   氏 名   出張国   用  務  期 間   

地球環境研究  笹野 泰弘  アメリ カ  大気の光学的遠隔計測（第5回）会議に 3．11．17   
グループ  合 衆 国  出席  －  ～3．11，23   

地球環境研究  村野健太郎  タ  イ  第3回アジアの酸性雨ワークショップに 3．11・17   
グループ  出席  ～3▲11・23   

社会環境   後藤 典弘  ドイツ連邦  環境政策に関する日欧シンポジウムに出 3・11▲23   
システム部  席  ～3・11・30   

大気圏環境部  
ラリア   球大気微量成分共同観測ワークショップ ～3・12・14  

事前打合せ  
地球環境研究   

グループ  メンバー会議に出席  ～3．12，11   

地球環境研究  原島  省  韓  国  
グループ  研究  ～3・12・5   

アメリカ   
グループ  合 衆 国  （CHEMRAWN）に出席・発表及び研究 ～3．12．12  

打合せ   

野尻幸宏  
グループ  合 衆 国  （CHEMRAWN）に出席・発表及び研究 ～3．12，12  

打合せ   

秋元肇  
グループ  合 衆 国  （CHEMRAWN）に出席等  ～3．12．11   

社会環境   安岡 善文  サウディ  サウディアラビア短期派遣専門家として 3．12．5   
システム部  アラ ビア  現地調査（リモートセンシング）  ～3・12・18   

地球環境研究  西岡 秀三  ス イ ス  地球環境問題状況調査（地球温暖化問題）3．12．8   
センター  ～3．12．14   

社会環境   原沢 英夫  スイス  
システム部  ～3．12．14   

中 国  
グループ  データの収集及び調査研究  ～3．12．21   

環境健康郡   中 国  
データの収集及び調査研究  ～3．12，21   

環境健康部   スウェーデン   
のための共同研究  ～3，12・22   

地域環境研究  森口 祐一  スウェーデン  「クリーンな自動車の生産戦略に関する 3．12．10   
グループ  国際専門家セミナー」に出席  ～3・12▲14   

地球環境研究  溝口 次夫  クウェート  クウェート周辺の大気保全調査  3．12．14   
グループ  ～3．12．25   

地球環境研究  西岡 秀三  ロシア共和国  地球環境問題状況調査（地球温暖化問題）4．1，4   
センター  ～4．1．13   

地球環境研究  原沢 英夫  ロシア共和国  地球環境問題状況調査（地球温暖化問題）4▲1・4  
センター  へノ411．13   

環境健康郡   青木 康展  スウェーデン  重金属暴露による健康影響のリスク評価 4．1．4  
のための共同研究  ～4▲1・18   

社会環境   後藤典弘  
システム部  イギリス・  ～4・1・16   

デンマーク  

横内陽子   4・1・9   

グループ  ～4．2．2   
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所  属   民 事   出張国  用  務  期 間   

社会環境   乙間 末広  タ  イ 東南アジア地球環境変化に関する研究謀 4．1．12   
システム部  窺開発会議に出席  ～4．1．19   

生物圏環境部  
ファソ  （WHO）  ～4．1．28  

地球環境研究   
センター  ～4．2．15   

地域環境研究  清水浩  
グループ  ドイ ツ・ の現地調査  ～4．2，19  

ス イ ス  

所長  小泉明  
合 衆 国 部会合同会議に出席  ～4．2，10  

兜眞徳  
グループ  合 衆 国 部会合同会議に出席  ～4，2．11   

椿宜高   4．2．9   
グループ  ～4．2．22   

地球環境研究  高村 健二  マレーシア 熱帯林調査  4．2．7   
グループ  ー、】4，2．22   

地域環境研究  若松伸司  国 大韓民国・短期派遣専門家として現地調 4．2．9   
グループ  査（大気汚染物質の移動・降下）  ～4・2・23   

福島武彦  国 大韓民国・短期派遣専門家として現地調 4，2．9   
グループ  査（水質管理及び富栄養化）  ～4，2．23   

細見正明   国 大韓民国・短期派遣専門家として現地調 4．2．9  
査（水質管理及び富栄養化）  ～4．2．23   

地球環境研究  永田尚志  
グループ  響の機構に関する研究・調査  ～4．3．28   

原沢英夫   イ 第3回太平洋環境会議に出席  4．2，12   
センター  ～4．2．16   

社会環境   小野宏哉  
システム部  マレrシア・の現地調査▲・  ～4．2．28  

シンガポール   

環境健康部  青木康展  
合 衆 国 スタアセスメント」に関する研究打合せ ～4．3．7  

環境健康部  
合 衆 国 合せ  国本字  

森田恒幸  
グループ  ショップに出席  ～4．2．29   

可知直毅  4．2．26   
グループ  シンガポール  ～4．3，29   

副所長  市川惇信  
合 衆 国 題に関する研究体制等の現状調査  ～4．3．13  

社会環境  後藤典弘  イ タイ環境研究研修センタープロジェクト 4．3．1   
システム郡  巡回指導に係る調査団貞  ～4，3，7   

環境健康部  平野靖史郎   
合 衆 国 現機構に関する研究の共同研究  ～4．8．31   

地域環境研究  稲葉 一棟  アメリカ 物質の二相聞分配挙動とその分離への応 4．3．3   
グループ  合 衆 国 用に関する研究  ～5．3，2   

総務部   清水 文夫  韓  国 韓国における環境研究状況の研究等  4．3・4  
～4．3．9   
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所  属   氏 名   出張国   用  務  期 間   

地球環境研究  奥田 敏統  マレーシア  マレーシアのフタバガキ林の種多様性の 4．3、7   
グループ  シンポジウムに出席及び合同調査  ～4．3．21   

社会環境   安岡 善文  エクアドル  森林監視に関するワークショップに出席 4，3、8   
システム部  1カナダ  等  ～4．3，20   

生物圏環境部  
ショップに出席  ～4．3．15  

地球環境研究   
グループ  ショップに出席  ～4，3．15   

地球環境研究  野尻 幸宏  オーストラリア  南北半球大気微量成分共同観測ワーク 4．3．8   
グループ  ショップに出席  ～4．3．15   

大気圏環境部  
ショップに出席  ～4．3．15  

大気圏環境部  
ショップに出席  ～4．3．15  

大気圏環境部  
ショップに出席  ～4．3．15  

地球環境研究   
センター  ショップに出席  ～4．3．15   

地球環境研究  荒木 真一  オーストラリ7  南北半球大気微量成分共同観測ワーク 4．3．8   
センター  ショップに出席  ～4．3．15   

地球環境研究  村野健太郎  韓  国  酸性雨ワークショップ事前打合せ等  4．3．17   
グループ  ′〉4．3．21   

環境研修   片山  徹  タ  イ  地球環境問題状況調査  4．3．19   
センター  ′〉4，3．22   

地球環境研究  増田 啓子  韓  国  温暖化対策モデル作成のデータ収集等  4，3．22   
グループ  ′〉4．3．27   

地球環境研究  笹野泰弘  
グループ  合衆国  

タの入手に関する調査  

化学環境部  古田直紀  
合衆国  

タの入手に関する調査  

天野佐智子  
グループ  合 衆 国  席（チャップマン会議）  ～4、3．28   

原島省   国  定期航路船舶による海洋環境計測手法の 4．3．26   
グループ  開発  ～4、3．30   

地球環境研究  横内陽子  
グループ  アメリカ  ～4．4．22   

合衆国  

楯弘崇嗣  
センター  アメリカ  ～4．4．10   

合衆国  

栗原崇  イ  
UNEP／GRID地域センターとの研究協 ～4．4．7  
力打合せ  

環境情報  白井邦彦   イ   
センター  UNEP／GRID地域センターとの研究協 ～4・4・7  

力打合せ   
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所  属   氏 名   出張国   用  務   期 間   

地球環境研究  佐竹 研一  スウェーデン  酸性雨に関するワークショップに出席及  4．3．31   
グループ  び情報収集   ～4．4．12   

大気圏環境部  
ドイツ・  
フランス   

生物圏環境部   国  酸性，顧化性物質による植物影響に東す  4．4．6  
る研究打合せ   ～4．4．15   
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7．委員会への出席等  

委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

環境庁長官官房総務課  環境行政基盤強化検討会委員   鹿野久男，内藤正明   

環境庁企画調整局   ダイオキシン調査連絡会議検討貞   森輯昌敏  

リサイクルのための経済的手段検討会  
検討貞  

温室効果ガス指標等検討会検討貞・   

化学物質調査検討会検討貞  菅原淳，森田昌敏，安野正之，  
三浦卓，中杉修身，畠山成久，  
松本幸雄，矢木修身，安原昭夫，  
白石寛明  

花粉症と環境に関する総合検討会委員      小林隆弘  

海浜環境保全対策検討会委員   大井 鉱  

環境影響評価技術検討会・道路分科会  
検討員  

環境影響評価技術検討会検討貞   内藤正明，中杉修身，原沢英夫  

環境測定分析検討会委員   森田昌敏，渡部欣愛  

環境測定分析検討会統一精度管理調査  古田直紀，西川雅高，渡部欣愛，  
部会専門委貞   相平伸幸  

環境保健総合検討会委員   小泉 明，内藤正明，小野雅司  

環境保全のための循環型社会システム  
検討会検討貞  

公害健康被害補償予防協会評議委員会  
評議員  

総合化字物質対策検討会幹事  森田昌敏，三浦卓，相馬悠子，  
中杉修身，畠山成久，小林隆弘，  
白石寛明，米元純三  

総合研究プロジェクト検討会座長   内藤正明  

総合研究推進会議幹事   小澤三宜，久野 武，国安俊夫  

地球温暖化対策技術評価検討会検討貞  内藤正明，西岡秀三，清水 浩  

地球温暖化対策地域推進検討会検討貞  清水 浩  

地球環境研究等企画委員会幹事   秋元 肇，西岡秀三  

地球環境研究等委員会地球環境モニタ  秋元 肇，西岡秀三，井上 元，  
リング小委員会委員   岩熊敏夫，植弘崇嗣，内山政弘  

地球環境研究等企画委員会地球環境研  秋元 翠，西岡秀三，安野正之，  
究小委員会幹事   渡辺正孝  

地球環境研究等企画委員会地球環境研  笹野泰弘，．中根英昭，近藤矩朗，  
究小委員会オゾン層の破壊研究分科  
会幹事  

地球環境研究等企画委員会地球環境研  
究小委員会海洋汚染研究分科会幹事  

地球環境研究等企画委員会地球環境研  
究小委員会砂漠化研究分科会幹事   
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委  嘱  先   委  嘱  名   氏   名   

囁境庁企画調整局  地球環境研究等企画垂貞全地球環境研   溝口次夫，大坪囲順，畠山史郎  
究小委員会酸性雨研究分科会幹事  

地球環境研究等企画委員会地球環境研  森田恒幸，甲斐沼美紀子，  
究小委員会地球温暖化・影響対策研  
究分科会幹事   

地球環境研究等企画委貞余地球環境研  
究小委貞会地球温暖イヒ・現象解明研  
究分科会幹事  

地球環境研究等企画委員会地球環境研   
究小委員会熱帯林・野生生物の減少  
研究分科会幹事   

環境庁自然保護局  雲仙普賢岳噴火が雲仙天草国立公園雲  
仙地域の自然環境に与える影響の緊  
急調査検討会検討貞  

皇居外苑浸水浄化施設検討会検討貞   

自然環境保全基礎検討会検討貞   西岡秀三  

環境庁大気保全局  ペルシャ湾岸大気汚染対策支援検討会  
委貞長   

ペルシャ湾岸大気汚染対策支援検討会  
検討貞   

沿道二酸化窒素高濃度生成分析調査検  
討会検討員   

開放型事業場騒音対策検討会検討貞  兜 眞徳  

環境大気測定機器管理手法検討会検討  
貞   

国設大気測定網検討会検討貞   秋元 肇，溝口次夫  

酸性雨対策検討会検討貞  秋元琴，岩熊敏夫，海老瀬潜一，  
河合崇欣，佐竹研一，高松武次郎，  
畠山史郎，福山九溝口次夫，  
村野健太郎  

自動車から排出される温室効果ガス対  
策検討会検討貞  

成層圏オゾン層保護に関する検討会現  
墳影響分科会検討員   

成層圏オゾン層保護に関する検討会検  
討員   

成層圏オゾン層保護に関する検討会排  
出抑制分科会検討貞   

窒素酸化物自動車排出総量抑制方策検  
討会検討貞   

窒素酸化物等高感受性群隆康影響調査  
検討会検討貞   

浮遊粒子状物質削減手法検討会検討貞  福山 力  

変動振動の評価方法に関する検討会検  
討員   

有機塩素化合物対策検討会・同健康影  
響評価分科会委貞   
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委  嘱  先   委  嘱  名   氏   名   

環境庁大気保全局  有機塩素化合物対策検討会・同僚康影森田昌敏  
響評価分科会垂貞及び同排出抑制分  
科全委員  

環境庁水質保全局  中央公害対策審議会専門委貞  菅原淳  

中央公害対策審議会水質部会底質専門渡部欣愛  
委員会専門委貞  

化学物質水質保全検討会検討員  森田昌敏  

海洋汚染調査検討会検討員  渡辺正孝  

湖沼水質汚濁機構検討会検討貞  柏崎守弘，細見正明  

再利用資源土壌還元影響調査検討会検服部浩之  
討眉  

指定湖沼水質保全対策検討会検討員相崎守弘  

小規模事業場排水対策検討会検討貞  稲森悠平  

水質分析方法検討会検討貞  森田昌敏，渡部欣愛  

瀬戸内海における底層貧酸素化対策調竹下俊二  
査検討会検討貞  

瀬戸内海環境検討会検討員  竹下俊二  

青潮発生機構解明調査検討会検討委員 竹下俊二  

赤潮対策調査検討会検討貞  木幡邦男，中村泰男  

赤潮問題研究会委員   渡辺正孝，木幡邦男  

総量規制水域水質改善プログラム策定  
調査検討会検討貞  

大阪湾における底質改善効果解析検討  
会富栄養化間顎分科会検討員  

地下開発地盤環境管理検討会委員   阿野郁雄  

地下水質保全対策検討会検討貞   中杉修身  

土壌環境保全問題研究会検討員   後藤典弘  

農薬残留対策調査技術検討会（設計検  
討分科会）検討員  

農薬残留対策調査技術検討会（成績検  
討分科会）検討眉  

農薬生態影響評価法検討会検討貞   菅原淳，安野正之，高橋弘  

農薬登録保留基準設定技術検討会（農  
薬不純物）検討貞  

廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会検  
討貞  

未規制項目監視調査（ダイオキシン詞  
査）検討会検討貞一  

未査定液体物質査定審査会検討貞   森田昌敏  

有害化学物質土壌・地下水汚染対策基  
礎調査検討会検討貞  

有害化学物質土壌環境基礎調査検討会  
検討貞  

有機スズ海域汚染検討会検討員   森田昌敏   
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委  嘱  先   委  嘱  名   氏   名   

日本学術会議   学術データ情報研究連絡委員会委員  後藤典弘  

環境工学研究連絡委員会委員   内藤正明  

環境保健学研究連絡委員会委員   小泉 明  

生態・環境生物学研究連絡委員会委員  岩熊敏夫  

地球化学・宇宙化学研究連絡委員会委  
貞  

日本学術会議会員推薦管理会委員   小泉明  

日本学術会議第15期会員   市川惇信  

IGBPシンポジウム組織委貞会委員  秋元 肇   

経済企画庁   経済審議会臨時委員   西岡秀三   

科学技術庁   「北極域における気圏・水圏・生物圏  
の変動及びそれらの相互作用に閲す  
る国際共同研究」の研究推進委員会  
委員  

リモートセンシング推進会議委員   秋元撃  

運営委員会委貞   小泉 明  

科学技術会議専門委貞   小泉 明  

技術予測委員会委員   市川惇信  

航空・電子等技術審議会専門委貞   植弘崇嗣  

砂漠化機構の解明に関する国際共同研  
究推進委貞会委員  

参与   市川惇信  

知的生産活動の質的向上のためのソフ  
ト系科学技術に関する調査推進委員  
会委員  

地球温暖化の原因物質の全球的挙動と  
その影響等に関する観測研究検討委  
員全委員  

地球環境遠隔探査技術等の研究委貞会  
委員  

地球環境観測におけるリモートセンシ  
ングデータ利用技術の高度化に閲す  
る調査推進委貞会委員   

文部省  科学研究費補助金配分審査体制に閲す  
る検討協力者会議委員  

学術審議会委員   市川惇侶  

日米学術振興会第12期評議員   市川惇信  

日本ユネスコ国内委員会自然科学小委  
員全調査委員  

北海道大学  非常勤講師（環境保全芋特別講義Ⅰ）   

東北大学   非常勤講師（畜産利用学特別講義）  彼谷邦光   

秋田大学   非常勤講師（総合科目（医学概論））  内藤正明   

筑波大学   外国人受託研修員に対する指導助言  高橋憤司   
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筑波大学  修士（環境科学）学位論文審査専門委  近藤矩朗，鈴木和夫，森田恒幸，  
員会委員   三浦 卓，矢木修身，井上 元  

非常勤講師（応用生物化学特別講義ⅠⅤ）  矢木修身  

非常勤講師（拡散論）   平田健正  

非常勤講師（環境分析化学）   高松武次郎  

非常勤講師（公衆衛生）   小野雅司  

非常勤講師く公衆衛生実習）   兜 眞徳  

非常勤講師（総合科目「生命科学入門」）  近藤矩朗  

非常勤講師（大気環境学ⅠⅠ）   井上 元  

非常勤講師（入学試験関係業務及び研  
究指導準備）  

非常勤講師（廃水処理システム論）   

埼玉大学  非常勤講師（環境アセスメント）   稲森悠平，矢木修身   

千葉大学  非常勤講師（生活科概説）   田中 浄  

非常勤講師（大気化学）   畠山史郎  

非常勤講師（大気拡散論）   光本茂記  

非常勤講師（量子化学序論Ⅰ）   井上 元  

非常勤講師（量子化学序論ⅠⅠ）   相馬光之  

東京大学  生産技術研究所協力研究貞（地球，都  
市環境に関する風洞シミュレーショ  
ン）  

東京大学気候システム研究センター運  
営委員会委員  

非常勤講師（衛生行政学特論）   兜眞徳  

非常勤講師（環境論・薬理毒性・薬剤  
学）  

非常勤講師（基礎科学科複合系計画論   

非常勤講師（教養学科環境社会科学Ⅰ）   

非常勤講師（特別講義lI）   森田昌敏  

東京農工大学  非常勤講師（環境情報処理苧）   須賀仲介   

東京工業大学   非常勤講師（化学環境工学特別講義第   

お茶の水女子大学  非常勤講師（細胞生物学持論11Ⅰ）   菅原 淳   

山梨大字   非常勤講師（特別講義「下水のイオウ  
関与生物の制御」）  

信州大学  非常勤講師（講座外（医用統計学））   

名古屋大学   非常勤講師（水圏環境学持論第1）  畠山史郎  

名古屋大学太陽地球環境研究所共同利   
用委員会委員  

名古屋大学太陽地球環境研究所共同利  
同委員会専門委員会委員   
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委  嘱  先   委 嘱 名  氏  名   

豊橋技術科芋大字   非常勤講師（環境工学大学院特別講義   溝口次夫   

京都大学   京都大学生態学研究センター運営委員  
会要員   

大阪大学  大阪大学溶接工学研究所運嘗委員会委  
貞  

非常勤講師（特別講義I「酵工学微生  
物による水処理」）  

徳島大学  非常勤講師（環境科芋概論）   森田昌敏   

愛媛大学   非常勤講師（特別講義「微量化学分析」）  森田昌敏  

長崎大学   非常勤講師（衛生学）   森田昌敏   
高エネルギー物理学研  溝口次夫  
究所  

国立極地研究所   国立極地研究所専門委貞会委員   秋元 撃，佐竹研一   

国立遺伝学研究所   評議員   市川惇信   

国際日本文化研究セン  市川惇信  
ター  

学術情報センター   学術情報センター運営協議員   市川惇信  

紀要編集委員   市川悸信   

国立衛生試験所   国際有害化学物質登録制度（IRPTC）  
国内協力委員会委貞   

農林水産省   農林水産技術会議専門委貞   小泉 明   

水産庁   化学物質魚介類汚染調査検討会検討員  森田昌敏   

通商産業省  産業技術者議会臨時委貞   市川悸信  

大阪湾底質等調査専門要員会委員   小澤三宜，大坪囲順  

計量士国家試験委員会委員   渡部欣愛  

計量教習所  非常勤欝師   渡部欣愛   

気象大学校   非常勤講師（総合科日「農業と生物の  
環境」）   

郵政省   ファジィ総合研究第3分科会委員   甲斐招美紀子  

ライダー開発作業分科会委員   笹野泰弘，清水 浩，杉本伸夫  

衛星の能動的追尾技術開発検討会委員  笹野泰弘，中根英昭，杉本伸夫，  
天野（林田）佐智子，湊 淳  

環境影響物質輸送観測用レーダの開発  
に関する研究に係る評価検討委貞会  
委眉  

成層圏無線中継システム研究会システ  
ムアプリケーション部会委員  

地球環境情報通信ネットワークの開発  
に関する調査研究会要員   

労働省   職業がん対策専門家会議専門家   小泉 明  

変異原性試験等結果検討委員候補者  小泉 明   
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建設省   第5回日独排水及びスラッジ処理につ  
いてのワークショップ委員会委員  

文化庁   第11期著作権審議会委貞  市川惇信  

第19期国語審議会委員  市川悸信   

福島県立医科大学   客員講師  小泉 明   

茨城県  茨城県公害対策審議会委員  陶野郁雄  

茨城県都市計画地方審議会専門委員   兜 眞徳  

霞ヶ浦浄化研究交流会議委員  柏崎守弘，岩熊敏夫   

群馬県   群馬県地盤沈下調査研究委員全委員   陶野郁雄   

埼玉県   環境科芋センター整備調査検討会委員   内藤正明   

埼玉県未規制物質対策専門委貞会専門   森田昌敏  
委員  

千葉県  鈴木和夫  
会委員  

東京都  港区環境影響評価技術検討会委員  小野宏哉  

水質総合監視体制の整備に関する検討   海老瀬潜一  
会委員  

大気汚染健康影響サーベイランス検討   新田裕史  
委員会委員  

秋元肇      東京都環境科学研究所運営委員会委員  

東京都自動車交通量対策検討委貞会・   若松伸司  
汚染解斬作業部全委員  

森田昌敏      東京都消費生活対策審議会臨時委員   

神奈川県   神奈川県環境科学センター研究推進委   内藤正明  
貞会委員  

神奈川県廃棄物問題懇話会委貞   後藤典弘  

新潟県   新潟県地球温暖化対策地域推進モデル   西岡秀三  
計画策定検討会議委員  

地盤沈下対策検討委員全委員   陶野郁雄  

富山県   客員研究員  大政謙次  

富山県衛生研究所客員研究員  嵯峨井膵   

山梨翠   山梨県曙墳科学研究所検討委員会委員   後藤典弘，中杉修身   

滋賀県   生態学琵琶湖賞選考委員会委員  安野正之   
琵琶湖におけるピコプランクトン調査   渡逓 信  
検討委員会委員  

島根県  しまね快適環境プラン検討会議委員   内藤正明   

土浦市   生活排水対策推進計画策定検討委員会  
委員  

美浦村   美浦村公害防止丸L岸協議会専門委貞   相崎守弘   

所沢市  所沢市公害対策委貞会委員   片山 徹   

千葉市  千葉市一般廃棄物処理量本計画検討委  
員会委員   
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婚市   相市清掃対策審議会委員   小澤三宜   

川崎市   先端技術産業環境対策に係わる調査検  
討会委員  

静岡市  火力発電所環境影響調査専門委貞余香  
貞   

豊中市   ヒメボタル生態調査検討委貞全委員  宮下 衛   

日本原子力研究所  研究嘱託（機能材料創製に関する研究）  大政謙次  

原子力用レーザー研究委貞会専門委員  菅野泰弘  

放射線高度利用研究委貞会専門委員  大政謙次  
日本科学技術情報セン                 ガス状物質およびエアロゾルの生体影  新田裕史，三浦卓  

ター  響レビュー委員会委員  

医学情報委員会要員  小泉明  

花粉症と指定疾病の総合的研究委員会  
要員  

公害健康被害補償予防  小泉明  
協会  

陪康被害予防事業検討委貞会環境改善  
事業専門委貞会委貞・  

日本学術振興会  日本学術振興会総合研究連絡会議委員   

、慶應義塾大学   非常勤講師（応用物理学）   竹内延夫   

放送大学学園   非常勤講師（基礎生物学）   榊  剛   

法政大学   非常効講師（数字（3））   花崎秀史   

東京理科大学   非常勤講師（特別講義ⅠⅠ）   相馬光之   
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（環境研修センター講師一覧）  

研 修 名   講 議 名   氏 名   月  日   

環境庁新採用職員研修（Ⅰ種）  環境科学の現状と課題   小泉 萌  3．4，9   

環境行政管理・監督者研究会  環境研究の方向   市川 惇信  3，7．8   

環境管理研修   環境を総合的に評価する指標   内藤 正明  3．11．6   

環境影響評価研修   内湾の富栄養化の現状   木幡 邦男  3．11．15   

自然保護研修   自然環境情報とその活用   伊藤 訓行  3．7．2   

大気保全研修   酸性雨につ亡ゝて   村野健太郎  4，2．21   

水質保全研修   地下水汚染   中杉 修身  3．10．21   

水質保全研修   河川・湖沼の汚濁   矢木 修身  3，10，23   

地盤沈下防止研修   地盤沈下原論   陶野 郁雄  3．12．3   

情報処理研修   統計入門   松本 幸雄  4．1．29   

情報処理研修   画像処理   安岡 善文  4．2．1   

情報処理研修   パソコン通備について   阿部 重信  4．2．6   

機器分析研修   実習指導：GC－MSの測定法   伊藤 裕康  3，9．2   

機器分析研修   
化学物質情報交換のためのパソコ  

功刀 正行  4，1．22   
ンネットワーク  

一般分析研修   実習指導；オキシダントの測定  研刀 正行  3．5．16－5．17   

大気分析研修．   酸性雨と大気汚染   村野健太郎  3．12．12   

大気分析研修   これからの環境科学   後藤 典弘  3．12．13   

水質分析研修   実習指導：窒素・リンの測定法  細見正明  3．7．2－7，5   

水質分析研修   ・実習指導：1CP発光分光分析法  古田 直紀  3．7．4－7．5   

水質分析研修   微量有害化学物質による環境汚染と計測  白石 寛明  3．7，6   

水質分析研修   湖沼における富栄養化   河合 案欣  3，7．11   

環境モニタリング（水質）研修  水質モニタリング概論．計画論  細見 正明  3．10．2－10．4   

環境モニタリング（水質）研修  水質測定データの取り扱い方   天野 耕二  3．10，28   

環境モニタリング（水質）研修  生物学的水質測定法   岩熊 敏夫  3．10．29   

環境モニタリング（水質）研修  水質モニタリング概論，計画論  細見 正明  3．11．11．一11．12   
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8．研究所日誌  

（1）研究所  

生月 日   事  項   年月 日   事  項   

3．4．4  JICA中国公害防止研修一行来所   7．17  JICA廃棄物処理研修一行来所   

4，5  企画調整局環境研究技術課一行来所   7．17  長野県戸倉町一行来所   

4．8  カリフォルニア大学調査団一行来所   7．18  筑波大学社会工学系一行来所   

4．9  

行来所   7．18  自然保護局長視察  

4．10   7，19  衆議院環境委員会調査室一行来所   

4．11  新治村役場一行来所   7．19  東邦大学理学部生物学科一行来所   

4．16  図書館情報大学事務局長視察   7，19  米国環境保護庁，内務省一行来所   

4．17  UNEP／GRID一行来所   7．22  

4．17  OECD事務局来所  所   
4．19  科学技術週間施設一般公開  7．23   

4．26  環境庁転任者研修一行来所   7．26  東京学芸大字一行来所   

4．30  東京工業大字総合理工学研究科一行来  

所   8．7  

5．2  サンムインドネシア人口環境大臣視察  行来頭   
8．8   

所  8．27  韓国新聞社訪日記者チームー行来所  

5．10  

一行来所  団一行来所  
5．13  

行来所   9．4  フィリピン青年研修団一行来所  

5．14   9．10  サッチャー前英国首相視察   

5．15  米国科学財団（NSF）一行来所   9，19  産業医科大学学長来所   

5．22  大蔵省主計局総理庁1係主査一行来所  9．24  ㈲セメント協会一行来所   
5．22  筑波大字大学院環境科学研究科一行来  

所   来所   
5．23  米国州議会・政府調査団一行来所   9．27  ㈲原子力産業会議一行来所   

5．27  JICAインドネシア国河＝浄化集団研修  9．28  IFAC／ISHS国際会議一行来所  

一行来所   10．2  ㈲経済団体連合会一行来所   

6．5  研究発表会   10．7  

6．6  環境月間施設一般公開・特別講演会  （旭四従四位）   

10．8   

6．7  大阪工業会一行来所   10，11  韓国国立工業試験院一行来所   

6，10  日本公害防止技術センターー行来所   10．14  日本経済新聞社一行来所   

6．12  カナダ政府森林調査団一行来所   10．15  ㈱日本環境技術協会一行来所   

6，14  NKK（日本鋼管株式会社）一行来所   10，16  タイ チェンマイ大字教授来所   
6．15  JICA廃棄物再生利用研修一行来所   10．17  足立区まちづくり一行来所   
6．20  東京都環境計量協議会一行来所   10，18  日中友好環境保全センター設立計画訪   

6．28  所長と10年勤続職員との懇談会   日団一行来所   
6，28  EC事務局環境ミッションー行来所 －  10．22          北上市公害対策審議会委員一行来所   

7．3  大蔵省会計事務職貞研修一行来所   10，24  つくば・アジア農業教育セミナーー行来   

7．5  圃環境科学総合研究所一行来所   所   
7，9  東京大字農学部農業工学科一行来所  10．25         JICA海洋保全研修一行来所   

7．12  筑波研究コンソーシアムー行来所   10．29  

7．12  自由民主党 政務調査会（安本恒己）  来所   
7．13  東京大学教養学部一行来所  10．31   

7．15  会計検査院実地検査（～17日）   10．31  企画調整局環境研究技術課宮川課長視察   
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生 月 日   事  項  年月 日   事  項   

11，2  JICA環境技術集画研修】行来所  2．13  中国環境視察団一行来所   

11．5  タイ ONEB職員来所  2．17  カタール環境保護委員会事務局長来所   
11．6  茨城県・農林省研究機関連絡会一行来所  2．18  韓国国立環境研究院院長来所   

11．8  JICA環境行政研修一行来所  2．18  米国会計監査委員一行来所   

11．13  日本薬科機器協会一行来所  2．19  韓国ソウル大学一行来所   
11，18  

行来所  2．26  

11，21   所  
12．2  醐山形県テクノポリス財団一行来所  地方公害試験研究機関との交流会       2．27   

12．6  糾化学工学会一行来所  2．28  地方公害研協読会   

12．6  

所  3．3  京都大学農学部農芸化学教室一行来所  
12．9   3．5  日本にかわゼラチン工業組合一行来所   

12．11  日韓セミナーー行来所  3．10  兵庫県立公害研究所総務部長来所   
12．17  ベネズエラ環境天然資源省局長来所  3．11  ハンガリー環境研修一行来所   

12，18  タイ技術者研修生一行来所  3．12  滋賀県立大学開設準鮨室来所   
12．19  JICA東欧研修（ポーランド）一行来所  3．13  ユネスコ・アジア太平洋地域国際水文学   

12．20  韓国ソウル大学一行来所   計画トレーニングコースー行来所   
12．20  中華人民共和国一行来所  3．13  企画調整局予算係長来所   

12，27  所長年末あいさつ  3．17  ，ロシア共和国凍土研究所一行来所   

4．1．6  所長年始あいさう  3．18  ドイツケルン大学数授来所   

1，13  中村正三郎環境庁長官視察  3．19  マレーシア森林局長官補来所   

1．16  三郷市環境保全協力会一行来所  3．24  北海大学工学部衛生工学科一行来所   
1．20  韓国ソウル大学一行来所  3．24  砂漠化機構解明に関する共同研究中国   

1．21  英国環境省科学書議官来所   委員一行来所   
1，22  ドイツ科学技術局長来所  3．24  ロシア共和国中央大気観測所一行来所   
1．28  JICA産業公害防止コースー行来所  3．25  フィリピン支援調査専門家一行来所   
1．29  JICA公衆衛生技術者コースー行来所  3．25  スーパーコンピュータシステム稼動記   

1．31  関東管区行政監察局一行来所   念式典   
2．4  人事院放射線防止管理状況監査  3．26  新技術事業団内新技術開発懇談会一行   
2，5  水文・水資源ワークショップー行来所   来所   
2．7  茨城県立並木高等学校生徒一行来所  3．27  井上長官官房会計課長来所   
2．7  ウルグアイ共和国前経済・財務次官来所  3．30  米国航空宇宙局来所   
2．13  スウェーデン環境保護庁来所   

（2）環境研修センター  

生月 日   事  項   年月 日   事  項   

3．7，17  宮地衆議院議員視察   10．31  
10．17  中国環境保全センター設立計画訪日団  ト・ウラケン氏来所（10．31～11．1）  

一行来所  11．15   

11，16  主任計量者協議会一行来所   
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9．研究所構成員  

（1）職 員  
（平成4年3月31日現在）  

職   名   氏  名   職   名   氏  名   

所   長   小 泉   明   管理係長   秋 吉 利 彦   
副 所 長   市 川 惇 借   管理係貞  吾妻 洋  
主任研究企画官   久 野   武   共通施設係長（併）  秋吉利彦  
研究企画官   国 安 俊 夫   共通施設係員   種 瀬 治 良   

柳 橋 寮 生   特殊施設係長（併）   藤 田 和 仲   
ノ／ （併）   大 坪 国 順   技術係長   駒 場 勝 雄   
ノ／ （併）   藤 沼 康 実  地球環境研究グループ統括研  秋 元  撃   
ノノ  （併）   杉 山 健一郎  究官   

国際研究協力官   栗 原   崇   ／ノ （併）  

総務部長   清 水 文 夫   温暖化現象解明研究チー  博  
総務課長   早 坂 習 夫   

ム総合研究官   

課長補佐   伊 東 書司男   主任研究員  横内陽子  

欠   〃  酒巻史郎  

総務係長   久 保 恒 男   野尻幸宏  
〃  

総務係員   竹中明夫  
赤 塚一 輝 子   温暖化影響・対策研究  
大 橋 孝 生   チ」ム総合研究官   
奥 山 英 史   

車庫長   
主任研究員   甲斐沼 美紀子  

阿久津   勇   
副車庫長   

増 田 啓 子  
染 谷 竹 男   オゾン層研究チーム総合  中 根一英 昭   

厚生係長（併）   久 保 恒 男  研究官   
厚生係貞   皆 川 和 子   主任研究貞   天野（林田）佐智子   

人事係長   長 澤 満 郎   酸性雨研究チーム総合研  澤 口 次 夫   
人事係員   成 島 克 子   究官（併）   

〃   飯 田 浩 二  、 主任研究員   佐 竹 研 一   
業務係長   尾 高 明 彦   〃   河 合 崇 欣   

会計課長   塚 原 光 男   〃   村 野 健太郎   
課長補佐   平 塚   勉   畠 山 史 郎   

〃   欠   海洋研究チーム総合研究  秋 元  撃   
経理係長   木 田 勝 啓   官（併）   

経理係員   太 田 義 孝   主任研究員   原 島   省  
金 子 浩 二   剖 刀 正 行   

支出係長   志 村 博 之   森林減少・砂漠化研究  
支出係員   木 村 幸 子   ∠ゝE江ク垣   

契約係長   堤   隆 雄   主任研究貞   宮 崎 忠 国  

契約係員   川 村 和 江   可 知 直 毅   
野生生物保全研究チーム  宜 高   押 田  武  総合研究官  調度係長   久 米 英 行  

調度係員   稲 村   徹   主任研究員  高村健ニ  
〃  

施設課長   菅 原 三 夫   奥田敏統  

課長補佐   
研究員  永田尚志  

龍 崎 惣 一   衛星観測研究チーム総合  
藤 田 和 仲   研究官   

動物施設専門官   岩 渕 清 二   主任研究貞   杉 本 伸 夫   
生物施設専門官   小 石   元   〃   横 田 達 也   
理工施設専門官   町 田  
特殊施設専門官   

孝    地域環境研究グループ統括研  
究官   

営繕専門官   石 田 秀次郎  上席研究官   三 浦  卓   
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職   名   氏  名   職   名   氏  名   

交通公害防止研究チーム    清 水  浩   環境経済研究室長（併）  後 藤 典 弘   
配               総合研天官   主任研究員   小 野 宏 哉   
主任研究貞  田 村 正 行  研 究 員   青 柳 みどり   
研 究 員   森 口 祐 一   日 引  聡   

都市大気保全研究チーム  資源管理研究室長   
八 鹿   

乙 間 末 廣   

上 原   清   
研 究 員   天 野 耕 二   

主任研究員  
鵜野伊津志  〃  森   保 文  

海域保全研究チーム総合  
環境計画研究室長   大 井   紘  

研究官  主任研究員   青 木 陽 二   
主任研究員   木 幡 邦 男   研 究 員   近 藤 美 則   

〃   中 村 泰 男   情報解析研究室長   安 岡 善 文   
湖沼保全研究チーム総合  柏 崎 守 弘   主任研究員   須 賀 伸 介   
研究官  研 究 員   清 水  明   
主任研究員   春 日 清 一   山 形 与志樹   

福 島 武 彦  化学環境部長   森 田 昌 敏   
〟   高 木 博 夫   計測技術研究室長   藤 井 敏 博   

有害廃棄物対策研究チー  中 杉 修 身   主任研究員   古 田 直 紀   
ム総合研究官   
主任研究貞  

向 井 人 史  

〝  
安 原 昭 夫   計測管理研究室長（併）  森 田 昌 敏・  
平田健正  

水改善手法研究チーム総  
主任研究員   伊 藤 裕 康  

合研究官  
研 究 員   西 川 雅 高  

主任研究員  松垂一夫  吉 永  淳  

研究員  山 本 貴 士  ‘今井章雄  
田         動態化学研究室最   大気影響評価研究チーム  相 馬 光 之  

総合研究官  主任研究員   瀬 山 春 彦   
主任研究員   安 藤   満   〃   柴 田 康 行   

市 瀬 草 道   研 究 員   田 中  敦   
化学物質健康リスク評価  相 馬 悠 子   化学毒性研究室長   彼 谷 邦 光   
研究チーム総合研究官  主任研究貞   白 石 不二雄   
主任研究員   米 元 締 三   研 究 員   佐 野 友 春   

白 石 寛 明   研究補助貞   宇 野 由利子   
稲 葉 一 穂  環境健康郡長（併）   鈴 木 継 美   

研 究 員   梅 津 豊 司   生体機能研究室長   小 林 隆 弘   
化学物質生態影響評価研  主任研究貞   鈴 木  明   
クb  爪A如   

笠 井 文 絵   
持 立 克 身   

主任研究員  
花 里 孝 幸・   

野 原 恵 子   
〃   高 橋 勇 二   

新生生物評価研究チーム  
総合研究官  研 究 員   山 根 一 祐  

主任研究員  佐治 光  病態機構研究室長   遠 山 千 春  

研究員  中嶋信美  主任研究員   藤 巻 秀 和  

岩崎一弘  青 木 康 展   

都市環境影響評価研究  眞 徳   平 野 靖史郎  
チーム総合研究官   研 究 貞   河 越 昭 子   
主任研究員   高 橋 憤 司   〟   伊 藤 勇 三   

〃   新 田 裕 史   保健指標研究室長   太 田 庸起子   
研 究 員   影■山 隆 之   主任研究員   三 森 文 行   

実験動物開発研究官   高 橋   弘   国 本  学   
主任研究員（併）   高 橋 慎 司   松 本  理   

環境統計手法研究官   松 本 幸 雄   研 究 員   山 元 昭 二   
遺伝子資源研究官   伊 藤 訓 行   環境疫学研究室長   小 野 雅 司  

社会環境システム部長   後 藤 典 弘   
主任研究貞   田 村 憲 治  
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職   名   氏  名   職   名   氏  名   

研 究 貞  今 井 秀 樹  分子生物学研究室長   田 中   揮   
大気圏環境部長  考 田 仲 明  主任研究員   榊  剛   

大気物理研究室長（併） 常 田 仲 明  折．究 貞   久 保 明 弘   
主任研究貞  光 本 茂 記  青 野 光 子   
研 究 貞  局 薮   緑 環境情報センター長  渡 辺 忠 明   

J／  花 崎 秀 史 情報管理室長  阿 部 重 信   
大気反応研究室長  福 山   力   室長補佐  大 鳥 則 夫   
主任研究員  今 村 隆．史   情報システム専門官  白 井 邦 彦   
研 究 貞  三 好  明  達格調整係長  古 田 早 苗   

高層大気研究室長（併）常 田 伸 明  電算磯管理係長  欠   
主任研究員・  鈴 木  陸  電算機管理係員  根 本 洋 二   
研 究 貞  招 口   数  電算機運用係長  欠   

大気動態研究室長  井 上  元  電算捜運用係員  阿 部 裕 明   
主任研究員  泉  克 幸  国際情報係長  欠   

ノノ  内 山 政 弘 情報整備室長  櫻 井 正 美   
研 究 貞  湊  淳   数億倍報専門官  欠   

松 井 一 郎  調査係長  欠   
水土壌圏環境部長   渡 辺 正 孝  整備係長  猪 爪 京 子   

水環境質研究室長   矢 木 修 身  管理係長  欠   
主任研究貞   内 山 裕 夫  研究情報室長  菊 池 光 彦   
研 究 員   富 岡 典 子  学術情報専門官  杉 山 修一郎   

小 沢 秀 明  研究情報係長  坂 下 和 恵   
水環境工学研究室長   海老瀬 潜 一  照会検索係長  欠   
主任研究貞   宇都宮腸二朗  照会検索係長  名 栗 美保子   
研 究 員   井 上 隆 信  図書資料係長  宮 下 七 重   

原 田 茂 樹  普及係長  欠   
土壌環境研究室長   高 松 武次郎  普及係貝  松 井 文 子   
主任研究員   向 井   哲 地球環境研究センター長  市jll惇信  

細 見 正 明 （副所長充て職）   
服 部 浩 之  総括研究管理官   西岡秀三   
土 井 妙 子  研究管理官  櫓 弘 崇 嗣   

研 究 員   恒 州 篤 史  ／J  原 沢 英 夫   
地下環境研究室長   陶 野 郁 雄  業務係長  塚 田 良 →   
主任研究員   大 坪 圃 順  観測第1係長  荒 木 真 一   

〝   木 村  強  観測第1係員（併）   大橋孝生   

生物圏環境部長   苫 原   淳  観測第2係長   欠  
上席研究官   安 野 正 之 環境研修センター所長  片 山  徹   
環境植物研究室長   大 政 謙 次  研修企画官  渡 遥 和 夫   
主任研究貞   藤 沼 康 実  庶務課長  桜 井 靖 生   

〝   名 取 俊 樹  庶務係長  高 見 晃 二   
〃   清 水 英 幸  庶務係貞  小 林 浩 冶   

研究補助員   戸 部 和 夫   電  工  五十嵐 輝 雄   
環境微生物研究室長   渡 逢   信   運転手  栗 原   啓   
主任研究員   高 村 典 子   用務員  五十嵐 光 子   

広 木 幹 也   会計係長  野 口 竹 志   
研 究 員   佐 竹   潔   会計係員  桑 原 眞 弓   

生態機構研究室長   岩 熊 敏 夫   教務課長（併）  構 造 和 夫   
主任研究員   宮 下   衛   教務係長   神 谷 仁 巳   
研 究 員   野 原 精 一   教務係員   池 田 り か   

〃   上 野 隆 平   〃   佐々木 淳 一   
〃   多 田  満   主任教官   渡 部 欣 愛   
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職  名   氏  名   職   名   氏  名   

教官  相平伸幸  教 官   牧 野 和 夫   
網田久和子  

（2）客員研究員・共同研究員受入人数  

客員研究員   314人  
共同研究員   105人  
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10．平成3年度研究発表会，セミナー等活動記録   

（1）国立環境研究所セミナー  

No．  年月 日   題  目   発 表 者   所   属   

178回  3．10．21  水田土壌の酸化還元状態とメタン生成   高 井 康 雄  東京農業大学   
179回  3．10．22  酸性雨の健康影響   R．A．ゴイ ヤー  ウエスタンオンタリオ  

大学  
180回  3．11．8  地球温暖化予測とその問題点   東京大学        松 野 太 郎   
181回  3．12．20  地球環境問題の本質   新 田 義 孝  電力中央研究所   
182回  4．1．9  タンガニーカ湖の魚たち   川部部 活 哉  京都大学   
183回  4．1．31  文部省重点領域研究「衛星による地球環境の  

解明」の紹介   

（2）第7回全国環境・公害研究所交流シンポジウム  

「地球の温暖化」と「酸性雨J  

開催日：平成4年2月26日，27日   

場 所：国立環境研究所大山記念ホール  

題  目  所  属  

驚 田 仲 明  
小 泉   明  
宮 川 秀 真  

国立環境研究所  
国立環境研究所  環境庁  

［地球温暖化］   

地球温暖化と環境監視．   

地方公害研究校関における温室効果気体モニタ   
リング   
水田におけるメタンフラックス及び環境濃度に   
ついて   
児島湾周辺におけるメタン濃度の変動   
廃棄物処理に伴うメタン，亜酸化窒素の排出量  

について   
地球温暖化対策の技術評価について  

国立環境研究所  
兵庫県立公害研究所  

福岡県公害衛生センター  

・岡山県環境保健センター  
神奈Jl‖具環境科学センター  

国立環境研究所  

酒 巻 史 郎  
平 木 降 年  

石
 
 
田
 
田
 
 

大
 
 
前
安
 
 

興 弘  

憲
 

清 水  

［酸性雨の実態プ   

，91PEACAMPOT航空機調査の概要   

沖縄の雨水の特性について   
山岳地帯の酸性雨   
硫黄同位体からみた酸性雨  
日本海側の酸性雨・酸性雪  

一 一立山連邦を有する富山県の事例について一  
コメンテーター  

畠 山 史 郎  
金 城 義 勝  
薩摩林  光  

大 泉  毅 烏 山 成 一  

宝 来 俊 一  
中 尾  充  

国立項墳研究所  
沖縄県公害衛生研究所  
長野県衛生公害研究所  
新潟県衛生公害研究所  
富山県公害センター   

鹿児島県環境センター  
島根県衛生公害研究所   



題  目   発 表 者   所   属   

［酸性雨の植物，河川影響］   

酸性雨の楕物影響   佐 竹 研 一  国立環境研究所  
宝満山（福岡県）における植物被害調査   須 田 隆 一  福岡県衛生公害センター   
兵庫県南東部における植物に対する酸性及び醍  小林示ぎ樹  
化性物質の影響   
融雪初期の河川酸性化について   坂田康一   
田沢湖の中和について   組谷均  
一玉川酸性水中和処理施設試験稼動前後の水質一   
コメンテーター  大原真由美  

阿部智夫  

【総合討論］   溝口次夫   

閉会の挨拶   市 川 惇 信  国立環境研究所   
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11．施設の整備状況一覧  

（平成4年3月現在）   

施   設   名   構   造   面 閻   竣工時期   

研究本館Ⅰ   RC－3   11，436m2  1期昭和49年3月竣エ  

1期昭和52年5月竣工  
管理棟   RC－2   Ⅰ期昭和49年5月竣工  

J期昭和52年2月竣工  
研究本館II  RC－3  Ⅰ期昭和54年11月竣工  

（共同利用棟）  

l期昭和57年2月竣工  
（共同研究棟）  

エネルギーセンター，厚生棟  RC2   召和49年10月竣ユニ  

召和51年一部増築  

廃棄物処理旋設  特殊実験排水処理能  召和49年10月竣工  

力100mリd  
～般実験排水処理能  獅ロ54年2月竣工  
力500m3／d  

大気化学実験棟（スモッグチャン／ト」  RC－1   召和52年1月竣工  
大気拡散実験棟（風洞）   RC2，地下－1  2．329m2  昭和53年3月竣工   
大気汚染質実験煉（エアロドーム）   SlそC8   1．321m2  昭和54年8月竣工   
大気モニター棟   RC1   81m2  昭和53年3月竣工   
ラジオアイソトープ実験棟   RC3   1，564m2  昭和53年3月竣工   
水生生物実験棟Ⅰ（アクアトロン）   RC3   2．198mZ  昭和51年ユ0月頗エ   

水生生物実験棟II（アクアトロン）   RC2   337m2  昭和55年11月竣工   
水理実験棟   S－1   1．167m2  Ⅰ期昭和51年10月竣工  

ⅠⅠ期昭和55年11月竣⊥  

土壌環境実験棟（ペドトロン）   RC－3   昭和53年2月竣工      1，931mZ   

動物実験棟Ⅰ（ズートロン）  SRC7  5，185mZ  
lI期昭和51年11月竣工  
（中動物棟を含む）  

動物笑明棟ⅠⅠ（ズートロン）  RC3  l，862m2   
植物実験棟Ⅰ（ファイトトロン）   RC3   3，348m2  昭和50年12月竣工   

植物実験棟ⅠⅠ   RC4   3，722m2  
騒音・保健研究棟   地下1   
実験ほ場（本構内）  管理棟  427mヱ   

温室3室  575m2  
ほ場6面  4，600mヱ  

実験ほ場（別団地）  管理棟  218m2   
ほ場11面 ■   13，500m2  

生物生態園  1．5ha   
危険物倉庫   B1   86m2  昭和55年11月竣工   
エ作棟   RC－2   189m2  昭和56年9月竣工   
微生物系統保存棟   RC－2   800mヱ  昭利57年12月竣工   

大気共同実験棟   RC3   885mZ  昭和58年12月竣工   
霞ヶ浦臨湖実験施設  実験管理棟   1，75（）n12  昭和58年3月竣工  

用廃水処理施設   910n12  昭和58年3月竣工  
実験水路   110n12  昭和58年3月竣工  
フリースペース   1．Oha  昭和58年3月竣工  

奥日光環境観測所  管理棟   1帥m2  昭和61年11月竣エ  
観測所   187m2  昭和63年3月竣工  

環境遺伝子工学実験棟  RC3   1，678m2  建設中   
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施   設   名   構   造   面 積   竣工時期   

環境研修センター  
本館   RC－3   2．216mプ  昭和49年9月竣工   

実習棟   RC－3   2．197m2  昭和49年9月竣工   

特殊実皆様   RC、3   1．054m2  昭和63年5月竣工   

宿泊棟   RC－5，】33人収容  2．812m2  昭和49年9月竣工   

厚生棟   RC－1   450m2  昭和49年9月竣工   

その他  932m2  



∈≡∃将来構想  
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奥日光環境観測所  
〒32ト14蛎よ県日光市大宇日光字奥日光            I   

t 騒 0288－55一助82（管理棟）            】  

0288－55－0769（観測所）  
J  

来由＝島牧  

（敷地面積2．6ヘクタール）  

地震面洗去水穐拉    （伐採区）  

●観測用井戸  ●厳刑用井戸  

50  to（ln  

D   5   川口  

′T」 J  
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環境研修センター  
〒お9 埼玉県所沢市並木3－3  

t 鮭 糾乃一別－9測3，9766  
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 （敷地面積2ヘクタール）  
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平成3年度 編 集 小 委 員 会  

委 員 長  相 馬 光 之  
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